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はじめに 

 

2017 年度町田市障がい者青年学級事業に

ついて、「実践報告集第 43 号」を刊行いたし

ました。この報告集は、障がい者青年学級（以

下「青年学級」）の活動の様子を綴り、分析

して課題を明らかにし、さらに今後の活動の

展望を語ることを目的に編集したものです。

編集にあたっては、日頃から活動をご支援い

ただいている「担当者」（ボランティアスタ

ッフ）の皆様にご尽力いただきました。 

2016 年度の青年学級の活動を振り返りま

すと、3 つの学級で 171 名の学級生が参加し

ました。活動内容としては、通常の学級活動

以外に公民館学級は恒例の大地沢青少年セ

ンターでの宿泊合宿を行いました。ひかり学

級と土曜学級では宿泊合宿か日帰り旅行を

行うか話し合いを行い、ひかり学級では、貸

し切りバスで横浜みなとみらいへ出かけ、土

曜学級は 2 年ぶりの大地沢青少年センター

での宿泊合宿となりました。また年度末の成

果発表会では各学級ともに新しい歌の作成

や、日頃の思いを作文や劇を通して表現する

など、精力的な発表を行いました。特に 2 名

の新たな仲間を迎えた公民館学級と土曜学

級では、新人学級生を交えての学級活動が他

の学級生にも刺激を与え、新たな学級活動を

生み出す土台になりました。 

一方で、担当者の体制は必ずしも充足して

いるとはいえず、担当者募集のために、市内

外の大学・専門学校へのポスター掲示依頼や

授業・ガイダンスでのＰＲ、市内町内会の掲

示板へのポスター掲示など積極的に広報活

動を行い、結果として 14 名の方に担当者と

して新たに参加いただくこととなりました。 

青年学級に参加する学級生を取り巻く環

境は、ここ数年目まぐるしく変化しています。

2014 年 1 月、我が国は「障害者権利条約」

を批准しました。国連総会で採択された

2006 年以後、障害者虐待防止法や障害者総

合支援法の施行、障害者差別解消法の成立、

障害者雇用促進法の改正など、さまざまな制

度改革を経たのち批准しました。この条約は

様々な分野における権利実現のための取り

組みを締約国に対して求めていますが、教育

を受ける権利についても、同条約第 24 条に

おいて規定しています。 

また、まちだ史においても、2016 年 3 月

には、障がいのある人の施策の基本計画とし

て、「第 5 次町田市障がい者計画」が策定さ

れました。この計画では、障がいのある人が

希望する学びや文化芸術・スポーツ活動に参

加しやすくすることを明記しました。 

こういった条約の批准や計画の策定がさ

れる中、優生思想を基にした、津久井やまゆ

り園での凄惨な事件が起きた翌年に、旧優生

保護法による強制不妊手術が提訴という形

で、改めて社会の中で問われることになりま

した。 

このような時代に、障がいをもつといわれ

る人々が主体的に学び、社会参加し、自らの

生を肯定し、地域で生活していくためにも、

社会教育事業としての青年学級をより充実

させる必要があります。町田に根付いた青年

学級事業ですが、さらに社会の中で理解を深

められ、より多くの市民の皆さんの参加を得

て、事業を展開していけるよう努力と研鑽を

重ねていきたいと考えています。 

末筆になりましたが、事業の実施、「実践

報告書」の作成など、日ごろから活動をご支

援いただいている担当者の皆様、関係者の皆

様のご尽力に感謝申し上げます。 

 

2018 年 9 月 

町田市生涯学習センター 
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第１部

２０１７年度

学級活動の概要



１．青年学級のねらい 

青年学級開設当初は２０名に満たなかっ

た学級生も、現在は十倍近い人数になり、３

つの学級にわかれてそれぞれ独自の活動を

展開しています。各学級ともに、青年学級開

設当初からの目標である「生きる力・働く力

の獲得」のもと、「自治」「生活づくり」「文

化の創造」という３つの柱を軸に活動を行っ

てきました。

ここでいう３つの柱についてですが、まず

「自治」とは学級生自身が活動を企画し、運

営していくことを意味します。一人ひとりの

学級生の意見をもとに、それを取りまとめる

班長・副班長を中心とした集団活動が進めら

れ、さらにその班長や副班長によって構成さ

れる班長会で学級全体を見渡していく、とい

うような民主的なプロセスを重要視してき

ました。そして何よりも大切にしてきたこと

は、学級生がなにものにも束縛されることな

く、一人ひとりの思いを自由に語るというこ

とです。とはいうものの、月２回の限られた

活動のなかで、企画から運営まですべてを行

うということは、たやすくありません。しか

し、それらを大切にしていくことで、自分自

身の意見を述べる機会や経験を持ちにくか

った学級生一人ひとりの主体性は、確実に培

われてきたのです。

次に「生活づくり」です。これは活動のな

かでお互いの要求、職場や家庭での喜びや哀

しみなどのさまざまな思いを伝え合い、一人

ひとりの生活の様子や課題を集団の場に出

し、その思いや要求を集団で受け止め共有し

ていくことです。そのことを通して、自らの

生活を振り返り、自分自身の存在を肯定し、

人を思いやる仲間づくり・集団づくりが行わ

れてきました。この集団での経験が、現実の

厳しい生活に向き合い、積極的に自分の生活

上の困難に立ち向かっていく力になるので

はないかと考えられます。

このような自治的な集団をもとに、学級生

の生活要求や課題を反映させることでつく

られていく活動は、既成のものではない独自

の「文化の創造」を通して、具体的なかたち

を与えられ、さらに深められていきます。そ

れにより、学級生が活動のなかで実質的な主

体者となり、ひいては生活場面でも主体的な

存在となっていくことを目指しています。 

実際の活動では、劇や音楽、絵などの様々

な創作活動を素材として取り組み、経験の幅

を広げながら活動を創りだしてきました。そ

して、このような「文化の創造」から、学級

生の要求や働くことの誇り、喜び、苦しみ、

仲間への思いなど、生活実感に根ざしたもの

を取り入れ、オリジナルソングに代表される

ような、青年学級独自の表現文化活動を作り

上げ、他者へアピールする力を築きあげてき

ました。 

このように、文化活動に積極的に関わり、

「文化の創造」を担っていくことは、自らの

生活を振り返り、作り上げ、学級生が主人公

として人生を切り拓いていく力につながる

と考えられます。 

「文化の創造」活動の延長として、１９８

８年からスタートした『若葉とそよ風のハー

モニーコンサート』（以下、わかそよ）も、

２０１７年５月に１８回目が開催され、また

これに類する催し物が開かれるなどしてい

ますが、これまでの青年学級の実践から、地

域に打って出たコンサートであり、そこでは

長年培ってきた学級生の自治の力が大いに

発揮されています。 

「自治」「生活づくり」「文化の創造」の３

つが歯車のように回りながら学級生たちの

生活をより豊かなものにしていき、大きな力

になっていくことが、これまでの実践のなか

で確認されてきています。このことを踏まえ、

今年度もそれぞれの学級で実践が展開され

ました。 

２．青年学級の概要 

（１）各学級の活動の概要

青年学級は、現在、３つの学級にわかれ

て月２回の活動を行っています。そのうち

「公民館学級」と「ひかり学級」は日曜日、

「土曜学級」は土曜日に活動しています。

２０１７年度は３学級あわせて学級生１

７１名（年度当初時点での在籍者数）、担当

者６２名（年度末時点で担当者または当日担



当者として活動に関わっていたボランティ

アの人数）で活動を行いました。一年間の活

動は６月の開級式から、秋の合宿や日帰り旅

行をはさんで、３月の成果発表会までの間に

公民館・ひかり学級は原則として毎月第１・

第３日曜日に、土曜学級は毎月第２・第４土

曜日に行い、それぞれの学級で年１４回の活

動を行いました。また、活動体制としては、

土曜学級が班体制、公民館学級とひかり学級

がコース制をとりました。

（２）活動日の大まかな流れ

タイムテーブルは３学級ともに概ね次の

とおりでした。 

１０時～ 朝のつどい 

１０時３０分～ コース・班活動

（途中、昼食をはさむ） 

１５時３０分～ 帰りのつどい 

１６時 終了 

１６時～ 班長会など 

班長・副班長は、コースや班をまとめると

共に、「班長会」に出席し、他のコースや班

との連絡を取り合って、各学級全体の活動に

ついて話し合い、学級の自治活動を行いまし

た。他にも、公民館学級では、朝夕のつどい

について話し合う「つどい委員会」が帰りの

つどいの後に行われました。 

（３）一年間の学級活動の流れ

４月    学級を語る会

６月    開級式

７月～２月 月２回の学級活動 

(８月は休み、９～１１月に１泊２日の 

合宿や日帰り旅行あり) 

３月    成果発表会 

３．青年学級のこれまでの歩み 

１９７４年度に開設された青年学級は体

制面に着目すると、その歴史の中に大きな４

つの節目をとらえることができます。すなわ

ち、コース制の始まり(１９８５年)、ひかり

学級の発足(１９９１年)、土曜学級の発足

(１９９７年)、とびたつ会の発足(２００４

年)です。そしてこの節目を境にして、５つ

の時期に分けることが可能となります。 

（１）青年学級の発足と実践から生ま

れた３つの柱 

【１９７４年度～１９８４年度】 

第一の時期は、青年学級の実践の方向性を

模索する中から実践の中核となる３つの柱

を確立した時期と言えます。この３つの柱と

は、素材として表現活動を伴う文化的な創造

活動を重視すること、集団のかたちとして自

治的な集団をめざすこと、主題としてそれぞ

れの生活を活動の中心にすえることです。 

こうした３つの柱は、それぞれ、劇づくり

を通した仲間づくりをめざした時期(１９７

４年～１９７７年)、自主的な活動を重視し

た時期(１９７８年～１９８０年)、生活を見

つめ直した時期(１９８１年～１９８４年)

という３つの時期に対応しており、実践の中

から生み出されてきた柱そのものと言って

よいでしょう。また、発足当初２０名だった

学級生の数は、１９８４年度には６３名にな

っていました。 

（２）コース制のはじまりとその発展

の時期 

【１９８５年度～１９９０年度】 

第二の時期は、コース制の実施によって始

まる時期ですが、第一の時期の成果を受けて、

内容別のコース活動に分かれ、それぞれのコ

ースごとにその内容をじっくり深めていく

中で、生活づくりをめざすこととなりました。 

この時期の生活づくりというねらいが具

体的な成果となってあらわれた例に、「わか

そよ」が産声を上げたことが挙げられるでし

ょう。それぞれの生活の中で感じている想い

を歌に託して地域に向けて発信することを

通じ、一人ひとりの新たな生活の創造が始ま

ったと言えます。 

また、こうした活動の中から、全国障害者

問題研究会の全国大会に参加したり、パリで

開催された国際会議に参加したりする学級

生が現れるようにもなってきました。 



生活づくりという目標のもと、地域にアピ

ールしていく活動は、いろいろなところで実

を結び始めたと言ってよいと思います。 

この間、参加希望者は増加を続け、１９９

０年度には学級生が９９名を数えるように

なりました。活動の充実が、青年学級の存在

を広く市民にアピールしたことも、希望者の

増加に一役買っていると言うことができる

でしょう。  

（３）ひかり学級への分級による２学

級体制の時期 

【１９９１年度～１９９６年度】 

第三の時期は、学級生の増加という事態に

対応するためにひかり学級の誕生から始ま

る時期です。  
学級生が増加する中で、言語的コミュニケ

ーションが難しく、多くの介助を必要とする

障がいの重い学級生の姿も見られるように

なりました。そうした生活上の困難を抱えた

学級生がいる一方で、問題が差し迫っていな

い学級生も少なからずいるという状況は、学

級生の多様化も意味していました。  
こうした状況下では、学級全体としての共

通の目標を以前のように維持することは、し

だいに困難になってきました。しかしながら、

それは一方で今までの流れを継承しつつ、多

様な要求に応える実践を繰り広げてきた時

期であると言えるでしょう。  
社会への大切なアピールの場「わかそよ」

も、青年学級の大規模化のため、ほぼ隔年開

催となりましたが、ミュージカルという新し

い表現を盛り込みながら発展を遂げていま

す。またこの時期、海外研修の機会を与えら

れる学級生が何名か生まれました。  

（４）土曜学級の誕生による３学級体

制の時期 

【１９９７年度～２００３年度】 

第四の時期は、土曜学級の誕生によって３

学級の体制が始まった時期です。土曜学級は、

最初、休日の小学校の校舎を借りるかたちで

発足しました。活動の際、車いすの方が一部

利用できない場所がありましたが、２００２

年に公民館が現在のビルに移ってからは、公

民館で活動できるようになりました。「自治」

「生活づくり」「文化の創造」の３つの柱を

土台にしながらも、公民館学級、ひかり学級、

土曜学級のそれぞれが独自の活動を展開す

るようになりました。 

この時期、公民館学級の学級生である高坂

茂さんが、日本で最初の本人活動の会「さく

ら会」結成の中心メンバーとなり、町田の青

年学級にも本人活動の成果を持ち帰ろうと

いう思いで活動を始めましたが、２０００年

３月に志し半ばで職場の事故で亡くなると

いう大変大きな出来事がありました。「町田

にも本人活動を」という動きは、こうした中

で芽生え始め、高坂さん亡き後は、その遺志

を引き継ぐかたちでいろいろな試みがなさ

れ、とびたつ会の発足へとつながる流れを作

り出しました。  

（５）とびたつ会の誕生 ～青年の活

躍の拡がり 

【２００４年度～現在】 

第五の時期は、青年学級からとびたつ会が

生まれ、市主催事業としての青年学級と自主

サークルとしてのとびたつ会が、並び立つ体

制を開始した時期です。とびたつ会は、形式

的には、青年学級とは別の組織ですが、青年

学級の活動を通して本人活動の重要性を自

覚したメンバーによる会です。しかし、とび

たつ会にも青年学級に参加した経験のない

青年が加わるなど、次第に独立した活動をす

るようになりましたが、学級の終わった後の

交流や学級行事などへのとびたつ会メンバ

ーの参加、「わかそよ」や、それに類する催

し物の共同開催など、両者は深い関係を今後

も持ち続けていくことになると思われます。 

また、とびたつ会の発足によるメンバーの

移動が、結果的に学級生の受け入れ能力を超

えてしまった青年学級に新たなメンバーを

受け入れる余地をもたらしました。しかし、

短期的には学級をひっぱっていくリーダー

的存在が抜けることを意味しており、学級活

動に影響をもたらすことになりました。しか

し学級生の中からは新しくリーダーシップ



を発揮する存在が現れ始め、そのリーダーシ

ップのもとで新しい活動の展開が見られる

ようになりました。 

またコミュニケーションの多様化によっ

て、これまであまり発言ができていなかった

青年たちの主張が学級活動に反映され始め

ています。それは自ら発話や文字を書くこと

ができずコミュニケーションが難しいため、

これまで話し合いや作文など「ことばを使っ

ての活動」にはあまり参加できなかった青年

たちが活躍するようになったということで

す。 

これは「スイッチパソコン」や「指文字」

など、支援方法の充実が図られたことが大き

いのですが、コミュニケーションが難しいと

される青年たちのことばの世界が拓かれた

ということ以上に、学級の場面での存在感が

大きく増したという変化がありました。 

学級では表現活動を通じて主体性を獲得

する場面が多くあります。例えば実際に歌う

ことはできなくても学級ソングの作詞をし

て発表の舞台に上がるという経験を通じて

主体性を獲得する青年たちが出てきました。 

こうした青年たちが表舞台に出ることで、

学級の雰囲気にも変化の兆しが生まれてい

ます。これが社会に受け入れられるにはまだ

まだ厳しい状況ですが、４０年を越える学級

の歴史で貫かれている理念に新しい芽吹き

となったともいえるでしょう。  
 

４．３学級に関わる今後の課題 

（１）新人学級生の継続的受け入れと

担当者体制の充実 

青年学級の抱える課題として、新人学級生

の継続的な受け入れの問題があります。当初

２０名弱の人数からスタートした青年学級

も毎年１０名程度の新たな学級生を受け入

れてきましたが、担当者不足などの理由から

新人学級生を受け入れられない状況が２０

０１年から発生していました。しかし、将来

構想検討委員会での話し合いもあり、新人学

級生を２０１０年からは募集できるように

なりました。それに伴って学級生の人数も３

学級全体で現在１７１名となりました。 

また、会場面でも生涯学習センターとひか

り療育園だけでは限界があります。現在の３

学級体制（公民館学級、ひかり学級、土曜学

級）で、どこまでの学級生を受け入れること

ができるか、会場や規模の面からの検討も必

要となっています。 

２０１７年度には若干名の募集に対し、９

名の応募がありましたが、体制・規模の面か

ら考えても全員の受け入れは難しく、やむを

得ず抽選により、３名を受け入れることとな

りました。 

また、担当者体制が厳しい状況であること

に変わりありません。現在の担当者募集方法

（「広報まちだ」での募集記事、地域の自治

会等を通じての担当者募集のビラの配布や

ポスターの掲示、近隣の大学・専門学校への

ポスター掲示及び授業やガイダンス等での

担当者募集の説明など）に加え、大学のボラ

ンティアサークル等との連携やボランティ

ア講座の活用など、担当者を継続的に安定し

て確保する方策が模索されてきました。 

担当者体制は単純にマンパワーの問題だ

けではありません。担当者として主体的に学

習活動に関わる以上は、単に「一市民として

のボランティア」として参加する以上の資質

と取り組みが求められます。そのために担当

者会を充実させ、参加を促していくことも必

要とされています。これまでの方向性を検証

し、人材確保・育成についても検討が必要な

段階になっています。 

（２）青年を取り巻く環境の変化への

対応 

学級に参加する青年の状況も大きく変化

しつつあります。障がい者施策の影響もあり

学級生を取り巻く生活環境や就労状況もこ

こ数年大きな変化がでてきています。新しく

参加している学級生でも一般企業で働く人

がいる一方で、高度なケアが必要な人も増え

ています。  
長年学級に参加してきた青年も、グループ

ホームや通勤寮、生活寮を利用し、仕事に就

いて得られた給料の使い方の訓練を受けた

り、自らの将来について考えたりするなど、



自立にむけて活動するようになってきまし

た。特にここ数年、市内にもグループホーム

が増え、自宅からグループホームへ移る青年

も増えています。現時点ではグループホーム

へ移ったことにより青年学級に通えなくな

るということはありませんが、学級生の置か

れている状況を把握することがこれまで以

上に重要となってきています。  
加えて、こうした家族の高齢化や生活環境

の変化により、送迎の必要性も高まってきて

います。これまでも送迎検討委員会で青年学

級における送迎の課題について検討し、一時

送迎を行ってきていますが、今後、より一層、

送迎に対するニーズが高まってくることが

予想されます。  
そして、これらの青年学級の将来像や、青

年を取り巻く状況の変化、送迎等の課題につ

いて、生涯学習センター職員や担当者、家族

だけでなく、青年学級の主体者である学級生

と一緒に考えていき、その中で本来的な青年

学級の意味を再確認し、これからの発展につ

いて将来的な展望を持っていくことが、今後

の大きな課題となっています。



体制面の語句の説明 

青年……発足当初より、学校を卒業して社

会に出た知的障がい者の社会教育の場は

「青年学級」という名称で活動が進めら

れ、社会的にも認知され今日にいたって

いますが、その経過の中で学級生に対し

て青年という呼び方が定着しています。

実際には青年期を越えた学級生が多数を

しめるわけですが、その活動の若々しさ

などもあって、違和感をあまり覚えるこ

となく使われてきたと言えます。 

担当者……青年を支援し、共に活動する人。

参加資格は１８歳以上の人。学級日の運

営だけではなく、担当者会や総括会議へ

の参加、学級ニュースの作成、実践報告

集の校正作業なども活動に含まれていま

す。 

当日担当者……仕事や授業などの都合に

より、担当者会への参加が難しいため、

学級日のみ参加する担当者のこと。（役割

は担当者と同様） 

コース・班制……青年学級での自治活動を

展開するための、１０～２０人の基礎集

団。やりたいこと(音楽・料理・スポーツ・

工作など)を参加者が選び、希望別に分か

れた集団のことです。 

つどい……コース・班活動に入る前に、学

級参加者全員が集まって歌をうたったり、

見学者の紹介をしたり、近況報告をする

場。朝と帰りに行っています。 

成果発表会……年度の終わりに、１年間の

活動の成果を発表する場。今年度、３学

級ともに生涯学習センターで行いました。 

青年学級を語る会……学級生が年度の初

めに学級活動について話し合う場。前年

度の反省と新年度の活動について学級ご

とに話し合いを行なっています。 

とびたつ会……青年学級よりも、より青年

が主体的に活動することをめざした本人

活動の会で、発展学級としての性格も併

せもっています。２００４年に発足。 

担当者会……青年学級に参加する担当者

が集まって、週に１回開かれる会議で、

学級ごとに行っています。月２回の活動

の準備や反省、活動やその他の場面での

学級生との関わりの中で青年が表現する

中から、青年の求めていることは何なの

か、その実現に向けてどうしたらよいの

か、それをどのように今後につなげてい

くのかを話し合います。各学級の担当者

会で２名程度の「学級主事」が選出され、

会の進行をしています。 

調整会……担当者から選ばれた学級主事

と生涯学習センター職員で構成。青年学

級を実施するにあたっての全体的な条件

整備や調整を行い、担当者会に提示しま

す。また学級間の情報交換・共有を図る

会です。 

父母会……青年の家族が、青年たちが現在

抱える問題や将来の生活に抱える不安な

どを改善・解消するために設けている話

し合いの場、及びその集団です。 

送迎検討委員会……各学級から選出され

た数名の担当者(送迎委員)で構成される

委員会。青年の通級に欠かせない送迎の

保障について話し合い、取り組んでいま

す。 

将来構想検討委員会……生涯学習センタ

ー長、生涯学習センター職員、各学級か

ら１～３名程度ずつ代表として選出され

た担当者(将来構想検討委員)、とびたつ

会支援者で構成される委員会。青年学級

の中長期的な将来像を検討するために組

織されていましたが、２０１２年度以降

は開催されていません。 

 

活動内容の語句の説明 

学級ソング……学級独自で作られ歌われ

る歌のこと。青年のことばや姿、口ずさ

んだフレーズなどを元に歌としてまとめ

ています。こうした学級ソングはつどい

の他、コース活動の中、行事などの場で

一緒に歌うことで共有され、学級の一体

感と盛り上がりの形成に一役買っていま

す。既製の大衆文化におけるポピュラー

な曲ではなく、障がいを持つ青年たちの

生活実感や思いを反映したものです。そ

れは、民衆文化としての自分たちの「文

化の創造」という青年学級で大事にされ

てきたテーマを象徴しています。 



素材……実際の学習活動におけるテーマ

や取り組みのもとになるもの。具体的に

は青年から直接的・間接的に出される要

求や生活状況などで、それを共有するこ

とで活動を展開しています。 

思い起こし・近況報告……活動での話し合

いの基本となるもの。青年学級での話し

合いは多様な青年が参加しているため、

青年の発言をまとめるだけではなく、意

思表示を確認してコース・班全体で共有

する作業が必要になってきます。青年一

人ひとりの思いを共有するために活動の

基本的なことを話したり、個人として話

しやすい身の回りのことが話題にされた

りしています。 

作品づくり……学級では一人ひとりが絵

を描いたり、ねん土を作ったり、またコ

ース・班全体で作品づくりに取り組んで

います。いわゆる工作的なものだけでは

なく、作った学級ソングをレコーディン

グでＣＤにまとめたり、作文や絵画を蓄

積して文集にまとめたりすること、調理

活動なども含まれます。 

表現活動……青年学級では二つの使い方

をする活動で、一つは歌や劇といったコ

ース・班で通常行われている「パフォー

マンス活動そのもの」、もう一つは、主に

成果発表会やクリスマス会など全体で行

う催し物で作文を朗読したり、作った歌

を披露したり、外出で調べてきたことを

発表したり等、「活動内容そのものの紹介

のための二次的な表現活動」との二つに

分けられます。 

いずれにしても成果発表会という一年

の締めくくりが大きな目標になっており、

成果発表会に向けて練習を重ねたり、発

表のためにこれまでの活動を振り返り表

現としてまとめあげたりすることで、単

に青年の内部表出だけではなく、コー

ス・班全体の活動を外在化するという意

義もあります。 

本人活動……障がい当事者が決定権をも

ったグループ活動のこと。日本における

本格的な本人活動の芽は、１９９１年の

育成会全国大会本人分科会にあると言わ

れています。この時結成された「さくら

会」には、町田からも高坂茂さんという

青年学級の先輩も参加されました。 

それまでは、多くの場面で能力がない

とされ、意見表明や自己決定等の機会が

剥奪される傾向にあった知的障がいのあ

る人たちが、「自分たちのことは自分たち

で考えよう」と自らが社会変革の担い手

であることを自覚し、学習や行動をする

活動に取り組み始めました。実際の活動

は幅広く、福祉の制度や自分たちの権利

についての学習活動や、レクリエーショ

ンなどを内容としています。 

スイッチ・指文字・筆談……数年前より重

度の肢体不自由や知的障がいのため、あ

るいはいわゆる自閉症などのために、言

語的コミュニケーションが苦手とされる

青年を中心に、スイッチパソコンで気持

ちを話す方法が取り入れられてきました。

現在では、パソコン自体は使用せず、通

訳者が青年の体の一部に触れ、五十音を

発音しながら一文字ずつ言葉を選び出し

ていく「スイッチ」や通訳者が青年の一

方の手（指）に手を添え、通訳者の掌に

文字を書いていく「指文字」、青年が持つ

ペンに手を添えて文字を書く「筆談」な

どがあり、コミュニケーション方法も多

様化しています。また、言語でコミュニ

ケーションをとる青年も想いや意見を語

る際、補足的にこれらを使う青年も増え

てきています。 

また、パニックのような行動を見せた

青年に対して気持ちを聞き、そのときの

本人の考えや反応などを理解し、周囲の

対応や受容につなげる実践がされていま

す（詳細は２００８年実践報告集の特集

を参照）。  



 
 

学級名  活動単位  
自治  
活動  

内容  

日
曜
学
級 

公
民
館
学
級 コ

ー
ス
制 

♦なでしこコース  
♦たんぽぽコース  
♦よりみちコース  
♦エビカニクスコース  
♦自由カンガルーコース  

班長会  

各コースの班長・副班長とそれを

支援する担当者で構成される学

級活動後の会議。年間行事につい

ての調整や班長会ニュースの作

成を行っている。  

つどい  
委員  

有志で集まった学級生と担当者

数人で構成し、朝夕のつどいにつ

いて企画・運営を行う。また合

宿・クリスマス会・成果発表会は

班長会と合同で運営していた。  

ひ
か
り
学
級 

♦花コース  
♦虹ドリームアンド創作コ

ース  
♦何でも最強スポーツコー

ス  
♦おでかけ料理コース  

班長会  

ひかり学級全体について話し合

いをする会議。  
合宿・クリスマス会・成果発表会

などの行事についてと、コースか

らの連絡を行った。  

土
曜
学
級 

班
制 

♦ハワイと虹班  
♦トーマスレインボースポ

ーツ班  
♦一刀両断班  
♦トレンディものづくり班  

班長会  

各班の班長・副班長とそれを支援

する担当者で構成され、成果発表

会等の行事や、学級全体について

話し合う会議。  



第２部 公民館学級 

第１章 コース活動 

 



公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

 なでしこコース（うた・楽器
が っ き

）コース 

活動
かつどう

の流
なが

れ 

６月
がつ

11日
にち

 開級式
かいきゅうしき

 

６月
がつ

18日
にち

 自己
じ こ

紹介
しょうかい

、係決
かかりぎ

め 

７月
がつ

２日
か

 コース名
めい

の話
はな

し合
あ

い（「なでしこコース」に決定
けってい

） 

７月
がつ

16日
にち

 「ハワイLove
ラ ブ

 festival
フェスティバル

 in
イン

 東京町田
とうきょうまちだ

」(町田
ま ち だ

しばひろ)へ外出
がいしゅつ

 

９月
がつ

３日
か

 とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

、合宿
がっしゅく

についての話
はな

し合
あ

い 

９月
がつ

16日
にち

 

９月
がつ

17日
にち

 

合宿
がっしゅく

１日目
に ち め

：食材
しょくざい

買
か

い出
だ

し 

合宿
がっしゅく

２日目
か め

：朝 食
ちょうしょく

作
づく

り（たまごサンド、わかめのスープ） 

音楽
おんがく

祭
さい

に向
む

けての練習
れんしゅう

、新曲
しんきょく

作
づく

り  

10月
がつ

８日
か

 とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

、まちたからフェスに向
む

けて準備
じゅんび

と練習
れんしゅう

 

10月
がつ

22日
にち

 とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

の振
ふ

り返
かえ

り、作文
さくぶん

、動画
ど う が

観賞
かんしょう

 

11月
がつ

５日
か

 福祉
ふ く し

バザー(ぽっぽ町田
ま ち だ

)見学
けんがく

、新曲
しんきょく

作
づく

り 

12月
がつ

３日
か

 クリスマス会
かい

についての話
はな

し合
あ

い、新曲
しんきょく

づくり 

12月
がつ

17日
にち

 クリスマス会
かい

、新曲
しんきょく

「リア充
じゅう

ルンバ」の発表
はっぴょう

 

１月
がつ

21日
にち

 作文
さくぶん

、新年
しんねん

の抱負
ほ う ふ

 

２月
がつ

４日
か

 新曲
しんきょく

について話
はな

し合
あ

い 

２月
がつ

18日
にち

 新曲
しんきょく

「だいすきなひと」が完成
かんせい

、発表会
はっぴょうかい

に向
む

けて練習
れんしゅう

 

３月
がつ

11日
にち

 成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

 「だいすきなひと」、「リア充
じゅう

ルンバ」 



１．集団
しゅうだん

の特徴
とくちょう

 

 前年度
ぜんねんど

楽器
が っ き

・うたコースからのメンバーが９名
めい

、

７名
めい

が他
た

コースから新
あら

たに加
くわ

わりました。楽器
が っ き

を

演
えん

奏
そう

することやうたを歌
うた

う、作
つく

ることが好
す

きなメ

ンバーが集
あつ

まり、今年度
こんねんど

は女性
じょせい

のメンバーが多
おお

く、

コース名
めい

に生
い

かされています。メンバーそれぞれ

が、今
いま

の気持
き も

ちを表現
ひょうげん

した歌作
うたづく

りをしていきたい

という要求
ようきゅう

を持
も

っていて、話
はな

し合
あ

いでは独力
どくりょく

で

話
はな

すことができるメンバーが中心
ちゅうしん

となり、それぞ

れが持
も

つ自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

をメンバーに伝
つた

えていました。 

 

２．活動
かつどう

のねらい 

・話
はな

し合
あ

いを通
とお

してお互
たが

いの気持
き も

ちを知
し

り、共有
きょうゆう

すること 

・様々
さまざま

な人
ひと

達
たち

の前
まえ

で自
みずか

らの音楽
おんがく

を表現
ひょうげん

すること 

・自分
じ ぶ ん

が何
なに

を表現
ひょうげん

したいのかを活動
かつどう

の過
か

程
てい

で見
み

つ

け歌
うた

として形
かたち

にすること 

・演奏
えんそう

や歌
うた

うときに他
た

のメンバーの音
おと

や声
こえ

を意識
い し き

し、合
あ

わせることで仲間
な か ま

の想
おも

いを共有
きょうゆう

すること 

 

３．活動
かつどう

の様子
よ う す

と評価
ひょうか

 

（１）地域
ち い き

の音楽
おんがく

祭
さい

への参加
さ ん か

 

 １０月
がつ

１５日
にち

に、町田
ま ち だ

で開
かい

催
さい

された「とってお

きの音楽
おんがく

祭
さい

」、「まちたからフェスタ」というイベ

ントに出演
しゅつえん

しました。出演
しゅつえん

自体
じ た い

は担当者
たんとうしゃ

からの

提案
ていあん

でしたが、青年
せいねん

に話
はな

すと、昨年
さくねん

同様
どうよう

「やって

みたい」「出
で

る価値
か ち

があると思
おも

います」という意見
い け ん

が多
おお

く、他
た

コースの青年
せいねん

とともに出演
しゅつえん

しました。

雨天
う て ん

の中
なか

での開催
かいさい

でしたが、「とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

」

は、ぽっぽ町田
ま ち だ

での出演
しゅつえん

ということもあり保護者
ほ ご し ゃ

やグループホームの関係者
かんけいしゃ

も聴
き

きに来
き

て活動
かつどう

への

理解
り か い

を広
ひろ

げることができました。 

「まちたからフェスタ」は、シンガーソングライ

ターの龍
りゅう

さんのバンドと芹
せり

が谷
や

公園
こうえん

でステージ

発表
はっぴょう

という大
おお

きな舞台
ぶ た い

での出演
しゅつえん

になりました。

龍
りゅう

さんは、「とっておきのカーニバル」（とってお

きの音楽
おんがく

祭
さい

テーマソング）を作曲
さっきょく

するために昨年
さくねん

学級
がっきゅう

にきたこともあり、青年
せいねん

たちから積極的
せっきょくてき

に

話
はな

しかけていました。出演後
しゅつえんご

の振
ふ

り返
かえ

りでは、メ

ンバーみんなが「とっておきのカーニバルが好
す

き」

「龍
りゅう

さんに感謝
かんしゃ

している」といい、出演者
しゅつえんしゃ

の青年
せいねん

は龍
りゅう

さんへの作文
さくぶん

を書
か

きました。後日
ご じ つ

、龍
りゅう

さん

に作文
さくぶん

を渡
わた

す機会
き か い

があり「一生懸命
いっしょうけんめい

書
か

いてくださ

った事
こと

を思
おも

い浮
う

かべるだけで、胸
むね

がいっぱいにな

ります。また Ka さんやみなさんに会
あ

えることを

楽
たの

しみにしています。どんな形
かたち

でも一緒
いっしょ

にやりま

しょうね」と感謝
かんしゃ

の連絡
れんらく

を頂
いただ

きました。 

一般
いっぱん

の通行人
つうこうにん

が通
とお

る道中
どうちゅう

やステージ発表
はっぴょう

は、

学級
がっきゅう

関係者
かんけいしゃ

以外
い が い

も足
あし

を止
と

めて聴
き

いている方
かた

がみ

られました。他
ほか

の音楽
おんがく

グループとつながりを持
も

つ

機会
き か い

は、今後
こ ん ご

の音楽
おんがく

活動
かつどう

においても重要
じゅうよう

であり、

このような音楽
おんがく

イベントへの出演
しゅつえん

や関
かか

わり方
かた

に

ついて、青年
せいねん

の意見
い け ん

を軸
じく

に検討
けんとう

する必要
ひつよう

がありま

す。 



（２）新曲作
しんきょくづく

り 

新曲作
しんきょくづく

りに意欲的
いよくてき

なメンバーが多
おお

かったです。 

作成
さくせい

方法
ほうほう

としては、活動中
かつどうちゅう

にその場
ば

で歌
うた

った曲
きょく

を整理
せ い り

したという作品
さくひん

と活動内
かつどうない

のテーマをいれた

作文
さくぶん

から言葉
こ と ば

としてつながるキーワード・キーフ

レーズを話
はな

し合
あ

い、まとめた作品
さくひん

です。また、青年
せいねん

から手話
し ゅ わ

で振
ふ

り付
つ

けを行
おこな

いたいとの要望
ようぼう

もあり、

新曲作
しんきょくづく

りと併
あわ

せて、練習
れんしゅう

しました。 

○リア充
じゅう

ルンバ 

歌詞
か し

の内容
ないよう

は、１１月
がつ

５日
か

の活動中
かつどうちゅう

の青年
せいねん

の言
こと

葉
ば

にメロディをつけました。このうたができたき

っかけは、メンバーから「みんなで盛
も

り上
あ

がれる

曲
きょく

が作
つく

りたい」と要望
ようぼう

があり、その場
ば

に記載
き さ い

され

ていたメモにその場
ば

でメロディを入
い

れたとても実
じっ

験的
けんてき

な作品
さくひん

です。このうたの面白
おもしろ

いところは、青
せい

年
ねん

が好
す

きなものや人
ひと

を聞
き

けば、その場
ば

でフレーズ

になるところです。メロディは決
き

まっているので、

事前
じ ぜ ん

に青年
せいねん

の好物
こうぶつ

を知
し

っていると、青年
せいねん

が驚
おどろ

き

喜
よろこ

ばせることにつながります。 

曲名
きょくめい

のリア充
じゅう

ルンバのルンバは、キューバ起
き

源
げん

のラテン音楽
おんがく

ではなく、ロボット掃除機
そ う じ き

で、「ど

んなに動
うご

き回
まわ

って外
そと

へ出
で

てもいずれ充電
じゅうでん

しに戻
もど

ってくるリア充
じゅう

（現実
げんじつ

の生活
せいかつ

が充実
じゅうじつ

している）

青年
せいねん

」という意味
い み

が込
こ

められています。 

担当者
たんとうしゃ

の一人
ひ と り

と Tt さんが手話
し ゅ わ

の勉強
べんきょう

をしてい

る話
はなし

になり、メンバーから「手話
し ゅ わ

の振
ふ

り付
つ

けを考
かんが

えてみたい」という要望
ようぼう

があり、手話
し ゅ わ

の振
ふ

り付
つ

け

を加
くわ

えました。振
ふ

り付
つ

けの内容
ないよう

は、「コーヒーを飲
の

みたい」（実際
じっさい

にコーヒーを飲
の

む仕草
し ぐ さ

をする）など、

コースのメンバーが表現
ひょうげん

しやすい手話
し ゅ わ

を話
はな

し合
あ

って考
かんが

えました。話
はな

し合
あ

いは、手話
し ゅ わ

経験
けいけん

のある

青年
せいねん

や担当者
たんとうしゃ

を中心
ちゅうしん

に行
おこな

われ、サビの振
ふ

り付
つ

け

は、「ルンバに乗
の

って踊
おど

ろうよ」のフレーズに「手
て

を回
まわ

しながら踊
おど

ればルンバらしさがでると思
おも

う」

という意見
い け ん

を共
きょう

有
ゆう

して振
ふ

り付
つ

けが生
う

まれました。

振
ふ

り付
つ

けが完成
かんせい

すると、成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

やクリスマス

会
かい

に向
む

けて、歌
うた

と共
とも

に振
ふ

り付
つ

けの練習
れんしゅう

を重
かさ

ねて

行
おこな

いました。 

○だいすきなひと 

歌詞
か し

の内容
ないよう

は、すべて青年
せいねん

の作文
さくぶん

を反映
はんえい

したも

のです。歌
うた

ができたきっかけは、年
とし

明
あ

けの活動
かつどう

で

「バラードを作
つく

りたい」という意見
い け ん

が多
おお

くあがり、

作文
さくぶん

を書
か

いた際
さい

に７人
にん

の青年
せいねん

が「大好
だ い す

きな人
ひと

」に

対
たい

する感謝
かんしゃ

や想
おも

いが書
か

かれていたため、この作文
さくぶん

を歌
うた

として形
かたち

に残
のこ

したいという意見
い け ん

から作
つく

られ

ました。このうたの面白
おもしろ

いところは、青年
せいねん

たちの

作文
さくぶん

の一番
いちばん

伝
つた

えたいところをつなげると自然
し ぜ ん

と歌
か

詞
し

になり、メロディと合
あ

ったところです。 

It さんは、現在
げんざい

の生活
せいかつ

に満足
まんぞく

しており、職場
しょくば

や

学級
がっきゅう

にいる「大好
だ い す

きな人
ひと

とおしゃべりしていきた

い」という純粋
じゅんすい

な願
ねが

いが書
か

かれています。 

Kk さんの作文
さくぶん

「お母
かあ

さんのこと」には、体
たい

調
ちょう

が良
よ

くないお母
かあ

さんへの想
おも

いと今後
こ ん ご

の自分
じ ぶ ん

につい

て書
か

かれていて、歌詞
か し

の「ぼくも平等
びょうどう

に暮
く

らせた

らいいなあ」は、元気
げ ん き

になったお母
かあ

さんなど、自身
じ し ん

を支
ささ

えている大好
だ い す

きな方
かた

とのこれからが書
か

かれて

います。 

Mm さんは、一昨年
お と と し

に亡
な

くなった大好
だ い す

きなお母
かあ

さんへの想
おも

いとして「家族
か ぞ く

で協 力
きょうりょく

し合
あ

い、生
い

き

ていけるようにがんばります」とこれまでへの

感謝
かんしゃ

と残
のこ

された家族
か ぞ く

のこれからの姿
すがた

が書
か

かれて

います。 

Fy さんは、作文
さくぶん

に「手
て

を貸
か

してもらい歩
ある

けてい

る 今
いま

はあなたがいる この私
わたし

にしか分
わ

からな



い 幸
しあわ

せを伝
つた

えていきたい」とグループホームと

学級
がっきゅう

の仲間
な か ま

の手助
て だ す

けがあって歩
ある

けている感謝
かんしゃ

を

書
か

いており、ほとんどそのまま歌詞
か し

になっていま

す。 

Am さんは、「いつもそばに来
き

て、声
こえ

をかけてく

れる大好
だ い す

きな気持
き も

ちを歌
うた

いたい。」 

Ka さんは、「今
いま

まで乗
の

り越
こ

えてきたのは、みん

ながやさしく声
こえ

をかけてくれたから」という、い

つもそばにいてくれた方
かた

への感謝
かんしゃ

を書
か

いています。

この二人
ふ た り

の作文
さくぶん

から「ここまで乗
の

り越
こ

えられた 

あなたがいてくれたから」という歌詞
か し

が生
う

まれま

した。 

Mtさんは、「大好
だ い す

きな人
ひと

を心
こころ

の中
なか

に包
つつ

みたい」

というメッセージは、作文
さくぶん

を読
よ

もうとすると、恥
は

ず

かしいのでやめてくださいということから「歌
うた

に

包
つつ

んであなたに」という歌詞
か し

が生
う

まれました。 

楽譜
が く ふ

には、Sr さんが描
か

いた「だいすきなひと」

の絵
え

が記載
き さ い

されています。 

手話
し ゅ わ

の振
ふ

り付
つ

けについては、曲
きょく

が完成
かんせい

した際
さい

に

青年
せいねん

から「前回
ぜんかい

と同様
どうよう

に、今回
こんかい

も手
しゅ

話
わ

で振
ふ

り付
つ

け

を考
かんが

えてみたい。皆
みな

さんどうですか？」という

意見
い け ん

がありコースのメンバーが賛同
さんどう

したため、分
わ

かりやすい手話
し ゅ わ

の振
ふ

り付
つ

けについて、話
はな

し合
あ

いを

行
おこな

いました。 

（３）コミュニケーショ

ンについて 

 学級歴
がっきゅうれき

の長
なが

い青年
せいねん

は、自
みずか

ら書
か

いてきた作文
さくぶん

をコース

活動
かつどう

の中
なか

でみんなに発表
はっぴょう

し

たり、質問
しつもん

したりするなど

活動
かつどう

を 形作
かたちづく

ろ う と い う

主体性
しゅたいせい

がありました。「コース

活動
かつどう

で～してみますか？」と担当者
たんとうしゃ

から投
な

げかけ

ると、すぐに「やってみたいです」と積極的
せっきょくてき

な意見
い け ん

が多
おお

く、それぞれが自身
じ し ん

のイメージを伝
つた

えるため

スムーズに活動
かつどう

することができました。 

また、担当者
たんとうしゃ

がベテランの青年
せいねん

よりも若
わか

く、

学級歴
がっきゅうれき

も浅
あさ

いため、青年
せいねん

から色々
いろいろ

聞
き

くことが多
おお

く、

ベテランの青年
せいねん

を頼
たよ

りながらコース活動
かつどう

を一緒
いっしょ

に

まとめていく形
かたち

になりました。そのため、青年
せいねん

の

意見
い け ん

が多
おお

くとり入
い

れられ、主体的
しゅたいてき

な活動
かつどう

になりま

した。 

（４）今後
こ ん ご

の展望
てんぼう

 

 コース活動
かつどう

をリードする積極的
せっきょくてき

な青年
せいねん

が多
おお

か

ったため、活動
かつどう

としては問題
もんだい

ありませんでしたが、

賑
にぎ

やかな場
ば

の雰囲気
ふ ん い き

を損
そこ

なわず、コース全体
ぜんたい

を見
み

て話
はなし

を進
すす

める工夫
く ふ う

が担当者
たんとうしゃ

に必要
ひつよう

でした。そのた

め、時折
ときおり

、盛
も

り上
あ

がりすぎて活動
かつどう

の中
なか

で話
はなし

が脱線
だっせん

することがあり、担当者
たんとうしゃ

の役割
やくわり

として話
はなし

を整理
せ い り

し

て戻
もど

すことを心
こころ

がけました。 

また、発言
はつげん

に積極的
せっきょくてき

な青年
せいねん

の意見
い け ん

を取
と

り入
い

れる

ことはできていましたが、人数
にんずう

が多
おお

かったため

全員
ぜんいん

の意見
い け ん

を取
と

り入
い

れることが難
むずか

しかったので、

今後
こ ん ご

は色々
いろいろ

な意見
い け ん

を取
と

り入
い

れることなども検討
けんとう

し

ていきます。 



 



公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

 たんぽぽコース（ものづくり） 

活動
かつどう

の流
なが

れ 

６月
がつ

11日
にち

 開級式
かいきゅうしき

 

６月
がつ

18日
にち

 コースの名前
な ま え

決め
ぎ  

、係
かか

り決
き

め 

７月
がつ

２日
か

 話し合
は な   あ  

い、版画
は ん が

美術館
びじゅつかん

 

７月
がつ

16日
にち

 話
はな

し合
あ

い 

９月
がつ

３日
か

 話
はな

し合
あ

い 

９月
がつ

16日
にち

 

９月
がつ

17日
にち

 

合宿
がっしゅく

１日目
に ち め

：シルクスクリーン材料
ざいりょう

集
あつ

め、コース発表
はっぴょう

、調理
ちょうり

 

合宿
がっしゅく

２日目
か め

：調理
ちょうり

、シルクスクリーン(T シャツ) 

10月
がつ

８日
か

 合宿
がっしゅく

の振
ふ

り返
かえ

り、描画
びょうが

 

10月
がつ

22日
にち

 シルクスクリーン(バッグ) 

11月
がつ

５日
か

 話
はな

し合
あ

い、シルクスクリーン(バッグ) 

12月
がつ

３日
か

 調理
ちょうり

(焼
や

きそば、お好
この

み焼
や

き) 

12月
がつ

17日
にち

 クリスマス会
かい

 

１月
がつ

21日
にち

 いろはね、書
か

き初
はじ

め 

２月
がつ

４日
か

 書
か

き初
ぞ

め、陶芸
とうげい

 

２月
がつ

18日
にち

 調理
ちょうり

(餃子
ぎょうざ

、野菜
や さ い

タンメン、チョコパイ)、話
はな

し合
あ

い 

３月
がつ

11日
にち

 成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

 



１．たんぽぽコースの特徴
とくちょう

 

今年度
こんねんど

の「たんぽぽコース」は、男性
だんせい

９名、女性
じょせい

２名
めい

の計
けい

11名
めい

のメンバーで活動
かつどう

しました。コース

の柱
はしら

である「ものづくり」というテーマは、青年
せいねん

学級
がっきゅう

の中
なか

でも長年
ながねん

継続
けいぞく

して扱
あつか

われてきているも

のですが、今年度
こんねんど

も例年
れいねん

通
どお

り青年
せいねん

の意見
い け ん

をもとに

様々
さまざま

なものづくりを行
おこな

ってきました。 

ものづくりを行
おこな

うことに意欲的
いよくてき

なメンバーが

集
あつ

まりながらも、コースの中
なか

ではその他
ほか

にも外出
がいしゅつ

であったり調理
ちょうり

であったりと、やりたい活動
かつどう

とし

て色々
いろいろ

な意見
い け ん

が挙
あ

がるため、話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ねなが

ら、時
とき

にはそれら意見
い け ん

を踏
ふ

まえて新
あたら

しい活動
かつどう

に

発展
はってん

させながら、一年間
いちねんかん

を通
とお

して多様
た よ う

な活動
かつどう

を行
おこな

うことができました。 

 

 

２．コース活動
かつどう

の様子
よ う す

 

（１）青年
せいねん

の声
こえ

を活
い

かした新
あらた

たな挑戦
ちょうせん

 

「折角
せっかく

なら今
いま

までやったことのないことをして

みたいです」や「今年
こ と し

は何
なに

かいつもとは違
ちが

ったも

のにチャレンジしたいです」というように、新
あたら

し

い取
と

り組
く

みにチャレンジしたいという意見
い け ん

が青年
せいねん

からは今年度
こんねんど

の活動
かつどう

開始
か い し

当初
とうしょ

より挙
あ

がっていまし

た。合
あ

わせて担当者
たんとうしゃ

の方
ほう

でも、それらの思
おも

いに対
たい

して、何
なに

か新
あたら

しい提
てい

案
あん

できればというようなこと

を、一年
いちねん

を通
とお

して常
つね

に意識
い し き

して活動
かつどう

に関
かか

わってき

ました。 

担当者
たんとうしゃ

の関
かか

わり方
かた

としては、ただ単
たん

に青年
せいねん

が新
あたら

しい活動
かつどう

をできるように仕向
し む

けるということでは、

青年
せいねん

学級
がっきゅう

の活動
かつどう

としてあまり意味
い み

が無
な

く、話
はな

し合
あ

いを重
かさ

ねる中
なか

で青年
せいねん

の思
おも

いを聞
き

きながら、青年
せいねん

学級
がっきゅう

の活動
かつどう

として相応
ふ さ わ

しいものはどんな取
と

り組
く

みなのか、想像
そうぞう

を膨
ふく

らませ、青年
せいねん

の声
こえ

と新
あたら

しい

素材
そ ざ い

を結
むす

びつけていくというような関
かか

わり方
かた

を、

一年
いちねん

を通
とお

してコースでは実施
じ っ し

していきました。 

実際
じっさい

に活動
かつどう

として 形
かたち

になったものを以下
い か

に

紹介
しょうかい

します。 

① Ｔシャツとトートバックづくり 

今年
こ と し

何
なに

をやりたいかといった話
はなし

や合宿
がっしゅく

でどん

なことがやりたいかといった話
はなし

をする中
なか

で、

「自然
し ぜ ん

のものを使
つか

って作品
さくひん

を作
つく

りたいです」や、

「合宿
がっしゅく

では山
やま

で歩
ある

くのがいいと思
おも

いますが、それ

に合
あ

わせて何
なに

か素材
そ ざ い

が集
あつ

められれば良
よ

いと思
おも

いま

す」というように、「自然
し ぜ ん

」を素材
そ ざ い

として活
い

かした

活動
かつどう

をしたいという意見
い け ん

が多
おお

く挙
あ

がったことから、

落
お

ち葉
ば

を使
つか

った T シャツ作
づく

りを行
おこな

うこととなり

ました。 

この活動
かつどう

はそもそも、市内
し な い

の国際
こくさい

版画
は ん が

美術館
びじゅつかん

に

行
い

った際
さい

に説明
せつめい

を聞
き

いた「シルクスクリーン」に

ついて、「もう少
すこ

し詳
くわ

しく知
し

りたい」という青年
せいねん

の 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

思
おも

いから始
はじ

まったものですが、落
お

ち葉
ば

を拾
ひろ

うこと

であったりＴシャツにプリントする作業
さぎょう

であった

りは、特
とく

に難
むずか

しいものではなかったため、誰
だれ

もが

参加
さ ん か

できる活動
かつどう

となりました。 

一方
いっぽう

、出来上
で き あ

がった作品
さくひん

について活動
かつどう

の中
なか

で

色々
いろいろ

な思
おも

いが語
かた

られましたが、使用
し よ う

するインクの

色
いろ

や落
お

ち葉
ば

の形状
けいじょう

、配置
は い ち

の仕方
し か た

などは様々
さまざま

で、製
せい

作者
さくしゃ

それぞれのオリジナリティーが表
あらわ

れた作品
さくひん

が並
なら

ぶこととなりました。 

シルクスクリーンについては、再度
さ い ど

チャレンジ

したいという声
こえ

が多
おお

く挙
あ

がったため、その後
ご

トー

トバックづくりも行
おこな

うこととなりましたが、やり

方
かた

を少
すこ

し変
か

え、クリアシートを切
き

り抜
ぬ

いて版
はん

を作
つく

り、それを用
もち

いてプリントすることにしました。 

ハサミを使
つか

ったりシートを並
なら

べたりという作業
さぎょう

は、メンバーによっては難
むずか

しかったようにも感
かん

じ

られましたが、原
げん

画
が

をつくる活動
かつどう

には全員
ぜんいん

が関
かか

わ

ることができたため、特徴
とくちょう

あるたくさんの作品
さくひん

が

揃
そろ

いました。 

② みんなでひとつの作品
さくひん

づくり 

「私
わたし

は一年間
いちねんかん

のどこかで、大
おお

きな絵
え

を作成
さくせい

した

いです」といったようなことが活動
かつどう

の中
なか

で多
おお

く話
はな

されましたが、今年度
こんねんど

行
おこな

えた「みんなで一
ひと

つの

作品
さくひん

を作
つく

る活動
かつどう

」としては、「パフォーマンス書道
しょどう

」

と「イロハネ」（色々
いろいろ

な羽
はね

を作
つく

り、それを合
あ

わせて

一
ひと

つの翼
つばさ

をつくる取
と

り組
く

み）がそれに当
あ

たります。 

「ぼくたちの作品
さくひん

はとても様々
さまざま

な形
かたち

でしたが、

まとまってみるとひとつの作品
さくひん

に見
み

えるのが

不思議
ふ し ぎ

です。ぼくたちは決
き

まった形
かたち

のものを作
つく

る

のがどうしても難
むずか

しいことが多
おお

いのですが、こう

やってひとつにまとまるときれいに見
み

えるのでと

ても驚
おどろ

きました」というような感想
かんそう

が、活動
かつどう

を通
とお

して青年
せいねん

から話
はな

されましたが、これらはまさに大
おお

きな作品
さくひん

を作
つく

ることの魅力
みりょく

の一
ひと

つだと思
おも

います。 

これまでの学級
がっきゅう

活動
かつどう

で思
おも

い出
で

に残
のこ

ったものと

して、大
おお

きな絵
え

を描
か

いたことを挙
あ

げているメンバ

ーが多
おお

かったように、「みんなで一
ひと

つの作品
さくひん

を作
つく

り

上
あ

げる活動
かうどう

」は、出来上
で き あ

がる作品
さくひん

も、それを作
つく

る

工程
こうてい

もインパクトがあり、印象
いんしょう

に残
のこ

る活動
かつどう

になり

やすく、また、青年
せいねん

学級
がっきゅう

のねらいである「仲間
な か ま

づ

くり」という面
めん

でも有意義
ゆ う い ぎ

な活動
かつどう

になったのでは

と思
おも

います。 

 



③ その他
た

の活動
かつどう

 

今年度
こんねんど

はその他
ほか

にも、絵
え

を描
か

いたり、調理
ちょうり

をし

たりとその都度
つ ど

意見
い け ん

として挙
あ

がった活動
かつどう

を行
おこな

っ

てきました。「陶芸
とうげい

をやってみたいです」というよ

うな青年
せいねん

の話
はなし

からは、担当者
たんとうしゃ

のほうで、家庭用
かていよう

の

調理
ちょうり

オーブンで焼
や

き上
あ

げられる粘土
ね ん ど

があることを

見
み

つけ、実際
じっさい

の活動
かつどう

に結
むす

びつけたりもしました。 

陶芸
とうげい

活動
かつどう

については、今年度
こんねんど

は試
ため

しにやってみ

る程度
て い ど

のものとなりましたが、来年度
らいねんど

またやって

みたいというメンバーがいるようであれば、作
つく

る

作品
さくひん

の構想
こうそう

から最終的
さいしゅうてき

な色
いろ

づけまで、時間
じ か ん

をかけ

て本格的
ほんかくてき

に取
と

り組
く

んでみてもよいかとも思
おも

います。 

 

 

 

 

 

 

（２）学級
がっきゅう

活動外
かつどうがい

への発信
はっしん

 

ここ数年
すうねん

、とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

への出演
しゅつえん

など、

青年
せいねん

学級
がっきゅう

の活動
かつどう

も外
そと

へ発信
はっしん

できる機会
き か い

が増
ふ

えて

きましたが、たんぽぽコースの中
なか

でも、自分
じ ぶ ん

たち

の思
おも

いを、作品
さくひん

を通
とお

して外
そと

へ発信
はっしん

したいというこ

とが多
おお

く話
はな

されました。 

「活動
かつどう

を通
とお

して言葉
こ と ば

をいっぱい注
そそ

ぎ重
かさ

ねて、何
なに

か発信
はっしん

するきっかけになったら嬉
うれ

しいですし、ど

うやったらこのぼくたちの言葉
こ と ば

が広
ひろ

く伝
つた

わるかを

もっと考
かんが

えたいです」、「ぼくたちがつくったもの

で思
おも

いを伝
つた

えられるか分
わ

かりませんが、何
なに

かしら

の思
おも

いがあって作品
さくひん

になっているので、そのこと

をもっと色々
いろいろ

なひとに伝
つた

えたいです」というよう

な青年
せいねん

自身
じ し ん

が抱
かか

える思
おも

いは活動中
かつどうちゅう

に多
おお

く語
かた

られ

ましたが、今年度
こんねんど

町田
ま ち だ

で開催
かいさい

されることとなった

「多摩
た ま

チャレンジドアートフェスティバル」への

出展
しゅってん

は、その思
おも

いに対
たい

するひとつの成果
せ い か

になった

のではないかと思
おも

います。 

イベントでは、活動
かつどう

で作成
さくせい

した Tシャツやトー

トバックの展示
て ん じ

を行
おこな

いましたが、作成
さくせい

の経緯
け い い

や

作品
さくひん

に込
こ

めた思
おも

いなども一人
ひ と り

ひとり作文
さくぶん

にして

一緒
いっしょ

に展示
て ん じ

することで、作品
さくひん

を通
とお

して気持
き も

ちを伝
つた

えたいという思
おも

いの実現
じつげん

も図
はか

りました。イベント

当日
とうじつ

は活動
かつどう

日
び

ではありませんでしたが、有志
ゆ う し

のメ

ンバーにより、イベント会場
かいじょう

へ観
み

に行
い

くこともで

きました。 

「多摩
た ま

チャレンジドアートフェスティバル」へ

の出展
しゅってん

と「イロハネ」の取
と

り組
く

みの２つは、タウ

ンニュース町田版
まちだばん

にも掲載
けいさい

していただけることに

なり、いつもとは違
ちが

った外部
が い ぶ

への発信
はっしん

方法
ほうほう

にも触
ふ

れることができた一年
いちねん

となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）流
なが

れのある活動
かつどう

展開
てんかい

 

今年度
こんねんど

行
おこな

ってきた活動
かつどう

が展開
てんかい

されるにあたり、

要素
よ う そ

になったものとして、「① 青年
せいねん

が元々
もともと

もって

いた思
おも

い」、「② 担当者
たんとうしゃ

が集
あつ

めてくる素材
そ ざ い

」、「③ 

調理
ちょうり

活動
かつどう

」の大
おお

きく分
わ

けて３つがあったように思
おも

います。これら自体
じ た い

は、特
とく

に新
あたら

しいものではない

のですが、これらがいい具合
ぐ あ い

に噛
か

みあったことで、

活動
かつどう

の提案
ていあん

から実施
じ っ し

までスムーズな流
なが

れのある

活動
かつどう

展開
てんかい

がなされたように思います。 

「① 青年
せいねん

が元々
もともと

もっていた思
おも

い」ということに

ついて、青年
せいねん

からは「学級
がっきゅう

の仲間
な か ま

とたくさん話
はなし

ができたことが、今年度
こんねんど

の一番
いちばん

楽
たの

しかった思
おも

い出
で

です」というような感想
かんそう

が話
はな

されたりもしました

が、今年度
こんねんど

の活動
かつどう

では、比較的
ひかくてき

多
おお

く話
はな

し合
あ

いがな

されたように感
かん

じます。 

青年
せいねん

からあがる声
こえ

というのは、担
たん

当
とう

者
しゃ

側
がわ

の都合
つ ご う

により、意識
い し き

せず、どうしてもかき消
け

されてしま

うことがありますが、「私
わたし

たちから出
で

た意見
い け ん

を

丁寧
ていねい

に扱
あつか

って欲
ほ

しい」という話
はなし

が青年
せいねん

からなさ

れたことで、話
はな

し合
あ

われた意見
い け ん

や青年
せいねん

が抱
かか

えてい

るのであろう思
おも

いについては、特
とく

に大切
たいせつ

にするよ

う担当者
たんとうしゃ

の間
あいだ

でも心
こころ

がけるようにしてきました。 

急
きゅう

な実施
じ っ し

であった版画
は ん が

美術館
びじゅつかん

への外出
がいしゅつ

でした

が、そこから生
う

まれたメンバーの興味
きょうみ

関心
かんしん

が、シ

ルクスクリーンの活動
かつどう

へと展開
てんかい

できたことも良
よ

か

ったことだと思
おも

います。 

 

 

 

 

 

 

「② 担当者
たんとうしゃ

が集
あつ

めてくる素材
そ ざ い

」については、話
はな

し合
あ

いなどで語
かた

られた「青年
せいねん

の思
おも

い」を実際
じっさい

の活動
かつどう

にしていくときに必要
ひつよう

となることがありました。

「次回
じ か い

何
なに

をするか」というようなコースでの話
はな

し

合
あ

いでは、担当者
たんとうしゃ

が他
た

団体
だんたい

の展示
て ん じ

で見
み

てきた作品
さくひん

や、仕事
し ご と

など担当者
たんとうしゃ

自身
じ し ん

が学級
がっきゅう

以外
い が い

の場
ば

で取
と

り組
く

んだ活動
かつどう

、青年
せいねん

の思
おも

いを実現
じつげん

させる為
ため

に調
しら

べた

情報
じょうほう

などをもとに、活動
かつどう

の提案
ていあん

を行
おこな

ったりもし

ました。 

担当者
たんとうしゃ

主導
しゅどう

による活動
かつどう

にならないよう、提案
ていあん

に

対
たい

する青年
せいねん

の意見
い け ん

は慎重
しんちょう

に聞
き

き取
と

りましたが、

実際
じっさい

に「パフォーマンス書道
しょどう

」や「陶芸
とうげい

」という

ように、青年
せいねん

が思
おも

い描
えが

いていたであろう活動
かつどう

が形
かたち

になっていったことは、一
ひと

つの成果
せ い か

となりました。 

新
あたら

しい活動
かつどう

を行
おこな

う際
さい

、道具
ど う ぐ

や材料
ざいりょう

の購入
こうにゅう

が

必要
ひつよう

となることがありますが、それをカバーする

為
ため

に行
おこな

われたのが「③ 調理
ちょうり

活動
かつどう

」でした。今年度
こんねんど

は合宿
がっしゅく

での調理
ちょうり

を合
あ

わせて３度
ど

の活動
かつどう

が行
おこな

われ

ましたが、ここで節約
せつやく

できた昼食代
ちゅうしょくだい

が、シルク

スクリーンの道具
ど う ぐ

であったり、パフォーマンス

書道
しょどう

の巨大
きょだい

半紙
は ん し

であったりになりました。開催
かいさい

理由
り ゆ う

は消
しょう

極的
きょくてき

なものでしたが、「調理
ちょうり

がいろいろ

できたのが今年度
こんねんど

の良
よ

かったところです」という

意見
い け ん

も一年
いちねん

の最後
さ い ご

に青年
せいねん

から話
はな

されたように、

調理
ちょうり

活動
かつどう

自体
じ た い

も今年度
こんねんど

行
おこな

った活動
かつどう

のなかで、

重要
じゅうよう

な活動
かつどう

のひとつとなったようでした。 

 

 

 

 

 

 



３．次
じ

年度
ね ん ど

に向
む

けて 

今年度
こんねんど

は青年
せいねん

の声
こえ

と素材
そ ざ い

が結
むす

びつき、次
つぎ

々
つぎ

に様
さま

々
ざま

な活動
かつどう

を行
おこな

うことができました。その一方
いっぽう

で、

「テーマがないと、僕
ぼく

たちはなかなか絵
え

を描
か

き始
はじ

めるのが難
むず

しいので、テーマを決
き

めるところから

慎重
しんちょう

に始
はじ

めても良
よ

かったかもしれません」と話
はな

さ

れるように、一
ひと

つひとつの活動
かつどう

について、丁寧
ていねい

に

どのように取
と

り組
く

むかというような話
はなし

が活動
かつどう

の

中
なか

であまりできなかったことが、反省点
はんせいてん

として挙
あ

がりました。これから何
なに

をしたいかという話
はなし

は比
ひ

較
かく

的
てき

多
おお

くなされやすいものですが、何
なに

をするかが

決
き

まった後
あと

にすぐに活動
かつどう

の実行
じっこう

に移
うつ

ってしまうこ

とが多
おお

いため、実行前
じっこうまえ

に取
と

り組
く

みについてイメー

ジを膨
ふく

らますようなワンクッションがとれる時間
じ か ん

が用意
よ う い

できても良
よ

かったかもしれません。 

一方
いっぽう

で、「イロハネ」の活動
かつどう

では、一緒
いっしょ

に作品
さくひん

を

作
つく

った「NPO法人
ほうじん

プラナス」に通
かよ

う人
ひと

たちや、活動
かつどう

を提案
ていあん

してくださった「とびらプロジェクト」の

皆
みな

さんとともに活動
かつどう

することができました。 

「たくさんの人
ひと

たちと活動
かつどう

できると僕
ぼく

たちもや

りがいを感
かん

じるので、とてもいい活動
かつどう

ができたと

感
かん

じています」と青年
せいねん

からも話
はな

されましたが、

学級外
がっきゅうがい

の団体
だんたい

との連携
れんけい

について、これも実行前
じっこうまえ

に

ある程度
て い ど

の準備
じゅんび

や調整
ちょうせい

が必要
ひつよう

となることではあ

りますが、より豊
ゆた

かな学級
がっきゅう

活動
かつどう

への展開
てんかい

を目指
め ざ

し、

次
じ

年度
ね ん ど

以降
い こ う

も選択肢
せんたくし

のひとつとして様々
さまざま

な団体
だんたい

と

の連携
れんけい

を考
かんが

えていければと思
おも

います。 



公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

 くらしコース（よりみちコース） 活動
かつどう

の流
なが

れ 

６月
がつ

11日
にち

 開級式
かいきゅうしき

 

６月
がつ

18日
にち

 自己
じ こ

紹介
しょうかい

 係
かかり

りぎめ コースの名前
な ま え

のこと 生活
せいかつ

の話
はなし

 小林
こばやし

さんのこと 

７月
がつ

２日
か

 コースの名前
な ま え

ぎめ 合宿
がっしゅく

のこと やまゆり園
えん

について 

７月
がつ

16日
にち

 調理
ちょうり

（カレー） 

９月
がつ

３日
か

 話
はな

し合
あ

い 合宿
がっしゅく

について 

９月
がつ

16日
にち

 

９月
がつ

17日
にち

 

合宿
がっしゅく

１日目
に ち め

：２日目
か め

の朝
あさ

の調理
ちょうり

の食材
しょくざい

購入
こうにゅう

 

キャンプファイヤーが中止
ちゅうし

になり、夜
よる

の交
こう

流会
りゅうかい

で作文
さくぶん

の発表
はっぴょう

。学級
がっきゅう

に来
こ

れてい

ない青年
せいねん

のこと、亡
な

くなった青年
せいねん

のことなどを話
はな

し合
あ

い、それをもとに作文
さくぶん

を読
よ

み上
あ

げ、「わたしのしごとのうた」をうたう。（お茶会
ちゃかい

では津久井
つ く い

やまゆり園
えん

事件
じ け ん

のことを話
はな

し合
あ

い、歌
うた

をうたう。） 

合宿
がっしゅく

２日目
か め

：サンドイッチ、サラダを朝 食
ちょうしょく

として作
つく

る。 

雨天
う て ん

のため青少年
せいしょうねん

センター内
ない

で話
はな

し合
あ

いを行
おこな

う中
なか

で「いつまでもともだち」の

歌詞
か し

のもとになる詞
し

が出
だ

される。詞
し

の冒頭
ぼうとう

にメロディをつける。 

10月
がつ

８日
か

 
見学
けんがく

の学生
がくせい

へ自己
じ こ

紹介
しょうかい

、合宿
がっしゅく

の振
ふ

り返
かえ

り、学級
がっきゅう

に参加
さ ん か

できなくなった青年
せいねん

につ

いて、「ひとつのいのち」をうたう、作文
さくぶん

の読
よ

み合
あ

わせ。 

10月
がつ

22日
にち

 

「いつまでもともだち」の曲作
きょくづく

りの続
つづ

き、２番目
ば ん め

の歌詞
か し

がつけられる。「家族
か ぞ く

か

らの自立
じ り つ

について」話
はな

し合
あ

う。「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

」の入居者
にゅうきょしゃ

との連帯
れんたい

の声
せい

明文
めいぶん

を

出
だ

すことの提案
ていあん

があり、二
ふた

つの声
せい

明文
めいぶん

を出
だ

す。 

11月
がつ

５日
か

 
「いつまでもともだち」の歌

うた

の練習
れんしゅう

、クリスマス会
かい

について、見学
けんがく

の学生
がくせい

への

自己
じ こ

紹介
しょうかい

、観劇
かんげき

（ＫＥ－７７７、町田
ま ち だ

市民
し み ん

フォーラム） 

12月
がつ

３日
か

 
クリスマス会

かい

について（コース発表
はっぴょう

では 10月
がつ

22日
にち

に書
か

いた「声明
せいめい

文
ぶん

」を読
よ

み上
あ

げ

る）横浜市
よ こ は ま し

旭区
あさひく

から来
き

た当事者
と う じ し ゃ

（Ｋさん）の方
かた

と話
はな

し合
あ

う。 

12月
がつ

17日
にち

 
クリスマス会

かい

の準備
じゅんび

、これからの活動
かつどう

について（「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

に住
す

んでい

た人
ひと

と会
あ

う」「調理
ちょうり

をする」「職場
しょくば

見学
けんがく

をする」）、クリスマス会
かい

発表
はっぴょう

 

１月
がつ

21日
にち

 
年末
ねんまつ

年始
ね ん し

の思
おも

いおこし、成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

に向
む

けて自分
じ ぶ ん

たちの職場
しょくば

のこと・仕事
し ご と

のこと

について話
はな

し合
あ

う。見学
けんがく

の野津田
の づ た

高校
こうこう

ボランティア実習生
じっしゅうせい

に活動
かつどう

の紹介
しょうかい

。 

２月
がつ

４日
か

 
成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

について話
はな

し合
あ

い。発表
はっぴょう

内容
ないよう

（歌
うた

２曲
きょく

、作文
さくぶん

、対談
たいだん

）について。自分
じ ぶ ん

にとっての仕事
し ご と

について一人一人
ひ と り ひ と り

話
はな

す。 

２月
がつ

18日
にち

 
成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

の練習
れんしゅう

（「わたしのしごとのうた」の練習
れんしゅう

、職場
しょくば

のこと・地域
ち い き

でくら

すこと・通所先
つうしょさき

のことを話
はな

し合
あ

い） 

３月
がつ

11日
にち

 成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

練習
れんしゅう

（全体
ぜんたい

の進行
しんこう

、作文
さくぶん

の読
よ

み合
あ

わせ、対談
たいだん

の段取
だ ん ど

り）、成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

  



１．よりみちコース（くらしコース）の特徴
とくちょう

 

今年度
こんねんど

のくらしコースは、女性
じょせい

の学級生
がっきゅうせい

が 1名
めい

で、活動
かつどう

そのものに支障
ししょう

があるわけではありませ

んでしたが、そのことで活動
かつどう

に入
はい

りにくい場面
ば め ん

が

出
で

てこないように配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

がありました。 

コミュニケーションの援助
えんじょ

がなければ意思
い し

表示
ひょうじ

が困難
こんなん

なメンバーが３人
にん

いるため、その援助
えんじょ

がで

きる担当者
たんとうしゃ

がいるかいないかで、そのメンバーは

意見
い け ん

がうまく伝
つた

えられないということがあります。

また、自分
じ ぶ ん

で意思
い し

表示
ひょうじ

ができるメンバーも、場面
ば め ん

に

よって、コミュニケーションの援助
えんじょ

を使
つか

い分
わ

けて、

より深
ふか

い活動
かつどう

になるようにメンバー自身
じ し ん

が意識
い し き

し

ていました。 

２．活動
かつどう

のねらい 

 くらしコースに集
あつ

まってくるメンバーは、まず、

自分
じ ぶ ん

たちの生活
せいかつ

をめぐる様々
さまざま

な思
おも

いを話
はな

し合
あ

うと

いうことがあり、さらに、そうした話
はな

し合
あ

いを通
とお

し

て、自分
じ ぶ ん

たちの活動
かつどう

を自分
じ ぶ ん

たちの手
て

によって進
すす

め

ていくということも活動
かつどう

のねらいとして強
つよ

く意識
い し き

されています。 

 さらに、こうした話
はな

し合
あ

いの結果
け っ か

として、作文
さくぶん

や

歌作
うたづく

りなど、かたちのある表現
ひょうげん

としてまとめてい

くこともメンバーは目
め

指
ざ

しています。 

 話題
わ だ い

として、今年度
こんねんど

は、特
とく

に仕事
し ご と

のテーマを話
はな

し

合
あ

おうということも活動
かつどう

の始
はじ

めに確認
かくにん

されていま

した。 

３．活動
かつどう

の様子
よ う す

 

（１）活動
かつどう

内容
ないよう

 

①仕事
し ご と

について 

くらしコースでは、年度
ね ん ど

を越
こ

えて一貫
いっかん

して仕事
し ご と

の話
はなし

を続
つづ

けていますが、学級
がっきゅう

でもリーダー格
かく

に

あたる一人
ひ と り

のメンバーを中心
ちゅうしん

に、仕事
し ご と

の話
はなし

をし

たいという要望
ようぼう

が出
だ

され続
つづ

けていました。彼
かれ

は、

かつて、福祉的
ふくしてき

就労
しゅうろう

という位置
い ち

づけはされていた

もののほぼ一般
いっぱん

就労
しゅうろう

に近
ちか

い牧場
ぼくじょう

での仕事
し ご と

をした

経験
けいけん

を持
も

っていて、現在
げんざい

は、一般
いっぱん

の福祉
ふ く し

作業所
さぎょうじょ

に

通
かよ

っているのですが、その中
なか

で、仕事
し ご と

について語
かた

り

たい思
おも

いがあるようでした。 

しかし、長
なが

い間
あいだ

青年
せいねん

学級
がっきゅう

に通
かよ

ってきたメンバ

ーが亡
な

くなったことや、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

のことなど、その時々
ときどき

にどうしても話
はな

さなければ

ならない話
はなし

があって、前
ぜん

年度
ね ん ど

もゆっくりと話
はな

せず

にいました。そうしたことから、今年度
こんねんど

の始
はじ

めに

改
あらた

めて、仕事
し ご と

の話
はなし

をきちんとしたいという意見
い け ん

が出
で

ていたのです。 

しかし、今年度
こんねんど

も、亡
な

くなった仲間
な か ま

のことや参加
さ ん か

できなくなった仲間
な か ま

のことをいったんおいて仕事
し ご と

の話
はなし

をするということはむずかしく、来
く

ることの

できなくなった仲間
な か ま

のことから話
はなし

が始
はじ

まってい

きました。さらに、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

につ

いても、今
いま

話
はな

しておかなければならないというこ

とで、話
はな

し合
あ

いがされたりしましたので、仕事
し ご と

の

話
はなし

にきちんと取
と

り組
く

めたのは年
とし

が明
あ

けた１月
がつ

14

日
か

の活動
かつどう

からでした。 

話
はな

し合
あ

いの中
なか

で出
だ

された意見
い け ん

をいくつか紹介
しょうかい

します。「自分
じ ぶ ん

のパンの仕事
し ご と

は、目
め

の前
まえ

のお客
きゃく

さ

んに喜
よろ

んでもらえるので、とてもやりがいを感
かん

じ

る」、「自分
じ ぶ ん

のダンボールの仕事
し ご と

（一般
いっぱん

就労
しゅうろう

）も社会
しゃかい

の役
やく

にたっているということはよくわかっている

けれど、きびしさもある」、「ダリアなどの花
はな

の仕事
し ご と

は、意味
い み

を感
かん

じる」、「今
いま

は『花
はな

の家
いえ

』と合併
がっぺい

して、

いい仕事
し ご と

もできているけれど、自分
じ ぶ ん

たちの出発点
しゅっぱつてん

は『はたらけバンク』で、そのころは、働
はたら

く権利
け ん り

ということをよく代表
だいひょう

から言
い

われていた（代表
だいひょう



は脳性
のうせい

マヒの方
かた

だった）」、「自分
じ ぶ ん

の『共働学舎
きょうどうがくしゃ

』

ではそういうことが今
いま

でも言
い

われている」、「僕
ぼく

は、

もう少
すこ

しむずかしい仕事
し ご と

がほんとうはしたい」。 

以上
いじょう

はほんの一部
い ち ぶ

ですが、自分
じ ぶ ん

のたずさわって

いる仕事
し ご と

をめぐって様々
さまざま

な意見
い け ん

が交
か

わされました。

また、いわゆる重 症
じゅうしょう

心身
しんしん

障害
しょうがい

と言
い

われていて、

ふだんは意思
い し

表示
ひょうじ

や、作業
さぎょう

などがむずかしい 40代
だい

のメンバーから、「僕
ぼく

は、めだった仕事
し ご と

ができるわ

けではないけれど、本当
ほんとう

は、働
はたら

いている仲間
な か ま

と同
おな

じ場所
ば し ょ

で過
す

ごすことが好
す

きだ」という意見
い け ん

が出
だ

さ

れました。こうした障
しょう

がいの重
おも

い方々
かたがた

の労働
ろうどう

をど

う考
かんが

えるかということは従来
じゅうらい

から問
と

われてきた

ことでしたが、この 40代
だい

のメンバーは、「あえて

無理
む り

に自分
じ ぶ ん

にもできる仕事
し ご と

があるというよりも、

仕事
し ご と

はできないということでいい」という考
かんが

えに

基
もと

づいた意見
い け ん

でした。この意見
い け ん

を聞
き

いた同
おな

じよう

に障
しょう

がいの重
おも

い 20代
だい

のメンバーは、この意見
い け ん

に

とても心
こころ

を動
うご

かされ、「自分
じ ぶ ん

がまったく考
かんが

えても

みなかった意見
い け ん

で、これからじっくり考
かんが

えたい」

と驚
おどろ

きとともに語
かた

っていました。 

 こうした仕事
し ご と

の話
はなし

を受
う

けて、活動
かつどう

の中
なか

では、

数年前
すうねんまえ

にこのコースで作
つく

った「ぼくたちの仕事
し ご と

の

歌
うた

」を繰
く

り返
かえ

し歌
うた

い、改
あらた

めてその歌詞
か し

の意味
い み

をと

らえ直
なお

すことにつながりました。また、この歌詞
か し

は、

１年前
ねんまえ

に亡
な

くなったメンバーが中心
ちゅうしん

になって作
つく

った歌
うた

だったこともあり、そのメンバーを偲
しの

ぶこ

とにもつながったのでした。 

 そして、こうした話
はな

し合
あ

いの成果
せ い か

として、２月
がつ

４

日
か

の活動
かつどう

では、仕事
し ご と

についての作文
さくぶん

を書
か

くことが

できました。以下
い か

はその中
なか

の一人
ひ と り

のメンバーのも

のです。 

 ふつうの仕事
し ご と

以外
い が い

世
よ

の中
なか

は認
みと

めないといっ

ても、実
じつ

は地域
ち い き

の仕事
し ご と

とか、みんなを理解
り か い

する

人
ひと

は絶対
ぜったい

にいると思
おも

います。 

 でも仕事
し ご と

でいじめられることについてどう

すればよいのかというと、自分
じ ぶ ん

たちの仕事
し ご と

をア

ピールしていくことが必要
ひつよう

なのではないでし

ょうか。世
よ

の中
なか

にはじぶんたちの仕事
し ご と

を待
ま

って

くれる人
ひと

もいると、信
しん

じて働
はたら

かなくてはと思
おも

います。あとみんなの仕事
し ご と

のことを話
はな

すこと

で、仕事
し ご と

のことを考
かんが

えることが必要
ひつよう

だとおも

いました。 

②津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

について 

津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

からもうすぐ１年
ねん

が経
た

つという７月
がつ

には、事件
じ け ん

の話
はなし

となりました。昨
さく

年度
ね ん ど

の学級
がっきゅう

活動
かつどう

からわかそよコンサートでの

発表
はっぴょう

と、この事件
じ け ん

についてずっと取
と

り組
く

んできた

わけですが、１年
ねん

を迎
むか

える時点
じ て ん

で、あれだけたく

さんの犠牲
ぎ せ い

が払
はら

われたにもかかわらず、いまだに

被害
ひ が い

にあった仲間
な か ま

たちのほんとうの姿
すがた

がいっこ

うに明
あき

らかになっていかないことに対
たい

するはがゆ

さや悔
くや

しさの思
おも

いが語
かた

られる中
なか

で、どうやったら

やまゆりの仲間
な か ま

たちと連帯
れんたい

することができるかと

いう新
あら

たな問
と

いが提起
て い き

されてきました。 

合宿
がっしゅく

では、昨年
さくねん

は津久井
つ く い

やまゆり園
えん

のことにつ

いて、キャンプファイヤーのあとの追悼
ついとう

のセレモ

ニーから交流会
こうりゅうかい

での討論
とうろん

と時間
じ か ん

をかけて取
と

り組
く

まれたのですが、今年
こ と し

は準備
じゅんび

の段階
だんかい

でそのことが

あまり話
はな

し合
あ

われていなかったので、特
とく

に話
はな

し合
あ

いなどの時間
じ か ん

が設
もう

けられておらず、夜
よる

の交流会
こうりゅうかい

の

あとの茶話会
さ わ か い

の時間
じ か ん

を迎
むか

えました。茶話会
さ わ か い

は、自由
じ ゆ う

に仲間
な か ま

同士
ど う し

で語
かた

り合
あ

う場
ば

で、特
とく

に全員
ぜんいん

で話
はな

し合
あ

う

場
ば

ではないのですが、くらしコースの男性
だんせい

メンバ



ーと歌
うた

楽器
が っ き

コースの女性
じょせい

メンバーが、みんなで

事件
じ け ん

について話
はな

し合
あ

おうと訴
うった

え、急遽
きゅうきょ

全体
ぜんたい

での

話
はな

し合
あ

いになり、いろいろな人
ひと

が様々
さまざま

な意見
い け ん

を出
だ

し合
あ

って、１年前
ねんまえ

の事件
じ け ん

を振
ふ

り返
かえ

ることができ、

中身
な か み

のこい時間
じ か ん

となりました。 

ただし、この二人
ふ た り

の訴
うった

えは、ベテランの担当者
たんとうしゃ

からの強
つよ

い働
はたら

きかけにもとづいてなされたもの

でした。班長会
はんちょうかい

などでの合宿
がっしゅく

の準備
じゅんび

の話
はな

し合
あ

い

では津久井
つ く い

やまゆり園
えん

のことを夜
よる

の交流会
こうりゅうかい

で話
はな

し合
あ

うことなどが語
かた

られないままになっており、

実際
じっさい

そのように交流会
こうりゅうかい

は進
すす

んでいったのですが、

そのことがほんとうに学級生
がっきゅうせい

のみんなが望
のぞ

んで

いたことなのかを疑問
ぎ も ん

に思
おも

った担当者
たんとうしゃ

が、この

二人
ふ た り

にこれでいいのかとなかば詰
つ

め寄
よ

るかたちで

問
と

いかけたところ、堂々
どうどう

と仲間
な か ま

に訴
うった

えたものだっ

たのでした。 

このことについて合宿
がっしゅく

のあとの学級
がっきゅう

日
び

に次
つぎ

の

ように語
かた

ったメンバーがいます。「自分
じ ぶ ん

たちは、長
なが

い間
あいだ

、差別
さ べ つ

されてきたから、自分
じ ぶ ん

の意見
い け ん

を自分
じ ぶ ん

の

声
こえ

で訴
うった

えることができなかった」という言葉
こ と ば

がそ

れですが、ほんとうは語
かた

りたくてもそれをはばむ

ものが存在
そんざい

していることが明
あき

らかにされたわけで

す。 

このことは、担当者
たんとうしゃ

側
がわ

に、次
つぎ

のような反省
はんせい

を迫
せま

り

ました。すなわち、まず、事前
じ ぜ ん

に津久井
つ く い

やまゆり

園
えん

の話
はな

し合
あ

いをしたいという要求
ようきゅう

がみんなにあ

ることは確実
かくじつ

であったのに、そのままでは、語
かた

る

ことができないということがあるということです。 

そもそも重
おも

い問題
もんだい

なので、言
い

い出
だ

しにくいとい

うことがあると考
かんが

えられますが、そのままでは

基本的
きほんてき

には語
かた

り出
だ

しにくいという状 況
じょうきょう

があるわ

けだから、学級生
がっきゅうせい

のほんとうの要求
ようきゅう

に気
き

づいて

いれば、何
なん

らかの働
はたら

きかけをしなければならなか

ったということです。 

担当者
たんとうしゃ

の側
がわ

もまた、問題
もんだい

の重
おも

さゆえ言
い

い出
だ

せな

かったというということもあるでしょう。しかし、

本当
ほんとう

の要求
ようきゅう

を大切
たいせつ

にすることを真
しん

の援助
えんじょ

と考
かんが

え

るならば、関
かか

わりは不十分
ふじゅうぶん

だったと言
い

わざるをえ

ません。 

さらにもっと危惧
き ぐ

されることは、担当者
たんとうしゃ

側
がわ

がそ

の問題
もんだい

についてふれないということが、暗黙
あんもく

のう

ちに学級生
がっきゅうせい

に対
たい

してこのことについての発言
はつげん

を

控
ひか

えさせるということがあるのではないかという

ことです。現在
げんざい

の日本
に ほ ん

においては、知的
ち て き

障
しょう

がい

当事者
とうじしゃ

が、本来
ほんらい

ならばもっと声
こえ

をあげていいはず

の場面
ば め ん

で、発言
はつげん

が少
すく

ないという場面
ば め ん

が往々
おうおう

にして

あります。それは、出生前
しゅっせいぜん

診断
しんだん

の際
さい

にも、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

の際
さい

にも見
み

られたことですが、

そこには、まだ、知的
ち て き

障
しょう

がい者
しゃ

自身
じ し ん

が本当
ほんとう

の気持
き も

ちを発言
はつげん

することをめぐって目
め

に見
み

えない壁
かべ

が

存在
そんざい

していることを推測
すいそく

させるものです。今回
こんかい

の

合宿
がっしゅく

のできごとは、そういう壁
かべ

が私
わたし

たちのすぐ

そばにも出現
しゅつげん

してしまう可能性
かのうせい

があると言
い

って

も過言
か ご ん

ではないのではないでしょうか。 

合宿
がっしゅく

のあと 10月
がつ

22日
にち

の活動
かつどう

で、あるメンバー

から、津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の仲間
な か ま

に文章
ぶんしょう

を送
おく

るとい

う提案
ていあん

が出
だ

され、その場
ば

で、自力
じ り き

で文章
ぶんしょう

を書
か

くこ

とのできるメンバーと、介助
かいじょ

による筆談
ひつだん

によって

文章
ぶんしょう

を綴
つづ

るメンバーの二人
ふ た り

の文章
ぶんしょう

が書
か

かれ、そ

れを実際
じっさい

に担当者
たんとうしゃ

の知人
ち じ ん

の津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の

職員
しょくいん

に送
おく

ることになりました。送
おく

った文章
ぶんしょう

がど

のようなかたちで連帯
れんたい

を生
う

むのか、見通
み と お

しがあっ

たわけではありませんでしたが、職員
しょくいん

さんからは

感謝
かんしゃ

の言葉
こ と ば

と、園
えん

の当事者
とうじしゃ

の方
かた

に伝
つた

えるという



言葉
こ と ば

がありました。 

なお、この時
とき

の文章
ぶんしょう

は、クリスマス会
かい

でもコー

スの発表
はっぴょう

の際
さい

、発表
はっぴょう

されました。 

19人
にん

の方
かた

には、ご冥福
めいふく

をお祈
いの

りいたします。被害
ひ が い

にあわれた方
かた

には、心
こころ

よりお見舞
み ま

い申
もう

し上
あ

げま

す。亡
な

くなられた 19人
にん

のためにも、安心
あんしん

して仕事
し ご と

と生活
せいかつ

できるよう、がんばってくださいと励
はげ

まし

の言葉
こ と ば

を伝
つた

えたいです。しゃべれる者
もの

はしゃべれ

る者
もの

として、しゃべれない者
もの

は指
ゆび

の筆談
ひつだん

を通
とお

して、

しっかり意見
い け ん

を言
い

いたいと思
おも

います。 

町田市
ま ち だ し

障
しょう

がい者
しゃ

青年
せいねん

学級
がっきゅう

よりみちコース Ay 

 

ぼくたちは、町田市
ま ち だ し

の障
しょう

がい者
しゃ

青年
せいねん

学級
がっきゅう

のく

らしコースのメンバーです。この一年間
いちねんかん

、ずっと

やまゆり園
えん

の事件
じ け ん

のことについて、話
はな

しあってき

ましたが、世
よ

の中
なか

の理解
り か い

は進
すす

まないどころか、ぼ

くたちにたいする理解
り か い

は、むしろまちがった方向
ほうこう

に、進
すす

んでいるようにも、思
おも

えてなりません。こ

んなときだからこそ、ぼくたちはやまゆり園
えん

の

仲間
な か ま

たちと、連帯
れんたい

したいと思
おも

うようになりました。 

ぼくたちは、とても悲
かな

しんでいるだけではなく、

強
つよ

い怒
いか

りをおぼえています。怒
いか

りというのは、被告
ひ こ く

にたいして、というより、正
ただ

しく理解
り か い

をしてくれ

ない、世
よ

の中
なか

にたいしてです。 

いま、ぼくはこの言葉
こ と ば

を、指
ゆび

で書
か

く筆談
ひつだん

で話
はな

し

ていますが、このやり方
かた

さえあれば、ぼくたちも

しっかり意思
い し

の表明
ひょうめい

ができます。そのことさえ、

まるで理解
り か い

されておらず、ぼくたちは正
ただ

しい自己
じ こ

決定
けってい

の力
ちから

さえない存在
そんざい

として、差別
さ べ つ

されたまま、

生
い

きています。 

19人
にん

のいのちが失
うしな

われた、この事件
じ け ん

が、正
ただ

しく

理解
り か い

されないと、亡
な

くなった人
ひと

たちも、また浮
う

か

ばれないと思
おも

います。正
ただ

しい理解
り か い

とは、亡
な

くなっ

た人
ひと

たちも、またしっかりした、自分
じ ぶ ん

の意思
い し

を持
も

っ

ていたということです。このことが、少
すこ

しでも理解
り か い

されなくては、事件
じ け ん

のほんとうの解決
かいけつ

には、とど

かないと、ぼくは考
かんが

えています。わたしたちは、

やまゆり園
えん

のみなさんとともにあることを、この

手紙
て が み

をつうじて、お伝
つた

えしたいと思
おも

います。 

町田市
ま ち だ し

障
しょう

がい者
しゃ

青年
せいねん

学級
がっきゅう

よりみちコース Nh 

③参加
さ ん か

できなくなった仲間
な か ま

のことを思
おも

う

歌作
うたづく

り 

 合宿
がっしゅく

では、仕事
し ご と

の話
はなし

をしようという声
こえ

があが

っていたので、「私
わたし

の仕事
し ご と

の歌
うた

」をコース活動
かつどう

で

歌
うた

うことにあらかじめ決
き

めていたのですが、合宿
がっしゅく

の１日目
に ち め

の活動
かつどう

で歌
うた

の練習
れんしゅう

を始
はじ

めると、この歌詞
か し

作
づく

りで重要
じゅうよう

な役割
やくわり

をはたし、年
とし

始
はじ

めに亡
な

くなった

メンバーのことに話
はなし

が及
およ

びました。そして、そこ

から、亡
な

くなったり来
こ

られなくなった仲間
な か ま

のこと

へと話
はなし

が発展
はってん

していきました。そこで、夜
よる

の交
こう

流
りゅう

会
かい

の発表
はっぴょう

では、亡
な

くなった仲間
な か ま

のことを作文
さくぶん

にし

て読
よ

み上
あ

げることになったのです。作文
さくぶん

を書
か

くこ

とになったのは、亡
な

くなったメンバーと同
おな

じ施
し

設
せつ

で暮
く

らしていた方
かた

で、歌
うた

といっしょに発表
はっぴょう

をしま

した。 

 そして、翌日
よくじつ

の活動
かつどう

を迎
むか

えたのですが、仕事
し ご と

の

話
はなし

を年度
ね ん ど

初
はじ

めに提案
ていあん

したメンバーが、学級
がっきゅう

に

参加
さ ん か

できなくなった仲間
な か ま

のことを思
おも

う歌詞
か し

を、

筆談
ひつだん

の援助
えんじょ

を通
とお

して書
か

いたのです。そして、みん

なでその歌詞
か し

についていろいろ話
はな

し合
あ

っているう

ちに、メロディーをつけたというメンバーが現
あらわ

れ、

そのメロディーの一部
い ち ぶ

の階名
かいめい

を筆談
ひつだん

で書
か

きました。

学級
がっきゅう

ソングが大
だい

好
す

きな方
がた

ですが、メロディーを作
つく



ったのは初
はじ

めてのことで、本人
ほんにん

も大変
たいへん

満足
まんぞく

してい

ました。そして、残
のこ

りのメロディーや歌詞
か し

は、合宿
がっしゅく

後
ご

の活動
かつどう

で取
と

り組
く

んでいこうということになりま

した。 

 合宿
がっしゅく

直後
ちょくご

の学級
がっきゅう

日
び

には、合宿
がっしゅく

に参加
さ ん か

できなか

った仲間
な か ま

にも、この歌詞
か し

やメロディーの一部
い ち ぶ

を伝
つた

えたのですが、メロディーの一部
い ち ぶ

をつけたメンバ

ーから、続
つづ

きもできているとのことで、再
ふたた

び筆談
ひつだん

で聞
き

き取
と

り、メロディーがほぼ完成
かんせい

し、歌詞
か し

をメ

ロディーに合
あ

わせて修正
しゅうせい

して１番
ばん

ができあがり

ました。 

その次
つぎ

の活動
かつどう

日
び

には、今度
こ ん ど

は、１番
ばん

の「いすが

ある」を「みちがある」として、２番
ばん

の歌詞
か し

を考
かんが

えてきたメンバーがいました。こうして、「いつま

でも友
とも

だち」という参加
さ ん か

できなくなった仲間
な か ま

を思
おも

う歌
うた

が完
かん

成
せい

したのです。 

この文章
ぶんしょう

は、成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

で曲
きょく

を紹
しょう

介
かい

すると

きに使
つか

われたものです。 

ぼくたちくらしコースではなくなったなか

まのことをていねいにはなしあってきました。

Mm さんや Kf さんや Hk さんのことをくりか

えしはなしてきましたが、とくに Mm さんにつ

いてはいつもみんなのことをかんがえてなか

まのことをリードしてくれたことがおおきな

おもいでです。Hk さんはいつもあかるくてお

はようとこえをかけるとおはようとかえして

くれたこえがわすれられません。Kf さんもいつ

もじょうだんをいってはぼくたちをたのしま

せてくれました。そんななかまのことをずっと

たいせつにしていきたいとおもいます。Mm さ

んがそうだったように。 

 

いつまでも友
とも

だち 

１． ここにあなたのいすがある  

でもここにあなたはいない 

今
いま

ぼくたちにはこのいすに  

すわってるあなたが見
み

える 

だからぼくたちはこのいすを  

けっしてしまうことはない 

あなたとずっと友
とも

だちだから 

あなたも友
とも

だちでいてほしい 

２． ここにあなたの道
みち

がある 

でもここにあなたはいない 

今
いま

ぼくたちはこの道
みち

を  

あなたとともに歩
あゆ

んでいく 

だからぼくたちはこの道
みち

を  

けっして見
み

うしなうことはない 

あなたとずっと友
とも

だちだから  

あなたも友
とも

だちでいてほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 



公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

 健康
けんこう

・エビカニクスコース 

活動
かつどう

の流
なが

れ 

６月
がつ

11日
にち

 開級式
かいきゅうしき

、コース紹介
しょうかい

、コースに分
わ

かれる、自己
じ こ

紹介
しょうかい

 

６月
がつ

18日
にち

 コース話
はな

し合
あ

い（今年度
こ ん ね ん ど

活動
かつどう

をしたい事
こと

、係
かかり

決
ぎ

め、次回
じ か い

の活動
かつどう

予定
よ て い

）体操
たいそう

 

７月
がつ

２日
か

 
話
はな

し合
あ

い（自己
じ こ

紹介
しょうかい

、コース名
めい

、係
かかり

の確認
かくにん

、合宿
がっしゅく

について）、七夕
たなばた

の星
ほし

を折
お

り

願
ねが

い事
ごと

を書
か

く、次回
じ か い

の外出
がいしゅつ

について確認
かくにん

 

７月
がつ

16日
にち

 外出
がいしゅつ

（秦野震生
はだのしんせい

湖
こ

）、話
はな

し合
あ

い（外出
がいしゅつ

の思
おも

い起
お

こし、合宿
がっしゅく

について） 

９月
がつ

３日
か

 学級生
がっきゅうせい

卒業
そつぎょう

の集会
しゅうかい

、話
はな

し合
あ

い（生活
せいかつ

を語
かた

る、合宿
がっしゅく

の件
けん

、小道具
こ ど う ぐ

製作
せいさく

） 

９月
がつ

16日
にち

 

９月
がつ

17日
にち

 

合宿
がっしゅく

１日目
に ち め

：かがやき祭
まつり

に参加
さ ん か

、大地沢
お お ち ざ わ

へ移動
い ど う

、合宿
がっしゅく

合流
ごうりゅう

、全体
ぜんたい

交流
こうりゅう

 

合宿
がっしゅく

２日目
か め

：スポーツ、朝 食
ちょうしょく

・昼 食
ちゅうしょく

づくり、次回
じ か い

の活動
かつどう

の話
はな

し合
あ

い 

10月
がつ

８日
か

 外出
がいしゅつ

（花
はな

の家
いえ

でボッチャの説明会
せつめいかい

に参加
さ ん か

）、次回
じ か い

の活動
かつどう

の話
はな

し合
あ

い 

10月
がつ

22日
にち

 
コースに加

くわ

わった方
かた

へ自己
じ こ

紹介
しょうかい

、話
はな

し合
あ

い（合宿
がっしゅく

・前回
ぜんかい

の活動
かつどう

の思
おも

い起
お

こし）

ボール作成
さくせい

、ボッチャ練習
れんしゅう

 

11月
がつ

５日
か

 話
はな

し合
あ

い（コース発表
はっぴょう

内容
ないよう

）、外出
がいしゅつ

（芹
せり

ヶ
が

谷
や

公園
こうえん

・次回
じ か い

の各認
かくにん

） 

12月
がつ

３日
か

 話
はな

し合
あ

い（クリスマス役割
やくわり

決
ぎ

め）、外出
がいしゅつ

（芹
せり

ヶ
が

谷
や

＋原町田
は ら ま ち だ

市民
し み ん

の森
もり

）、発表
はっぴょう

準備
じゅんび

 

12月
がつ

17日
にち

 クリスマス会
かい

発表
はっぴょう

準備
じゅんび

、クリスマスランチ＋お茶
ちゃ

会
かい

、発表
はっぴょう

 

１月
がつ

21日
にち

 新年
しんねん

挨拶
あいさつ

、話
はな

し合
あ

い（正月
しょうがつ

の近況
きんきょう

報告
ほうこく

、次回
じ か い

ボッチャ対戦
たいせん

の外出
がいしゅつ

について） 

２月
がつ

４日
か

 話
はな

し合
あ

い（１年
ねん

の思
おも

い起
お

こし） 

２月
がつ

18日
にち

 話
はな

し合
あ

い（外出
がいしゅつ

場所
ば し ょ

を決
き

める）、外出
がいしゅつ

（ひだまり荘
そう

）、成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

準備
じゅんび

 

３月
がつ

11日
にち

 成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

、話
はな

し合
あ

い（ボッチャ活動
かつどう

について） 



ボッチャやろう！ 

毎年
まいとし

ひかり学級
がっきゅう

のスポーツコースとキックベ

ースボールの対戦
たいせん

ではずっと負
ま

けこんでいます。

今年度
こんねんど

も、以前
い ぜ ん

のような情熱
じょうねつ

は薄
うす

れてましたが

「キックベースで打倒
だ と う

ひかり」の炎
ほのお

が心
こころ

の中
なか

で

燃
も

え続
つづ

けている青年
せいねん

達
たち

が健康
けんこう

コースに集
あつ

まってき

ました。 

学級
がっきゅう

活動
かつどう

がはじまりかけたころ、ひかり学級
がっきゅう

の

担当者
たんとうしゃ

から「今年度
こんねんど

はボッチャで対戦
たいせん

を計画
けいかく

しま

せんか」という投
な

げかけがありましたが、キック

ベースでひかり学級
がっきゅう

に勝
か

ちたいという要求
ようきゅう

が出
で

ている中
なか

で、ボッチャを言
い

い出
だ

せないでいました。 

今年
こ と し

も、ウォーキングや山
やま

に行
い

きたいという意見
い け ん

があり、外出
がいしゅつ

の要求
ようきゅう

が多
おお

くありました。最初
さいしょ

の

外出
がいしゅつ

計画
けいかく

の時
とき

に、学級生
がっきゅうせい

から、「雨
あめ

が降
ふ

ったら家
いえ

にボッチャのＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

があるから見
み

たらどうか」

という話
はな

しがあり、その意見
い け ん

が、「ボッチャ」の活動
かつどう

が盛
も

り上
あ

がるきっかけとなりました。 

１．健康
けんこう

エビカニクスコースの特徴
とくちょう

 

男性
だんせい

４名
めい

女性
じょせい

３名
めい

の計
けい

７名
めい

のメンバーで活動
かつどう

が

始
はじ

まり、10月
がつ

から女性
じょせい

１名
めい

が加
きわ

わって８名
めい

の

少人数
しょうにんずう

のコースで活動
かつどう

しました。全員
ぜんいん

が自力
じ り き

歩行
ほ こ う

で健康
けんこう

コース経験者
けいけんしゃ

でもあり、20歳
さい

後半
こうはん

から 40歳
さい

後半
こうはん

のキックベースをしたい、外出
がいしゅつ

したいという

メンバーでした。３名
めい

が同
おな

じ職場
しょくば

で、活動
かつどう

の中
なか

で

リードしていく存在
そんざい

でした。その３名
めい

がコース

活動
かつどう

最初
さいしょ

に平素
へ い そ

職場
しょくば

で行
おこな

っている体操
たいそう

を活動
かつどう

の

中
なか

で紹
しょう

介
かい

しました。その活動
かつどう

が盛
も

りあがり、コー

スの名前
な ま え

も体操
たいそう

と同
おな

じ「健康
けんこう

エビカニクス」と名付
な づ

けられました。 

２．活動
かつどう

のねらい 

運動
うんどう

をすることに興味
きょうみ

があるので、スポーツに

積極的
せっきょくてき

に参加
さ ん か

することで、体力
たいりょく

を増進
ぞうしん

し、気力
きりょく

を

つけていくことを目指
め ざ

しました。年齢
ねんれい

も進
すす

み、健康
けんこう

に生活
せいかつ

していくための自分
じ ぶ ん

の健康法
けんこうほう

や食
しょく

文化
ぶ ん か

の

知識
ち し き

なども話
はな

し合
あ

い、「元気
げ ん き

に生活
せいかつ

していくには」

ということも話
はな

されました。 

集団
しゅうだん

活動
かつどう

の中
なか

で一人
ひ と り

ひとりが役割
やくわり

を分担
ぶんたん

する

ことで、責任感
せきにんかん

を持
も

ち、相手
あ い て

のことを思
おも

いやり、

助
たす

けあうことは経験
けいけん

も長
なが

く、学級生
がっきゅうせい

の気持
き も

ちの

中
なか

に根付
ね づ

いています。その気持
き も

ちを仲間
な か ま

づくり

へとつなげていくことをねらいとしました。 

３．活動
かつどう

の様子
よ う す

と評価
ひょうか

 

（１）話
はな

し合
あ

い 

 話
はな

し合
あ

いは、コース分
わ

けをしたその時
とき

から始
はじ

ま

り、自己
じ こ

紹介
しょうかい

や自分
じ ぶ ん

が１年間
ねんかん

何
なに

をやりたいかを

発表
はっぴょう

し合
あ

いました。自己
じ こ

紹介
しょうかい

は応援
おうえん

の方
かた

が一緒
いっしょ

に活動
かつどう

に加
くわ

わるときには、その都度
つ ど

行
おこな

いました。

時間
じ か ん

があるときにはもう少
すこ

し深
ふか

く質問
しつもん

して家族
か ぞ く

の

事
こと

や、仕事
し ご と

の事
こと

、学級
がっきゅう

以外
い が い

の余暇
よ か

の話
はなし

、近況
きんきょう

報告
ほうこく

等
など

行
おこな

っていきました。時
とき

には応援
おうえん

の方
かた

との共通
きょうつう

する話題
わ だ い

で盛
も

りあがることもありました。応援
おうえん

に

入
はい

った学生
がくせい

さんの郷里
きょうり

にあるダリア園
えん

は、３名
めい

が

働
はたら

く町田
ま ち だ

ダリア園
えん

の開園
かいえん

当初
とうしょ

、ダリアの株
かぶ

をわけ

てもらったり、交流
こうりゅう

があったところで、見学
けんがく

にも

行
い

った話
はなし

など、合宿
がっしゅく

でダリア園
えん

に行
い

った後
あと

だっ

たので、全員
ぜんいん

が興味
きょうみ

を持
も

った話題
わ だ い

でした。その他
ほか

、

係
かかり

決
き

め、行事
ぎょうじ

のたびに、班長会
はんちょうかい

から降
お

りてきた事
こと

にコースの意見
い け ん

をまとめる話
はな

し合
あ

い、毎回
まいかい

、活動後
かつどうご

には次回
じ か い

の活動
かつどう

内容
ないよう

をきめます。特
とく

に、合宿
がっしゅく

の

活動
かつどう

内容
ないよう

を決
き

める話
はな

し合
あ

いは時間
じ か ん

をかけて行
おこな

い

ました。言葉
こ と ば

での発言
はつげん

が苦手
に が て

な方
かた

には活動前
かつどうまえ

の

電話
で ん わ

連絡
れんらく

の時
とき

に、家族
か ぞ く

の方
かた

に話
はなし

を伺
うかが

っておき、

当日
とうじつ

紹介
しょうかい

していきました。また他
ほか

の方
かた

には個別
こ べ つ

に



質問
しつもん

形式
けいしき

で話
はなし

を聞
き

くことで、様子
よ う す

がわかり、後半
こうはん

には、話
はなし

の聞
き

きだし役
やく

も学級生
がっきゅうせい

が担
にな

って質問
しつもん

を

している姿
すがた

があり仲間
な か ま

関係
かんけい

が密
みつ

になってきてい

ることがわかりました。毎回
まいかい

、活動
かつどう

の初
はじ

めに今日
き ょ う

やることの確認
かくにん

と、終 了
しゅうりょう

時
じ

に次回
じ か い

の活動
かつどう

の確認
かくにん

を行
おこな

うことで、見通
み と お

しを持
も

って主体的
しゅたいてき

に参加
さ ん か

する

姿
すがた

が次第
し だ い

にみられてきました。 

（２）外出
がいしゅつ

活動
かつどう

 

①震生
しんせい

湖
こ

 

昨年度
さくねんど

高尾山
たかおさん

登山
と ざ ん

を行
おこな

い、自信
じ し ん

をつけた学
がっ

級
きゅう

生
せい

からは今年度
こんねんど

も山
やま

登
のぼ

りをしたいという意見
い け ん

が出
で

ていました。しかし具体的
ぐたいてき

な行先
いきさき

は出
で

ませんでし

た。 

青年
せいねん

学級
がっきゅう

では、一昨年
いっさくねん

の津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の

事件
じ け ん

以来
い ら い

いろいろな話
はな

し合
あ

いがされてきました。

また健康
けんこう

コースは、昨年
さくねん

実際
じっさい

に津久井
つ く い

やまゆり園
えん

訪問
ほうもん

もしているので、やまゆりの花
はな

を見
み

に「震生
しんせい

湖
こ

」に行
い

けたらと担当者
たんとうしゃ

から提案
ていあん

しました。当日
とうじつ

９時
じ

前
まえ

には全員
ぜんいん

が集合
しゅうごう

し、予定
よ て い

どおりの電車
でんしゃ

に乗
の

ることができ学級生
がっきゅうせい

の外出
がいしゅつ

の意欲
い よ く

が高
たか

いことが

うかがえました。車窓
しゃそう

からは富士山
ふ じ さ ん

も見
み

え、期待
き た い

も高
たか

まっていました。あいにく３日前
か ま え

ぐらいから

熱中症
ねっちゅうしょう

の予報
よ ほ う

が出始
で は じ

め、日影
ひ か げ

も少
すく

ないことから、

秦野駅
はだのえき

から途中
とちゅう

まで、タクシーを利用
り よ う

しました。

歩
ある

き始
はじ

めると、家庭
か て い

菜園
さいえん

の方
かた

にトマトをいただき、

休憩
きゅうけい

したときに採
と

れたてをいただきました。やま

ゆりの花
はな

は、木々
き ぎ

の間
あいだ

の半日
は ん ひ

影地
か げ ち

にひっそりと咲
さ

いていました。帰路
き ろ

、家々
いえいえ

の門
もん

の下
した

の、お盆
ぼん

の送
おく

り火
び

の跡
あと

を見
み

て、学級生
がっきゅうせい

の１人
ひ と り

は「亡
な

くなった人
ひと

に、おいでと火
ひ

を焚
た

いて迎
むか

えて帰
かえ

っていくときも

送
おく

り火
び

をするんだ」と話
はな

していました。涼
すず

しい震生
しんせい

湖
こ

の湖畔
こ は ん

を歩
ある

き、帰
かえ

りは丹沢山
たんざわさん

を一望
いちぼう

しながら、

畑
はたけ

を縫
ぬ

った農道
のうどう

を駅
えき

まで歩
ある

き、公民館
こうみんかん

に早
はや

めに帰
かえ

りました。 

②芹
せり

ヶ
が

谷
や

公園
こうえん

 

前期
ぜ ん き

は合宿
がっしゅく

もあり、話
はな

し合
あ

いの活動
かつどう

が多
おお

くあ

ったのでもう少
すこ

し活動的
かつどうてき

なことも１日
にち

に取
と

り入
い

れ

ながら行
おこな

っていこうと前期
ぜ ん き

総括
そうかつ

で反省
はんせい

しまし

た。 

11月
がつ

１週目
しゅうめ

の活動
かつどう

で、早
はや

めに昼 食
ちゅうしょく

をすませ天
てん

気
き

が良
よ

かったので近
ちか

くの芹ヶ谷
せ り が や

公園
こうえん

を歩
ある

きまし

た。途中
とちゅう

、ショーウインドウのクリスマスツリー

を見
み

て「もうそんな時期
じ き

なんだねー」「ちょっと

早
はや

いよ」と会話
か い わ

が聞
き

かれました。原町田
はらまちだ

市民
し み ん

の森
もり

のイチョウはまだ緑
みどり

でしたが版画館
はんがかん

から奥
おく

に入
はい

るときれいな紅葉
こうよう

の景色でした。学級生
がっきゅうせい

が仕
し

事
ごと

で植
う

えた花
か

壇
だん

の前
まえ

で皆
みな

で記念
き ね ん

写真
しゃしん

を撮
と

りました。 

12月
がつ

になると前回
ぜんかい

より紅葉
こうよう

も進
すす

み、芹ヶ谷
せ り が や

公園
こうえん

の紅葉
こうよう

を見
み

て皆
みな

が「きれいだねー」と口にして、

原町田
はらまちだ

市民
し み ん

の森
もり

のイチョウがすっかり黄色
き い ろ

になっ

たのを見
み

て「きれいー」と葉
は

っぱを拾
ひろ

いました。

芹ヶ谷
せ り が や

公園
こうえん

の花壇
か だ ん

の仕事
し ご と

をしている学級生
がっきゅうせい

が

「春
はる

の花
はな

にするから、今
いま

までの花
はな

を全部
ぜ ん ぶ

片
かた

づける

仕事
し ご と

をしたんですよ」と発言
はつげん

したのを聞
き

いて「来
らい

年
ねん

の春
はる

の花
はな

が楽
たの

しみ」と皆
みな

で話
はな

し、季節
き せ つ

の自然
し ぜ ん

の

変化
へ ん か

をより身近
み ぢ か

に感
かん

じ、目
め

を向
む

けることができま



した。 

１日
にち

のうち、どこか良
よ

い時間帯
じかんたい

で、近
ちか

くの自然
し ぜ ん

の多
おお

い芹ヶ谷
せ り が や

公園
こうえん

へ外出
がいしゅつ

したことで、その後
ご

の話
はな

し合
あ

いの時間
じ か ん

を集 中
しゅうちゅう

して行
おこな

えました。 

（３）合宿
がっしゅく

の活動
かつどう

 

①準備
じゅんび

 

合宿
がっしゅく

の話
はな

し合
あ

いでは時間
じ か ん

をかけて行
おこな

い、いろ

いろな意見
い け ん

が出
で

ました。「その日
ひ

は、私
わたし

はかがや

きのお祭
まつ

りで仕事
し ご と

なので合宿
がっしゅく

は欠席
けっせき

します」

「合宿
がっしゅく

に行
い

きます」「ちょっとわからない」担当者
たんとうしゃ

から「３人
にん

が仕事
し ご と

で、４人
にん

はお祭
まつ

りに参加
さ ん か

し、そ

の後
ご

全員
ぜんいん

でバスと電車
でんしゃ

で大地沢
おおちざわ

に向
むか

ったらどうか」

と提案
ていあん

し次回
じ か い

に意見
い け ん

をまとめることになりました。 

２日目
か め

の活動
かつどう

で「朝
あさ

はサンドウィッチづくり」

「草
くさ

戸山
と や ま

ハイキングをしたい」「昼
ひる

はお弁当
べんとう

で、帰
かえ

りはバスで帰
かえ

る」と意見
い け ん

が出
で

ました。 

班長会
はんちょうかい

に出
だ

すコースの意見
い け ん

は、「夕飯
ゆうはん

は昨
さく

年
ねん

同
どう

様
よう

退
たい

職
しょく

者
しゃ

会
かい

の方
かた

たちにつくっていただく」「外
そと

で

キャンプファイヤーは行
おこな

いたい」「お茶会
ちゃかい

はした

い」と全員
ぜんいん

の意見
い け ん

としてまとまり班長
はんちょう

に託
たく

しま

した。 

集合
しゅうごう

の時間
じ か ん

、場所
ば し ょ

、交通
こうつう

ルート、乗車
じょうしゃ

時間
じ か ん

、旅費
り ょ ひ

など確認
かくにん

事項
じ こ う

の共有
きょうゆう

や雨天
う て ん

の場合
ば あ い

のことも話
はな

し

合
あ

いました。 

合宿
がっしゅく

の応援者
おうえんしゃ

は、いつもの活動
かつどう

日
び

より多
おお

く確保
か く ほ

できるので、昼 食
ちゅうしょく

を今
いま

まで行
おこな

えなかった活動
かつどう

の

調理
ちょうり

にしてはどうかと担当者
たんとうしゃ

が提案
ていあん

しました。レ

シピを皆
みな

で確認
かくにん

し、「グァバオ」とは、どんな野菜
や さ い

を入
い

れるのかなど話
はな

し合
あ

いました。  

キャンプファイヤーのコース発表
はっぴょう

を練習
れんしゅう

し、

その後
ご

、小道具
こ ど う ぐ

づくりなどを行
おこな

い合宿
がっしゅく

の準備
じゅんび

を

皆
みな

で行
おこな

いました。 

②かがやき祭
まつ

り参加
さ ん か

 

台風
たいふう

情報
じょうほう

の中
なか

、健康
けんこう

コースは４名
めい

の参加
さ ん か

にな

りましたが合宿
がっしゅく

に行
い

こうということになり、

12：30バスで「かがやき」へ。バス停
てい

に着
つ

いた

ころ霧雨
きりさめ

が降
ふ

り出
だ

しました。エイサーの踊
おど

りを見
み

てから健康
けんこう

コースの仲間
な か ま

２名
めい

が仕事
し ご と

で育
そだ

てている

ダリア園
えん

を一回
ひとまわ

りして観賞
かんしょう

しました。大輪
たいりん

の美
うつく

しいダリアや、かわいいポンポンダリアなど、色
いろ

とりどり。傾斜地
けいしゃち

をどんどん歩
ある

いたり、「きれ

い！」と顔
かお

ほど大
おお

きなダリアを眺
なが

めていました。

模擬店
も ぎ て ん

ではコースの仲間
な か ま

がお仕事
し ご と

を頑張
がんばっ

っていま

した。14:00帰路
き ろ

に向
む

かい出発
しゅっぱつ

。バスで町田駅
まちだえき

、

Ｊ Ｒ
じぇいあーる

とバスで 16:00に大
おお

地
ち

沢
ざわ

の入
い

り口
ぐち

に着
つ

き、

木
もく

道
どう

を歩
ある

いて青少年
せいしょうねん

センターに到着
とうちゃく

しました。

小
こ

雨
さめ

も降
ふ

り傘
かさ

をさしながら外出
がいしゅつ

することができ

ました。 

入浴前
にゅうよくまえ

に布団
ふ と ん

のシーツ、掛布団
かけぶとん

カバーかけな

どの仕事
し ご と

を他
た

コースの分
ぶん

まで頑張
が ん ば

っている班長
はんちょう

の姿
すがた

がありました。 

雨天
う て ん

でキャンプファイヤーはできず、室内
しつない

で全
ぜん

員
いん

が集会
しゅうかい

に参加
さ ん か

しました。エビカニクス体操
たいそう

は

大
だい

成
せい

功
こう

！前年度
ぜんねんど

健康
けんこう

コースの、２名
めい

の飛
と

び入
い

り

参加
さ ん か

があり盛
も

り上
あ

がりました。

 

最後
さ い ご

はフォークダンスをし、すっかりのどが渇
かわ



いて交流会
こうりゅうか

でお茶
ちゃ

を飲
の

みました。青年
せいねん

学級
がっきゅう

のリ

ーダー的
てき

存在
そんざい

の方
かた

たちからの発言
はつげん

で、昨年
さくねん

亡
な

くな

った、「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

の方々
かたがた

へご冥福
めいふく

をお祈
いの

りしましょう」と大地沢
おおちざわ

の一
ひと

つ山
やま

の向
む

こうの

津久井
つ く い

やまゆり園
えん

に向
む

かい、皆
みな

で黙
もく

とうしまし

た。いつまでも私
わたし

たちは、「美
うつく

しいやまゆりの

花
はな

を踏
ふ

みにじった」あの事件
じ け ん

は忘
わす

れてはいけない

と再確認
さいかくにん

しました。 

③調理
ちょうり

活動
かつどう

 

２日目
か め

、６：00起床
きしょう

して班長
はんちょう

指導
し ど う

のストレッ

チ、ラジオ体操
たいそう

、フライングディスクなどを行
おこな

い、体
からだ

を動
うご

かした後
あと

に朝 食
ちょうしょく

づくりに取
と

り掛
か

か

りました。「ゆで卵
たまご

の殻
から

をむく」「レタスを洗
あら

う」を学級生
がっきゅうせい

が行
おこな

い、ハムチーズなど各自
か く じ

がパ

ンに挟
はさ

んで食
た

べました。丁寧
ていねい

に箸
はし

を並
なら

べる学
がっ

級
きゅう

生
せい

。牛 乳
ぎゅうにゅう

を入
い

れたコーンスープやリンゴ、コー

ヒー、ピーナッツバターは学級生
がっきゅうせい

のリクエスト

でした。昼
ひる

の調理
ちょうり

活動
かつどう

は「米
こめ

をとぐ」「梨
なし

をピー

ラーでむく」タイ料理
りょうり

のグァバオは、「玉
たま

ネギ、

ピーマン、ナスを切
き

る」「ひき肉
にく

を炒
いた

める」を学
がっ

級
きゅう

生
せい

が行
おこな

い班長
はんちょう

の「洗
あら

い物
もの

は班長
はんちょう

の僕
ぼく

に任
まか

せ

て」という頼
たの

もしい姿
すがた

もありました。 

④合宿
がっしゅく

の感想
かんそう

 

合宿
がっしゅく

の思
おも

い起
お

こしでは、「エビカニ体操
たいそう

は前
ぜん

健
けん

康
こう

コースの二人
ふ た り

の応援
おうえん

があって楽
たの

しかった」「リ

ンゴの皮
かわ

をむきました」「お米
こめ

とぎをした」「肉
にく

を

炒
いた

めるとき、熱
あつ

かったです」「班
はん

長
ちょう

なのでいろい

ろ頑張
が ん ば

りました」全員
ぜんいん

が、「グァパオおいしかっ

たです」と電話
で ん わ

連絡
れんらく

で聞
き

いた範囲
は ん い

では家庭
か て い

では

行
おこな

った事
こと

がないという話
はなし

を聞
き

き合宿
がっしゅく

の意義
い ぎ

を

感
かん

じました。 

（４）ボッチャの活動
かつどう

 

活動
かつどう

のきっかけは、外出
がいしゅつ

の計画
けいかく

の時
とき

、班長
はんちょう

から、

外出
がいしゅつ

で「雨
あめ

が降
ふ

ったらボッチャのＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

を見
み

る

のはどうか。ＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

があるので次回
じ か い

持
も

ってきま

す」という発言
はつげん

がありました。その時
とき

は晴天
せいてん

だっ

たのでＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

を見
み

ることはありませんでしたが、

その後
ご

、夏休
なつやす

みになるので次回
じ か い

の活動
かつどう

を確認
かくにん

する

と、「次回
じ か い

９月
がつ

の活動
かつどう

予定
よ て い

は合宿
がっしゅく

の話
はな

しあい。行
い

ければ散歩
さ ん ぽ

もしたい。時間
じ か ん

があれば、ボッチャの

ＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

も見
み

たい」と発言
はつげん

がありました。その頃
ころ

、

職員
しょくいん

から、地域
ち い き

でボッチャの説明会
せつめいかい

があるという

情報
じょうほう

をもらい学級生
がっきゅうせい

の参加
さ ん か

を確認
かくにん

しました。

学級生
がっきゅうせい

の皆
みな

が、ボッチャへの興味
きょうみ

が出
で

てきて、ボ

ッチャをやってみたい様子
よ う す

でした。 

①ボッチャ説明会
せつめいかい

 

ボッチャ説明会
せつめいかい

をうけに、コースの仲間
な か ま

の働
はたら

い

ている作業所
さぎょうじょ

の花
はな

の家
いえ

に向
む

かいました。５団体
だんたい

８

チームに分
わ

かれルールの説明
せつめい

を受
う

けながら実際
じっさい

に

対
たい

戦
せん

しました。ボッチャ経験済
けいけんず

みのチームの対戦
たいせん

を皆
みな

、食
く

い入
い

るように見
み

ていました。実際
じっさい

に４名
めい

が体験
たいけん

し、試合
し あ い

形式
けいしき

で行
おこな

いました。「ボッチャを



やって面白
おもしろ

かった」「点
てん

が入
はい

ったので面白
おもしろ

かった」

やれなかった人
ひと

も面白
おもしろ

みは伝
つた

わって、感想
かんそう

は「楽
たの

しかった」とのことでした。公民館
こうみんかん

に帰
かえ

り、ルー

ルを皆
みな

で思
おも

い出
だ

しながら確認
かくにん

しました。そして簡
かん

易
い

のコートを引
ひ

いてボールを作
つく

ってボッチャ

練習
れんしゅう

をしました。その後
ご

、ボッチャセットを購入
こうにゅう

してもらい、活動
かつどう

の合間
あ い ま

の短時間
たんじかん

でも練習
れんしゅう

を行
おこな

いました。10月
がつ

後半
こうはん

の活動
かつどう

で、ボッチャの話
はな

し合
あ

いを行
おこな

いました。ひかりから対戦
たいせん

の申
もう

し込
こ

みがあ

ったらどうするかという話
はな

し合
あ

いでは、何回
なんかい

かの

練習
れんしゅう

で自信
じ し ん

が出
で

て来
き

ていて皆
みな

、「対戦
たいせん

したい」と

いうことで、日程
にってい

を第
だい

３希望
き ぼ う

まできめました。 

②ひかり学級
がっきゅう

との対戦
たいせん

 

12月
がつ

３日
か

の活動
かつどう

でひかり学級
がっきゅう

からボッチャの

挑戦状
ちょうせんじょう

が届
とど

いたので１月
がつ

21日
にち

実施
じ っ し

ということで

話
はな

し合
あ

いをし練習
れんしゅう

をしていくことを確認
かくにん

しまし

た。正月後
しょうがつご

の学級
がっきゅう

日
び

で１年
ねん

の計
けい

を語
かた

りました。

「ボッチャ頑張
が ん ば

りたい」「ボッチャで優勝
ゆうしょう

する」

という発言
はつげん

がありました。 

当日
とうじつ

の対戦
たいせん

では、帰
かえ

りの時間
じ か ん

を考慮
こうりょ

して２チー

ムずつ４チームで１回戦
かいせん

のみで行
おこな

いました。

公民館
こうみんかん

Ａ、公民館
こうみんかん

Ｂとも勝
か

ち上
あ

がって公民館
こうみんかん

Ｂが

優勝
ゆうしょう

し、優勝
ゆうしょう

トロフィーを授与
じ ゅ よ

されました。 

 

（５）クリスマス会
かい

 

発表
はっぴょう

は何
なに

にするか、どう発表
はっぴょう

するか、皆
みな

で相
そう

談
だん

しました。やはり健康
けんこう

コースなので、「健康
けんこう

に

良
よ

さそうなことをアピールしよう」とまずは自分
じ ぶ ん

のアピ－ルを出
だ

しました。それがなかなかよかっ

たのでその後
ご

、言葉
こ と ば

を字
じ

に書
か

いたり絵
え

を描
えが

き、練
れん

習
しゅう

を行
おこな

いました。当日
とうじつ

、「６時半
じ は ん

 Ｅテレ体操
たいそう

朝
あさ

すっきり」「結
ゆい

でサラダたっぷり ご飯
はん

はちょ

っぴりダイエット」「マイラケットで スマッシ

ュ決
き

めた」「自転車
じてんしゃ

でお買
か

い物
もの

 金井
か な い

の三和
さ ん わ

でお

買
か

い物
もの

 相鉄
そうてつ

ロ-ゼンでお買
か

い物
もの

」｢あおいちゃん

（ 妹
いもうと

）とムックとの散歩
さ ん ぽ

 楽
たの

しいな｣グループ

ホームで暮
く

らし始
はじ

めた学級生
がっきゅうせい

は「あい羽
は

でしっ

かり食
た

べて 歯磨
は み が

きじょうず 青年
せいねん

学級
がっきゅう

も楽
たの

しい

な」等
など

発言
はつげん

しました。折紙
おりがみ

が得意
と く い

な青年
せいねん

は、サン

タを折
お

り，顔
かお

を描
えが

いていましたので、仲間
な か ま

が、

「散
さん

歩
ぽ

大好
だ い す

き 歩
ある

くの大好
だ い す

き 折紙
おりがみ

大好
だ い す

き」と

日頃
ひ ご ろ

の様子
よ う す

を代弁
だいべん

して健康
けんこう

アピールを作成
さくせい

しまし

た。

 

クリスマス会
かい

の話
はな

し合
あ

いの時
とき

に、学習室
がくしゅうしつ

にぶ

ら下
さ

がっていた「コーヒーの配達
はいたつ

」という広告
こうこく

を

見
み

た班
はん

長
ちょう

が「コーヒーを配達
はいたつ

してもらおう！」

と提案
ていあん

し、クリスマス会
かい

当日
とうじつ

、同階
どうかい

の喫茶
き っ さ

に注
ちゅう

文
もん

に行
い

きました。班長
はんちょう

の提案
ていあん

で、今
いま

までにない

クリスマスの至極
し ご く

のティータイムを過
す

ごすことが

できました。 

（６）成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

 



１年間
ねんかん

の思
おも

い起
お

こしを皆
みな

で行
おこな

い、各自
か く じ

の印象
いんしょう

に残
のこ

った活動
かつどう

を発表
はっぴょう

しました。印象
いんしょう

に残
のこ

った活
かつ

動
どう

を作文
さくぶん

に書
か

き、それをもとに、台本
だいほん

を作
つく

り、活
かつ

動
どう

の写真
しゃしん

をプロジェクターで大
おお

きく映
うつ

した前
まえ

で各
かく

自
じ

発表
はっぴょう

しました。発表会
はっぴょうかい

当日
とうじつ

、班長
はんちょう

の Tmさん

は「決
き

め手
て

は、ボッチャで優勝
ゆうしょう

したことで、大
だい

満
まん

足
ぞく

したので、僕
ぼく

は今年
こ と し

の４月
がつ

から学級
がっきゅう

を卒業
そつぎょう

して、とびたつ会
かい

に行
い

こうと思
おも

います」と宣言
せんげん

し

ました。日
ひ

ごろ口
くち

にしていない言葉
こ と ば

でしたので、

半
はん

信
しん

半
はん

疑
ぎ

でしたが、その後
ご

４月
がつ

に、とびたつ会
かい

で

Tmさんが元気
げ ん き

な声
こえ

で近況
きんきょう

報告
ほうこく

している姿
すがた

を見
み

ることができました。 

（７）仲間
な か ま

づくり 

学級
がっきゅう

活動
かつどう

２日目
か め

、話
はな

し合
あ

い後
ご

体操
たいそう

をして空
あ

い

た時間
じ か ん

に「もうすぐ七夕
たなばた

だから短冊
たんざく

に願
ねが

い事
ごと

を書
か

こう、折
おり

紙
がみ

用意
よ う い

してください」と学級生
がっきゅうせい

の発
はつ

言
げん

がありました。Adさんが折
おり

紙
がみ

好
す

きだから星
ほし

の折
おり

紙
がみ

に、願
ねが

い事
こと

を書
か

くことになり、今
いま

まで寝
ね

ころん

でいた Adさんも起
お

き上
あ

がり、全員
ぜんいん

で星
ほし

の製作
せいさく

を

行
おこな

いました。初
はじ

めての外出
がいしゅつ

では、坂道
さかみち

でふと見
み

ると、大柄
おおがら

で力
ちから

のある Adさんが小柄
こ が ら

な学
がっ

級
きゅう

生
せい

の手
て

をひき、歩
ある

いていました。その姿
すがた

は、とて

も頼
たの

もしく見
み

え、仲間
な か ま

意識
い し き

の芽生
め ば

えを感
かん

じまし

た。合宿後
がっしゅくご

に夕食
ゆうしょく

を作
つく

っていただいた退
たい

職
しょく

者
しゃ

会
かい

の方々
かたがた

へ今年
こ と し

もお礼
れい

の寄
よ

せ書
が

きをしようと皆
みな

が一
ひと

言
こと

ずつ書
か

きました。活動
かつどう

に入
はい

りづらい Adさんも

折
おり

紙
がみ

を折
お

り、参加
さ ん か

し、全員
ぜんいん

参加
さ ん か

の活動
かつどう

ができまし

た。その頃
ころ

から全員
ぜんいん

が Adさんへの関心
かんしん

が出
で

てき

て、担当者
たんとうしゃ

も積極的
せっきょくてき

に Adさんが活動
かつどう

に参加
さ ん か

でき

るよう係
かかり

のテーブル拭
ふ

きを支援
し え ん

していきまし

た。Adさんの仕事
し ご と

ぶりはまじめで、テーブルの

端
はし

から端
はし

までしっかり拭
ふ

いていました。その後
ご

は



弁当
べんとう

を配膳
はいぜん

、箸
はし

を並
なら

べる、果物
くだもの

を配
くば

るなどの仕事
し ご と

を行
おこな

い、他
ほか

の学級生
がっきゅうせい

も Adさんがテーブルを拭
ふ

きやすいよう、拭
ふ

く先々
さきざき

のものをどかして手
て

伝
つだ

い、ともに協 力
きょうりょく

する姿
すがた

が見
み

られていました。

Adさんも室内
しつない

にいて話
はなし

を聞
き

いていることが多
おお

く

なりました。そんな良
よ

い仲間
な か ま

関係
かんけい

ができた頃
ころ

から

ボッチャの活動
かつどう

になり、班長
はんちょう

中心
ちゅうしん

に練習
れんしゅう

を重
かさ

ね、全員
ぜんいん

のチームワークにより勝利
しょうり

を勝
か

ち取
と

るこ

とができました。 

４．課題
か だ い

と展望
てんぼう

 

話
はな

し合
あ

いは活発
かっぱつ

に行
おこな

われましたが、最終的
さいしゅうてき

な

具体
ぐ た い

案
あん

までの発言
はつげん

はなかったので学級生
がっきゅうせい

の話題
わ だ い

に沿
そ

いながら、提案
ていあん

をしていきました。しかし提案
ていあん

は一
ひと

つだけでなくいくつかの選択肢
せんたくし

をつくり

学級
がっきゅう

生
せい

が選
えら

ぶという方
ほう

がより主体的
しゅたいてき

な活動
かつどう

にな

ったかと反省
はんせい

しました。来年度
らいねんど

は盛
も

り上
あ

がったボ

ッチャの活動
かつどう

を、どう発展
はってん

させていくか、またそ

の他
ほか

のスポーツの要求
ようきゅう

をどう引
ひ

き出
だ

していくか

考
かんが

え、新
あら

たなコース編成
へんせい

の元
もと

、仲間
な か ま

づくりから、

良
よ

いチームワークをつくっていければと思
おも

います。 



公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

 自由
じ ゆ う

カンガルーコース 

活動
かつどう

の流
なが

れ 

６月
がつ

11日
にち

 開級式
かいきゅうしき

 

６月
がつ

18日
にち

 
自己
じ こ

紹介
しょうかい

、わかそよＤＶＤ
でぃーぶいでぃー

を鑑賞
かんしょう

、今年度
こ ん ね ん ど

やりたいことについて話し合い
はな   あ   

、 

係決
かかりぎ

め 

７月
がつ

２日
か

 コースの名前
な ま え

決め
ぎ  

 

７月
がつ

16日
にち

 合宿
がっしゅく

について話し合
はな    あ  

い、どんな劇
げき

を作る
つく    

か構想
こうそう

 

９月
がつ

３日
か

 仲間
な か ま

のお別れ
  わ か   

会
かい

、合宿
がっしゅく

についての話し合
は な   あ  

い 

９月
がつ

16日
にち

 

９月
がつ

17日
にち

 

合宿
がっしゅく

１日目
に ち め

：朝 食
ちょうしょく

の買い出し
か  だ  

、発表
はっぴょう

の練習
れんしゅう

 

合宿
がっしゅく

２日目
か め

：うた、音楽
おんがく

に合
あ

わせてダンス、それぞれの生活
せいかつ

について話し合
はな   あ 

い 

10月
がつ

８日
か

 合宿
がっしゅく

の振り返
 ふ   かえ

り 

10月
がつ

22日
にち

 合宿
がっしゅく

の振り返り
 ふ   かえ  

、新曲
しんきょく

について話し合
はな   あ 

い、退級
たいきゅう

した青年
せいねん

のビデオ鑑賞
かんしょう

 

11月
がつ

５日
か

 
自分
じ ぶ ん

たちの好き
す  

なことや夢
ゆめ

についての語り合い
かた   あ   

、劇
げき

のストーリーを構想
こうそう

、 

市民
し み ん

フォーラムで劇
げき

鑑賞
かんしょう

 

12月
がつ

３日
か

 鑑賞
かんしょう

した劇
げき

の感想
かんそう

共有
きょうゆう

、クリスマス会
かい

に向けて
む   

話し合い
は な   あ   

、新曲
しんきょく

歌詞
か し

づくり 

12月
がつ

17日
にち

 歌詞作
か し づ く

り、クリスマス会
かい

 

１月
がつ

21日
にち

 年末
ねんまつ

年始
ね ん し

の思い起
お も   お  

こし、劇
げき

のストーリーについて話し合
は な   あ  

い 

２月
がつ

４日
か

 劇
げき

のストーリー作り
                づく    

、劇
げき

の練習
れんしゅう

 

２月
がつ

18日
にち

 一年
いちねん

の振り返
 ふ    かえ

り、劇
げき

の練習
れんしゅう

 

３月
がつ

11日
にち

 成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

 



１．自由
じ ゆ う

カンガルーコースの特徴
とくちょう

 

コース結成
けっせい

当初
とうしょ

は、男性
だんせい

７名
めい

、女性
じょせい

３名
めい

の計
けい

10

名
めい

のメンバーで活動
かつどう

しました。学級歴
がっきゅうれき

の長
なが

い青年
せいねん

が７名
めい

、若手
わ か て

の青年
せいねん

が３名
めい

という構成
こうせい

でした。９

月
がつ

に学級歴
がっきゅうれき

の長
なが

い男性
だんせい

１名
めい

が退
たい

級
きゅう

することとな

り、後半
こうはん

は９名
めい

での活動
かつどう

になりました。介助
かいじょ

につ

いては、平素
へ い そ

車椅子
くるまいす

利用
り よ う

している青年
せいねん

が１名
めい

、視
し

覚障
かくしょう

がいのある青年
せいねん

が１名
めい

など、若干
じゃっかん

の介助
かいじょ

の

必要
ひつよう

な青年
せいねん

が在籍
ざいせき

していました。 

 

２．活動
かつどう

のねらい 

一番
いちばん

の目標
もくひょう

は、オリジナルの劇
げき

を作
つく

り上
あ

げるこ

とでした。その過程
か て い

で、メンバー同士
ど う し

が話
はな

し合
あ

い

意見
い け ん

を交
か

わすこと、歌
うた

やダンスなど様々
さまざま

な表現
ひょうげん

方
ほう

法
ほう

で舞台
ぶ た い

から他者
た し ゃ

に思
おも

いを伝
つた

えることを大切
たいせつ

にし

ました。 

 また、共
とも

に体
からだ

を動
うご

かしたり、歌
うた

を歌
うた

ったりする

ことで、共感
きょうかん

することや楽
たの

しさを感
かん

じ、仲間
な か ま

の語
かた

り合
あ

うベースを作
つく

ることもねらいとしました。 

 

３．活動
かつどう

の様子
よ う す

と評価
ひょうか

 

（１）Syさんのビデオ鑑賞
かんしょう

・活躍
かつやく

について

語
かた

り合
あ

い 

これまで長
なが

きに渡
わた

り、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

をそして劇
げき

ミュ

ージカルコースを引
ひ

っ張
ぱ

ってきた Sy さんが、９

月
がつ

に退
たい

級
きゅう

しました。 

 

自由
じ ゆ う

カンガルーコースでは、30年
ねん

程前
ほどまえ

に Syさん

が出演
しゅつえん

したビデオがあると聞
き

いて、みんなで

鑑賞
かんしょう

することにしました。そこには、Syさんが大
おお

勢
ぜい

の前
まえ

で堂々
どうどう

と意見
い け ん

を述
の

べる姿
すがた

が映
うつ

っていまし

た。それを観
み

た青年
せいねん

からは、「30年
ねん

も前
まえ

から今
いま

の僕
ぼく

たちが求
もと

めていることを言
い

っていてすごいと思
おも

っ

た」「このビデオのイメージで歌
うた

ができると思
おも

いま

す、それを Syさんに捧
ささ

げたいです」「Syさんの姿
すがた

を見
み

て、意見
い け ん

を伝
つた

え続
つづ

けることが必要
ひつよう

だと思
おも

いま

した」など、たくさんの感想
かんそう

や Syさんへの敬愛
けいあい

の

思
おも

いが語
かた

られました。この時間
じ か ん

を経
へ

て、みんなで

改
あらた

めて Sy さんの存在
そんざい

の大
おお

きさを感
かん

じるとともに、

これから Sy さんに認
みと

めてもらえるような劇
げき

を自
じ

分
ぶん

たちで作
つく

り上
あ

げていこう、とコース活動
かつどう

に対
たい

す

る意欲
い よ く

が高
たか

まりました。 

（２）劇
げき

鑑賞
かんしょう

 

担当者
たんとうしゃ

の知
し

り合
あ

いの劇団
げきだん

が市民
し み ん

フォーラムで劇
げき

をやると聞
き

いて、鑑賞
かんしょう

に行
い

きました。劇中
げきちゅう

は、

出
しゅつ

演者
えんしゃ

のセリフに、みんなで時
とき

に笑
わら

ったり驚
おどろ

い

たり！一
いっ

体感
たいかん

のある楽
たの

しさを会場
かいじょう

と共有
きょうゆう

しまし

た。「本格的
ほんかくてき

な劇
げき

を鑑賞
かんしょう

できたことで、とても面
おも

白
しろ

かった」という感想
かんそう

や「（携帯
けいたい

電話
で ん わ

が人間
にんげん

になる

けれどなかなか存在
そんざい

を認
みと

められないという）役
やく

の

気持
き も

ちがよく伝
つた

わってきました」「僕
ぼく

たちの視点
し て ん

と

少
すこ

し似
に

ているなと思
おも

いました」など様々
さまざま

な感想
かんそう

が

語
かた

られました。また、主演
しゅえん

を演
えん

じた方
かた

が、事前
じ ぜ ん

に

コース活動
かつどう

に参加
さ ん か

しに来
き

てくれたことがあり、そ

のことも青年
せいねん

は嬉
うれ

しく捉
とら

え、「自分
じ ぶ ん

たちも決
けっ

して阻
そ

害
がい

されないで鑑賞
かんしょう

できた気
き

がしました」という意
い

見
けん

がありました。今年度
こんねんど

で唯一
ゆいいつ

の外出
がいしゅつ

にもなり、

新鮮
しんせん

な活動
かつどう

となりました。 

 



（３）劇
げき

ミュージカルづくり 

①歌
うた

について 

今回
こんかい

の劇
げき

ミュージカルは、一
ひと

つの歌
うた

が中心
ちゅうしん

とな

ってできました。その歌
うた

は、退級
たいきゅう

した Sy さんに

向
む

け、ある青年
せいねん

が合宿中
がっしゅくちゅう

に口
くち

ずさんだフレーズ

が元
もと

となっていて、その後
ご

みんなで歌詞
か し

をつけま

した。『私
わたし

はこれからもミュージカルセット』と

いうタイトルですが、「ミュージカルをする仲間
な か ま

」

という意味
い み

を込
こ

めています。この歌
うた

をきっかけに、

これまでコースを引
ひ

っ張
ぱ

ってきた Sy さんに今回
こんかい

の歌
うた

と劇
げき

を捧
ささ

げたい、と青年
せいねん

たちの気持
き も

ちが一
ひと

つ

になり、後半
こうはん

の活動
かつどう

に臨
のぞ

みました。 

その後
ご

のコース活動
かつどう

では、ある青年
せいねん

から「楽
たの

し

いことや好
す

きなことについて話
はな

すことが、Sｙさん

の気持
き も

ちに繋
つな

がるのではないか」と提案
ていあん

がありま

した。Sｙさんは活動
かつどう

の中
なか

に今
いま

はいないけれど、「ど

うやったら Syさんの気持
き も

ちにつながるのか・・・」

と考
かんが

えたときに、こういった提案
ていあん

が出
で

たというこ

とで、いつも明
あか

るく仲間
な か ま

を照
て

らしていた Sy さん

の人柄
ひとがら

をみんなで感
かん

じました。 

そして、メンバーそれぞれが楽
たの

しいことや好
す

き

なこと、将来
しょうらい

の夢
ゆめ

などを語
かた

ることにし、「私
わたし

は人
ひと

を愛
あい

することが好
す

きです。Syさんがそうだったよ

うに。」「人
ひと

の笑顔
え が お

を見
み

ることが何
なに

よりも嬉
うれ

しい」

など、たくさんの素敵
す て き

なことばが出
で

て、それが歌
か

詞
し

につながっていきました。 

歌詞
か し

の構成
こうせい

を話
はな

し合
あ

い、吟味
ぎ ん み

した結果
け っ か

、１番
ばん

は、

素敵
す て き

な仲間
な か ま

がいること、また、悲
かな

しい気持
き も

ちで居
い

続
つづ

けるよりも自分
じ ぶ ん

たちは愛
あい

を歌
うた

っていこう！とい

う前向
ま え む

きな歌詞
か し

に。２番
ばん

は、Syさんをイメージし

たもので、スーパーマンのような勇気
ゆ う き

あふれる姿
すがた

に心
こころ

打
う

たれた青年
せいねん

たちの気持
き も

ちと、退級
たいきゅう

しても

「ずっと忘
わす

れない」気持
き も

ちが込
こ

められています。

３番
ばん

は、自分
じ ぶ ん

たちの愛
あい

する気持
き も

ちをストレートに

出
だ

せて、伝
つた

え合
あ

えばもっと素敵
す て き

な社会
しゃかい

になるとい

う意見
い け ん

と、Syさんのように「勇気
ゆ う き

を出
だ

してことば

や気持
き も

ちを伝
つた

えていこう」という青年
せいねん

たちの思
おも

い

が込
こ

められた歌詞
か し

ができました。 

②ストーリーについて 

ストーリーは、二人
ふ た り

の青年
せいねん

からの提案
ていあん

が合
あ

わさ

り、完成
かんせい

しました。 

最初
さいしょ

に一人
ひ と り

の青年
せいねん

から、「悲
かな

しい記憶
き お く

が美
うつく

しく

結晶
けっしょう

する山
やま

に住
す

んでいる村人
むらびと

が、悲
かな

しさを溶
と

かし

て笑顔
え が お

に変
か

えるお話
はなし

」と提案
ていあん

がありました。また、

それに付
つ

け加
くわ

える形
かたち

で、別
べつ

の青年
せいねん

からは「女
おんな

の

子
こ

が主人公
しゅじんこう

で、力強
ちからづよ

いラブロマンス」「外
そと

の世界
せ か い

の素晴
す ば

らしさの話
はなし

に感動
かんどう

した村娘
むらむすめ

が旅
たび

をし、優
やさ

しい気持
き も

ちと愛
あい

に満
み

たされ、村
むら

の氷
こおり

を溶
と

かす」と

いうストーリーが提案
ていあん

されました。 

悲
かな

しい記憶
き お く

が積
つ

み重
かさ

なり美
うつく

しく結晶
けっしょう

してしま

った村
むら

の名前
な ま え

は「水晶
すいしょう

村
むら

」です。やまゆり園
えん

の仲
なか

間
ま

のことを劇中
げきちゅう

でどこかに反映
はんえい

させたいという

青年
せいねん

の思
おも

いがあり、やまゆり園
えん

をイメージさせる

美
うつく

しく透明感
とうめいかん

のある名前
な ま え

になるよう、考
かんが

えまし

た。そして、この水晶
すいしょう

村
むら

の人々
ひとびと

の心
こころ

を、愛
あい

と勇気
ゆ う き

の歌
うた

で、笑顔
え が お

に変
か

えていく前向
ま え む

きなストーリーと

なりました。 

これは、「悲
かな

しみに暮
く

れていたのは去年
きょねん

まで。次
つぎ

を目指
め ざ

して楽
たの

しさや強
つよ

さを表現
ひょうげん

したい」「悲
かな

しみ

を熱
あつ

さや強
つよ

さで乗
の

り越
こ

えていくことが必要
ひつよう

」とい

うコース活動
かつどう

の中
なか

での青年
せいねん

たちの強
つよ

い気持
き も

ちが反
はん

映
えい

されたものとなりました。 

 



 

 

③青年
せいねん

同士
ど う し

の関
かか

わり 

歌
うた

やストーリーづくりなど、話
はな

し合
あ

う内容
ないよう

は非
ひ

常
じょう

に多
おお

い活動
かつどう

でしたが、班長
はんちょう

を中心
ちゅうしん

に、一人
ひ と り

ひ

とりの意見
い け ん

を聞
き

くことを大切
たいせつ

にコース活動
かつどう

が進
すす

め

られていました。話題
わ だ い

の提案
ていあん

をした青年
せいねん

が次
つぎ

に誰
だれ

に意見
い け ん

を聞
き

くかを指名
し め い

することも多
おお

く、全員
ぜんいん

がじ

っくり意見
い け ん

を言
い

いやすい雰囲気
ふ ん い き

が作
つく

られました。 

長年劇
ながねんげき

コースで活動
かつどう

をリードしていた Sy さん

が退級
たいきゅう

したことで、活動
かつどう

がどう進
すす

んでいくのかと

最初
さいしょ

は不安
ふ あ ん

もありましたが、全員
ぜんいん

で意見
い け ん

を出
だ

し合
あ

い、協 力
きょうりょく

して活動
かつどう

を進
すす

めていきました。特
とく

に、

若手
わ か て

の青年
せいねん

が積極的
せっきょくてき

に劇
げき

づくりの提案
ていあん

を行
おこな

い、

またコースメンバーとコミュニケーションをとっ

ていく姿
すがた

が印象的
いんしょうてき

で、コース全体
ぜんたい

に活気
か っ き

が生
う

ま

れていました。 

 

④担当者
たんとうしゃ

の役割
やくわり

 

歌
うた

のテーマや歌詞
か し

、劇
げき

のストーリー等
ら

はいずれ

も青年
せいねん

が意見
い け ん

を発信
はっしん

し、担当者
たんとうしゃ

がそれを音楽
おんがく

や台
だい

本
ほん

として形
かたち

にしていくという体制
たいせい

でした。意見
い け ん

の

聞
き

き取
と

りについては、言葉
こ と ば

で表現
ひょうげん

できる青年
せいねん

は

極
きょく

力
りょく

言葉
こ と ば

での表現
ひょうげん

を大切
たいせつ

にし、補足
ほ そ く

や希望
き ぼ う

があ

れば通訳
つうやく

のできる担当者
たんとうしゃ

が意見
い け ん

を聞
き

きとる形
かたち

に

しました。 

青年
せいねん

からは、「実際
じっさい

の声
こえ

と、声
こえ

にならない声
こえ

が発
はっ

表
ぴょう

につながって、印象的
いんしょうてき

でした」と感想
かんそう

がありま

した。 

 

４．今後
こ ん ご

の展望
てんぼう

と課題
か だ い

 

内容
ないよう

の濃
こ

い話
はな

し合
あ

いができ、そこから歌
うた

やスト

ーリーが生
う

まれたことは青年
せいねん

主体
しゅたい

の視点
し て ん

からとて

も良
よ

い活動
かつどう

になりました。メッセージ性
せい

としても、

悲
かな

しみの気持
き も

ち以上
いじょう

に、強
つよ

さや勇気
ゆ う き

、愛
あい

といった

前向
ま え む

きな姿
すがた

を大切
たいせつ

に思
おも

う青年
せいねん

たちの現在
げんざい

の気
き

持
も

ちを反映
はんえい

することができました。 

ただ、一年間
いちねんかん

の活動
かつどう

の中
なか

で、ほとんどが話
はな

し合
あ

いの時間
じ か ん

だったため、それだけでなく、身体
か ら だ

を動
うご

かしたり、音楽
おんがく

等
など

の素材
そ ざ い

を使
つか

って様々
さまざま

な経験
けいけん

を共
きょう

有
ゆう

するなど、取
と

り組
く

みを工夫
く ふ う

すればさらに面白
おもしろ

い

活動
かつどう

になったのかもしれません。 

 また、ストーリーが出来
で き

たのが成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

から

２回前
かいまえ

の活動
かつどう

日
び

となり、時間的
じかんてき

に劇
げき

ミュージカル

発表
はっぴょう

としては準備
じゅんび

が十分
じゅうぶん

に整
ととの

わなかったこと、

歌
うた

も今回
こんかい

は１つのみしか作
つく

れなかったことが課題
か だ い

として残
のこ

りました。言葉
こ と ば

での発声
はっせい

があまり得意
と く い

で

はない青年
せいねん

が多
おお

いコースということから考
かんが

える

と、セリフを多用
た よ う

するのではなく、場面
ば め ん

に合
あ

わせ

た歌
うた

（音楽
おんがく

）をあと数曲
すうきょく

用意
よ う い

すること等
など

で青年
せいねん

が

表現
ひょうげん

しやすくなり、うまく場面
ば め ん

がつながっていく

ことが考
かんが

えられます。そうしたミュージカルとし

ての場面
ば め ん

展開
てんかい

や表現
ひょうげん

方法
ほうほう

の工夫
く ふ う

を早
はや

い時期
じ き

から

検討
けんとう

・準備
じゅんび

していく必要
ひつよう

があります。 

 

 

 



劇
げき

ミュージカル・台本
だいほん

  

（歌
うた

の全歌詞
ぜ ん か し

は最終
さいしゅう

頁
ぺーじ

に記載
き さ い

） 

「私
わたし

はこれからもミュージカルセット」 

 

ミュージカルセットは、ミュージカルをする仲間
なかま

のことです。さあ、いってみよー！ 

 

＜うた＞ 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

＜うた終
お

わり＞ 

一同
いちどう

ピタッと止
と

まる 

 

～BGM
びーじーえむ

ピアノ～ 

 

旅人
たびびと

 「あぁ寒い
さむ  

・・・。 

寒くて
さむ   

一歩
いっぽ

も歩けない
ある      

。助けて
たす   

くれ。」 

  （旅人
たびびと

、凍えて
こご   

、倒れる
たお   

） 

  （村人
むらびと

たち、駆け寄る
か  よ  

） 

 

村人
むらびと

たち「大丈夫
だいじょうぶ

？」 

  （旅人
たびびと

を助ける
たす   

） 

    （旅人
たびびと

、立ち上がる
た  あ   

） 

 

村人
むらびと

「この村
むら

は、水 晶
すいしょう

村
むら

。」 

村人
むらびと

「あなたはまだこの村
むら

に慣れて
な   

ないんだね。    

悲しい
かな   

事
こと

が重なって
かさ     

、 美
うつく

しく凍りついて
こお       

 

しまった村
むら

なんだよ。」 

咲
さき

（主人公
しゅじんこう

）「あなたはどこから来
き

たの？」 

 

旅人
たびびと

「僕
ぼく

は 光
ひかり

と希望
きぼう

にあふれた、ヒマワリ村
むら

か 

ら来
き

たんだよ。」 

咲
さき

 「そこは、どんな村
むら

なの？」 

 

ナレーション 

ヒマワリ村
むら

は、たくさんの仲間
なかま

がいて、優
やさ

しくて

光
ひかり

にあふれた 暖
あたた

かい村
むら

です。 

咲
さき

の水 晶
すいしょう

村
むら

は、昔
むかし

は明るく
あか    

笑顔
えがお

の村
むら

だったけ

れど、悲しみ
かな   

が重なって
かさ     

凍りつき
こお     

、さみしくて、

寒
さむ

い村
むら

になってしまいました 

 

咲
さき

 「１日
  にち

も誰
だれ

とも話
はな

さないこともあるのよ。」 

旅人
たびびと

「誰
だれ

とも話さない
はな     

の？ 歌
うた

も歌
うた

わないの？」 

咲
さき

 「歌って
うた    

、楽
たの

しいの？」 

旅人
たびびと

「うん！ よかったら僕たち
ぼく   

の村
むら

に来ない
こ   

か。 

明るくて
あか     

素敵
すてき

な村
むら

だよ。」 

咲
さき

 「やったー！」 

 

村人
むらびと

「こら！こんな旅人
たびびと

の言う
い  

事
こと

なんかに耳
みみ

を 

かしちゃいかん！わしらは寒い
さむ  

がこの 

静か
しず  

な村
むら

で暮
く

らすんだ。」 

咲
さき

 「 私
わたし

が歌
うた

を持って
も   

帰
かえ

って、あったかくして 

あげる！旅人
たびびと

さん連
つ

れてって！」 

（咲
さき

と旅人
たびびと

が村
むら

を去
さ

ろうとする） 

（村人
むらびと

たちが追
お

いかける） 

 

村人
むらびと

たち 「待
ま

て待
ま

て待て
ま  

！」 

咲
さき

 「さよなら！」 

      （咲
さき

と旅人
たびびと

、村
むら

を出
で

ていく） 

村人
むらびと

   「行
い

っちゃったね。」 

村人
むらびと

   「明るく
あか   

元気
げんき

な村
むら

なんて・・。」 

村人
むらびと

    「ここで静か
しず  

に暮
く

らしているだけで 

いいのに。」 

（村人
むらびと

、はける） 

 

ナレーション 

2人
り

は元気
げんき

な歌
うた

を持ち帰る
も  か え  

ために、ヒマワリ村
むら

を

目指して
め ざ   

旅
たび

にでました 

（咲
さき

と旅人
たびびと

、楽しそう
たの     

に歩く
ある  

） 



～うた３番
ばん

～ 

ナレーション 

２人
り

は旅
たび

に出ました
で    

。 

途中
とちゅう

でおなかがすいて倒
たお

れてしまいました。 

（咲
さき

が座り込み
すわ  こ  

、旅人
たびびと

がおにぎりを差し出
さ  だ

す） 

 

獣
けもの

にも襲
おそ

われました・・・・ 

（ 獣
けもの

が襲い
おそ  

にくるが、旅人
たびびと

が倒す
たお  

） 

 

旅人
たびびと

は、咲
さき

を守
まも

って、旅
たび

を進
すす

めました。 

咲
さき

と旅人
たびびと

の 間
あいだ

には、愛
あい

が生
う

まれました。 

 

２人
り

は、旅
たび

の途中
とちゅう

で道
みち

に迷
まよ

ってしまったようで

す。 

どうしましょう…？ 

 

咲
さき

 「ここは・・・どこ？」 

 

魔法
まほう

の猫
ねこ

たち「あら・・・どうしたの？」 

 

咲
さき

 「道
みち

に迷
まよ

ってしまって・・・。あなたは？」 

 

魔法
まほう

の猫
ねこ

たち 

「私たち
わたし   

は・・・見て
み  

のとおり、魔法
まほう

の猫
ねこ

よ。      

あなたたちのことは、この水 晶
すいしょう

で最初
さいしょ

から見
み

ていたわ。旅
たび

を通じて
つう   

、２人
ふたり

はとても素敵
すてき

なパ

ートナーになったのね。２人
ふたり

とも、心
こころ

がまっす

ぐ前
まえ

を向き
む  

、純 粋
じゅんすい

で、そしてとても強
つよ

いのね。 

 いいわ、ヒマワリ村
むら

に着く
つ  

前
まえ

に、 私
わたし

が村
むら

を 

元気
げんき

にする歌
うた

を教えて
おし   

あげる！ 

早く
はや  

村
むら

を助
たす

けてあげて！ 

さあ、こっちにいらっしゃい！」 

 

ナレーション 

猫
ねこ

が歌
うた

を歌
うた

うと、 

咲
さき

は、 心
こころ

があたたかくなりました。 

そして、旅人
たびびと

も同じようにあたたかくなりました。 

それはとても、幸せ
しあわ 

な気持
き も

ちでした。 

咲
さき

は、水 晶
すいしょう

村
むら

の人
ひと

たちにも幸 せ
しあわ  

を届
とど

けよう、

と思
おも

いました。 

 

咲
さき

 「この歌
うた

で、村
むら

を元気
げんき

にするわ！」 

旅人
たびびと

「よし、村
むら

に戻
もど

ろう！」 

 

（村人
むらびと

、ステージに出る
で  

） 

（咲
さき

と旅人
たびびと

が歩い
ある  

てくる） 

 

村人
むらびと

「どこに行
い

ってたんだ！」 

村人
むらびと

「この村
むら

から出て
で  

はいけない決
き

まりなんだ

ぞ！」 

 

咲
さき

 「いいえ。毎日
まいにち

悲
かな

しんでちゃだめ。 

私
わたし

はみんなが笑
わら

っている村
むら

が好
す

きなの。 

私
わたし

、元気
げんき

になれる歌
うた

を持って
も  

来
き

たのよ！」 

村人
むらびと

「えー！なんだと！」 

 

ナレーション 

咲
さき

と旅人
たびびと

は、猫
ねこ

に教えて
おし   

もらったステキな歌
うた

を

歌
うた

いました。 

 

＜うた＞※ゆっくり※ 

夏
なつ

の日差
ひ ざ

しを あびている 

ひまわりのような あの笑顔
えがお

 
 

愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

をうたおう 

悲しい
かな   

 悲
かな

しいことは ふっとばして～・・・ 

 

すると・・・・・！ 

 

なんということでしょう、水 晶
すいしょう

村
むら

の 氷
こおり

が、ゆっ

くりと溶
と

けていくではありませんか！ 

 



＜BGM
びーじーえむ

 喜
よろこ

びのうた＞ 

 

村人
むらびと

「な、なんということだ・・・！」 

村人
むらびと

「あたたかい気持ち
き も  

を忘
わす

れていたよ！」 

村人
むらびと

（全員
ぜんいん

で） 

 「これは、愛
あい

！勇気
ゆうき

！希望
きぼう

・・・！！」 

 

村人
むらびと

「思い出
おも  だ 

したぞ！」 

咲
さき

 「もう少し
すこ  

よ！みんなの 心
こころ

の 氷
こおり

、ふっとば

して！」 

旅人
たびびと

「悲しみ
かな   

から立ち上
た  あ

がるんだ！」 

 

（咲
さき

と旅人
たびびと

、石
いし

【結 晶
けっしょう

】を投げる
な   

、砕
くだ

く） 

 

村人
むらびと

たち 「ぼくたちも！！」 

     （村人
むらびと

たちも石
いし

を投
な

げる） 

（ 氷
こおり

が消
き

える） 

 

ナレーション：村人
むらびと

たちは、あたたかい気持ち
き も  

で、

心
こころ

の 氷
こおり

を砕
くだ

くことができました 

 

村人
むらびと

 「悲しい
かな   

ことばっかりじゃないよ！ 

僕
ぼく

たちは、ステキな気持ち
き も  

を持
も

って 

いる！」 

 

村人
むらびと

 「もう、いつだって忘
わす

れるもんか！」 

 「咲
さき

、旅人
たびびと

さん、ありがとう」 

 

ナレーション 

こうして、水 晶
すいしょう

村
むら

の明るさ
あか   

と笑顔
えがお

が取
と

り戻
もど

され

たのでした。 

 

咲
さき

 「よし、みんなカンパイだ！よし、うたおう！」 

村人
むらびと

「いってみよー！」 

 

 

＜エンディング＞うた 

【わたしはこれからもミュージカルセット】 

１ 

夏
なつ

の日差
ひ ざ

しを あびている 

ひまわりのような あの笑顔
えがお

 
 

愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

をうたおう 

悲しい
かな   

 悲
かな

しいことは ふっとばして 
 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

わたしはこれからも ミュージカルセット 
 

 

２ 

30年
ねん

と言い続
 い  つづ

けた 

あなたがみせた スーパーパワー 

ずっと ずっと ずっと 忘
わす

れないよ 

笑顔
えがお

 笑顔
えがお

 笑顔
えがお

 キープオンスマイル 
 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

３ 

凍
こお

った気持ち
き も  

 溶かしだす
と    

 

愛
あい

のことばを 未来
みらい

へと 
 

勇気
ゆうき

 勇気
ゆうき

 勇気
ゆうき

 心
こころ

燃
も

やそう 

気持ち
き も  

 気持ち
き も  

 気持ち
き も  

 伝え合
つた  あ 

って 
    

わたしはこれからも ミュージカルセット 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

 

愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

を 愛
あい

をうたおう 

悲しい
かな   

 悲
かな

しいことは ふっとばして 
 

わたしはこれからも ミュージカルセット 

わたしはこれからも ミュージカルセット 
 

ミュージカルセット 

ミュージカルセット 

ミュージカルセット 



第
だい

２章
しょう

 自治
じ ち

運営
うんえい

 

１．班長会
はんちょうかい

 

（１）班長会
はんちょうかい

の概要
がいよう

 

班長会
はんちょうかい

とは、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

に関
かか

わる行事
ぎょうじ

や、運営
うんえい

に

関
かか

わるさまざまなことを調整
ちょうせい

する組織
そ し き

です。学
がっ

級
きゅう

活動
かつどう

終了後
しゅうりょうご

の４時
じ

過
す

ぎから５時
じ

までの時間
じ か ん

を

使
つか

い、各
かく

コースの班長
はんちょう

と副班長
ふくはんちょう

が集
あつ

まり話
はな

し合
あ

いを行
おこな

ってきました。 

活動
かつどう

内容
ないよう

としては、各
かく

コースの活動
かつどう

報告
ほうこく

、合宿
がっしゅく

やクリスマス会
かい

・成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

などの行事
ぎょうじ

に向
む

けた

話
はな

し合
あ

いおよび実際
じっさい

の準備
じゅんび

や運営
うんえい

を行
おこな

ってきま

した。なお、行事
ぎょうじ

に関
かん

しての話
はな

し合
あ

い・準備
じゅんび

・運
うん

営
えい

は、つどい委員
い い ん

と合同
ごうどう

で取
と

り組
く

みました。 

 

（２）班長会
はんちょうかい

の様子
よ う す

 

今年度
こんねんど

は、長年
ながねん

にわたり学級
がっきゅう

に在籍
ざいせき

しているメ

ンバーがほとんどでしたが、若手
わ か て

の青年
せいねん

も２名
めい

い

ました。 

昨年度
さくねんど

同様
どうよう

、会
かい

を進行
しんこう

する司会
し か い

は各
かく

コースの持
も

ちまわり制
せい

とし、最初
さいしょ

の班長会
はんちょうかい

で順番
じゅんばん

を決
き

めま

した。その日
ひ

、話
はな

し合
あ

った内容
ないよう

は班長会
はんちょうかい

ノートに

記録
き ろ く

し、活動
かつどう

報告
ほうこく

として「班長会
はんちょうかい

ニュース」を書
か

いて学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

に向
む

け発信
はっしん

しました。 

今年度
こんねんど

は、比較的
ひかくてき

言葉
こ と ば

で発信
はっしん

することのできる

学級生
がっきゅうせい

が多
おお

く、話
はな

し合
あ

いが早
はや

く終 着
しゅうちゃく

することも

ありましたが、一方
いっぽう

、何回
なんかい

か学級
がっきゅう

を休
やす

んだ学級生
がっきゅうせい

がいた際
さい

には心配
しんぱい

する声
こえ

があがり、同
おな

じコースの

学級生
がっきゅうせい

からどんな様子
よ う す

であるかなどの情報
じょうほう

共
きょう

有
ゆう

が行
おこな

われる場面
ば め ん

もありました。 

 

（３）評価
ひょうか

と課題
か だ い

 

これまで同様
どうよう

、一年間
いちねんかん

継続
けいぞく

して話
はな

し合
あ

いを進
すす

め

ることができました。各
かく

コースで出
で

た意見
い け ん

につい

て話
はな

し合
あ

い、班長会
はんちょうかい

で決定
けってい

した内容
ないよう

については、

班長会
はんちょうかい

メンバーからつどいの時間
じ か ん

等
など

を使
つか

って全
ぜん

体
たい

に対
たい

して説明
せつめい

するなど、各
かく

コースの代表
だいひょう

として

集
あつ

まり、意見
い け ん

の集約
しゅうやく

・決定
けってい

・伝達
でんたつ

するという役割
やくわり

を務
つと

めることができました。 

また、司会
し か い

は持
も

ち回
まわ

り制
せい

で、司会
し か い

を務
つと

めたコー

スがニュースを作成
さくせい

することとなっていましたが、

時間的
じかんてき

余裕
よ ゆ う

のなさから次第
し だ い

にあいまいになり、前
ぜん

期
き

ではいつも同
おな

じ人
ひと

、特
とく

に担当者
たんとうしゃ

が作成
さくせい

すること

も多
おお

くなっていました。後期
こ う き

では、ニュースを作
さく

成
せい

するコースの学級生
がっきゅうせい

には 予
あらかじ

め声
こえ

をかけて余
よ

裕
ゆう

を持
も

てるようにし、担当者
たんとうしゃ

がサポートに入
はい

りな

がら学級生
がっきゅうせい

が作成
さくせい

しました。班長会
はんちょうかい

としての役
やく

割
わり

分担
ぶんたん

ができ、また班長会
はんちょうかい

ニュースを本来
ほんらい

の形
かたち

である学級生
がっきゅうせい

を中心
ちゅうしん

とした報告
ほうこく

媒体
ばいたい

として改
あらた

めて捉
とら

えなおし、作成
さくせい

することができました。 

今年度
こんねんど

の反省点
はんせいてん

としては、担当者
たんとうしゃ

の連携
れんけい

不足
ぶ そ く

が

あげられます。全体的
ぜんたいてき

な人手
ひ と で

不足
ぶ そ く

もあり、班長会
はんちょうかい

に出席
しゅっせき

できる担当者
たんとうしゃ

が流動的
りゅうどうてき

で、班長会
はんちょうかい

がスム

ーズに始
はじ

まらなかったり、その日
ひ

に話
はな

し合
あ

うべき

議題
ぎ だ い

が確認
かくにん

できていなかったりといった問題
もんだい

があ

りました。時間
じ か ん

を有効
ゆうこう

に使
つか

うために、担当者側
たんとうしゃがわ

と

しては事前
じ ぜ ん

の担当者会
たんとうしゃかい

で議題
ぎ だ い

や出席
しゅっせき

できる担当
たんとう

者
しゃ

を確認
かくにん

したり、LINE
ら い ん

などのツールを活用
かつよう

し、情
じょう

報
ほう

を共有
きょうゆう

していくなどの工夫
く ふ う

が必要
ひつよう

です。 

 

２．つどい委員会
いいんかい

 

（１）つどいとは 

学級日
がっきゅうび

の始
はじ

まりと終
お

わりのコース活動
かつどう

の前後
ぜ ん ご

に

行われている活動
かつどう

です。ホールに集
あつ

まり、全
ぜん

コー

スの青年
せいねん

がつどい、学級
がっきゅう

ソングを歌
うた

い、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい



で一体
いったい

となれる時間
じ か ん

となっています。また、コー

ス間
かん

での連絡
れんらく

や応援者
おうえんしゃ

、見学者
けんがくしゃ

の紹介
しょうかい

などもここ

で行
おこな

われています。 

 

（２）運営
うんえい

体制
たいせい

と活動
かつどう

内容
ないよう

 

つどい委員会は、有志
ゆ う し

の青年
せいねん

とつどい委員
い い ん

担当
たんとう

の担当者
たんとうしゃ

、合同
ごうどう

で運営
うんえい

、活動
かつどう

しています。 

今年度
こんねんど

は、男性
だんせい

１名
めい

、女性
じょせい

３名
めい

の青年
せいねん

、計
けい

４名
めい

体制
たいせい

で運営
うんえい

を行
おこな

いました。活動内容
かつどうないよう

は、つどいの

司会
し か い

進行
しんこう

。見学者
けんがくしゃ

、応援者
おうえんしゃ

の紹介
しょうかい

。つどいで歌
うた

う

学級
がっきゅう

ソングの曲決
きょくき

め。また、学級
がっきゅう

終了後
しゅうりょうご

のつど

い委員会
いいんかい

で決定
けってい

した、取
と

り決
き

めや次回
じ か い

のつどいの

司会者
しかいしゃ

や歌
うた

う曲
きょく

などを「つどいニュース」として

発
はっ

行
こう

し、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

に周知
しゅうち

を行
おこな

いました。 

 

（３）今年度
こ ん ね ん ど

の活動
かつどう

の特徴
とくちょう

 

 今年度
こんねんど

前半
ぜんはん

は、つどい委員
い い ん

の中
なか

で、次回
じ か い

のつど

いで歌
うた

う曲
きょく

を決
き

めていました。少数
しょうすう

で曲
きょく

決
き

めを

する事
こと

で、今回
こんかい

はこの曲
きょく

を歌
うた

ったから、次回
じ か い

は違
ちが

う曲
きょく

をなどの話
はな

し合
あ

いができ、曲
きょく

が偏
かたよ

る事
こと

なく、

様々
さまざま

な曲
きょく

を歌
うた

う事
こと

ができました。しかし、青年
せいねん

一人
ひ と り

ひとりの意見
い け ん

を反映
はんえい

できていないのではない

かといったことから、後半
こうはん

からは昨年度
さくねんど

同様
どうよう

、リ

クエストボックスでの希望
き ぼ う

を募
つの

りました。これに

より、学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

の意見
い け ん

の中
なか

から、つどいで歌
うた

う曲
きょく

を決
き

める事
こと

ができました。 

 

（４）活動
かつどう

評価
ひょうか

と展望
てんぼう

 

前述
ぜんじゅつ

のリクエストボックスでの取
と

り組
く

みは、学
がっ

級
きゅう

全体
ぜんたい

の意見
い け ん

が反映
はんえい

され、一体感
いったいかん

が生
う

まれるため、

今後
こ ん ご

も継続
けいぞく

される事
こと

が期待
き た い

できます。同様
どうよう

に、つ

どいでの司会者
しかいしゃ

についても、つどい委員
い い ん

の中
なか

から

だけでなく学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

からも司会
し か い

をしてみたい方
かた

がいるのではないかといった意見
い け ん

がつどい委
い

員
いん

会
かい

の中
なか

で出
だ

されました。これに対
たい

し、つどい委
い

員
いん

か

ら委
い

員
いん

以
い

外
がい

の青年
せいねん

を誘
さそ

っていこうと話
はな

し合
あ

われま

した。具体的
ぐたいてき

にどういった方法
ほうほう

をとるか今後
こ ん ご

検討
けんとう

していきたいです。 



第
だい

３章
しょう

 考察
こうさつ

 

１．２０１７年度
ね ん ど

のコース編成
へんせい

 

今年度
こんねんど

は、なでしこコース（歌
うた

・楽
がっ

器
き

）、た

んぽぽコース（ものづくり）、健
けん

康
こう

エビカニク

スコース（健康
けんこう

からだづくり）、自由
じ ゆ う

カンガル

ーコース（劇
げき

・ミュージカル）、よりみちコー

ス（くらし）の５つのコースで活動
かつどう

が進
すす

んでい

きました。例年
れいねん

と同
おな

じコース分
わ

けとなっていま

すが、特徴
とくちょう

としてあげられるのは「①学級
がっきゅう

全体
ぜんたい

での話
はな

し合
あ

いを反映
はんえい

したコース活動
かつどう

」と

「②学級外
がっきゅうがい

のゲストとの交流
こうりゅう

を通
つう

じた活動
かつどう

の

広
ひろ

がり」です。 

①については、「津久井
つ く い

やまゆり園
えん

事件
じ け ん

の話
はな

し合
あ

い」を全体
ぜんたい

の場
ば

で継続
けいぞく

したことです。

合宿
がっしゅく

の交流会
こうりゅうかい

において話
はな

されましたが、コー

ス活動
かつどう

でもよりみちコースのように年間
ねんかん

の活動
かつどう

を通
つう

じてテーマに掲
かか

げたグループや、健
けん

康
こう

エビ

カニクスコースのように昨
さく

年度
ね ん ど

の活動
かつどう

を踏
ふ

まえ

てやまゆりの花
はな

を実際
じっさい

に見
み

るため震
しん

生
せい

湖
こ

ハイキ

ングを行
おこな

ったコースもありました。 

学級生
がっきゅうせい

の間
あいだ

では事件
じ け ん

に対
たい

する怒
いか

りと風化
ふ う か

へ

の不安
ふ あ ん

が話
はな

し合
あ

われ、事件
じ け ん

を受
う

けた学級
がっきゅう

ソン

グも作
つく

られるなどしていますが、具体的
ぐたいてき

な活動
かつどう

としてのテーマ化
か

がされていました。 

②については、学級
がっきゅう

の場
ば

に障
しょう

がい当事者
とうじしゃ

や

アーティストなどのゲストが来訪
らいほう

し参加
さ ん か

するこ

とで活動
かつどう

に広
ひろ

がりが生
う

まれたということです。

よりみちコースには横浜市西区
よ こ は ま し に し く

の「ガッツビー

トにし」で以前
い ぜ ん

行
おこな

われたとびたつ会
かい

のコンサ

ートに来場
らいじょう

していた当事者
とうじしゃ

の方
かた

が参加
さ ん か

され、

話
はな

し合
あ

いに参加
さ ん か

しました。たんぽぽコースでは

アート表現
ひょうげん

支援
し え ん

団体
だんたい

「ＤＯＯＲ
ど あ

」の方々
かたがた

や

町田
ま ち だ

市内
し な い

の放課後
ほ う か ご

等
とう

デイサービス施設
し せ つ

に通
かよ

う子
こ

どもたちと「大
おお

きな翼
つばさ

づくり」に挑戦
ちょうせん

しまし

た。そのほか、「劇団
げきだん

ここ」の団員
だんいん

の方
かた

のお誘
さそ

いで「ＫＥ
けーいー

－７７７
すりーせぶん

」というお芝居
し ば い

を複数
ふくすう

のコ

ースで見
み

に行
い

きました。また、昨年度
さくねんど

に引
ひ

き続
つづ

き、都立町田
と り つ ま ち だ

の丘学園
おかがくえん

で高校生向
こうこうせいむ

けに開
かい

催
さい

され

たボランティア養成
ようせい

講座
こ う ざ

で見学
けんがく

に来
き

た都
と

立
りつ

野
の

津
つ

田
だ

高
こう

校
こう

の生
せい

徒
と

さんたちとの交流
こうりゅう

などもありま

した。 

学級生
がっきゅうせい

を中心
ちゅうしん

とした活動
かつどう

だけではなく、さ

まざまな人
ひと

との交流
こうりゅう

から大
おお

いに刺激
し げ き

を受
う

ける

ことができました。 

 

２．学級生
がっきゅうせい

Syさんのこと  

今年度
こんねんど

の大
おお

きなトピックスとして、長年
ながねん

青年
せいねん

学級
がっきゅう

に参加
さ ん か

していた学級生
がっきゅうせい

の Sy さんが学
がっ

級
きゅう

参
さん

加
か

に一
ひと

区
く

切
ぎ

りをつけたことが挙
あ

げられます。 

Sy さんは 2000年
ねん

に亡
な

くなられた高坂
こうさか

茂
しげる

さん

とともに青年
せいねん

学級
がっきゅう

の古
ふる

くからのリーダーで、

最
さい

近
きん

は先輩
せんぱい

として若
わか

いリーダー達
たち

を支
ささ

える大
おお

き

な存
そん

在
ざい

でした。オリジナルソングとしては早
はや

い

時
じ

期
き

につくられ今
いま

でも歌
うた

い継
つ

がれる学級
がっきゅう

ソン

グ「ぼくらのかがやき」の歌詞
か し

にも Sy さんの

姿
すがた

があらわされています。ＮＨＫ
えぬえいちけー

が開催
かいさい

した

スウェーデンの学者
がくしゃ

を招
まね

いたシンポジウムに

当事者
とうじしゃ

として登壇
とうだん

し聴 衆
ちょうしゅう

の前
まえ

で発言
はつげん

する姿
すがた

は全
ぜん

国
こく

放
ほう

送
そう

されたこともありました。 

還暦
かんれき

を過
す

ぎたころから体調
たいちょう

がすぐれず、職
しょく

場
ば

も辞
や

め、学級
がっきゅう

への参加
さ ん か

が 難
むずか

しくなりまし

た。９月
がつ

３日
か

の活動
かつどう

日
び

に全体
ぜんたい

の前
まえ

で Sy さんか

らあいさつがありました。各
かく

コースでも Sy さ

んが辞
や

めることについて話題
わ だ い

に挙
あ

がっていまし



た。Sy さんはこの十
じゅう

数年
すうねん

は劇
げき

・ミュージカル

コースに参
さん

加
か

していましたが、自由
じ ゆ う

カンガルー

コースでは学
がっ

級
きゅう

に来
こ

られなくなった Sy さんの

存在
そんざい

を意識
い し き

した活動
かつどう

と劇
げき

づくりが行
おこな

われまし

た。 

３月
がつ

の成果
せ い か

発表会
はっぴょうかい

の場
ば

に Sy さんが来場
らいじょう

し、自
じ

由
ゆう

カンガルーコースの発表
はっぴょう

をご覧
らん

にな

り、学
がっ

級
きゅう

生
せい

にあいさつをしていました。 

他
ほか

にも Yh さんが学級
がっきゅう

を辞
や

めましたが、2016

～17年度
ね ん ど

は学級
がっきゅう

に参加
さ ん か

できなくなった青年
せいねん

が

多
おお

く、学級
がっきゅう

における仲間
な か ま

の大切
たいせつ

さというもの

を考
かんが

えざるをえない日々
ひ び

が続
つづ

きました。 

 

３．ホールでの活動
かつどう

について  

 つどいや行事
ぎょうじ

のあり方
かた

にも変化
へ ん か

がありまし

た。朝
あさ

と帰
かえ

りのつどいの会場
かいじょう

であるまちだ

中央
ちゅうおう

公民館
こうみんかん

７階
かい

のホールが工事
こ う じ

のため使
つか

えな

い状態
じょうたい

になり、６階
かい

の学習室
がくしゅうしつ

１・２を会場
かいじょう

として使
つか

いました。ホールに比
くら

べて狭
せま

い部屋
へ や

の

活動
かつどう

となり活動
かつどう

への支障
ししょう

が懸念
け ね ん

されましたが、

人
ひと

がひしめきあいながらもこれまで通
とお

りの活動
かつどう

を行
おこな

うことができました。懸案
けんあん

だったクリス

マス会
かい

に関
かん

してもこれまでどおりの活動
かつどう

を行
おこな

うことができました。 

 

４．イベントでの発表
はっぴょう

 

 2017年
ねん

10月
がつ

15日
にち

には「とっておきの音楽
おんがく

祭
さい

」

と「まちたからフェスタ」の２つの音
おん

楽
がく

イベン

トでステージ発表
はっぴょう

を行
おこな

いました。「若葉
わ か ば

とそ

よ風
かぜ

のハーモニーコンサート」に続
つづ

いての

発表
はっぴょう

ですが、公民館
こうみんかん

学級
がっきゅう

ととびたつ会
かい

が

中心
ちゅうしん

となって地域
ち い き

に自分
じ ぶ ん

たちの思
おも

いをアピー

ルする機会
き か い

となっています。2018年
ねん

５月
がつ

20日
か

に

は、公
こう

民
みん

館
かん

学
がっ

級
きゅう

が中心
ちゅうしん

となって「とっておき

の音楽
おんがく

祭
さい

」に出演
しゅつえん

しました。（主催者
しゅさいしゃ

都合
つ ご う

によ

り例年
れいねん

より開催
かいさい

が早
はや

まったため。） 

 そのほかには３月
がつ

25日
にち

に生涯
しょうがい

学習
がくしゅう

センター

まつりでの発表
はっぴょう

の部
ぶ

で三
さん

学級
がっきゅう

合同
ごうどう

の発表
はっぴょう

を

行
おこな

いました。（公民
こうみん

館
かん

ホール工事
こ う じ

の関係
かんけい

で例年
れいねん

より遅
おそ

い開催
かいさい

となったため。） 

 

５．今後
こ ん ご

の展望
てんぼう

について 

2017年度
ね ん ど

末
まつ

で１名
めい

の学級生
がっきゅうせい

が青年
せいねん

学級
がっきゅう

から

とびたつ会
かい

に移
うつ

るほか、2018年度
ね ん ど

から新
しん

学
がっ

級
きゅう

生
せい

と他
た

学級
がっきゅう

から移
うつ

る学級生
がっきゅうせい

（各
かく

２名
めい

、計
けい

４

名
めい

）が増
ふ

えることになりました。一方
いっぽう

で担
たん

当
とう

者
しゃ

スタッフの減少
げんしょう

傾向
けいこう

はこの数年
すうねん

継続
けいぞく

していま

す。こうした背景
はいけい

から学級
がっきゅう

集団
しゅうだん

づくりへの

心機
し ん き

一転
いってん

の取
と

り組
く

みが求
もと

められています。 

また、活動
かつどう

内容
ないよう

についても次
つぎ

なる展開
てんかい

を模索
も さ く

していく必要
ひつよう

がありますが、学級
がっきゅう

活動
かつどう

の継
けい

続
ぞく

性
せい

を超
こ

えた発展性
はってんせい

や創造性
そうぞうせい

が求
もと

められます。 

担当者
たんとうしゃ

には謝礼
しゃれい

は発生
はっせい

しているものの、この

十
じゅう

数年
すうねん

はあくまでボランティアとして募集
ぼしゅう

さ

れていることで、個人的
こじんてき

な自己
じ こ

実現
じつげん

を求
もと

めて参
さん

加
か

するスタッフが増
ふ

えていますが、これまでの

青
せい

年
ねん

学級
がっきゅう

で重視
じゅうし

されてきた「青年
せいねん

と担当者
たんとうしゃ

の

対等
たいとう

な関係性
かんけいせい

のなかでの活動
かつどう

づくり」への意
い

識
しき

形
けい

成
せい

に改
あらた

めて取
と

り組
く

む必要
ひつよう

があります。市民
し み ん

の学習権
がくしゅうけん

実現
じつげん

のための 教育
きょういく

活動
かつどう

である以
い

上
じょう

、参
さん

加
か

者
しゃ

すべてが人権
じんけん

感覚
かんかく

を共
きょう

有
ゆう

して活動
かつどう

に取
と

り組
く

んでいく必要
ひつよう

があります。 



第３部 ひかり学級 

第１章 コース活動 



ひかり学級 花コース 

活動の流れ 

6月 4日 開級式、コースを決めた後、自己紹介 

6月 18日 話し合い：係決め、コースの名前決め、自己紹介、取り組みたいこと、バスハイク、 

次回の活動について  活動：ダンス 

7月 2日 話し合い：バスハイクの行き先について、次回の活動について 

活動：ダンス、七夕飾り作り 

7月 16日 

 

話し合い：バスハイクの行き先について全体交流会について、次回の活動について 

活動：忠生図書館に行く 

9月 3日 話し合い：夏休みの生活の様子、バスハイクの行き先について、次回の活動につい

て 

活動：ムース作り、コースのテーマソングの練習 

9月 24日 話し合い：バスハイクの食事について、行き先について 

活動：紙芝居を読む、「エビカニクス」のダンスを踊る、調理：クレープを作る 

10月 8日 話し合い：バスハイクの行き先決定、全体交流会について、次回の活動について 

活動：ダンス「エビカニクスの練習」 

10月 22日 話し合い：クリスマス会か新年会の希望を聞く、次回の活動について 

活動：秋野菜のカレー作り 

11月 5日 話し合い：バスハイクで注意すること、次回の活動について 

活動：魚や海の絵を書く 

11月 19日 バスハイク 

12月 3日 話し合い：バスハイクの振り返り、クリスマス会の食事、歌、出し物について 

活動：前回書いた海の絵を、模造紙に貼りつける 

12月 17日 クリスマス会、クリスマスツリー作り、ケーキ作り 

話し合い：次回の活動について 

1月 21日 話し合い：お正月、クリスマス会の思い起こし、次回の活動について 

活動：小道具、大道具の制作、ダンスと台本の台詞の練習 

2月 4日 話し合い：次回の活動 

活動：ミュージカルの練習、フラダンスサークルとの交流会 

2月 18日 話し合い：発表の順番決め、歌う曲 

活動：大道具小道具の仕上げ、成果発表会の準備、リハーサル 

3月 4日 成果発表会 

 



１． 花コース（ミュージカル）の特徴 

男性 5名、女性 8名で、計 13名のコースです。

前年度のミュージカルのコースから 5名、音楽コ

ースから６名、もの作りコースから 2名が集まり

活動しました。 

学級歴は、3 年が 1 名、8 年が 1 名、10 年以上

25年未満が 4名、25年以上の青年が 6名でした。

活動の場面では比較的言葉数が少ない傾向があり

ましたが、お互いを思いやる気持ちを持ち、活動

から離れがちな青年に、声をかけたりする場面も

見受けられました。 

 

２． 活動のねらい 

成果発表会に向けて、ミュージカルを創る過程

を楽しみ、協力してミュージカルを発表するとい

うことが、大きな目標でした。青年,新しいことに

チャレンジしたい、劇や歌をやってみたい、ダン

スを楽しみたい、仲良くコース活動を楽しみたい

という希望を持っていました。これらの希望を活

かして活動を展開すること、また、ミュージカル

に必要な大道具や小道具を作ることにより、協力

して作品を作り上げる喜びを分かち合うことがね

らいでした。 

 

３．活動の様子と評価 

（１）ダンス 

 最初は自己紹介もかねて、各自好きなＣＤを持 

ってきてもらいました。いつも、ルームランニン 

グの時に聴いているラテンの「コパカバーナ」、職 

場のダンスクラブで楽しんでいる青年は、エグザ 

イルの「チューチュートレイン」などで踊りまし 

た。「フラダンスを踊ったことがあり楽しかった」 

という青年の意見から、みんなでＤＶＤを見てフ 

ラダンスも踊ってみました。 

台本作りの話し合いの中で青年から「エビカニ 

クス」を踊りたという提案がありました。みんな

で踊ったところ、全員が大変気に入り、活き活き

と踊りました。 

車椅子利用の人については、体全体でリズムを 

感じられるように車椅子を動かしました。担当 

者が少ないと、車椅子の人は順番待ちになり、 

十分に楽しむことが出来ないことがありました。 

地域のフラダンスサークルの方に、ひかり療育

園に来て頂いて、フラダンスを見せて頂くことが

でき、交流の場を持つことが出来ました。青年は、

フラダンスを目の前で踊っていただいてとても感

動しました。 

   

（２）図書館に行く 

台本作りの話し合いの中で、青年の提案で、図

書館に行きました。この日は、大変暑い日でした。

熱中症対策を十分にしたうえで、忠生図書館に行

きました。各自、思い思いに好きな紙芝居や本を

選びました。図書館の職員の方の協力を得ること

が出来、お話し会をしていただきました。とても

わかり易く楽しいお話で、青年は集中して話を聞

き、楽しく充実した時間を過ごすことが出来まし

た。下見の打ち合わせの時に、図書館側からいろ

いろ提案をしていただくことが出来ました。         

 

忠生図書館にて  

 

（３）七夕飾り 

絵を書いたり自分の願いを書いたりしました。

「コースの活動を頑張りみんなと協力して頑張り

ます」「ボーリングの全国大会に行きたい」「午前

午後の活動を頑張ります」など新しいコースにな

り、これからの活動を楽しみする意欲が感じられ

ました。笹を準備することが出来て、七夕らしい

飾り付けが出来ました。 

 

（４）紙芝居 

図書館で選んだ紙芝居を、夏休み明けに、もう

一度借りて、紙芝居を楽しみました。「自分達で紙

芝居を創ろう」と青年が提案しましたが、いざ話

しを創ろうとしたら、アイディアが浮かびません

でした。結局、紙芝居を作るには至りませんでし

た。しかし、青年が選んだ紙芝居の題名や、「地震

が来たらどうする」「台風が来たらどうする」とい



う題名から、緊急避難という展開をしたり、青年

が、自分から前に立って「だるまさん」の紙芝居

を見せる場面があり、成果発表会で、だるまさん

の役をミュージカルに取り入れました。 

 

（５）テーマソング 

コース名を決めるときに、採用されなかった

“ショータイム”の案や、七夕飾りの願いごとに、

「みんなと協力してやっていきたい」と書いた青

年がいました。この時にボランティア参加してい

た桜美林大学の中国からの留学生が、“協力して”

というところにとても感動したと伝えてくれまし

た。コースの青年の気持ちが一つにまとまるよう

に、担当者が、簡単なテーマソングを創り、手話

を基に振り付をして提案しました。学級生の自発

的な動きを取り入れて、振り付けを変えて行きま

した。テーマソングの曲名は、青年の提案で「ガ

ーデニング」に決まりました。 

 (歌詞、楽譜、資料１) 

 

（６）おやつ作り 

青年の希望で、ふわふわムースとクレープ作り

に取り組みました。ダンスをした後、水分補給も

兼ね、楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

簡単なおやつを作ることにより、コース活動か

ら離れがちな青年も、コース活動に参加できまし

た。 

誕生会もしたいという提案があり、“ハッピーバ

ースデイ”を歌い、和やかな時間を過ごすことが

出来ました。 

 

（７）調理     

秋野菜のカレーを作りたいという提案があり、

キノコ入りのカレーを作りました。キノコを盛り

だくさんに入れました。キノコを材料に入れるこ

とで、キノコをバラバラにする簡単な作業が増え、

各自の得意な分野で腕を振るいました。   

この日、中心になって黙々と調理や洗い物を楽

しみながら取り組んだ青年が、「みんなの役に立っ

て良かった」と言いました。この言葉は、ミュー

ジカルの台詞になりました。とてもおいしいカレ

ーが出来ました。 

 

（８）バスハイク 

好天に恵まれ、広場での全体交流会で、普段あ

まり歌っていない青年が、大きな声で楽しい気持

ちを表現して歌っていました。 

平素、スポーツ活動に取り組むチャンスのない

コースですが、野外でスポーツをすることが出来

て楽しい時間を過ごすことが出来ました。 

レストランでの食事は、青年の希望したメニュ

ーから対応できるレストランを探し、本格的な中

華レストランで、昼食をとることが出来ました。

味も良く、満足顔で食べました。レストランで食

事ができたことがうれしくて、涙を流した青年が

いました。 

トイレ介助や食事の席の設定などに時間がか

かってしまい、三菱みなとみらい技術館の見学時

間が少なくなってしまったのは、残念でした。 

 
  バスハイク 臨港パークにて 

 

（９）クリスマス会 

 クリスマスツリーを作りたいという提案で、丸

や三角や四角の紙に、願い事を書いたり、ちぎり

絵で小さなツリーを作りました。大きな模造紙に

それらを貼りつけ、クリスマスツリーにしました。

ケーキは、青年から「ロールケーキにデコレーシ

ョンすると簡単でいいよ」と言う提案があり、デ

コレーションの材料に生クリームや小枝のチョコ

やマシュマロを用意したところ、上手にタワー型

の飾り付けをした青年がいました。  

食事は、青年が希望したオードブルを用意する

ことが出来ました。 

 出し物は、成果発表会で踊るダンスを披露しま

した。他コースの人も楽しく踊り、みんなでダン

スを楽しむことが出来ました。とても楽しいクリ



スマスパーティーになりました。 

 

 

 

 

 

 

 クリスマスツリー   タワー型ケーキ 

 

（１０）台本作り 

最初は、図書館に行き青年の選んだ紙芝居を基

に、台本をつくっていく予定でしたが、それぞれ

選んだ紙芝居から台本の候補を絞り込むことが出

来ませんでした。自分達で紙芝居を作ろうという

提案が出ましたが、いざ作るとなるとアイデアが

出てきませんでした。そんな中で、エビカニクス

を踊りたいという提案があり踊ったところ、みん

なとても気にいったので、フラダンスを踊りたい

という希望にあわせ、ダンスが先に決まって、台

本の骨組みになりました。エビやカニ、そしてフ

ラダンスということから、海の話という設定で絵

を書いたり、自分のなりたい魚をイメージして絵

を書いたり、はり絵にしました。クラゲになりた

い青年の意見で、男性はクラゲになってポンポン

を持って踊りました。活動中のきらりと光る発言

や、選んだ紙芝居の中で「台風が来たらどうする」

や「地震が来たらどうする」という紙芝居を読ん

だ事、図書館に行ったときに青年が、だるまさん

の紙芝居をみんなに見せたことや、海の絵の作成

のなかで、中央特快が海の中を走ったこと等、コ

ース活動の中で起こったことや、発言をつなぎ合

わせて台本を作成しました。既成の話からではな

く、全くオリジナルの話に展開することになりま

した。台本は、青年や担当者の意見をどんどん取

り入れて､６回の修正を行いました。 

 

（１１）地域のフラダンスサークルと交流 

職員との個人的なつながりのある地域のフラダ 

ンスサークルの方々が、ボランティアでひかり療 

育園に来て下さることになりました。 

成果発表会で踊るフラダンスの「月の夜は」を 

みんなが踊れるように工夫して、簡単バージョン 

を教えて頂くことが出来ました。 

フラダンスサークルの人の美しいダンス、衣装 

やレイ、冠を見て、青年は吸い寄せられるように

うっとりしていました。なかなか外出の機会が持

てないコースですが、目の前で繰り広げられるフ

ラダンスに、とても感動しました。一生懸命フラ

ダンスを見て覚え、「完璧です！」と踊りをあっと

いう間に覚えました。成果発表会への意欲も高ま

りました。青年達は、成果発表会で踊るエビカニ

クスやオリジナルソングの「ガーデニング」を披

露し、交流を深めました。 

 

  フラダンスサークルと交流会 

 

（１２）大道具、小道具作り 

大道具として、「新型中央特快」、「海のパーテ

ィの絵」(舞台にバーで吊るした)、「エビカニハウ

ス」、「どこでもドア」を、小道具は、「ポンポン」

「花の髪飾り」などを作りました。作り始めたの

が１月に入ってしまったため、少し時間が足りな

くなりましたが、青年は出来ることを分担して、

協力して作業をしました。「海のパーティーの絵」

は、自分のなりたい魚というテーマで書いた絵を

つなぎ合わせ、舞台のバーに吊るし飾りました。

新型中央特快は、段ボールの箱を組み合わせて作

りました。カッターを使った少し危ない作業もあ

りましたが、真剣に取り組みました。列車の窓に

は、青年の書いた絵を貼りました。「どこでもドア」

は、皆でちぎったピンクの紙を、ドアに貼りまし

た。「ポンポン」や「髪飾り」は皆で力をあわせ、

たくさんの数を作りました。協力して作り上げる

作業を通して、成果発表会に向けてコースが一つ

にまとまってきました。（資料２） 

 

 



(１３) 成果発表会 

車椅子利用者の多い花コースは、リハーサルの

順序、出演順、控室の配置など細かな配慮をして

いただき、無事発表を終えることが出来ました。

リハーサルでは、ゆっくり台本を通しました。部

屋に帰って何度もセリフの練習や踊りの練習、大

道具を使って「どこでもドア」の練習をしました。

最後に、大道具のエビカニハウスの瓦を皆で張り

付け、仕上げをしました。 

オリジナルの台本で、オリジナルソングも挿入

することが出来ました。みんなで書いた海の絵に

モールでデコレーションしてバーに吊り、パーテ

ィーの雰囲気を盛り上げました。セリフもほぼ覚

えて、はっきりと大きな声で言えていました。ダ

ンスも活き活きと踊れました。言葉で表現できな

い青年は、ベルやペープサートで役割を演じまし

た。全員力いっぱいミュージカルを披露すること

が出来ました。終わったあとの感想では、楽しか

ったと満足そうでした。「恥ずかしかったが、練習

を頑張ったので上手にできた」「来年もミュージカ

ルやるぞ！」と、感想を伝えました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成果発表会 

 

（１４）近況報告 

コミュニケーションが困難な青年が多く、担 

当者が事前に家族に聴き取りをしました。 

夏休みやお正月は、家族と楽しく過ごしている

様子が伝わりました。家族も本人の好きなことを、

積極的に楽しめるよう工夫していることが分かり

ました。 

言葉で伝えられない青年の日頃の様子は、家族

と積極的に情報交換をして、活動に活かしていき

ました。 

      

４ 課題と展望 

成果発表会では、それぞれの良い所を認め合い、

青年が力をあわせてミュージカルを発表すること

が出来ました。青年はもちろん担当者も、また、

当日参加して下さった応援の皆さんも、一体とな

って、ミュージカルの発表を楽しむことが出来ま

した。それぞれの良い所を認め合い、力をあわせ

て活動し、オリジナルのミュージカルを創ること

が出来ました。 

車椅子を平素利用している青年が 5人で、トイ

レ、食事の介助に時間を取られ、活動に十分な力

を注ぐことが出来ない事もありました。担当者の

配置を考慮していただいてはいましたが、まだ十

分とは言えない状態でした。外出の計画が難しい

ことは悩みの一つでしたが、図書館に行くことが

出来たこと、また、地域のフラダンスサークルの

協力で、フラダンスを間近で鑑賞でき交流の場を

持てたことは、大変うれしいことでした。 

地域の資源を活用し、豊かな学級活動に展開出

来たら良いと思います。 

一日の活動の予定表を、絵と文字で作成しまし

た。（資料３）一日の行動の見通しがあると、落ち

着いて行動できている青年もいました。合理的な

配慮として、活動中の適切な支援の在り方の検討

が必要だと思われます。 

創作には、何より、生の芸術鑑賞が必要だと思

います。外出の機会を増やし新鮮な感動やあこが

れを感じて創作活動につながって欲しいと思いま

す。 

 

 

 

 



資料 １ 

花コースのテーマソング 

 

 

 

歌詞 

 ショータイム  あたらしいことにチャレンジ 

 花コースの ミュージカル  

 ショータイム  力をあわせて 

 夢の花 咲かそう 

 

 

資料 ３ 

一日のスケジュール 

    

 

 

資料 ２ 
  みんなで作った大道具、小道具 

   

新型中央特快       ペープサート 

 

 

 

 

  エビカニハウス 

 

 

             どこでもドア― 

 

 

 

 

ポンポン作り 

 

 

 



ひかり学級 にじドリームアンド創作コース 

活動の流れ 

６月４日 開級式、自己紹介 

６月 18 日 自己紹介、話し合い（係・コース名決め）、ダンス、絵を描く 

７月２日 
調理（カレー、サラダ、フルーツヨーグルト）、話し合い（バスハイク）、  

七夕飾りづくり 

７月 16 日 話し合い（バスハイク）、学級ソングの整理・振り返り 

９月３日 
調理（お好み焼き、焼うどん、杏仁豆腐）、話し合い（バスハイク）、 

近況報告、オリジナルソングづくり 

９月 24 日 
話し合い（バスハイク）、オリジナルソングづくり、 

外出（グループホーム見学） 

10 月８日 オリジナルソングづくり、グループホーム見学の感想、どら焼きづくり 

10 月 22 日 話し合い（バスハイク、クリスマス会等）、ボッチャ 

11 月５日 話し合い（バスハイク、クリスマス会、近況報告）、外出（桜美林大学学園祭） 

11 月 19 日 バスハイク 

12 月３日 話し合い（クリスマス会）、バスハイクの振り返り（絵や作文） 

12 月 17 日 ケーキづくり、コース発表の準備、クリスマス会 

１月 21 日 話し合い（クリスマス会の感想、年末年始の報告、成果発表会）、ボッチャ 

２月４日 オリジナルソングづくり、話し合い（成果発表会） 

２月 18 日 オリジナルソングづくり、成果発表会の準備 

３月４日 成果発表会 



１．にじドリームアンド創作コースの特徴

と活動のねらい 

にじドリームアンド創作コースは、ＣＤや歌と

いった音楽活動や、絵を描いたり新聞づくりなど

の創作活動、料理や外出活動など様々な要求をも

った青年が集まったコースで、男性９名、女性４

名の合計 13名で活動しました。集まったメンバー

の昨年度のコースは音楽、スポーツ、ものづくり・

料理、劇ダンスと多様で、比較的若く学級歴の浅

い青年もいましたが、30代～40代の学級歴の長い

青年を中心として、活動当初からある程度仲間意

識ができあがっているコースでした。 

にじドリームアンド創作コースでは、次のよう

な３つのねらいを掲げて一年間の活動に取り組ん

でいきました。 

① 音楽、料理、創作活動、外出など青年の得意な

ことや好きなことを活動に活かし、一人ひとり

輝く場面をつくっていく。 

② 活動を共有することにより、青年どうしの仲間

意識を深めていく。 

③ 青年一人ひとりの思いを歌や絵などによって

表現し、みんなで協力して一つのものをつくっ

ていく。 

 

２．活動の様子と評価 

（１）活動内容について 

①料理 

カレーライス 

自己紹介で今年コース活動でやりたいことを話

し合う中で、料理をつくりたいという意見が多く

出され、まずはみんなでカレーライスとサラダ、

デザートをつくることになりました。 

活動では調理をメインとするため、前回の活動

で食材について話し合い、カレーライスやサラダ

の食材について、事前に担当者が買っておくこと

になり、当日は数人のメンバーでデザート等の買

い出しに行きました。 

 調理は、料理の得意な青年が丁寧に米をといだ

り、料理の苦手な青年も担当者が付き添いながら

玉ねぎやジャガイモを切るなど、カレーライスと

いう身近な料理に取り組んだこともあり多くの青

年が活動に関わることができました。 

お好み焼き・焼きうどん 

 青年から「お好み焼きが食べたい」、「焼きうど

んが食べたい」といった意見が出たことから、み

んなでお好み焼きと焼きうどんをつくることにな

りました。 

 カレーライスと同様、主な食材は前回の活動で

話し合い、事前に担当者が準備し、当日はデザー

トやジュースのみ一部の青年で買い出しに出かけ

ました。買い出しは電動車いすを利用している青

年や歩くことが苦手な青年が立候補し、車いすで

出かけました。 

 調理は、野菜や肉を切ってお好み焼きの素を加

えるまでは、多くの青年が関わることができまし

たが、後半、お好み焼きをホットプレートで焼く

段になり、ブレーカーが落ちてしまい、急遽ガス

コンロを使って担当者だけで焼くこととなってし

まい、あまり青年が関わることができませんでし

た。 

 

どらやき 

 青年からお菓子を食べたいという要望が出たた

め、担当者からどら焼きを提案し、みんなでつく

ることになりました。一人の青年があんこが苦手

とのことから、クリームも入れてつくってみまし

た。 

 材料のホットケーキミックスに牛乳と卵を混ぜ、

ホットプレートの上で焼き、あんことクリームを

塗るというシンプルな作業行程だったこともあり、

ほぼ全員が作業に集中して参加することができま

した。２台のホットプレートを使いましたが、１

台のホットプレートを数人の青年で囲んで焼くこ

とで、互いに調理の様子を見ることができ、また、

一人の青年がボールをおさえ、別の青年が材料を

混ぜ合わせるなど、青年どうし協力して作業する

場面も見られました。 

 



ケーキづくり 

 青年からクリスマス会の日にケーキをつくりた

いとの意見が出され、取り組みました。担当者が

事前にケーキのスポンジやクリーム、トッピング

の食材等を用意し、当日はケーキの飾り付けを行

いました。 

 果物を切る、スポンジケーキの上にクリームを

塗る、お菓子やチョコペンで飾り付けるというわ

かりやすい作業だったこともあり、協力して取り

組むことができました。３つのケーキをつくりま

したが、「きのこの山」を逆さに飾るなど青年の斬

新なアイデアで、オリジナルケーキをつくること

ができました。 

 

 

②歌 

好きなＣＤをみんなで聞いて歌う 

 音楽の好きな青年から新曲をつくりたいといっ

た意見が出されたことから、担当者の提案で自己

紹介も兼ねて自分の好きなＣＤを持ってきて、み

んなで聞きながら歌ったり踊ったりしました。 

ＣＤは一部の青年しか持ってきませんでしたが、

その青年がどのような曲が好きなのかお互いに知

ることができました。また、ＣＤを持ってこなか

った青年も一緒に踊ったり、手を叩いて大きな声

で歌うなど他の青年も楽しむことができました。 

 

学級ソングの思い起こし 

新曲をつくりたいと提案した青年から学級ソン

グの整理をしたいとの意見が出され、これまで作

られたひかり学級の学級ソングを年表にして振り

返りながら、何曲か歌ってみました。 

みんなよく知っているひかり学級の学級ソング

だったこともあり、歌に集中し、大きな声で歌っ

ていました。学級ソング『私たちの歌をつくって

ゆきたい』の曲に出てくる「ペットボトルのラベ

ルとり」や「家に帰って洗濯をして」「日記を書い

ておやすみなさい」といった歌詞や『ロマンティ

ックな気持ち』の曲にある「どら焼き」や「スマ

ップ、きんたろ、ぼくと勝負」といった歌詞がど

の青年のことを歌にしているのかお互いに確認し

ながら歌うことができました。 

 

オリジナルソングづくり 

 新曲を作りたいと提案した青年が詞の案とメロ

ディーを考えてきたことをきっかけに、全員で歌

づくりに取り組みました。 

まず、その青年が書いてきた詞に込められた思

いを確認し、そこから担当者より歌のテーマを提

案し、みんなで歌詞を考えていきました。 

 言葉で表現することが苦手な青年もいることか

ら、「スイッチ」をつかって一人ひとりの歌詞に入

れたい思いを聞いていきましたが、事前にテーマ

を提示したこともあり、何人かの青年はすでに自

宅で歌詞を考えてきているようでした。「スイッチ」

を使うことで、言葉で表現することの苦手な青年

の思いを聞くことができました。 

そこから担当者が歌詞とメロディーをつくって

いきました。曲のタイトルは最初に青年が書いて

きた詞の案どおり「青空の向こうへ」に決まりま

した。成果発表会前の活動日に何度か新曲を練習

し、それを練習用ＣＤに録音してみんなに配るこ

とで、成果発表会当日は、大きな声で歌うことが

できました。 

 

③創作活動 

絵を描く 

 絵を描くことが好きな青年が多いことから、一

人ひとり画用紙に好きな絵を描いてみました。 

サッカーの絵を描く青年、ドラえもんの絵を描く

青年など、一人ひとりが思い思いに好きな絵を描

き、お互いにどのような絵を描いたのか確認する

ことができました。 

また、バスハイクの思い起こしをした後、思い

出を絵に描いてみました。初めのころは絵を描か

なかった青年もランドマークタワーの絵を描いて

いました。また、絵の苦手な青年はガイドブック

を見ながら、みなとみらいの観光スポットを文字



で書き写していました。一人ひとり描いた絵を大

きな模造紙に張りクリスマス会で発表することに

つながりました。 

 

七夕飾りづくり 

 当初、忠生公園に外出予定でしたが、真夏の暑

い日だったこともあり、外出を提案した青年が外

出をやめようと提案し、代わりに他のコースも取

り組んでいた七夕飾りをつくることになりました。

当日、急遽活動が決まったので、模造紙に笹の絵

を描き、そこにみんなでつくった飾りを張り付け

ていきました。 

 色とりどりの折り紙で輪っかを作ったり、短冊

に花の絵を描くなどコース全員で協力して七夕飾

りという一つの作品を作ることができました。 

 

ＣＤづくり 

 新曲をつくりたいと提案した青年からＣＤをつ

くりたいとの提案があり、みんなで録音した新曲

「青空の向こうに」に、これまで録音したひかり

学級の学級ソングをボーナストラックとして加え、

ジャケットに青年が描いた絵をデザインしたＣＤ

を作成し、青年一人ひとりに配りました。 

 時間もなくボーナストラックの選曲やジャケッ

トのデザインは担当者が行いましたが、青年と一

緒に選曲やデザインしていれば、また違ったＣＤ

ができあがったのではないでしょうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④外出 

グループホーム見学 

 青年からの提案で、近くのグループホームをみ

んなで見学に行くことになりました。初めての外

出で、歩くことの苦手な青年が歩き疲れてしまい、

途中から車いすを利用して移動しました。グルー

プホームでは職員の方からグループホームの概要

を説明してもらった後、みんなで中を見学しまし

た。 

 ある青年は施設の隅々まで見て回り、後日、見

学の感想でもグループホームの備品等を詳細に覚

えていてみんなに報告していました。他の青年か

らも、自分の住んでいるグループホームとの比較

や、体験利用でそのグループホームを使った時の

感想を聞くことができました。 

 

桜美林大学学園祭 

青年から年度当初にコンサートを見に行きたい

と言った提案があったことや、外出の好きな青年

が多いことから、担当者の提案で桜美林大学の学

園祭に行くことになりました。 

当日はひかり療育園から歩いて桜美林大学まで

行き、体育館でエイサーやよさこいの歌や踊り、

アイドル研究会のダンス等のイベントを見学しま

した。イベントの好きな青年は客席の一番前で熱

心に踊りに見入っていましたが、体育館は段差が

多く、車いすの青年や歩くのが苦手な青年にとっ

ては移動が大変な活動になってしまいました。 

事前に会場を下見したり、外出時の担当者体制

をしっかり確保して外出する必要があったと思わ

れます。 

 

バスハイク 

横浜のバスハイクでは、青年から「日本丸が見

たい」、「ランドマークタワーに行きたい」、「レス

トランで食事がしたい」といった希望が出され、

当日は、全体交流会の後、みなとみらいにあるレ

ストランで食事をし、その後、日本丸でランドマ

ークタワーをバックにみんなで記念撮影をしてか

ら、ランドマークタワーの展望台に上りました。 

全体交流会で元気よく歌う青年や、ランドマー

クタワーで嬉しそうに外の景色を見る青年など、



普段の室内の活動とは違った青年の様子をお互い

に知ることができました。また、青年から成果発

表会でバスハイクのことを作文に書いて発表した

いといった意見が出る等、多くの青年にとって思

い出に残る活動となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤成果発表会 

 成果発表会に向け、コースでの一年間の主な活

動を写真のスライドを見ながら思い起こし、何が

印象に残っているか確認していきました。そこか

ら、一人ひとりが一年間の活動で印象に残った活

動を、絵や作文、インタビュー形式、ダンス等で

発表し、最後にみんなでつくったオリジナルソン

グを歌うこととなりました。 

成果発表会当日、担当者がシナリオ案をつくっ

てみんなに提案し、何度か練習してから本番に臨

みました。 

 

（２）生活について 

近況報告・七夕飾りづくり 

コースで自己紹介やお正月の話をする中で、仕

事のことや家庭やグループホーム等での生活の様

子の話をする機会が何度かありました。青年が職

場の仲間とカナダや沖縄に旅行に行ったことや、

スポーツ大会でメダルをとったことなど近況報告

で聞くことができました。また、七夕飾りづくり

で青年が短冊に「ピアノの連弾をうまくやりたい」、

「○○さんと結婚したい」と書くなど、青年の日

頃の思いや学級に対する思いを知ることができま

した。ただ、時間的なこともあり、そうした思い

をその後青年どうし話し合い、深めていくまでに

は至りませんでした。 

ある青年は担当者と一対一だと職場のことなど

自信を持って話しますが、全体の場ではなかなか

話すことができませんでした。２～３人の小集団

だと話ができても、大勢になるとなかなか話がで

きない青年もいます。そうした青年の思いをもう

少し丁寧に聞いていって、活動につなげていくこ

とができれば、また違った活動ができたかもしれ

ません。 

 

家族やグループホーム等職員とのつながり 

にじドリームアンド創作コースには言葉で表現

することが苦手な青年が何人かいますが、自己紹

介やお正月の話をしたときに、担当者が事前に家

族と連絡をとって本人の話をフォローするよう心

掛けました。ある青年については、家に電話連絡

をしたときに家族より、家で買い物に出かけたと

きに本人が花とジョーロを買い、毎日水やりをし

ていることを聞き、そのことをコース内でみんな

に報告し、花の絵を描く活動につなげることがで

きました。ただ、その他の青年については、家族

やグループホーム等の職員からあまり話を聞く機

会をつくることができないまま活動が終わってし

まいました。電話掛けの時に、ただ単に要件を伝

えるだけでなく、家族やグループホーム等の職員

から最近の様子などをもっと聞いて活動に活かし

ていけば、より活動も充実していくのではないで

しょうか。 

また、成果発表会では一年間の活動を作文やイ

ンタビュー形式に加えて、活動でとった写真をス

クリーンに映して報告しました。青年がランドマ

ークタワーで嬉しそうに外の景色を眺めている場

面など、作文やインタビューだけではなかなか伝

えられない活動中の青年の様子を、写真を使うこ

とで家族に伝えることができたと思われます。 

 

（３）表現活動(オリジナルソングづくり) 

年度当初に青年からコースでオリジナルソング

をつくりたいといった提案がありました。これま



でもその青年は、「ぼくらの応援歌」や「ぼくらの

きもち」をつくってきた経験があり、そこからま

た歌をつくりたいといった要求が生まれてきたと

思われます。 

こうした青年の思いを受けて、オリジナルソン

グづくりに取り組んでいきました。まず歌づくり

を提案した青年が詞とメロディーを自分でつくり

楽譜にして持ってきました。詞に込められた思い

として、東日本大震災への思いや北朝鮮のミサイ

ルに対する不安、彼女が見つかるといいなといっ

た思いが込められていることが、みんなに伝えら

れ、そこから担当者の提案で「平和」「幸せ」とい

うテーマで他の青年にも歌詞に入れたい思いを聞

いていきました。 

青年からは「東日本大震災、復興して町がきれ

いになって嬉しい」、「北朝鮮のミサイルが不安」

と言った思いや、「北朝鮮のミサイルのニュースや

障がい者が殺されたりする事件があって不安」と

いった思いを聞くことができました。また、別の

青年から誕生日に施設の職員と二人で街の居酒屋

に出かけたことが語られ、そこから「車いすの人

もどんどん街に出ればいい、そうすれば町の人も

変な顔しなくなる」と言った意見もだされました。

また、その青年から別の日に、「（母親が亡くなり）

悲しいけれど、ひかり学級のみんながいてくれる

から頑張れる。ここに来ると元気になれていい。」

と言った発言がありました。 

また「スイッチ」を使うことで、言葉で表現す

ることが苦手な青年より、「みんなと同じ人間で生

まれてよかった世の中と思える世界に変えたい」

といった、障がい者として生きていくことへの不

安な気持ちや、「ひかりの仲間で平和を伝えよう」、

「僕たちの仲間を大切にしよう」、「ひかりの仲間

ずーっと私は大切な仲間」といったひかり学級の

仲間に対する思いを聞くことができました。また

別の青年もスイッチを使いバスハイクの後に「バ

スハイク楽しいなルンルンルン、海がきれいだな

ルンルンルン、みんなと行動できてルンルンルン、

今日一日楽しかったなルンルンルン」といった詞

をつくるなど、スイッチを使うことで日頃の活動

では言葉で表現することが難しい青年の学級に対

する思いを歌づくりにつなげることができました。 

また、その他の青年から「料理などひかり学級で

やっていることを歌にしたい」、「○○さんと結婚

することが夢です」といった意見も出されました。 

そこから、「障がい者に対する偏見や差別、将来

に対する不安」を１番のテーマに、「夢や青年学級

に対する思い」を２番のテーマにし、そして「ひ

かりの仲間がずっと大切な仲間」であることを共

通のテーマとして歌ができあがっていきました。 

今回、スイッチをつかって青年の思いを表現し、

歌づくりにつなげていくことができましたが、技

術的な問題や時間的な課題もあり、何人かの青年

の言葉を歌づくりに生かすことができないまま終

わってしまいました。そうした青年の思いを活動

に結び付けていければまた違った歌詞が生まれて

いたかもしれません。 

成果発表会後の思い起こしで、歌づくりを提案

した青年から「また来年も曲をつくりたい」とい

った感想がありました。自分の思いが込められた

歌をつくることで、また次も歌をつくりたいとい

った要求が青年の中に生まれていくのではないで

しょうか。 

 

オリジナルソング『青空の向こうへ』 

1 青空の下で 幸せになれるのかな 

不安なこといっぱい 胸の中にあるけれど 

わかってほしい 私たちのこの気持ち 

車いすで街に出よう どんどんと街に出よう 

いつの日か 街の人も 変な顔しなくなる 

みんなと同じ人として 生まれてきてよかったと 

思える世界に 未来を変えたい 

ひかりの仲間 生きる希望広めよう 

ひかりの仲間 平和を伝えよう 

ひかりの仲間 ひかりの仲間  

ずっとずっと 大切な仲間 

 

2 青空の下で 幸せになれるのかな 

夢は好きなあの人と いつか結婚すること 

わかってほしい 僕たちーのこの気持ち 

バスハイク楽しいな ルンルンルンルルルルルン 

みんなでケーキづくり ワクワクしちゃうよね 

悲しいこともあるけれど ここにいると頑張れる  

みんながいるから 元気になれる 

ひかりの仲間 生きる勇気わいてくる 

ひかりの仲間 夢をかなえよう 

ひかりの仲間 ひかりの仲間 

ずっとずっと 大切な仲間 



ひかり学級 何でも最強スポーツコース 

活動の流れ 

 

６月４日 開級式 

６月 18日 自己紹介、役職・コース名決め、ペットボトルボーリング 

７月２日 コース名決め、バスハイク話し合い、七夕飾り作成 

７月 16日 バスハイク話し合い、風船バレー、キックベース 

９月３日 近況報告、バスハイク話し合い、キックベース 

９月 24日 バスハイク話し合い、外出、かき氷作り 

10月８日 バスハイク話し合い、ボッチャ 

10月 22日 クリスマス会・新年会について話し合い、ボッチャ、バスハイク話し合い 

11月５日 クリスマス会・新年会について話し合い、バスハイク話し合い、 

桜美林大学学園祭 

11月 19日 バスハイク 

12月３日 バスハイクの振り返り、クリスマス会について、ボッチャ 

12月 17日 ケーキ作り、クリスマス会 

1月 21日 近況報告、クリスマス会の振り返り、ボッチャ交流試合 

２月４日 交流試合の振り返り、成果発表会話し合い 

２月 18日 成果発表会の準備、練習 

３月４日 成果発表会 



１．何でも最強スポーツコースの特徴 

男性 11 名、女性５名から構成されるコースで

す。体を動かすこと、スポーツをしたいといった

要求を持った青年が多く、健康で食欲旺盛なため

お弁当もほとんど残しません。何度もスポーツコ

ースに参加している青年も多く、活動に慣れてい

ます。同じ職場や施設の青年同士もいるため、雰

囲気が和気あいあいとしています。昨年度に比べ

て、車椅子を使う青年の割合が多くなりました。 

 

２．活動のねらい 

活動の狙いは、スポーツを通して更に交流を深

めることや、様々なスポーツや活動を通して、青

年の得意分野を新たに見つけそれを活かすことで

す。さらに、例年とは違ったスポーツを取り入れ

ることで、車椅子が必要な青年も主体的にスポー

ツに参加できるよう心掛けました。 

 

３．活動の様子と評価 

（１） スポーツ 

① ペットボトルボーリング 

二手に分かれ大小さまざまなペットボトルを

10 本並べて、1 人 2 回ずつ投げます。得点はつけ

ず全員が順番に従いプレーします。ボールを転が

すのが難しい青年は、木製のスロープを使い、多

くの青年がストライクやスペアをとっていました。

ボーリングの好きな青年も多いことや、スロープ

の活用により全員が主体的に取り組んでいたので、

盛り上がっていました。 

 

② 風船バレー 

ビニールひもを使い簡易なネットを張り、それ

を境にチームに分かれて試合をしました。ラリー

をする青年が偏ってしまったため、担当者がサポ

ートをして均等に風船が回るように気をつけまし

た。担当者がサポートすることで積極的に風船に

触れていなかった青年も参加する機会が増えまし

たが、車椅子の青年が参加しづらく、全員が楽し

めるようにルールの見直しが必要であると感じま

した。また、風船の代わりにビーチボールを使う

など、使用する道具についても検討していきたい

と思います。 

③ キックベースボール 

昨年度はこの競技で公民館学級と対抗試合をし

たこともあり青年から人気の高いスポーツです。

前期で唯一、2回行ったスポーツでもあります。

塁に向かって走るのが苦手な青年もいましたが、

担当者が塁に立って声をかけると迷いなく走るこ

とができるようになりました。まだ守備がうまく

いかず飛んできたボールをキャッチして塁に投げ

るのは難しいという青年が多かったです。この種

目は青年の個性がよく出るスポーツでもあり、打

つのが得意な青年や投げるのが得意な青年など個

性が際立っていました。 

 

④ 忠生公園 

長距離移動が苦手な青年を車椅子に乗せて、歩

いて公園まで向かいました。その時に一人の青年

が、担当者が車椅子を押すのを手伝う様子が見ら

れました。全員で輪になり 2枚のフリスビーを使

いパス回しをしたり、フリスビーやボールを使っ

て体を動かしました。普段の活動では輪から離れ

がちな青年も積極的に参加していました。フリス

ビーのパス回しの際には、担当者が車椅子の青年

の近くに寄り、短い距離でもやり取りが出来るよ

うにしました。また、ボールも膝に乗せて転がす

ことで相手にパスをするなど、青年自身も自分の

力で試行錯誤しながら活動をしていました。公園

などの広い場所では特に担当者が広く周りを見る

ことが必要であり、孤立してしまう青年がいない

か注意を払う必要があると感じました。 

 

⑤ ボッチャ 

今年度から新たに始めたスポーツであり、年間

の活動の中で最も多く行ったスポーツです。ボッ

チャのセット 2つとスロープ代わりの雨どい購入

したことで、活動日に時間が余ってしまったとき

などに利用して体を動かすことができました。 

キックベースボールや風船バレーと違って、特

定の青年だけが活躍するのではなく、全員が主体

的に参加することができました。力加減やコント

ロールが必要になるので、青年が苦戦する場面も

見られましたが、「くやしい」や「おしい」など

感情を声に出して表現することで、各チームで一



体感が生まれ盛り上がっていました。 

１月には公民館学級との交流試合を行いまし

た。まずひかり学級は 3チームに分かれ、公民館

学級は 2チームに分かれてトーナメントで戦いま

した。ひかり学級は全敗してしまったため、班長

が公民館学級に再戦を求め、もう一度トーナメン

トを行いました。２回目のトーナメントではひか

り学級が勝つことができ、結果的に 1度勝つこと

ができたため青年は喜んでいました。 

ボッチャを通じてひかり学級の他コースとも交

流が出来ました。にじドリームアンド創作コース

とは 2回試合をし、クリスマス会では全コースか

ら参加したい青年を募りボッチャの試合を行いま

した。日頃、コース間での交流の機会はあまりな

いので、こういった形で他コースと関わることが

できたのは青年にとってもよい刺激になったと思

います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）創作 

①七夕作り 

まずは短冊にそれぞれ願い事を書きました。文

字を書くのが苦手な青年は担当者がサポートをし

ました。本物の笹を使うのではなく、夜空をイメ

ージした紺色の大きな模造紙をベースに飾りを作

ることにしました。緑色の画用紙で笹を作った

り、画用紙や折り紙を使い装飾品を作り、それを

協力して貼り付けて作品を完成させました。 

スポーツ以外のことで青年同士が協力する場を

つくれたのは良かったのですが、得意不得意があ

りなかなか参加が難しい青年もいました。 

 

②かき氷作り 

青年からの提案でかき氷を作ることになりまし

た。シロップはカルピスの原液で、ノーマル味と

ぶどう味の 2種類を用意しました。電動と手動の

かき氷機を使って担当者がつくり始めると、最初

はあまり乗り気ではなかった青年も自ら手伝い申

し出たり、ほぼ全員がおかわりをするほど好評で

した。食べ過ぎ防止のため１人２杯までとしまし

たが、休憩時間の水分補給もかねてかき氷を食べ

たのは良かったのではないかと思います。 

 

③ケーキ作り 

クリスマス会の午前中に 3つのスポンジケーキ

を用意して、それぞれにクリームを塗ったり、フ

ルーツやお菓子を飾り付けてケーキを作りました。

クリーム作り・イチゴを洗う・具材を切る・クリ

ーム塗り・飾り付けというように役割を決めて、

当日学級に参加した全員が関わって作ることが出

来ました。不慣れな作業で戸惑う青年もいました

が、青年同士で協力し合う姿も見られ、みんなが

楽しめる活動になりました。 

 

（３）役割決め・コース名決め・話し合い 

コース名決めの際、欠席者がいたため１回で決

めきれず 2 回多数決を行いました。最初は「ボー

リング最強スポーツコース」が人気でしたが、１

人の青年が「それだとボーリングだけが上手とい

う意味になってしまう」と猛反対したこともあり、

僅差で「何でも最強スポーツコース」に決まりま



した。 

普段の話し合いでは班長が司会進行をし、全員

に話を振りながら書記も務めていました。担当者

がサポートしながら、自ら積極的に発言をする青

年だけの意見を聞くのではなく、控えめな青年や

言葉でのコミュニケーションが難しい青年にも話

を振って意見を聞きました。自分で意見を出すこ

とが難しい青年は、他の青年が挙げた候補の中か

ら選択をするという形をとりました。 

班長が休みの時は副班長が仕切り、仲の良い青

年が話し合いの進行や文字を書くサポートをして

いました。 

バスハイク、クリスマス会、交流試合での感想

などを逐一聞き、話し合いを通じて青年の気持ち

を知ることができました。また、来年度の活動に

活かせる意見もありました。 

 

（４）食事 

①桜美林大学学園祭 

担当者から提案したらところ賛成する青年が多

かったため行くことに決まりました。徒歩での移

動だったため歩くスピードが人によってバラバラ

で、歩道に広がってしまうこともあり注意が必要

でした。事前にお店の配置や売られているものを

担当者が調べていなかったので、各青年の希望を

聞くのに時間が掛かってしまいました。また、お

金の額を制限していなかったので食べ過ぎてしま

う人がいました。人混みの中で移動したために途

中で一人の青年を見失ってしまい、その青年は先

に一人でひかり療育園に帰っていたため無事でし

たが、担当者が誰に付き添うか決めておくべきだ

ったという反省点が残りました。青年からは美味

しかった、楽しかったという感想を聞くことが出

来ましたが、やはり外出の際には念入りな担当者

体制の確認が必要だと感じました。 

 

②オリジン弁当 

外食に行きたいという意見がありましたが、車

椅子４台が入ることが出来て、席の予約が可能な

お店が近場に無かったのでお弁当を買うことにし

ました。ある程度のメニューを担当者で絞り、選

択肢を減らすことで選びやすくしました。喜ぶ青

年も多く「たまにはいいね」と発言していました。 

 

（５）バスハイク 

スポーツコースは一人欠席の青年がいたものの、

他の青年は元気に参加することができました。臨

港パークで行なった全体交流会では、リズムを取

りながら大きな声で学級ソングを歌っていました。

スポーツコースの「サッカーをしたい」という提

案をもとに行なったボール渡しでは、みんなで協

力してボールをドリブルする様子が見られました。 

お昼は天府城という中華料理店へ行き、ランチ

メニューの酢豚、エビチリ、豚の角煮、チンジャ

オロースの４つから好きなものを選んで食べまし

た。かねてから横浜の中華街に行きたいという青

年の意見が出ており、実際に中華街へは行けなか

ったものの、少しだけ青年の要望に応えることが

できました。バスハイクの振り返りをした際も中

華料理は大好評で、普段の学級日でお弁当を残し

がちな青年を始め、全員が完食していました。 

みなとみらい技術館は、入場料が無料ではあり

ましたが内容は少し物足りないようにも感じまし

た。すぐに見て回ることが出来たため、数名飽き

てしまう青年もいました。しかし、宇宙の映像を

見ることが出来るブースでは、綺麗な映像に見入

ってそこから動かない青年もおり、後日とても印

象に残っていると話していました。また、ある青

年は当日欠席してしまった青年にお土産を買って

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）成果発表会 

青年と担当者で１年間の活動を振り返っていき、

それぞれ１番印象に残っている活動について舞台

で発表をすることにしました。スポーツが印象に

残っているという青年は舞台上で実際にそのスポ

ーツを披露し、クリスマス会やバスハイクが印象

に残っているという青年は作文を書いて発表をす

ることになりました。また、始めのあいさつと終

わりのあいさつは、副班長が立候補し「班長と一

緒にやりたい」と提案したため、班長と副班長で

それぞれ分担してやることになりました。 

作文の発表については、２月の活動日に担当者

と相談しながら作文を書き、それを読む練習をし

ました。作文以外に絵を描いて発表したいという

青年もおり、作文とともに準備を進めました。ス

ポーツの実演をする青年については、今年度行な

ったスポーツの中でも最も印象に残っているスポ

ーツを聞き、フリスビー、ペットボトルボーリン

グ、キックベース、ボッチャにそれぞれ分かれる

ことになりました。スポーツを披露した後には、

担当者が青年に対してインタビュー形式で質問を

したり、感想を聞いたりして一人ひとりが話す場

面をつくりました。 

本番に向けての練習は、１度通し練習が終わっ

た後も「もう一回練習したい」と青年から意見が

出され、時間を計ったりセリフの確認をしながら

全員が真剣に取り組んでいました。 

成果発表会当日は、急遽欠席となった青年もい

たため、誰がどのスポーツを担当するか調整し、

リハーサルを行いました。本番直前まで控え室で

セリフなどの練習をし、班長がコース全体に「最

後の発表頑張ろう！」と声をかけて舞台に向かい

ました。 

本番が終わった後は、お菓子を食べながら成果

発表会の発表と１年間のコース活動について振り

返りを行いました。今までの練習の成果を活かし

た発表ができ、楽しかったという感想を多くの青

年から聞くことができました。また、担当者にと

っても今年度の活動を青年の意見を通して振り返

ることができた良い時間になりました。 

 

４．課題と展望 

 今年度のスポーツコースには、今まで継続的に

スポーツコースに参加している青年だけでなく、

今まで他のコースに入ることの多かった車いすの

青年も数名参加しました。例年と同じスポーツを

行うだけでなく、本格的にボッチャを取り入れた

ことで、活動のマンネリ化を改善できた部分もあ

りました。しかし、青年のスポーツ活動への参加

の度合いにまだ偏りがあり、今後はボッチャ以外

にも車いすの青年が主体的に参加できるスポーツ

を探し、活動に取り入れていくことが必要だと思

われます。また、公民館学級との交流試合だけで

なく、ひかり学級の他コースと対抗試合を行うこ

とで、全コースの交流のきっかけができると良い

のではないでしょうか。 

 スポーツ以外の活動では、忠生公園やバスハイ

ク、桜美林大学学園祭などの外出の際に、担当者

体制が万全ではなかったことが課題と考えられま

す。コースの人数は 16 人で、ひかり学級の中では

１番大人数のコースであるのにも関わらず、少な

いときには担当者が３人という厳しい状況で活動

を行なうこともありました。担当者体制が十分で

ないために制限されてしまった活動もあるので、

青年の希望に寄り添った活動や安全の確保ができ

るよう、担当者や応援の体制を整えることが必要

であると感じました。 

 また、普段の食事のときにおかずを切る必要が

ある青年や、ペースト状のお弁当を食べている青

年が外食や調理活動で作った軽食などを食べる際、

食用のはさみで食べ物を切るだけでは食べづらく、

担当者も対応できない場面がありました。こうい

ったときのために、フードプロセッサーやミキサ

ーなどの使用ができると良いのではないかと思い

ます。 



ひかり学級 おでかけ料理コース 

活動の流れ 

６月４日 開級式 

６月１８日 自己紹介、係・コース名決め、フランクフルトづくり 

７月２日 自己紹介、話し合い(バスハイク、調理について)、七夕作り 

７月１６日 調理(カレーライス、そうめん、マカロニサラダ)、七夕作り 

９月３日 話し合い(バスハイク)、外出(忠生図書館) 

９月２４日 話し合い(バスハイク、調理について) 

１０月８日 
調理(キノコスパゲティ、ミートソーススパゲティ、カボチャサラダ)、 

話し合い(バスハイク) 

１０月２２日 話し合い(バスハイク、クリスマス会か新年会か) 

１１月５日 話し合い(バスハイク、クリスマス会か新年会か)、外出(忠生公園) 

１１月１９日 バスハイク 

１２月３日 話し合い(クリスマス会について) 

１２月１７日 ケーキ・ツリーづくり、クリスマス会 

１月２１日 話し合い(成果発表会、調理について) 

２月４日 調理(ラーメン、ピラフ)、コース活動費の確認 

２月１８日 話し合い(成果発表会)、成果発表会の準備・練習 

３月４日 成果発表会 

  

 

  



１． お出かけ料理コースの構成とねらい 

男性９名、女性５名、計１４名の青年で活動し

ました。 

集団の特徴としては前年度、（物作り+料理）の

メンバーが多く学級歴も２０年以上の青年が多く

調理や物を作るのが好きな青年が集まりました。 

１４名の内、自ら発言する青年が少なく、コー

ス名は２０１５年に他コースで活動した時のコー

ス名を青年の提案で決まりました。 

① 季節や作る楽しさを味わえる料理をする。 

② 生活に役立つように、料理や外出に伴う金銭

の収支計算を行う。 

③ 外出を通し集団行動を意識する。 

以上の３点をねらいにし、活動してきました。 

 

２． 活動の評価 

(１) 料理について 

料理コースでこれから料理を作っていくうえで、

どんな目的を持っていくかを話し合う機会を作り

ました。より意義のある活動を行うためにカロリ

ーや予算などを考慮したり、買い出しのところか

ら始めてみたり、今まで作ったことのないものを

作ってみたり、体も動かすことで健康な体を目指

すなど様々な案が出ました。 

しかし、前期では目標ができて以降の活動でこ

れらの目標があまり活かされておらず、青年への

目標の認知と浸透が今後の課題となっていました。 

 後期では前期よりも意識するようにし、ラーメ

ン、ピラフづくりをしたとき最後にコースにいく

らお金が残っているのかという収支計算を青年が

行いました。コースメンバー全員に意識を浸透さ

せることはできませんでしたが、単に料理をする

だけではない、新しい気付きを持った青年や、よ

り関心を持つ青年がいたため非常に有意義な活動

をすることができました。 

 

フランクフルト 

２回目の活動日に担当者からの提案で作ること

になりました。この日の活動を話し合いだけで終

わらせないようにという考えからです。青年たち

がそれぞれ自分の分のフランクフルトを、準備し

たホットプレートで焼き、ケチャップをお好みで

かけて食べました。自分で焼けない青年の分は担

当者や、他の青年が代わりに焼いていました。 

準備が難しくなく短時間で行うことができ、青

年たちの反応も良かったです。ただ青年からマス

タードをかけたいという要望があり、準備をして

いなかったため、ケチャップだけで我慢してもら

うということがありました。今後、もしやること

があればもう少し手厚い対応がとれるよう準備を

すると、さらに満足度が高くなると感じました。 

 

カレーライス、そうめん、マカロニサラダ 

何を作るかという多数決においてカレーライス

とそうめんで同数になったため、その両方と、付

け合わせにマカロニサラダを作ることに、話し合

いの結果なりました。量や工程が多かったのです

が、調理を楽に行える道具を使ったり、担当者が

サポートをすることにより、お昼の時間までに 3

品作りきることができました。 

調理に積極的じゃない遠慮がちな青年には、担

当者が声掛けをすることで参加を促すことができ

ました。また調理器具の工夫で全員が何かしらの

調理に参加することができました。 

おかわりをする青年が多く、味、量ともに満足

のいくものとなりました。 

 

 

和風キノコスパゲティ、ミートソーススパゲティ、

かぼちゃサラダ 

 後期最初の料理は、二種類のスパゲティとかぼ

ちゃのサラダでした。テーマは「秋を感じよう」

です。 

 前々回に忠生図書館でレシピ本を見ながら、ど

んな料理が食べたいかを聞き取った際に、スパゲ

ティの要望が多かったため、案としてスパゲティ

が挙がり、そこからさらにどんなスパゲティがい

いかを料理の前の活動日に話し合いました。その



結果多くの青年がミートソーススパゲティを選択

し、あともう一種類ということで案を募集したと

ころ、青年から明太子スパゲティの案が出ました。

しかし明太子を辛いと感じる青年もいるので、明

太子はトッピングにすることに。そこからあと一

種類は和風にしようということで秋を感じるとい

うテーマから、和風キノコスパゲティを作ること

が決まりました。また付け合わせには、かぼちゃ

のサラダを作ることが決まりました。 

 当日の調理では事前に役割分担をしていたため、

作業量が多かったにもかかわらず、順調に進んで

いきました。今回も担当者のほうが調理を楽にす

るためにフードプロセッサーを持参し、なかなか

調理に参加できない青年はもちろんのこと、普段

から積極的な青年もより料理に関心を持ち、楽し

く作るきっかけとなりました。 

 味の感想も上々で、トッピングでさらに自分好

みにできたことも高評価につながりました。 

 この日の料理活動を通して調理器具の準備で料

理に気軽に参加できるようになったり、より楽し

めるきっかけとなることが分かったため、料理を

する際には積極的に活用するべきだという意見が

担当者から出ました。 

 

 

クリスマスケーキ 

 クリスマス会の午前中に何をするかという話し

合いでクリスマスケーキを作ることが決まりまし

た。２人１組で１つ作り、計４つ作りました。ス

ポンジの間にフルーツを挟み、生クリームを塗り、

イチゴをのっけて、さらにチョコやお菓子など自

由に飾ってもらいました。にぎやかに飾る青年も

いれば、シンプルこそ一番という青年もいて、個

性を感じることができました。 

 簡単に作ったにもかかわらずとても高評価で、

中にはお代わりをして合計３切れも食べた青年も

いました。 

 

 

 

ラーメン（塩、みそ）、ピラフ 

 今年度最後の料理として２月４日の活動日にラ

ーメンとピラフを作ることになりました。前の活

動日に、メニューの話し合いをしている中で、ラ

ーメンという要望が多く出たため作ることになり

ました。しかしラーメンにトラウマがあり食べら

れないという青年がいたため、その青年の好きな

エビを取り入れたピラフを作ることが決まりまし

た。 

 予算の都合からチャーシューではなくハムにし

たり、トッピングを減らしたりと、若干のグレー

ドダウンはありつつも結果、青年全員が満足して

いる様子でした。 

 
 

 今年度のお出かけ料理コースの料理活動で

は、メインの料理を２～３種類作りたいと希

望する青年もいて、青年たちの要望が分かれ、

時間的に難しいのではと話し合いましたが、



包丁が苦手な青年には葉物はハサミで切る、

野菜包丁では無く小型包丁を使う、その他調

理器具を利用することにより全員参加する

ことで数種類作ることはそう難しいことで

はないことが分かりました。青年の要望にで

きるだけ添えるような担当者体制を整える

ことがよいと感じました。 

 

(２) 生活つくり 

開級式後の話し合いで青年から金銭出納やグル

ープホームなどの生活に関する活動をしたいと提

案がありましたが、前期の調理活動後はバスハイ

クの話し合いが多く、また提案者の青年も歯の治

療のため学級の休みが続き、中々実現出来ません

でした。 

２月のラーメン作りの活動後に一人の青年が領収

書を見ながらホワイトボードに買い物の金額を書

き込み、提案者である青年がみんなに収支を発表

することができました。 

グループホームの話も９名が自宅生活のため話

が進みませんでしたが、自宅暮らしをしていた青

年は「無駄使いが多かったがグループホームで生

活するようになったら給料からホームに掛かる費

用、貯金を引くと無駄な買い物はできなくなった

けど、楽しく暮らしている」と話を聞くことがで

きました。 

父親の家業を手伝っていた青年は５月に父親が

急逝し、会社をたたんだので仕事を失ってしまい

自宅にこもっていましたが、お姉様が探した作業

所に通うことができ、元気に仕事に取り組んでい

ると報告がありました。 

母親と暮らしている青年はグループホームに入

る事は考えていないと話していましたが、最近高

齢の母親の体調が思わしくなく心配だと話してい

ました。そのためか、話し合いの時は自ら提案し

た活動も拒否することもあり、精神面でイライラ

し、時折大声を発することもありました。 

 

(３) 集団つくり 

構成人数は１４人と比較的多いコースでしたが、

前回同じコースや職場が同じ青年の集団で仲間意

識は高く、学級を休んだ青年を気にする発言が見

られました。 

調理や物つくりの活動では２つ～３つのグルー

プに別れて作業することが多い活動でしたが、ク

リスマス会のツリー作成とケーキ作りでは午前中

に仕上げるには時間が限られていたため、ケーキ

作りの青年たちが手を貸し、大きなツリーを仕上

げ、ホールに飾ることができました。 

ひとつの活動をみんなで共有したことで更に達

成感を味わうことができました。 

 横浜みなとみらいのバスハイクでは３つのグル

ープに別れて写真を撮りながら公園散策しました。 

先を歩いていた青年が途中途中で、皆を待つ姿が

ありました。公園内のレストランでグラタンを食

べていた青年に「熱くない？ ゆっくり覚まして

食べてね」と仲間を思いやる青年もいました。 

 

忠生図書館 

レシピ本を見て今度何を作るかを考えるために

忠生図書館へ行きました。忠生図書館にある多目

的室を借り、青年は気になったレシピ本を見つけ

たら、それを持って多目的室で読むという形をと

りました。多目的室を利用することで周囲を気に

する必要がなく、ゆったりと読むことができまし

た。レシピ本を見ることで、今まで作ったことの

ない料理を探す、青年の作ってみたい料理を知る、

という２点ができとても良かったです。普段意思

表明が苦手な青年からもレシピ本を渡し、そこか

ら１品選んでもらうことで、できるだけ本人の希

望に近いものを聞き取ることができました。 

しかし本を選ぶ際、興味が料理以外にいってし

まう青年が多く、レシピ本以外の本を探しに行っ

てしまい、レシピ本を選び多目的室へ移動するま

でに時間がかかってしまいました。青年を促す声

掛けが必要となりました。 

 

忠生公園 

 １１月５日の午後の活動で忠生公園へ外出に行

きました。公園ではゆったりと散歩をし、秋の様

子を楽しむことが出来ました。 

 外出をするということを楽しみにしている青年

もおり、散歩をするだけでも笑顔を見せることが

ありました。 



 この忠生公園外出の際に、準備が遅い青年に対

し青年が不満をぶつけるということがありました。

予定が遅れていくことにいら立ちを感じていた様

子で、忠生公園に行く道中一人ですたすたと先を

歩いて行ってしまいました。外出の際には今から

準備をして何時に出発しようなどの時間設定をし

ておこうと、担当者の中で意見が出ました。 

 

バスハイク 

 バスの出発が遅れ出だしから不穏な空気が流れ

ていたバスハイクでしたが、午前の全体交流会を

終えた時点で良い雰囲気になっていました。 

全体交流会の中では特にボール蹴りを楽しんだ

青年が多く、競技中満面の笑みを浮かべている青

年や、並びなおしてもう一度参加する青年もいま

した。 

 昼食は臨港パーク内のレストランでとり、それ

ぞれ希望のメニューをあらかじめ注文しておいて、

おいしそうに食べていました。一品では足りず、

追加でさらに注文をする青年もいました。 

 午後はコースをさらに３つのグループに分け、

それぞれのグループで１つの使い切りカメラいっ

ぱいに写真を撮ってくるということをしました。

各グループで横浜をめぐり景色や物、グループの

集合写真など様々な写真を撮りました。最後には

ランドマークタワーに３グループ集合し、お土産

を買ったり集合写真を撮ったりして、それぞれが

思い思いに楽しめた様子でした。 

 

(４) その他活動について 

七夕飾り 

7 月 2 日の活動日に七夕の短冊と飾りを作り担

当者の持ってきた笹に飾り付けをしました。少し

大きめの短冊に、思い思いに文を書いたり絵を描

いたり、飾りを作ったりしました。 

また7月16日の活動日にも七夕づくりの活動を

行いました。前回作った短冊を模造紙に貼り、成

果発表会まで保存できるようにという意図からで

す。前回の活動日で短冊を作っていた青年もまた

新しく作ったり、模造紙に大きく好きなキャラク

ターの絵を描いたりしました。前回休んでいた青

年は短冊にこの日作った、カレーやそうめんの感

想を短冊いっぱいに書いていました。 

 

クリスマスツリー作成 

 クリスマスケーキ同様、クリスマス会の午前中

に作成したものです。 

クリスマス会の午前中に何をするかという話し

合いでケーキを作って食べたい、クリスマスらし

い飾りを作りたいという２つの要望を叶えるため

にコースメンバーを２つのグループに分け、半分

はケーキ、半分はツリーを作るということになり

ました。しかしケーキ作りはそこまで時間がかか

らず、早く作りすぎてしまうと崩れてしまう可能

性があるということではじめの時間は全員でツリ

ーづくりをすることになりました。大人数で取り

掛かったおかげでとても豪華なクリスマスツリー

が出来上がりました。 

 ツリー自体は大きな発泡スチロール２枚を斜め

に切り、それぞれをつなぎ合わせることで上部分

と下部分の２段構造にし、さらにその下に小さな

段ボールを設置することでよりツリーらしくしま

した。下部分の発泡スチロールには緑のフェルト

生地の布を貼り、見た目、雪をかぶったツリーの

ようになりました。 

 飾りについては青年が折り紙で作ったものや、

担当者が持ってきたリボン、小さなプレゼントボ

ックスなどを貼り付けました。ツリー飾り用にキ

ーホルダーを持参した青年もおり、一緒に飾り大

きく華やかなツリーに仕上げることができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

成果発表会 

 一年の締めくくりである成果発表会。当日はリ

ハーサルに少し時間がかかってしまいましたが、

それ以外は大きな問題なく１日を終えることがで

きました。 

 コース発表ではこの一年でやってきたことを

順々に紹介していくという形をとり、料理であっ

たり創作物であったりと、必ず写真として記録を

残していたため、それをスクリーンで見せながら

青年に感想を発表してもらいました。クリスマス

会のものについては動画として記録もしていたの

で、それをスクリーンに流しながら発表を進めた

りもしました。 

 

３.課題と今後の展望 

前期の料理活動でフードプロセッサーを利用す

ると「楽しかった」「簡単に細かく切れた」との声

があり、後期もみんなが使える（特に手が使いに

くい青年も使える）調理器具を取り入れ、利便性

を感じ、料理の楽しさを感じるような活動をしま

した。 

今後も安価で便利な調理器具を使い、生活の源

である「食」に関する活動に取り組むことができ

ればと思います。 

自立に役立つよう家計簿のような物の書き方を

知りたいと言う青年もいるため、後期に買い物を

したときは金銭収支の活動に取り組ました。 

担当者は男性２名・女性３名の構成なので近場

の外出・外食なども可能と思われましたが、カロ

リー面、金銭面を気にする青年もいて話が纏まら

ず実現出来ませんでした。 

 



第２章 自治活動 

 

１．班長会 

（１）班長会とは 

コース間の情報交換や情報交流をする場であ

り、またバスハイクや成果発表会、クリスマス

会など学級全体に関わる議題について話し合う

場として班長会が行われます。例年、午後１時

から１時半まで行っていますが、外出等で複数

コースが不在の場合は夕方に行うこともありま

した。 

 また、昨年度から、その日の班長会での出来

事をまとめた班長会ニュースを持ち回りで執筆

し、他の学級生への情報共有に努めました。各

コースからは班長が、欠席の時は代わりに副班

長が参加し、班長会を進めていきました。 

 

（２）活動の流れ 
6月 18日 

 バスハイクの行先について各コースで話し合

ってもらうよう決定しました。 

7月 2日 

 バスハイクの行先について話しました。 

7月 16日 

 バスハイクの行先について話しました。 

9月 3日 

 バスハイク当日の集合と行き方について話し

ました。 

9月 24日 

 バスハイクのスケジュールについて確認しま

した。 

10月 8日 

 今年度はクリスマス会か新年会かどちらをす

るのか話しました。 

10月 22日 

 バスハイクの全体交流会で何をするか話しま

した。 

11月 5日 

 バスハイクの全体交流会で何をするか決めま

した。また、クリスマス会の日程について確認

しました。 

11月 19日 

バスハイクのため班長会は休みでした。 

12月 3日 

クリスマス会で歌う曲と、コースの発表の順

番を決めました。 

12月 17日 

 クリスマス会の反省をしました。また、1 月

21 日の公民館学級とのボッチャの試合について

話ました。 

1月 21日 

成果発表会の時間を確認して、成果発表会の

招待状を作成しました。 

2月 4日 

成果発表会で歌う歌と、班長の役割分担（司

会、初めの言葉、終わりの言葉）を確認しまし

た。 

2月 18日 

 成果発表会の発表順と、発表会で歌う曲を決

定しました。 

 

（３）課題と展望 
司会は毎回、希望者を募るか、偏った場合

は、担当者の方で指名していました。 

積極的に発言する青年の意見が班長会の総意

となるケースもありました。 

昨年度までは行わない日もありましたが、今

年度は毎回班長会を行い、細かな事でも情報共

有に努めることができましたので、来年度にお

いても継続します。 

 



第３章 考察 

 

１．今年度の活動について 
17 年度は、「音楽」、「創作」、「スポーツ」、「料

理」の 4 コースに分かれて活動に取り組みまし

た。年間を通した継続的な活動となるテーマに

ついては、4 月の「青年学級を語る会」での意見

と事前アンケートにもとづいて編成しました。

外出を希望する青年たちが半数以上に上がるこ

とを考慮し、各活動の中で、外出を取り入れて

の活動も視野に入れました。 

今年度、ひかり学級では担当者不足等の理由

から、4 コースで活動をおこないました。また、

新人学級生の募集をしませんでした。しかし、

新たな仲間を学級に迎えることにより、刺激と

なり、活動の幅を広げることができるのではな

いかという思いから、担当者不足の状況を改善

しつつ、今後も新人青年の受け入れについて検

討していきたいと考えています。 

ここ数年、ひかり学級の秋の行事を合宿かバ

スハイクかのアンケートを取り決定していま

す。2013 年度からはバスハイクがアンケート、

また、学級日での話し合いで優勢です。今年度

も話し合いの結果バスハイクになりました。行

先は横浜となり、現地で技術館の見学などを行

なうことにしました。また、全体交流会も行な

い、臨港パークの芝生の上で学級ソングを歌い

ました。終了後の感想では、「綺麗な景色を楽し

みました」や「お土産が買えてうれしかった」

などの意見がたくさん挙がり、とても好評でし

た。 

しかし、近年合宿に行っていないこと、ま

た、合宿に行きたいという意見もあることか

ら、多数決だけで決定していくのではなく、少

数意見にも耳を傾けていく、１年おきに合宿と

バスハイクを組み入れていくなどの工夫も必要

になってきそうです。 

 

２．担当者の役割について 

慢性的な担当者不足により、他学級の担当者

にも応援に来てもらいました。ただ、外出希望

者が多いにもかかわらず、コース活動になかな

か外出を組み込むことができなかった状況にな

りました。 

担当者間での情報共有を重視し、活動後は応

援担当者や当日担当者、ボランティアの方と振

り返りの場を持つようにしました。担当者の役

割として、青年の求めに応じた支援や、学級活

動の環境づくりがありますが、「ともに活動をつ

くりあげていく人であること」が前提にありま

す。 

また、青年が活動に参加しやすくなる工夫の

一つとして、ニュース作りを行っています。毎

回の活動報告と次回の活動予定を各コース１枚

ずつ便りにして、活動日前に送ります。文章は

わかりやすい表記で、活動時の様子が思い浮か

ぶような書き方を心がけました。また、青年の

絵や作品の写真を一緒に載せることもありまし

た。班長会での決定事項をまとめた班長会ニュ

ースも掲載しました。 

今年度は、新たに 5 人の担当者を迎えられる

ことになりました。依然、厳しい担当者体制で

はありますが、後半は少し活動に幅を持たせる

ことが出来ました。 

 

３．つどい 

 活動の始まりと帰りに学級全体で行う「つ

どい」の司会進行は、始まりは例年同様コース

ごとに順番で、帰りは「つどい・歌係」で行い

ました。リクエストにより、活動の中で作られ

てきた学級ソングを数曲歌います。曲は 8 曲以

上にのぼるのですが、曲のリクエストは当日そ

の場で青年たちに聞き取りをしていくため、リ

クエストをする人と選曲に偏りが出てしまいま

した。リクエストをする人や選曲の偏りを改善

するために、帰りの「つどい」を担う、「つど

い・歌係」を各コースから１名ずつ選出し、昼

休みに、帰りの「つどい」で何を歌うかを決定

しました。そうすることで、各コースの中で担

当者のフォローの元、普段、リクエストをしな

い青年の声にも耳を傾ける工夫をしました。 

 

４．喫茶「のぞみ」 
 学級活動後の他コースのメンバー間の交流の

場として、活動後にひかり療育園の調理室で行

った喫茶活動です。2001年頃の開始後、しばら

く休止していましたが、2012年から再開してい

ます。メンバーは有志の青年で構成され、今年

度は 2,3人の青年と担当者 2名が定例的に参加

していました。活動内容は、昼休みにお茶やお

菓子の買い出しをし、活動後に喫茶の支度をし、

一人 50円の会費で開店しました。お茶出しが落

ち着くと、お金の計算、出納帳に記録、状況報

告などを共有しています。 

 ここ数年、同じ形態で行っていますが、以前、

ひかり学級の今後を見据えて、一度話し合いを

する必要性などの意見も挙がっていますが実現

できていなく、それが課題と言えそうです。 



第４部 土曜学級 

第１章 班活動



土曜学級 ハワイと虹班 

活動の流れ 

６月 10 日 開級式、自己紹介 

６月 24 日 班長決め、持ち寄ったＣＤを聴く、班の名前決め、ポージング、次回の活動 

７月８日 
七夕の短冊作り、名札作り、合宿の話、かき氷作り、学級ソングの練習、「帰り

のつどい」について、次回の活動 

７月 22 日 
２０周年記念式典で発表される作文・絵の作成、フラダンスで使う腰蓑作り、フ

ラダンス「月の夜は」を踊る、合宿について、次回の活動 

９月９日 夏の報告、合宿の話、次回の活動、フラダンス「月の夜は」を踊る 

９月 23 日 
亡くなった青年の話、グループ活動（①チーズケーキ作り②合宿のしおり作り③

レイの花作り）、合宿の話、フラダンス「月の夜は」を踊る、リンボーダンス 

10 月 14 日 

10 月 15 日 

合宿１日目：打ち合わせ後出発、八王子いちょうホールでコンサートを聴く、ホ

テルのレストランで昼食、相原で揚げパン購入・試食、センター到着後入浴・

次の日の昼食の下ごしらえ・夕食・全体交流会参加 

合宿２日目：朝食、昼食の準備、ホールでの活動（２人ひと組で身体ほぐし、フ

ラダンス「月の夜は」を踊る、リンボーダンス）、次回の活動、昼食、談話室

で休憩、生涯学習センターに向け帰る 

10 月 28 日 

グループ活動（①かぼちゃサラダ作り②仮装のマント作り③ハロウィンのお面作

り、合宿の振り返り、クッキー作り、ハロウィンの他への巡回、「帰りのつどい」

でハロウィンの仮装を披露 

11 月 11 日 
ハワイアンのレイ作り、成果発表会について、次回の活動、フラダンス「月の夜

は」を踊る、リンボーダンス、ラジオ体操 

11 月 25 日 
「秋」の歌をうたう、クリスマス会について、オリジナルソングを考える、「ぺ

ったんダーツ」の練習 

12 月９日 
クリスマス会の準備、クリスマス会、来年度の秋のイベントについて、「北風小

僧の寒太郎」をうたう、リンボーダンス、次回の活動、自己紹介 

１月 13 日 
年末年始の報告、オリジナルソング、凧作り、成果発表会の練習、次回の活動、

「帰りのつどい」で凧を発表し年始らしい活動を報告 

１月 27 日 焼そば作り、成果発表会の練習・話し合い、 

２月 10 日 
成果発表会の小道具・衣装作り、プログラム作り、成果発表会の練習、チョコレ

ートパーティー、成果発表会後の打ち上げについて、今年班で印象に残ったこと 

３月３日 リハーサル、準備、成果発表会 



台詞なしで、観客席の青年も動員した成果

発表会「みんなでフラダンスしよう♪」 

成果発表会の始まりです。班の皆は、いままで

の活動で作った腰蓑を着け、レイを首にかけて照

明の落とされた舞台にあがり待機しています。「ピ

ユー」という木枯らしの効果音がして照明が付き、

皆は寒そうにしています。「北風小僧の寒太郎」の

伴奏が流れ、メインボーカルの青年を中心に皆で

歌をうたいます。歌詞の２番が終わったところで、

マントを着て三度笠を被った寒太郎に扮した二人

の青年が登場、ポーズをして皆で歌詞の３番をう

たいます。 
うたい終わったところで曲が一変し、「南の島の

ハメハメハ」が流れると、班長の声をきっかけに

皆で「リンボーダンス！」との掛け声をかけリン

ボーダンスを踊ります。舞台の中央に飾り付けら

れた棒が斜めに渡され、その下を一人ひとりが潜

り抜け踊り、皆が踊り終わったところで、班長た

ちが観客席の青年たちを呼び込み、一緒にリンボ

ーダンスを踊りました。 
「南の島のハメハメハ」の曲が終わったところ

で、フォークダンスの「ジェンカ」を踊ります。

前の人の両肩に両手をかけて皆で踊りました。三

人いる班長の一人は観客席に降りて観客席の人た

ちと踊りました。曲が終わると、他の班の人たち

は観客席に戻り、自分の班の人は「またね！」と

手を振って送りました。 
次に「月の夜は」の曲に合わせてフラダンスを

踊ります。踊りになじめない人が「ウリウリ」を

演奏し、フラダンスを得意とする青年を中心に皆

で踊りました。活動の中で何回も練習した踊りな

ので無事終了しました。      
最後に班で作ったオリジナルソング「ハワイと

虹」をウクレレとカホン伴奏でうたいました。 
       

ハワイに行ったら 
みんなと海に潜ろう 
イルカと一緒に  
サンゴいっぱいの海を 
虹の下でフラダンス 

 
ハワイに行ったら 
みんなとステーキ食べよ  

ちょーちょー美味しいね 
ブルーハワイで乾杯！ 
虹の下でフラダンス 

 
ハワイに行ったら 
みんなと歌をうたおう 
アロハ～アロハ～ 
虹と一緒にさあ踊ろう 
虹の下でフラダンス 
虹の下でフラダンス 

 
うたい終わったところで、皆は舞台の袖に移動

し、「ぼくらのポーズ」の写真を一人ひとりスクリ

ーンに映した後、班活動で装飾をしたコップにセ

ロハンを差して光を当てて虹をイメージし、発表

を終了しました。成功です。 
 成果発表会では，１年間活動してきたことを台

詞で説明していくことが多いパターンですが、今

回の場合は台詞がなくても場面状況がわかること

から、台本には演ずる順番だけで台詞を考えず、

その場の流れで発表を行いました。 

 

１．集団の構成、特徴 

 男性１３名、女性５名、計１８名と大きなグル

ープで、楽器演奏や歌、ダンスが好きな青年が集

まりました。年齢は３０代、４０代が中心で、昨

年度から、音楽系の班の継続が８名、スポーツ系・

イベント系・ものづくり系の班から３名ずつ、新

人１名で成立った班でした。 

 班の係り決めは青年がやりたい役を選び、班長

には３人が立候補してそのまま決まり、副班長は

欠員です。 

 新入生については、楽器（鈴）が好きで音楽を

する班には合っているようですが、休みがちであ

り、集団にも活動にも馴染めないまま１年間が終

わりました。後半の活動では口に手を入れて吐く

ような仕草をみせることが多く、大人数よりも少

人数のグループの方が落ちつけます。 

なお、青年の数に比べて担当者が４名（うち、

当日担当者２名）と少なく、職員や応援者に入っ

ていただき、活動が支えられていました。 

そのことから、活動の内容には制約を与えるこ

とにもなりますが、合宿以外は原則として外出し



ないこと、調理やものづくりなどで材料の買い物

が必要なときは、予め担当者が用意することなど

活動にも工夫を凝らしました。当日買い物をしな

ければならないときは、班長３人と担当者１名が

その任に当たり、その他の青年は室内で別の活動

をするなどの方法を取りました。 

 

２．活動のねらい 

（１） ダンスや歌、演奏などの活動を通して、お

互いを認め合い尊重し合える集団づくり

を目指す。 

（２） 歌づくりや振り付けを作り上げる共同作

業により仲間意識を高める。 

（３） 活動の中に青年たちの想いを取り入れ、自

己表現の喜びを感じる。 

 

３．活動の評価 

（１）ぼくらのポーズ 

「世界にひとつだけの花」に合わせて自由にポ

ージングをしました。身体表現の糸口になればと

思い実施し、バラエティにとんだポーズが見られ

ました。 

（２）学級ソングの練習 

つどい当番に合わせて、「ぼくらの輝き」を練習

しました。年間を通した活動として定着させてい

きたいと思っていましたが、結局は年間を通した

活動とはなりませんでした。 

（３）七夕短冊作り 

 季節感のある活動として七夕の短冊作りをし

ました。学級に対する願い、生活に対する思い、

自然災害に対する想い、普段の自分の行動に対し

姿勢を正す言葉など、字を書けない青年は絵を描

くなど、思い思いの短冊を作りました。黒の模造

紙に金銀のモールを貼り、天の川・彦星・織姫星

を描き、短冊を貼って七夕飾りを作りました。ま

た、それぞれの青年が個性的な名札作りもしまし

た。 

（４）かき氷作り 

 班名にちなんでブルーハワイ味のかき氷を作

りました。プッシュ式のかき氷器を使うことで、

多くの青年が活動に関わることができました。こ

の活動は「美味しかった」「楽しかった」など、青

年たちに好評でした。 

（５）腰みの作り 

 フラダンスの衣装である腰蓑をスズランテー

プで作りました。机に接着面を上にしたガムテー

プを置き、その上に切ったスズランテープを貼っ

て作成。腰蓑をつけることでフラダンスをすると

いう雰囲気に盛り上がりました。 

（６）フラダンス 

フラダンス「月の夜は」を踊りました。フラダ

ンス特有の手話のような振り付けにひとりの青年

が興味を強く持ったことで、その青年が振り付け

を担当することになりました。始めたときに成果

発表会まで継続な活動としたことで、毎回の活動

で取り入れることができ、成果発表会で披露する

ことができました。 

（７）レアチーズケーキ作り、しおりイラ

スト、レイ花作り 

調理実習室は他の班が使用していたため、美術

工芸室で調理することになり、スペース的な問題

もあったため、４名の青年で、スライスチーズ、

スキムミルク、ヨーグルト、ゼラチンなどの材料

で火を使わずに湯煎でケーキを作りました。 

残りの青年たちは合宿のしおりの表紙に使うイ

ラストを描く組とクラフトパンチでレイの花を作

る組に分かれました。 

３つのグループに分かれて作業したことで、青

年たちが積極的に活動に関わることができまし

た。 

（８）リンボーダンス 

楽しく身体を動かす活動として「リンボーダン

ス」を取り入れました。ＢＧＭ「南の島のカメハ

メハ大王」に乗せて棒の下を潜るという動きはす

ぐに理解され、大盛況でした。その後も取り入れ

ていくことになりました。 

（９）班長の進行 

 班活動の初めに班長３人と担当者で打ち合わせ

をし、１日の流れを確認しながらスケッチブック

に書き、紙をめくる役の班長と読み上げる役の班

長を決め、班の皆に発表しました。青年たちが予

定を把握することを目的に始めたことですが、打

ち合わせ不十分になってしまっている当日担当者

や応援者への説明となったこともよかったです。 
（１０）合宿 

① 八王子いちょうホールでコンサート鑑賞 



 声楽家によるクラシックコンサートということ

で、退屈してしまうかもと思っていましたが、本

格的な歌声に多くの青年たちが魅了されていまし

た。 
② 中華バイキングランチ 
 青年からバイキング料理が食べたいとの意見が

出たため企画。好きなものを自分で選ぶというこ

とを楽しめていた様子でした。 
③ 昼食作り 
 棒棒鶏サラダは前日にフォークで鶏肉の繊維を

きり、下ごしらえ。水菜はキッチン鋏でカット。

簡単な作業で多くの青年が調理に関わることがで

きました。 
④ リンボーダンス 
２日目の活動でリンボーダンスを行ないました。

同じ部屋で活動していたスポーツ班の青年たちが

加わり、楽しいダンスになりました。この体験が

成果発表会に繋がりました。 
（１１）ハロウィン 

① かぼちゃサラダ、かぼちゃクッキー作りリ

ンボーダンス 
 冷凍かぼちゃを電子レンジで温めマッシャーで

潰して、滑らかになったかぼちゃにマヨネーズを

入れて混ぜ、えんどう豆で「目」をかぼちゃの緑

のところで「口」を作り「ハロウィンおばけかぼ

ちゃ」を作りました。また、他の班を驚かしに行

く際にあげられるようクッキー作りをしました。

クッキー生地を冷蔵庫で寝かせ、手の上でコロコ

ロと丸めて形成し、鉄板の上にならべてオープン

で焼いて完成です。クッキーが苦手の人のためか

ぼちゃプリンも作りました。 
② 仮装マント作り、お面作り 

 カラーのポリ袋を利用、どうしたら良いか話し

合って、仮装するためのマントを作りました。ま

た、一人の青年の発案でお面作りにも取り組みま

した。ハロウィンの仮装をして班長たちが他の班

を驚かしに行ったほか、「帰りのつどい」でも披露

しました。 
（１２）北風小僧の寒太郎 

 秋の歌には何があるか意見を出していた時に一

人の青年から出た歌です。多くの青年が歌詞を見

ずに歌えていました。特に元気よく歌っていた青

年が何人かいたのが印象的でした。その後の活動

でもうたって成果発表会でも取り入れることがで

きました。 
（１３）オリジナルソング作り 

 一人の青年の強い希望があり取り組みました。

「今年あったこと」を主題に話し合いましたが活

発に意見は出なかったため、「ハワイ」のイメージ

に切り替えたところ活発に意見が出て盛り上がり

ました。青年たちから出た言葉を繋げて、その日

のうちに歌詞を完成させました。音域の狭い青年

たちに合わせたメロディ作りとハワイアンみたい

なゆったりしたリズムを意識して担当者が作曲。

編曲を担当者ＯＢに依頼。出来上がったウクレレ

伴奏のオリジナルソングは青年たちに大好評であ

りましたが、練習する時間が少なく、成果発表会

までに完璧に歌える青年はいませんでした。 
（１４）飾り凧作り 

 お正月らしい活動として「凧上げをしたい」と

意見が出ました。しかし、凧上げできる場所も少

なく、外出も難しいため、飾り凧を作ることにな

りました。模造紙に好きな絵や今年の抱負を書い

た折り紙を貼り、凧のように骨組みや糸を貼り付

け飾り凧を作りました。「帰りのつどい」で披露し

ました。 
（１５）チョコレートパーティ 

 バレンタインデーの活動として、チョコレート

ファウンテンを使ってチョコレート料理を食べま

した。最初は遠巻きに見ていた青年たちも一人が

果物やお菓子にチョコレートをつけたのを見て後

に続けとばかりに器具の周りに集まっていました。

貴重な体験になったとともに、皆が楽しめたもの

と思います。 
（１６）やきそば作り 

 大人数分のやきそばを作るのは難しいと思い、

インターネットで調べた「そばを焼く前にソース

粉を混ぜる」方法で作りました。調理工程を写真

で提示したことで青年たちもイメージしやすかっ

た様子です。 
（１７）成果発表会準備 

 フラダンスに入りづらい青年たち用にウリウリ

（ハワイのマラカス）を作りました。調理の際に

食べたプリンのコップに彩色し、舞台装置としま

した。リンボーダンスの棒はフェルトやお花紙で

飾り付けしました。 



（１８）成果発表会 

 台本を作った当初は、練習をしながら出てきた

言葉を台詞にするつもりでありました。練習を重

ねていくうちに台詞がなくても、場面状況はわか

ること、青年たちが緊張せずダイナミックに楽し

んでいる姿が見られたことから台詞は無しにしま

した。一人の青年からは「ぼくらの歌が台詞だ」

と名言がでました。ジェンカを提案した青年は、

班に慣れていない様子もありましたが、ジェンカ

を活動に加えてからは楽しそうにしていました。 
 
４．担当者の役割 

担当者の役割については、今年度の活動を通じ

て行ってきたことを、担当者間で話し合い確認し

ました。 

① 活動のサポートをする 

② 青年の要望を引出し、彼らの気持ちから逸脱

しないよう気をつけながら活動 

③ 写真等で視覚的にわかりやすい提案 

④ 生活の幅を広げられるような関わりを持つ 

といったことが必要と思いますが、過去の青年学

級では生活や職場での悩みごとの共有の場なので

生活に踏み込む話題が多かったですが、今は他に

話す場所があるのに青年学級でそれをやるのか？ 

青年が自発的に話すことを聴くのは問題がないと

思いますが、昨今の情勢から担当者が青年の生活

や家庭環境についてどこまで踏み込むのか担当者

の役割として疑問に感じているところです。 

 

５．今後の課題と展望 

今年度の課題と展望を考えると、それぞれの課

題は活動の中で取り組んできて、課題によって程

度の差があるものの、ある程度実現されたものと

思われますとともに、今後も引き継がれていくべ

きものと思います。課題として次の点が挙げられ

ます。 

① ひとりひとりが主役になれるような場面

を作る 

② 言葉が出にくい青年たちに声掛けをして

いき、言葉を出す機会を増やす。 

③ ひとりひとりの想いから湧き上がるリズ

ムや歌や言葉を集団としての活動に取り

入れていく 

④ １年を通して取り組む素材としてフラダ

ンス等を取り入れ、それとは別に柔軟に青

年たちの意思を汲み取る素材や季節に合

った素材を取り入れながら２本立てで活

動を行うことにより、活動に幅を持たせる 

⑤ オリジナルソング作りに積極的に取組む 

 



土曜学級 トーマス・レインボー・スポーツ班 

活動の流れ 

６月 10 日 開級式、自己紹介。様々なスポーツや電車に乗りたい等外出の希望も出された。 

６月 24 日 
班名・係・班長決め。班名はなぜか昨年とほぼ同じとなる。 

普通の卓球ではボールに当たらないため、ゴロ卓球にする。 

７月８日 
【外出①】芹が谷公園散策と班の学級生二人が勤務する喫茶けやきで昼食。２０

周年の話し合いでは、絵と作文を発表することに決まる。 

７月 22 日 
朝のつどいで「ぞうさんのあくび」体操。合宿の行きたい場所は水族館、遊園地、

動物園。夜はキャンプファイヤー等出されたが、経験したことばかり。 

９月９日 
夏休みの思い出。合宿の内容について具体的な相談。 

次回の調理のメニュー決め。【外出②】エイサーの見学。 

９月 23 日 
調理。包丁使いの慣れている人、声かけしても動かない人等、調理場面で家庭内

での様子がうかがわれた。合宿の 1 日目、横浜散策の強行ルート決定。 

10 月 14 日 

10 月 15 日 

合宿１日目：午前中、電車で横浜見物。雨模様のため食事の場所等急な変更にも

全員対応。赤い靴号、シーバス等楽しむ。夕食はおかわりの連発。 

合宿２日目：朝食は全員の協力で作る。体育館でペットボトルボーリングゲーム。

音楽班のリンボーダンスに飛び入りして楽しむ。全員無事に帰る。 

10 月 28 日 
亡くなった学級生のしのぶ会。合宿の思い起こしで盛り上がる。 

【外出③】近くで行われていたコンサート。 

11 月 11 日 
朝のつどいで前回のコンサートの歌を披露。はじめてボッチャにチャレンジした

が力の入れ具合が難しい様子。【外出④】農業祭で野菜でできた船を見る。 

11 月 25 日 
クリスマス会についての話し合いでは、過去の経験から要望がたくさん出たがケ

ーキ作りに決定。ボッチャの対抗戦ができるようになる。 

12 月９日 
ツリーの作成に全員が絵や切り絵等で関わる。完成したツリー帰りのつどいで発

表。全員、昼の唐揚げ、手作りの Xmas ケーキを大量に食べる。 

１月 13 日 
お正月の遊びは「福笑い」を楽しむ。鼻の位置や全体のバランスなど難しそうで

あった。【外出⑤】近所の神社に初詣。見学の高校生にベッタリの青年も。 

１月 27 日 
朝のつどい当番では「福笑い」をみんなでやる。成果発表会の発表順の話し合い。

【外出⑥】スプレーアートのパフォーマンス見学。 

２月 10 日 
発表会のメクリは全員で作成。パンフレットは各自が自筆でサイン。発表会の練

習の中で発せられる言葉を拾い集めて台本が完成。 

３月３日 
昼食は崎陽軒の「幕ノ内弁当」いつものお弁当より少し豪華。成果発表会終了後

の反省会では、「緊張しなかった」「うまくできた」と青年から感想が出る。 



１．集団の構成、特徴 

開級前より大きな集団になることが予想されて

いたとおり、男性９名、女性４名、計１３名の構

成となりました。初回の自己紹介では、昨年の班

活動、職場、今年やりたいこと等を発表しました

が、援助なして語れる青年は少ないため意見や要

望などを正確に読み取る技術が必要とされました。 

基本的には“スポーツ好き”身体を動かしたい

と考えて班を選んだ青年がほとんどですが、家族

からの要望で参加した青年も数名いました。 

ねらいにもあるように、社会体験を拡げる意味

から外出を多く取り入れ、３回に１回程度行いま

した。当初、集団から抜け出しそうな青年をマー

クしていましたが、外出の回数を重ねるごとに集

団を逸脱するような行動がないことがわかってき

たものの、もしものために最後までマンツーマン

の対応を行いました。 

 

２．活動のねらい 

〇新たなスポーツを経験することで生活の幅 

を拡げる 

〇イベント等に参加したり見学したりして社 

会体験を拡げる 

〇集団を意識した活動を取り入れ、お互いの関 

係を強めていく 

 

３．活動の評価 

〈素材を基に活動の評価と担当者の役割〉 

① 卓球 

 開級式で班紹介の素材として卓球を取り入れた 

ことから、担当者側から提案し活動の最初に行い

ました。卓球台がないため、会議室の机を 6台並

べて台とし、最初はバウンドさせて打ち合う普通 

の卓球でしたが、なかなかラリーに至らなかった 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ため、エアーホッケーのように転がしてそれをラ

ケットで打つことにしたところ、5回、6回と打ち

合うことができ、青年たちも関心を持つようにな

りました。その後、台から外に出ないようにとダ

ンボールでガードを作ったことからラリーがさら

に続くようになり、一層楽しむことができました。 

 卓球は、空中のボールを打って「相手に返す」

競技ですが、技術的に空中のボールを打つことは

難しいため、転がすことで打ちやすくし、さらに

ガードをつけることでラリーが続き青年の笑顔が

引き出せたと考えられます。つまり、既存のルー

ルを自分たちなりに変更したことで、楽しみにつ

ながった活動だと言えるでしょう。 

 

② ペットボトルボーリング 

ボーリングの得意な Et さんからの要望で活動

に取り入れました。ペットボトルボーリングング

は過去にも経験していたこともあり、また、技術

的にも投げるだけのため、楽しみにしている青年

も多くいました。合宿のとき、強くボールを投げ

られない青年のためにペットボトルを逆さにして

並べたところ、普通のボーリングのようなピンア

クションをしたので、それ以降キャップ側を下に

して並べることとしました。 

競技については簡単に楽しめるものです。本来、

ピンを並べるといった「裏方作業」も青年がかか

わるべきですが、ペットボトルの微妙なバランス

を取ることは難しく、時間短縮も含めて担当者が

行いました。 

体力差や集中力の差で、ノリの良い青年と飽き

てしまう青年の姿が見られたこともあり、ルール

や楽しみ方を見直す必要があるかもしれません。   

また、卓球の時のガード作成のように、ボーリン



グのピンとなるペットボトルへの色付けや、錘と

なる水の量と倒れ方の違いといった実験的な要素

のある「物を作る楽しみの活動」に関しては、今

年度の活動では至りませんでした。 

 

③ 調理 

多くの青年から要望があり活動に取り入れまし

た。材料を切ったり煮たりすることで、元の姿か

ら変化していくプロセスや、炒めた時の香りの変

化等、視覚的にも感覚でも楽しむことができる素

材と考えられます。 

・9/23カレーもしくはミートスパゲティ・サラダ・ 

チョコレートパフェ（以下「チョコパ」） 

・10/15（合宿二日目）焼きそば 

・12/9クリスマスケーキ 

を作りました。メニューについては喫茶けやきに

勤めるThさんとKmさんがリードしていましたが、

食材の選択や分量については担当者主導になって

いました。 

また、9/23のチョコパづくりのため、前の活動

で喫茶けやきに昼食を食べに行き、チョコパのイ

メージづくりをしようとしましたが、実際には

各々好きなものを注文したため、残念ながらイメ

ージづくりにはつながりませんでした。その後の

調理のメニューも「自分の知っているもの」「食べ

たことのあるもの」ばかりで、「食べたことのない

ものを作る」といったレベルの活動はできず、反

省点として、「味や香りを想像できるような活動」

も必要ではないかということがあげられました。 

昼食の時、Fk さん、It さん、Kn さんは要領よ

くお茶を入れますが、じっと座っている Etさん、

Smさん、おかわりが欲しくなると「お茶！」と叫

ぶ Ir さん、Wy さん。成果発表会の打ち上げで、

Fkさんのお母さまから「家事をやってくれるので

助かる」との発言があったように、昼食時や調理

を通じて家庭内での位置づけや家事への関りなど

が手に取るようにわかりました。こうした姿を確

認することで、合宿や外出時の個別の声掛けの違

いにつながっていきました。 

調理の時の「おかわり」については、Itさんを

先頭に３回、４回とする青年もいる反面、食事制

限をしている Knさんや Kmさん等への配慮が必要

でした。しかし、美味しそうに食べる姿を見てい

ると、服薬管理と同じレベルで「絶対的ダメ」と

いった対応をすることは難しく、おかわりを止め

ることはできませんでした。これは、「学級日くら

良いのでは・・・」といった担当者側の悪い意味

での配慮だとしたら、担当者個人によって対応の

差が出てしまい、青年たちも担当者によっていう

ことが異なることに戸惑う結果となることから、

統一した対応を考える必要があるでしょう。 

 また、調理はどの班でも取り入れられているの

で、大量にカレーを作って昼食に配るとか、デザ

ート系を全員分作って配るといった活動ができる

可能性もあります。実現にむけ検討しても良いか

もしれないでしょう。 

例）食を中心として健康や調理を楽しむ『健康調

理班』 

 

④ 外出 

 室内活動より屋外の活動を好む青年が多いこと

から、外出の機会を多くしました。Irさんをはじ

め、飛び出しや多動、新人の Wyさんのゆっくりマ

イペースな動き等に不安はありましたが、試しに

近場の芹が谷公園まで行ってみると、思ったほど

の困難さはなく、青年各々が集団の動きを意識し

ながら動く姿が見られました。その後のエイサー

の見学では、街中の人混みをかき分けるように進

み、問題なく往復できたものの、人数の確認など

全体ですることは難しいため、担当者が分担して

青年の数を把握することが必要であることが分か

りました。こうした動きを基に、合宿一日目に昨

年「日帰りハイキング」とほぼ同じコースを回り

ましたが、電車移動も難なくこなし、横浜みなと

みらい近辺を散策した後、無事大地沢青少年セン

ターに着くことができました。これは、一つには

昨年経験したルートに近かったため、青年たちが

動きのイメージを作りやすかったこと、班活動で



の経験から移動時間等が読めたことなどがあげら

れます。また、食事の場所が予定と違っていたこ

とに対しても、それまでも何回か経験した、スポ

ーツ班得意の「現場合わせ」に青年たちが対応で

きたからだと考えられます。やはり、活動の積み

重ねによる経験拡大が大きいと言えるでしょう。 

⑤ 話し合い 

 当初、「やりたいこと」「班名決め」等、意見が

多く出されたことから、活動への見通しや要望が

きちんと出せる集団と考えられました。しかし、

昨年度とほぼ同じ班名となったことに代表される

ように、青年たちの意見は、多いとは言えない経

験の中から選択されたものであって、狭い経験域

から脱出できないでいる現実があることが明らか

になりました。 

 また、話し合いは、言葉で表現できる青年を中

心に進められることがほとんどで、言葉の出ない

青年は、気が付くと居眠りをしていたり、まった

く関心を示さなかったりと、話し合いに参加でき

ないこともありました。こうしたことから、意見

を集める時には、言葉で表現しにくい青年の表情

やしぐさ等にも注意をはらい、全員が参加する話

し合いとなるようにしたことで、トーマス・レイ

ンボー・スポーツ班の話し合いの形が作られてい

きました。 

 

４．今後の展望 

話し合いで明らかになった「経験から脱出でき

ない」といったことは、合宿時の「横浜みなとみ

らい散策」の発案にも如実に表れたように、昨年

までの経験をつなぎ合わせながら今年の活動が構

成されていったと考えられます。こうした経験優

先の考えを「否」ととらえるのではなく、考え方

のベースとして捉え、担当者がそれに味付けをす

ることも必要なことで、「青年の意見＝活動」とス

トレートに受け入れることは、むしろ担当者側の

「手抜き」「力不足」として位置付けることも必要

なことかもしれません。開始当初と比較して、障

がい者に対する制度の整備、社会的な位置づけ、

生活環境等大きく変化している今、４０年以上前

に掲げた青年学級の目的である「生きる力・働く

力」の獲得、活動の柱となっている「文化の創造」

「生活づくり」について再度検討して現代なりの

解釈をしないといけない時期になっているのでは

ないでしょうか。 

 多くの学習と議論を重ね、今、青年たちが求め

ている学習、必要とする支援が何かということを

明確にし、今後の活動を進めていきたいと思いま

す。 



土曜学級 一刀両断班 

活動の流れ 

６月 10 日 開級式、自己紹介 

６月 24 日 話し合い（班名、係り）。名札作り。和光大学の先生と学生さんが参加。 

７月８日 和光大学「第 15 回アジア・フェスタ」 

７月 22 日 東急ツインズ見学。話し合い 

９月９日 調理（冷やしラーメン）。話し合い（大地沢合宿に向けて） 

９月 23 日 わたぼうし音楽祭の動画を視聴。大地沢合宿のしおり作成、歌の練習。 

10 月 14 日 

10 月 15 日 

合宿１日目：相模原市博物館、プラネタリウム。 

合宿２日目：散歩、バーベキュー。 

10 月 28 日 合宿の振り返り。109 見学。 

11 月 11 日 こころみ農園「しいたけ祭り」見学。 

11 月 25 日 成果発表会に向けての話し合い。芹ヶ谷公園散歩、喫茶けやきで休憩。 

12 月９日 シナリオ読み合わせ。弁当を買いに外出。シバヒロでゲートボール体験。 

１月 13 日 散歩（さるびあ図書館）。台本読み合わせ。自立についての話し合い。 

１月 27 日 台本読み合わせ。小道具作り。ぽっぽ町田で大道芸の見物。 

２月 10 日 
成果発表会の「めくり」「プログラム」作成。弁当買い出し。 

台本読み合わせ、立ち稽古。 

３月３日 成果発表会 



１．集団の構成、特徴 

男性 9人（のちに 8人）と女性 1人の小さめの

集団。このうち男性 4人が前年度のものづくり班

から、男性 3人が前年度のイベント班からの参加

でした。 

女性は前年度音楽班の Ir さんひとり。「イラス

トと工作と手芸」から本人の希望で 2回目の活動

のときに異動してきました。 

最年長（61歳）の Irさんのほかは、30代中心

の比較的若い青年が集まりました。 

Ft さんは 9 月 10 日に逝去。享年 34 歳。多く

の青年がショックを受けました。 

 

写真：班の話し合い 

 

２．活動のねらい 

集団での活動を通じて様々な生活課題を取り

上げ「自立」を考え深めてゆくことを班の目標

としました。この場合の「自立」とは、何でも

人の手を借りずに自分で行うということではな

く、本人が備えている力とともに周囲の人の支

援を適切に利用しながら、その人らしく生活を

豊かにしていくことを意味することや、次の点

が確認されました。 

・言語によるコミュニケーションにたよらず、表

情や仕草を読み取り、その人の感じていること、

言いたいことを大事にしていく。 

・ボードを介したコミュニケーションを行うとき

は、ヘルパーさんやお母さんとの協力を得られ

る活動を工夫していく。 

・抽象的な「生活」をできるだけ具体的な場面に

引きつけ（例：公共交通機関を利用するときに

財布からお金を出し自動販売機で購入するな

ど）、適切な支援を提供しつつ社会適応を高める

場面を作る。その中で障害のある人が社会に出

るときに障壁となることがら（例：車いすでデ

パートにいくと、エレベーターに乗るときに待

ち時間ばかり多くて移動が困難）を見いだし、

担当者も自らの障害観や社会観を深めていく。

学級での活動やその中で感じたことを劇として

表現する。 

以上を活動のねらいとしましたが、月に 2回

のみの活動でどのように「自立」に取り組むか、

またこれまでの 40 年間の取組の中で「生きる

力・働く力」はどのように培われたか、そもそ

も「生きる力・働く力」とは何かを深めていく

必要があると考えられます。 

 

３．活動の評価 

（１）班の立ち上げ 

班に参加する学級生を募集する段階では、担

当者による次のような洋服店での店員との会話

を想定した寸劇を通じて、活動のコンセプトを

紹介しようとしました。 

A ：暑くなったなぁ。Tシャツください。 

B ：サイズはどうしますか。LとMと Sが

ありますが。 

A ：LとMと S。それって何ですか。私に

合うのが欲しいんですが。 

B ：では試着してみましょう。お客様は L

でもまだ小さいですね。 

A ：いくらですか。 

B ：1,480円です。 

A ：これで足りますか？（といって 1000円

札を出す。） 

B ：お客さん、ふざけないでください。 

A ：ではこれ。（1000円札を 1枚と 500円

玉を出す。） 

B ：お釣りです。 

A ：このお釣りで喫茶店に行ってアイスコ

ーヒーを飲もうっと。 

 

この寸劇では、日常生活の中で青年たちにと

って困難がありそうな場面を想定して、そうし

た生活課題を班の活動として取り上げていくこ

とを紹介しましたが、見ている青年たちにその



切実さが伝わっているか、その課題にどのよう

に取り組むかの具体的なイメージが伝わってい

るかが課題として担当者間で認識されました。 

 

（２）班名や係分担の話し合い、名札づく

り 

和光大学の教員と学生が参加し、名札の挿絵な

どを手伝ってくれました。こうした地元の教育機

関との交流は互いに大きな意味があると考えられ

ます。このとき出た話題から、次回の学級で和光

大学の「第 15回アジア・フェスタ」を見学に行く

ことになりました。 

班名は、話し合いで提案された「一刀両断」と、

「お母さんから自立したい」というある青年の思

いを合体させて「お母さんを一刀両断」と決まり

かけましたが、穏当な表現ではないことから、そ

の次回の活動で担当者から見直しを提案し、最終

的に「一刀両断班」となりました。 

係の分担は、お弁当を運ぶ、テーブルの上を拭

くなどを話し合いで決めましたが、青年・担当者

ともにそれを正確に覚えていないことから、次回

以降の活動で活用できていませんでした。せっか

く話し合いで決めたことであり、係分担は自治的

な活動の基礎であることを考えると、その都度ホ

ワイトボードに書き出すなどして思い起こしをし、

活動に取り入れていく必要があると考えられます。 

 

（３）和光大学「第 15回アジア・フェスタ」 

上記の和光大学教員の提案を受けて、班活動と

して和光大学を訪問。公民館を出発して社会福祉

法人コメットの 20 周年記念イベントをまず見学

しました。その後、小田急線と通学バスを利用し

て現地着。「アジア・フェスタ」を見学するととも

に、学内を散策し階段教室に入って黒板に字を書

いてみるなど、普段は得がたい体験でした。 

 

（４）東急ツインズ見学と大地沢合宿に向

けての話し合い 

生活課題の一環としてデパートの衣服や雑貨、

家具などの売り場を見学。それぞれの家庭で使っ

ているものを見直したり、より快適に暮らしたり

するための参考となることを期待しました。 

デパート内の移動にはもっぱらエレベーターを

用いましたが、その際、他の一般客がエレベータ

ー内にいることから、車いすの青年がエレベータ

ーに乗れるまでに相当の時間を要したこと、その

ことについて一般客が関心なさそうであることが

印象的でした。一般客は自分が降りて車いすの利

用者を優先させる義務はないとしても、結果的に

車いすの利用者は外出しづらい社会環境となって

いることが青年と担当者で実感されました。  

写真：エレベータ内の掲示 

 

（５）調理（冷やしラーメン） 

青年たちの要望を受けて「冷やしラーメン」の

調理。これは、つけ麺でもなく、冷やし中華でも

ないという青年たちのイメージです。そのコンセ

プトが青年たちに共有され、調理の手順やできあ

がりのイメージについて見通しが持てたかどうか

反省の余地があります。 

全員で買い出しに行き、話し合いをしながら必

要な食材を購入しました。担当者としては、おい

しくて栄養のバランスがあるものを選び、予算の

範囲内で適正な量を購入することを考えますが、

このことはややもすると担当者主導になりがちで、

青年たちの関心を引き出すことは難しいようでし

た。 

液体スープを湯で希釈して氷で冷やしましたが、

その過程で油が固体化してしまいました。 

 

（６）大地沢合宿に向けて話し合い、しお

り作り 

しおりの原案を担当者が作成し、それを青年た

ちが清書したり、挿絵を描いたりするなどをして

作成しました。決められたスペースに必要事項を

もれなく記載する必要がありますが、これも担当



者主導になりがちです。これを青年と担当者の良

き協力関係と評価するのか、そもそも青年たちが

参加しづらい活動素材なのかは一考の余地あると

いえそうです。 

青年たちのこれまでの人生の限られた生活経験

を担当者が補い、広げていく臨機応変のサポート

が大切であることが痛感されます。 

また、学級生のひとりが文部科学大臣賞を受賞

したわたぼうし音楽祭の動画を視聴しました。班

活動のときには担当者が持ち込んだパソコンの画

面で、帰りのつどいの時にはプロジェクターで投

影して学級全体で見ました。 

 

（７）大地沢合宿 

大地沢合宿の 1日目、当初は相模川ふれあい科

学館に行く予定にしていましたが、天気予報が雨

だったことから、出発日の前々日（木曜日の担当

者会議）に、屋内で食事が出来る相模原市立博物

館に変更しました。最初から雨天を想定した計画

も必要と考えられます。 

プラネタリウムを見学し、そこで食事にしまし

た。下見の際に、昼食用のミキサー食を温めるた

めの電子レンジの借用を訪問先に相談しましたが、

応じてもらえませんでした。こうした個別の事情

をどこまで公共施設に斟酌してもらうのが社会的

に妥当なのか課題として残ります。 

欠席は 4人。それぞれのご家庭の事情などによ

りますが、青年たちのニーズが多様化し障がい福

祉サービスも整備されてきたことで、大地沢に泊

まるということが以前ほど楽しい企画とは受け止

められていない可能性があります。またマンネリ

化している面がないか、担当者は意を払う必要が

あります。 

身体介護が必要な青年の入浴は、そのことに担

当者自身が慣れていないこともあって、予想外に

時間を要しました。班ごとの入浴の順番や食事の

時間との兼ね合いが次年度の課題として共有され

ました。 

 

（８）外出と成果発表会に向けての話し合

い 

合宿以降は、こころみ農園のしいたけ祭りの見

学、芹ヶ谷公園の喫茶けやき、シバヒロでゲート

ボール体験、さるびあ図書館見学、ぽっぽ町田で

大道芸見学、ダイエーで昼食弁当の買い物など外

出を随時取り入れながら、話し合いの時間を増や

しました。 

写真：喫茶けやき 

写真：さるびあ図書館 

写真：こころみ農園（しいたけ祭り） 

 

成果発表会に向けては、ゴミの分別収集やお小

遣いの管理など、生活に密着した課題を抽出し、

話し合いのテーマを設定しました。そこで出た青

年たちの声を逐語的に収集し、シナリオの素材と



しました。そのシナリオの読み合わせをしながら、

読みにくいところに手を加える作業を繰り返しな

がら、劇づくりを進めていきました。 

 

（９）成果発表会 

発表会当日は、台本を人数分コピーし、各自が

読む部分をラインマーカーでわかりやすくして、

それを手に持って読み上げながら上演しました。

小道具として、班活動で作製した分別収集用のゴ

ミ箱やお金を使いました。また、台詞をパワーポ

イントで舞台ホリ

ゾントに投影し、

観客からも聴覚と

視覚で劇の内容が

分かるよう工夫し

ました。 

 

 

 

 

 

写真：手分けして作成したプログラム 

 

４．担当者の役割 

青年たちと一定年数の交流がある担当者が配置

されており、日常的な声かけなどはスムーズに行

うことができました。 

また、身体介護が必要な青年は市障がい福祉課

の施策による移動支援のサービス（月に 18 時間

ガイドヘルパーさんをお願いできる）を利用しま

した。 

他の学級でも身体介護を必要としている青年た

ちとどのように活動を組み立てていくかが課題と

なっていますが、ご家族の理解が得られるのなら

ば、こうした公的なサービスを併用して青年学級

に参加することもひとつの方向性と考えられます。

青年学級を卒業した青年たちが中心となって発足

した本人活動の場であるとびたつ会では、ガイド

ヘルパーとともに活動に参加することが普通にな

っていることも参考になります。 

青年たちにどのような生活課題があるのか、平

日にどのようなサービスを利用しているのか、そ

れをどのように学級活動に取り込んでいくのかが

把握しきれていないことも多く課題として遺棄さ

れました。たとえばグループホームに入居してい

る青年が増えていることを踏まえ、それぞれどの

ように生活しているかできるだけ本人から話を聞

くようにしていますが、学級活動の場だけでは限

界もあります。 

学級全体にいえることですが、活動の企画がか

なりの程度、定式化されていることで、担当者が

青年たちと向き合って何をするかで悩むことは少

なかったといえます。例えば隔年で取り組むこと

が慣例となっている合宿は大地沢にいく、また例

えば成果発表会に向けての準備として「めくり」

と「プログラム」を各班で作成するなどの取組が

定着しています。 

このことのプラス面をみれば、長年の伝統に加

えて担当者のチームワークや公民館での様々な配

慮があいまって、見通しが持てる班活動になって

いると評価できますし、やや心配な面を見れば、

青年たちの自由な発想や偶発的な展開の余地が少

なくなっているのではないかとも考えられます。 

要はバランスであり、いまは良い状態だと評価

できますが、ただし担当者の意識のありようとし

ては、マンネリ化していないかという問題意識を

持ち続ける必要があると考えられます。 

 

５．集団活動の素材としての生活 

生活とは、ひと言でいえば衣食住のことですが、

それに加えて、健康、仕事、公共交通機関の利用、

調理や掃除洗濯などの家事、余暇、仲間や家族と

の人間関係などあらゆるものを“生活”と捉える

ことができます。学級での活動の幅も広がります

が、それだけにどこに焦点を当てるべきか、その

方向性を模索しながら 1年が過ぎました。 

青年たちの主体的な参加意欲を引き出すことも

もちろん大事ですが、毎回青年たちのリクエスト

を取り入れて企画するだけでなく、「自立と生活と

劇」という軸に沿って一貫性が求められるのだろ

うと考えられます。今年度は最終的に劇にまとめ

て成果発表会で演ずることができました。 

劇は「自立」という抽象度の高いテーマとなっ

たことから、身体の動きはほとんどなく、青年た

ちの会話中心になりました。次年度は、生活の場

面ごとに（例えば買い物をする、みんなで食事す



る）短めのシナリオを設定して練習することでリ

アリティが増すことも考えられます。場面ごとに

必要な会話や振る舞いなどの社会生活のスキルを

身につけることも同時に視野に入れる必要があり

ます。 

自立についても考え、深めていくことが求めら

れます。同時に、障がいのある人の暮らしにくさ

が、本人側の能力の問題というよりも社会の側に

ある障壁に起因することも少なくないことにも気

づかされました。特にデパート見学で痛感された

エレベーターの利用しづらさは、商業施設の物理

的な構造、人びとの意識、社会全体の慣行が問題

であるようにも思われます。青年たちはこのこと

をどのように受け止めているのか、また担当者は

どのように支援していけばいいのか、引き続き検

討していきます。 

 

６．今後の課題と展望 

成果発表会の準備は手探りの連続であり、確か

な見通しを持って取り組んだとはいえませんが、

青年たちと担当者の共同作業になっていたという

ことは評価ができます。 

前述のとおり、シナリオは青年たちのナマの言

葉が出発点にはなっていますが、担当者が側面か

ら補い、練習しながら改訂を繰り返していきまし

た。その過程で、どこまでが青年たちの本当の言

葉で、どこからが脚色なのか区別しにくくなりま

す。しかし、そうしたことも含めて、青年たちと

の共同作業であり、担当者も含めた学級活動だと

いうことができます。 

 



土曜学級 トレンディものづくり班 

活動の流れ 

６月 10 日 開級式、自己紹介 

６月 24 日 係決め、班名決め、寄木 

７月８日 
コメット会館 20 周年記念フェア訪問 

短冊へ願いを込める 

７月 22 日 
そうめんつくり、合宿準備 

土曜学級 20 周年行事について話し合い 

９月９日 合宿準備、フェスタまちだ 

９月 23 日 合宿準備 

10 月 14 日 

10 月 15 日 

合宿１日目：多摩動物公園 

合宿２日目：木工、燻製 

10 月 28 日 亡くなった青年を偲ぶ会、合宿を振り返る 

11 月 11 日 
シャロームの家 見学中止 

秋を探しに芹ヶ谷公園と喫茶けやきへ 

11 月 25 日 
クリスマス会の内容検討 

木工 コマづくりなど 

12 月９日 食材買い物。パンケーキつくり。プレゼント交換 

１月 13 日 

年末年始の報告 

浄運寺お参り 

成果発表会に向けて話し合い 

2018 年度の秋行事について 

１月 27 日 成果発表会準備 

２月 10 日 成果発表会準備 

３月３日 

成果発表会準備 

成果発表会 

一年間振り返り 



印象に残った場面 

朝から外に出たくないほど暑い日です。 

今日のお昼は予定通り「冷やしそうめん」に挑

戦ですね。 

材料は、みんなで家から持ち寄りました。 

15 人の活動ですが、集まったそうめん（乾麺）

は 40把（わ）。お盆に乗りません。 

こんなに作ったら残っちゃうんじゃない？ 

すると、男性陣から「大丈夫だよ、俺お腹減っ

てるしお代わりするよ。だから残らないよ」 

女性陣は「え～？？？？」「こんなだよ（手で山

盛りの動作）」と言いながら、食べられるわけない

とクスクスと笑っています。 

調理室にある一番大きな鍋を使っても、鍋一つ

には入りきらなかったので、大鍋を二つ使ってそ

うめんを茹でました。 

ヨイショっと、茹で上がったそうめんをザルに

移しました。 

40把の茹で上がったそうめんは、すごい量でし

た。 

お店で頼むそうめん二人前くらいが、全員に配

られました。 

班長の掛け声で「いただきまーす」 

そうめんの上に乗せる具も色々です。 

実は今回の具、みんながいつも家で食べている

味を披露することにしていました。 

スライスしたハムとたまご焼きを乗せている人、

キュウリを乗せている人、シーチキンを乗せる人

などなど、いろいろな食べ方があるんですね。 

暑い夏の日のお昼に、山盛りに作られたそうめ

んも、結局は完食でした。 

 

１．班の構成 

青年 女性２名 男性８名 

担当者 女性２名 男性３名 

 

２．集団の特徴 

図工が好きな青年、外出をしたい青年、調理を

したい青年が集まりました。 

班長を中心に話し合いが進みましたが、言葉で

のコミュニケーションが難しい青年はホワイトボ

ードに書かれたことを指さしで確認するなど、担

当者のサポートで話し合いに参加していました。 

 

３．活動のねらい 

・創作活動を通して、個々の表現活動を行う。 

・活動は、お互いに意見を出し合い、異なる意見

でも話し合いを通じて互いの合意を得て行う。 

 

４．活動の評価 

（１）集団づくり 

青年同士の関わり方には、どのように変化

があったのか 

開級式後の活動では、ある青年はトレンディー

ものづくり班へ参加し、係決めの話し合いでは班

長へ立候補し班員の賛同を得ていましたが、活動

が進行していく中でトーマスレインボースポーツ

班へ移籍しました。この青年の行動に対して、班

員からは無責任であるなど指摘が出てきました。 

この青年に対しては、何度も班を変えることがな

いように、しばらくトーマスレインボースポーツ

班に参加して良く考えてから班を決めるように班

員から念を押されてスポーツ班の活動に入りまし

た。その後、継続してスポーツ班での活動が決ま

り、トレンディものづくり班のメンバーが確定し

ました。 

（２）生活づくり 

生活と班活動がどのように結びついたか 

①父母交流会と班長 

父母交流会では、5 名のお母さん方が参加して

いました。 

家族との話し合いで印象的なのは、学級活動で

できないことが多いのではないのか？周りに迷惑

をかけていないのか、そういった不安の声でした。 

大地沢合宿の準備では、一日目の多摩動物公園

への外出から大地沢青少年センターへの行程を班

長が調べることになりました。 

その後日談ですが、母親からの話によると、こ

れまでいろいろな活動や作業には参加してきたそ

うですが、責任をもって役割を担ったことはなか

ったそうです。 

合宿一日目の行程を調べることを任された班長

は、そのことがとても嬉しかったそうで、合宿前

の活動日には、生涯学習センターから多摩動物公

園、そして大地沢青少年センターまでの行程を時

間と料金をつけて班に報告していました。 



②班の名前 

開級式後の話し合いでは、次回の活動で班の名

前を決めることにしていました。 

そして迎えた二回目の活動では、二人の青年が

沢山のアイデア発表していました。特に一方の青

年は考えた班名をノートに書き留め、それを話し

合いの場で披露していました。提案された班名の

数から、かなりの時間をかけて考えてきたと思い

ます。 

③コンビニでプリント 

中村さんから提案された今年度の活動に「写真

を撮って、コンビニでプリントする」という活動

があります。この時の様子を父母交流会に参加し

ていた、ご家族へ報告しました。ご家族の話によ

ると、コンビニの複合機を使ってカメラの写真を

プリントできることは説明したことがないそうで

す。中村さんはコンビニに入った際、複合機を使

って写真をプリントしている人の振る舞いを見て、

その仕組みを理解し、自分でもできるようになっ

たようです。 

今回の中村さんの提案には、「僕が体験したお面

白さを青年学級の仲間にも教えたい、皆でやりま

しょうよ」そういうメッセージが込められていた

と思います。 

④勤め先 

11月の活動では、班長の提案で「シャロームの

家」へ見学に行く計画を立てました。 

「シャロームの家」とは、パンや焼き菓子を作っ

ているところで、班長が働く作業所でもあります。 

計画の元になったのは、班長が「皆さん、是非僕

の職場を見てください」という提案です。「シャロ

ームの家」訪問が決まると、活動予定日前からシ

ャロームの職員と連絡を取りながら班の訪問準備

を進め、職場に班の皆が来ることをとても楽しみ

にしていました。 

シャロームの家を見学する話題から「Kh さん

が勤めるユニクロにも行きたいね」という話題に

展開しました。しかし、当の Kh さんは皆の提案

を歓迎するのではなく、忙しいから来ないで欲し

い旨の意見でした。Khさんも仕事のこと、職場の

ことを楽しそうに話す方です。みんなの見学を敬

遠した理由を尋ねると、ユニクロで働くみんなは

忙しくしている。そこへ、私たちが見学に行けば、

店長をはじめ、みんなが気を遣ってくれることが

予想できる。だから、忙しいみんなに負担をかけ

たくない。ということでした。Khさんが職場を大

切にしている思いが班のみんなにも伝わりました。 

（３）文化の創造 

どのような素材を活動の中へ取り入れたか 

①初めての寄木作り 

担当者の趣味で作った寄木を開級式で紹介しま

した。 

開級式の後、班のメンバーに寄木作りの経験を

訪ねると誰も経験はありませんでした。 

二回目の活動日、太さ 5ミリほどの細い角材を

使ってコースターを作ってみました。 

作り方は、1～3センチの長さで不規則に切断し

た角材をパズルのように並べ、角材同士を木工ボ

ンドでつなげていきます、そして 10 センチ四方

ほどの四角いコースターができました。 

木材の色の濃淡差、木目の流れ、小さな角材が一

枚の個性豊かなコースターになっていく様子は、

これまでにない創作でした。細い木の棒が、一枚

の板になっていく様子は、皆が興味を持って取り

組むことができました。 

②ステップアップ 

秋の大地沢合宿では、現地の丸太を使ってもう

少し大きな木工に取り組みました。 

電動工具を持ち込み、丸太の切断、研磨、穴あけ

をみんなで体験してみました。 

この時は、直径 5センチ程の丸太を使って挑戦し

ましたが、丸太をノコギリで切った木片を見た青

年から、それに穴をあけて紐を通せばペンダント

になりますねと提案があり、皆も賛同したのでペ

ンダント作りに挑戦しました。 

③燻製作り 

ペンダントづくりと並行して、近くの石窯での

ピザ作りを計画しましたが、市民向け行事の都合

でピザ窯は使えず、代わりに燻製箱を借りて燻製

作りに取り組みました。 

燻製箱の中では、さくらチップをいぶしてチー

ズの燻製を作りました。出来上がった燻製チーズ

を青年が取り出し、あたり一面に燻製の香りが立

ち込めました。この日の昼食でのデザートとして、

クラッカーに燻製チーズ、そしてトマトやシーチ

キンを載せて楽しみました。 



 

５．課題と今後の展望 

活動を計画するとき、活動のテーマや素材が重

要ですが、それは青年からの要求の他にも、担当

者からの提案提供も必要だと私たちは考えていま

す。 

そして各回の学級日当日の目標の捉え方や認識

が担当者集団の中であっていないと、青年の前に

出すぎる場面があったり、その逆も発生してしま

います。 

それは、待つ・助言する・きっかけを作る・発

言や動作のサポートなどにも関係してきます。 

メンバーのある青年と担当者とのやり取りの中

に、支援のあり方について担当者の役割を考えさ

せられる視点があったので記します。 

その青年は次のことを話していました「何でも

できると思われて少ししか話をしてくれないこと

が寂しい」「もっと話をしたい」。 

班を構成する青年の個性は様々です。活動中、

私たちの青年に対する支援も様々になります。そ

れは支援の度合い、取り分け言葉によるコミュニ

ケーションの量という形が一番顕著に現れていま

す。 

例えば、今から班のみんなで何かをしようとす

るとき、『Ａさんには細かく説明や支援が必要です

が、Ｂさんには少ない説明だけで活動に入れる。』

そのような意識で支援の程度を判断することがあ

ります。 

しかし、担当者の考える必要な支援と青年が必

要としている支援にはギャップがあることを、こ

の青年の発言で改めて気づかされました。 

多くの担当者がこの青年学級に参加したころは、

すべてのメンバーに対して同じ度合いの関わり方

をしていたと思いますが、活動を重ねるうちに

段々と Aさんと Bさんのように、青年の個性によ

って支援の配分をするようになっていると思いま

す。 

今回はこの青年から、直接思いを聞くことがで

きたので、支援を受ける側の寂しさや辛さに気づ

くことができましたが、この青年と同じ思いの人

は他にもいるだろうと思われるので、担当者とし

て注意して活動を支えていきたいと思います。 



第２章 自治運営 

 

１ 班長会 

（１）班長会とは 

班の代表者である班長、副班長が各班の意見を

持ち寄って、学級全体に関わることについて話し

合う場です。20 代から 50 代のまでの幅広い年齢

層の青年が集まりました。今年度はイベント企画

を担当する班が作られなかったため、合宿中の全

体会で行うゲーム企画なども班長会で企画しまし

た。 

（２）討議内容 

６月 24 日 班名と班長の紹介、今年度も朝と

帰りのつどいは各班で当番制にす

ることを決める 

７月 ８日  つどいの進行の仕方、７階ホール

の耐震工事によるつどい開催場所

の変更について、20 周年記念式典

の歌決め 

７月 22 日  合宿での各班の行程の報告、全体

交流会の内容について、合宿の下

見を中止して 20 周年記念式典の

練習日にすることについて 

９月 ９日   合宿の全体交流会で各班対抗のゲ

ーム大会を開催することの決定、

合宿２日目の朝食について 

９月 23 日  亡くなった青年をしのぶ会の開催

について、全体交流会の集合時間

などのスケジュールについて 

10 月 15 日 しのぶ会の開催日、時間について 

10 月 28 日  ホール工事による冬の全体イベン

トの中止について、つどいの集合

時間や歌う歌について 

11 月 11 日 成果発表会までにやることと、作

成するもの確認 

11 月 25 日 来年度の秋のイベントについて、

開催の可否、何を行うかについて 

12 月 ９日  成果発表会の招待状の内容につい

て 

１月 13 日  来年度の秋のイベント開催決定と

内容について、招待状の作成 

１月 27日   成果発表会で行う班の発表の順番

決め、他にやること、つくること

の確認 

２月 10日  成果発表会の司会などの役割と歌

う歌を決める 

３月 ３日  成果発表会の反省と１年間の振り

返り 

（３）取り組みと評価・今後の展望 

①大地沢合宿 

 昨年、一昨年とイベント企画を担当する班があ

ったので、班長会ではイベント内容を企画するこ

とから遠ざかっていました。合宿の目玉である１

日目夜の全体交流会を開催するにあたって、久し

ぶりに班長会で一からイベントを企画しました。 

 何回かの話し合いから、全体交流会では班対抗

のゲーム大会を行うことに決りました。種目やル

ールを決めていくうちに、各班の人数の違いをど

う解決するかの話になりました。一番青年が多い

班は 12 名、少ない班は 5 人と倍以上人数に違い

があります。その時多かった意見が人数の多い班

の青年が人数の少ない班に入るという案でした。 

 一旦は多数決でその案を採用しましたが、次の

班長会で出席していた担当者から、「自分の班から

他の班に入る人を誰にするのか、どうやって決め

るのか」という質問がありました。班長たちの多

くは「自分は班長だから自分以外の青年に移動し

てもらうと思っていた」と言いました。では副班

長に移動してもらうかどうか聞いたところ、副班

長からは自分の班でゲーム大会に参加したいとい

う意見が多く出ました。そのことから、みんなが

自分の班でゲーム大会に参加したいということが

わかりました。再度ルールを話し合った結果、別

の班への移動は行わずに、人数の少ない班の青年

がゲームに複数回参加して調整することになりま

した。 

 全員が自分の班で参加したゲーム大会は大いに

盛り上がりました。 

②亡くなった青年をしのぶ会 

 ９月の初め、土曜学級に参加していた青年が亡

くなりました。親しかった青年たちから「しのぶ

会」を行いたいと班長会に提案があり、開催を決

定しました。 

次の学級日が宿泊合宿だったため、全体交流会

の中でしのぶ会を行うか、別の学級日で行うかを

話し合いました。既に全体交流会のスケジュール



が決まっていること、合宿に参加できない青年も

多い事から、合宿の次の学級日でしのぶ会を行う

事になりました。 

学級日の日の朝のつどいの後に、班長会のメン

バーが司会を行い、黙とうやみんなで思い出を話

したり、亡くなった青年の言葉が入っている歌を

歌ったりすることで亡くなった青年をしのびまし

た。 

③つどいについて 

 朝と帰りのつどいについての話は、班長会で多

く出てきます。今年度は主に２つの意見と提案が

ありました。 

１つ目は当番ではない班の青年が、つどいの進

行に口を挟むことが多いという意見です。これに

ついて班長会では、当番の班の青年だけが進行を

行う事、もし別の班の青年が口を挟むような事が

あったら、その青年と同じ班の班長が注意する事

などを決めました。 

２つ目は、つどいの開始時間についてです。朝

のつどいは 10 時から、帰りのつどいは３時 30 分

からと決まっていますが、10 時になってからホー

ルに入ってくる人、３時 30 分に活動部屋から移

動し始める班がいたりするため、開始時間がずれ

ることが多いのは困るという意見です。これにつ

いても班長会で話し合い、10 時と３時 30 分はつ

どいを開始する時間であることを徹底し、その時

間にはホールで着席しているように活動部屋の退

出時間を調整するようにと各班に周知しました。 

④今後の展望 

今年度はイベント企画班が編成されなかったた

め、班長会で合宿のイベント内容を企画する必要

があったり、８月に開催した 20 周年記念イベン

トの話し合いもあったりと、班長会にとってとて

も忙しい１年でした。そのため、各イベントの際

に必要なことをピックアップして早めに決めてお

くよう皆で心がけ班長会を進めました。 

また、②、③で挙げた事例のように学級全体に

関わるような場合はその場で無理に解決しようと

せずに、班長会に意見を上げて話し合ったうえで

対応を決めるという、青年→班長→班長会→班長

→青年との流れが青年達に理解されたうえで、班

長会が皆の意見をまとめる機関として機能しまし

た。 

班長会は青年学級が目的とする自治運営の要で

あるため、今後も班長一人ひとりが班の代表であ

ることの自覚を持って参加していけるよう、担当

者、職員もともに関わり続けることが必要です。 



第３章 考察 

 

１ 土曜学級の概要 

97年度より、第２・第４土曜日に町田第二小

学校の開放教室を利用して土曜学級がスタートし

ました。 

土曜学級は開級当初 30 名という規模の集団で

スタートしましたが、30名で１つの集団として活

動するには、自治活動の視点から見て規模が大き

過ぎ、活動が行いにくいという点から３グループ

に分けることにしました。 

また、新たな学級ということで、活動に対する

要求をお互いに出し合うことから活動が始まり、

そこからひとつの活動をつくっていきました。 

素材を定めたコース制の良いところは、同じ要

求を持った青年での集団が作りやすい点です。公

民館学級、ひかり学級に続く３番目となる土曜学

級では、新たな取り組みとしてコース制ではなく、

あらかじめ素材を定めないで活動の中で出される

青年の様々な要求を取り上げていく班活動の形態

を取り入れました。 

４年目の 01年度には青年が 47人となり班ごと

の人数が多くなってきたため、３班から４班に再

編成することになりました。また 02 年度からは

アンケートから抽出した活動の要素を開級式に提

示し、希望の活動ごとに班を構成するというよう

に、コース制に近いグループづくりに取り組んで

います。青年の人数も 05年度には 60名となり、

この人数では４班体制で活動しにくい規模になっ

たために、５班体制にして活動を行うこととなり

ました。規模の拡大に伴い、使用施設を町田第二

小学校から、部屋数の多い生涯学習センター（ま

ちだ中央公民館）に 03年度から変更しています。 

しかし、ここ数年は担当者会に出席できる担当

者の減少が続き、15年度からは４班体制での活動

に戻りました。 

今年度は学級生 51 人で活動が始まり、昨年度

に引き続き４班体制で活動を行いました。活動は

６月の開級式から２月の成果発表会まで（８月は

除く）、毎月原則第２・第４土曜日に行われました。

タイムテーブルは、以下のとおりです。 

 

午前 ９時 20分～会場準備、担当者打ち合わせ、

送迎 

10時 00分～朝のつどい 

10時 30分～班活動 

（昼食） 

午後 ３時 30分～帰りのつどい 

   ４時 00分～班長会 

 

主な班活動は、プレイルーム、音楽室、美術工

芸室、調理実習室、ホール、学習室を使用して行

いました。 

２ 今年度行われた行事について 

（１）合宿 

土曜学級では秋のイベントとして、合宿と日帰

り旅行を行っています。毎年、どちらにするかは

前年度中にアンケートや話し合いで決めており、

今年度は 10月 14日（土）と 10月 15日（日）で

合宿を行いました。 

04年度まで都内にいくつかあった「青年の

家」を使って合宿を行っていましたが全て閉鎖し

てしまったため、05年度からは公民館学級、ひ

かり学級と同じく町田市の大地沢青少年センター

を利用しています。 

合宿を行う事自体は前年度中に決めていたた

め、班編成が出来た時点で各班、班長会ともに合

宿に向けて動き出しました。話し合いの結果、１

日目は各班個別に出発して夕方ごろ大地沢青少年

センターで合流して夕食とり、その後全体会を行

い就寝。２日目は４班合同で朝食を作り、昼食は

各班が個別に調理活動を行い、片付け後に貸し切

りバスで大地沢青少年センターから生涯学習セン

ターに戻ることに決まりました。 

 10月 14日（土）は残念ながら雨という悪天候

で合宿がスタートしました。横浜見物や相模原市

立博物館や多摩動物園、八王子市のいちょうホー

ルでのミニコンサート見学など、各班様々な場所

に行って活動を行い、大地沢青少年センターに集



まりました。夕食後の全体会では班長会が企画し

た班対抗ゲーム大会で競い合い盛り上がりまし

た。 

10月 15日（日）も雨は降り続きました。全員

で朝食を取った後、各班に分かれて学級活動や昼

食の調理活動を行いましたが、雨のため屋外調理

場で活動した班も屋根の中で過ごすことに。片付

け後に予定通り貸し切りバスを使って生涯学習セ

ンターに帰りました。 

（２）成果発表会 

一年間の成果の発表の場として成果発表会があ

ります。午前中はリハーサルを行い、午後からホ

ールで発表会が行われ、各班 20分の発表をしま

した。 

 最初に発表したのはトーマスレインボースポー

ツ班でした。まずは一年間の活動をスクリーンに

写真を映して振り返りました。次に今年度取り組

んだスポーツの発表です。舞台上でのペットボト

ルボーリングや、舞台から降りてみんなの目の前

で「ごろ卓球」を披露しました。 

２番手はトレンディものづくり班です。ものづ

くり班らしく、とても大きなカレンダーを作って

年間の活動を説明しました。また調理活動で作っ

たそうめんやケーキを工作物で再現、それらを使

い、青年たちがそれぞれ台詞を言う芝居形式で発

表を行いました。 

３番目の発表はハワイと虹班。「北風小僧の寒太

郎」の歌からスタート。ザルを三度笠に見立てて

衣装を再現しました。次にリンボーダンスやフォ

ークダンス、フラダンスを続けて踊り、最後に班

で作ったオリジナルソング「ハワイと虹」をウク

レレ伴奏付きで披露しました。 

ラストを飾るのは一刀両断班。今年初めて出来

た自立について話し合う班です。しっかり台本を

作った劇での発表でした。内容は自立に関ってく

るお金について。班の青年たちがどんな仕事で給

料を稼いでいるか、どんな使い方をしているか話

し合ったときの事を題材にしています。 

一年間行ってきた活動内容を舞台で発表して多

くの人に見てもらうことで、満足感や達成感を味

わうことができる成果発表会になりました。 

（３）土曜学級２０周年記念式典 

８月 26日（土）に土曜学級の 20周年を記念し

た式典を開催しました。 

準備がスタートしたのは 16年度の 7月ごろで

す。16年度が土曜学級 20年目の活動だったた

め、以前に行った 10周年記念イベントのような

ことを 20年目も行うかどうか、班長会から各班

へ提案したところ全員一致で開催が決まりまし

た。10年目の 06年度の時は、その年の成果発表

会の後にイベントを行い、学級終了に記念パーテ

ィーも開きました。 

今回はどうするのか。その後も話し合いは続

き、既にスケジュールが決まっている 16年度で

はなく 17年度中で学級日の無い８月の土曜日に

開催する事までは決まりました。しかしイベント

内容や開催場所など班長会だけでは決めることが

難しくなってきたため、有志の方を集めた実行委

員会をつくることになりました。班長以外の青年

や引退した担当者、父母の方など青年学級以外の

方たちに声をかけ、16年１月７日（土）に第１

回実行委員会が行われました。 

その後も何回かの実行委員会、班長会の話し合

いでイベントの詳細を決めていき、17年８月 26

日（土）の 15時、生涯学習センター７階ホール

で記念式典を開催しました。土曜学級で作られた

オリジナルソングや過去の活動の写真、この日の

ために青年たちが書いた絵やメッセージを紹介し

ました。式典終了後はホテルラポール千寿閣で記

念パーティーも開きました。過去に土曜学級に関

わった方々も参加して、みんなで楽しい時間を過

ごしました。 

 

３ 担当者の役割 

（１）青年への電話かけを行います 

学級日前の木曜日に各班で電話かけを行い、出

欠席の確認を行います。また、言葉で自分の意思

を表現するのが難しい青年については、家族に自

宅での様子や休み期間中（正月、夏休み）の様子

などの確認を行います。青年のトイレ・食事介助

方法や服薬状況、体調などを確認することがで

き、保護者と担当者で情報の共有を行える貴重な

時間です。 

（２）外出で行く場所の下見について 

青年学級の活動では外出することがあり、活動



日に外出する前に下見をする必要があります。エ

レベーターやトイレの場所の確認、電車の乗継の

時間・移動時間の確認、昼食場所の確認などが挙

げられます。当日と同じような時間帯ルートで下

見を行うことで、担当者が頭の中で当日の流れを

イメージすることができ、予測されるトラブルな

どを予防することやスムーズに活動を行うことが

できます。 

毎年、秋のイベントに備えて学級日の無い８月

に下見を行いますが、今年度は 20 周年記念イベ

ントが控えていたため班長会の話し合いで下見を

中止して、イベントの練習日に充てました。 

（３）青年に寄りそう 

活動中、青年がどんな表情で参加をしていた

か、どんな発言をしていたか、どんな様子だった

のか、など青年に寄り添い、しっかりと見て聴い

て感じる必要があります。言葉でのコミュニケー

ションが難しい青年も多いなか、青年の思いを知

り、どのようにしたらその思いを皆へ伝えること

ができるか、どのようにしたら学級の活動などに

つながるかを一緒に考えなければいけません。 

青年学級は青年が主体です。活動の準備などで

青年が携われることは一緒に行い、活動を一緒に

作り上げていくことが大事です。 

（４）担当者同士で情報の共有 

担当者会で活動日の様子や青年の様子、次回の

活動がスムーズに行えるよう準備や情報の共有を

します。 

（５）当日担当者との情報の共有 

当日担当者は木曜日の担当者会に参加せず、当

日の活動日のみ参加します。 

どのような活動を行うか、タイムテーブルなど

事前にメールや電話などで伝え、班の担当者が同

じ方向を向き、活動を行うことが必要です。ま

た、活動後に当日の青年の様子などを担当者間で

話し合い、共有することも必要になります。 

（６）ニュースづくり 

ニュースは、当日の活動の内容を青年と振り返

るとともに、家族にも活動の様子を伝えるもので

す。また、特定の担当者が書くのではなく、班の

担当者が持ち回りで書くことや編集作業などニュ

ースづくりは協力して行うことが必要です。ニュ

ースを作ることで、青年のことをよりしっかりと

見る力、考える力などが付きます。 

 

４ 課題と展望 

（１）班長会の役割と活用について 

各班の代表が集まり学級の運営にかかわる班長

会は、青年学級の「自治」のうえで欠かせない大

きな役割を持っています。今年度はイベント企画

の班が無かったため、数年ぶりに班長会で合宿の

班対抗ゲーム大会を企画したり、昨年度から話し

合いが続いていた 20 周年記念イベントについて

などに時間が割かれ、昨年度行っていた「反省会」

などに十分な時間を取る事が出来ませんでした。

班長会は、別の班の青年同士が活動の情報を共有

できる場です。時間配分などを検討し、より良く

活用していく必要があります。 

また、ここ数年班長になる青年が固定化してい

ます。これについては経験が豊かになり会が進め

やすいメリットとともに、意見や活動が固定化し

易くなるデメリットも生じます。今まで本人の希

望制で決めていた班長についても、班長の役割や

求めるものを再度確認したうえで決め方について

検討していく必要があると思われます。 

（２）担当者と青年とのかかわり方 

 トレンディものづくり班の報告にありましたが、

ある青年から担当者に対してもっとかかわって欲

しいと言われたことがありました。その青年は長

年土曜学級で過ごしており、班長などの経験もあ

り皆が頼りにしていました。 

 担当者は学級活動中に青年ごと必要に応じ支援

を行っています。経験を重ねるうちに必要な支援

をより効率的に行えるようになっていきますが、

その結果、青年ごとの支援の割合が固定化してい

ってしまったようです。支援量の差はコミュニケ

ーション量の差にもなります。今回は青年からの

発言でわかりましたが、同じ思いをしている青年

が他にもいると思われます。今後の支援の在り方

やコミュニケーションの取り方については一層の

注意が必要であることを感じました。 



第５部 地域への広がり 

 



第１章 サークル活動 

 

１ おなべの会 

 

（１）おなべの会の歩み 

  おなべの会は、1980年度の青年学級の成人班で

調理を経験したメンバーからの「青年学級以外で

も調理をしたい」「調理を続けたい」という思いが

きっかけになって 1981 年にはじまった料理サー

クルです。ほぼ月に一回のペースで青年学級のな

い日曜日を中心に調理実習室で活動しています。 

 

（２）活動の流れ 

午前中の活動を例にとると、9時 30分に集まり

受付で利用料（午前中は 1750円、午後 2000円）

を支払い、鍵を受け取り調理実習室に向かいます。

部屋に入るとまず、メンバーの一人が当日の会費

300 円を集めます。別のメンバーが「これからお

なべの会を始めます」とあいさつ。そして、ホワ

イトボードにその日のメニュー、そして必要な食

材や調味料をみんなで確認しながら書き出してい

きます。メンバーの一人がボードを見ながら熱心

に手帳にメモを取ります。 

次に買い物に行く人と残って食器や調理用具の

準備やご飯を炊く人に分かれます。 

買い物は、公民館隣のデパート地下のスーパー

へ、10時の開店にあわせて出かけています。 

店ではあらかじめ必要なものをメモした青年が

買ったものを一つひとつ丹念にチェックしていき

ます。予算オーバーしないようにと「こっちのほ

うが安い」などの言葉が飛び交うこともあります。

レジで会計を済ませると、手分けして食材を運び

ます。買い物帰りには東急 1階のガルディアコー

ヒー試飲コーナーで一息つくのが楽しみになって

います。 

調理実習室に戻るとまず食材の「洗う」「切る」

を手分けして行っていきます。ごはんが炊き上が

るまでの間など作業が一段落した際には、再びホ

ワイトボードに向かって、今後の活動日の確認と、

作りたいものを出し合い、書き出していきます。

メニューを提案した人は、なぜこのメニューを作

りたいか他のメンバーに説明したりします。最終

的なメニューの決定は挙手による多数決で行って

います。 

 

（３）2017年度の活動 

４月２日（日）AM とんかつ、おすまし 

５月６日（土）AM やきそば 

６月 17日（土）AM ちらし寿司 

７月 30日（日）AM 冷やし中華 

８月 26日（土）PM ひかりセンターまつり出店 

ジャガイモのバター焼き 

９月 18日（月・祝）PM シフォンケーキ 

 

 

 

 

 

 

 

 

ケーキの生地をじっくりかき混ぜます 

 

 

 

 

 

   

 シフォンケーキの前で記念撮影 

 

10月 29日（日）AMパスタミートソース 

11月 18日（土）PM カップケーキ 

12月 23日（土）AM やきそば（ソース、塩） 

１月７日（日）PM オムレツ、スープ、サラダ 

２月 3日（土）AM ハンバーグ 

３月 25日（日）公民館まつり            

ホットケーキ コーヒー 紅茶  

 

（４）行事への参加 

行事は、8月後半のセンターまつり(ひかり療育

園まつり)、10月後半の生涯学習センター祭り（公

民館）での模擬店出店を継続しています。 



ひかり療育園のお祭りは、1990年ごろから参加

していますが、地元忠生中央町内会や福祉団体な

どいくつかの団体も出店しており、それぞれの団

体が、ほぼ決まったメニューを出しているので、

それらと重ならないことや調理のしやすさから、

毎回「じゃがバター」をメニューに参加して好評

を得ています。 

生涯学習センターまつりについては、旧公民館

の時代1985年ごろから30年ほど参加しています。

ホットケーキ、コーヒーをメニューに参加してい

ます。今回のまつりでは、同じ調理実習室で震災

ボランティア団体ＮＰＯ「たまりば」による震災

食メニューのほか、在宅系ケアをもっとよくする

市民の会の介護食の試食メニューが提供され、3

団体のコラボという形で、当日は交流しながらの

活動となりました。 

今回さすがに 3団体となると会場が手狭になっ

たり、有料と試食の無料メニューが同室で混在す

ることで戸惑われた方もいたとの話がセンターま

つりの反省会で出ていました。 

 

（５）活動予定のはがき送付 

2004年１月の活動からし、活動日前に案内はが

きをメンバー一人ひとりに送っています。郵送料

は、サークルでたくわえたお金をあてていますが、

案内はがきが送られることで前もって予定が確認

できるので、その日の活動に見通しを持って参加

できるようになりました。 

現在、26 通を発送していますが、はがき代が、

１回に 1500 円あまりかかることから、2、3 か月

の予定をまとめてお知らせして手間と経費節減を

図っています。。 

  

（６）会場の確保と日程 

このところ日曜日の公民館学級とひかり学級が

別々の予定になることがあり、日曜日だけの活動

では、学級日と重なってしまったり、部屋取りの

抽選に外れてしまい、月１回の活動が確保できな

いことがあり、今は土曜日も含め活動日としてい

ます。 

また、活動場所を変えると、行き先がわからな

くなってしまったり、送迎が必要になる人もいる

ことから基本的に公民館調理実習室が確保できる

日を活動日としています。 

 

（７）メンバーの入れ替わり 

 現在メンバー26名、スタッフが 8名ですが、う

ちメンバーが 12～15名、スタッフが 4名前後で、

毎回の活動は 15～20名で行っています。 

メンバー構成については、「青年学級」か「とび

たつ会」に入っているメンバーが大半を占め、２

０年以上参加している人が中心です。 

最近青年学級に入り、介助者と参加している方、

また青年学級への入級が抽選で外れた方など新た

に加わっています。 

一方、グループホームでの生活を始める人も増

え、なかには、そこでの行事や人とのつながりが

できることから、おなべの会を実質卒業していく

人もいます。 

ほかにスタッフでは青年学級元担当者 5名のほ

かそのつながりで加わった 3名がいます。 

このように毎年新たなメンバーが加わっている

ことから、一人ひとりのネームプレートを作って、

活動中、お互いに名前がわかるように活用してい

ます。 

 

（８）活動の経費の確保 

メンバーが参加しやすいよう 37 年前のサーク

ル発足当初より参加費（材料費）300 円を維持し

てきていますが、実際にはメニューによって材料

費をまかないきれない場合があります。 

またさらに、はがき代のほか、７年前から公民

館施設利用が有料化され、さらに昨年はその値上

げもあって毎回少なくとも 2000 円の施設利用料

がかかることになり、その分が新たな赤字に加わ

っています。 

こうした問題に対して、スタッフのカンパやメ

ンバーのご家族からの支援で補ってきていました

が、長続きする対策が必要でした。 

そのようななか、昨年暮れに、おなべの会の活

動の内容から社会福祉協議会からの補助が受けら

れる可能性があるとの情報が得られ、補助手続き

を取ったところ現在支給決定を受けるところまで

きています。  



２ とびたつ会 

とびたつ会は、2004年にはじまった本人活動の

会です。当時、青年学級の体制と規模の問題で、

新人学級生が入れなかったことから、青年学級に

入ることを希望する若い人が青年学級に入れるよ

うに青年学級を卒業することと、その頃各地で出

来はじめていた本人活動を町田でもはじめようと

いうことで、有志が集まりつくった会です。 

 

（１）参加者の推移 

04年度  8人（女 2・男 6） 

05年度 12人（女 3・男 9） 

06年度 15人（女 5・男 10）学級外 2 

07年度 24人（女 8・男 16）学級外 7 

08年度 25人（女 8・男 17）学級外 7 

09年度 31人（女 12・男 19）学級外 11 

10年度 32人（女 12・男 20）学級外 11 

11年度 33人（女 12・男 17）学級外 11 

12年度 29人（女 12・男 17）学級生 11新 2人 

13年度 30人（女 11・男 19）学級外 13新 2人 

14年度 27人（女 9・男 18）学級外 10新１人 

15年度 23人（女 8・男 15）学級外９新１人 

16年度 24人（女 8・男 16）学級外９新１人 

17年度 24人（女 8・男 16）学級外９ 

 

（２）活動日 

毎月第２、第４日曜日 午前 10時～16時 

会場は、主にコメット会館５階を有料で借用し

ています。 

 

（３）運営の体制 

① 運営会議を毎週木曜日 夜６時～９時 生涯

学習センターの学習室で開催し、青年学級と活

動内容を共有しています。 

② 支援者は女性 6人（内 2人は青年学級担当者）

男性 5人です。活動によっては青年学級の担当

者に支援をお願いして取り組みました。 

 

（４）２０１７年度のおもな活動一覧 

① 第 18回若葉とそよ風のハーモニー（5/27） 

② 調理＝スパゲティ（7/23）手羽元カレー（9/10） 

③ 学習会「だれもが『生きていてよかった』と思

う社会をつくる」池上洋通氏（8/6） 

④ 社会教育研究全国集会・相模女子大（8/27） 

⑤ 生活創造空間にしフェスティバル（10/7） 

⑥ 聖心女子大学グローバル共生研究所オープニ

ングアクト（10/14） 

⑦ 町田母親大会オープニングアクト（10/28） 

⑧ 映画「あん」鑑賞（11/26） 

⑨ 学習会「ハンセン病について」稲村七郎氏

（12/10） 

⑩ 多磨全生園・ハンセン病資料館見学（1/14） 

⑪ 資料集作成のための執筆活動（2/12） 

⑫ 公民館まつり（3/25） 

 

（５）活動の特徴 

① メンバーについて 

 2016年度から変化はありませんでした。車イス

を利用するメンバーがヘルパーさんと参加するこ

とが、常となってきました。 

② 発表の場 

 2017年度も、前年度に引き続き、発表の回数に

恵まれた年となりました。5月の第 18回若葉とそ

よ風のハーモニー（5/27）を皮切りに、④社会教

育研究全国集会・相模女子大（8/27）、⑤生活創造

空間にしフェスティバル（10/7）、⑥聖心女子大学

グローバル共生研究所オープニングアクト（10/14、

若葉とそよ風のハーモニーを観た大橋正明教授か

らお招きいただいた）、⑦町田母親大会オープニン

グアクト（10/28）とつづきました。 

③ 学習会 

 2016 年７月 26 日津久井やまゆり園でおきた凄

惨な事件をきっかけに、学習会に取り組んできま

したが、8 月 6 日には『生きたかった―相模原障

害者殺傷事件が問いかけるもの―』（大月書店）の

社会教育研究全国集会 



編・執筆者の池上洋通氏を講師に学習会「だれも

が『生きていてよかった』と思う社会をつくる」

を開催した。8月 27日に開催されて社会教育研究

全国集会・分科会「障害をもつ人の生涯にわたる

学習保障」では、とびたつ会の一連の活動を歌と

ともに発表しました。 

④歌 

歌は「クラップ・クラップ」と「あっぱれな人

生」の２曲を新曲としてつくりました。 

「クラップ・クラップ」は、生活創造空間にしを

構成する作業所ＮClapにちなんで、ホームページ

の言葉をもとに歌詞をつくりました。 

「あっぱれな人生」は、映画「あん」を観て、多

磨全生園・ハンセン病資料館を見学した後に書い

た感想文や、映画「あん」の原作者ドリアン助川

氏のインタビュー記事の言葉、主役の「徳江」さ

んの言葉をもとに、歌詞をつくりました。以下は

稲村さんの作文です。 

―行きのタクシーの運転手さんが「昔乗せたお客

さんに「鰻食べに行くから付き合ってよ」って言

われて、時々一緒にご飯食べたよ。最近連絡ない

けどどうしたかなぁ」という話を聞かせてくれま

した。帰りのタクシーの運転手さんに「自然が多

くて良い所ですね」と言ったら、「昔は病気がうつ

ると思って引っ越してくる人がいなかったからね」

と話してくれました。 

資料館で見た物とタクシーの運転手さんの話 

帰りの運転手さんの話からは病気になってしま

った人達がどんな思いでくらしてきたのかという

事を考えさせられ、行きの運転手さんの話からは

長い長い時間をかけて周囲の意識が変わってきた

のだという事を感じる事が出来ました。行きの運

転手さんの話は「ご飯食べに行

くから付き合ってよ」と声をか

けたお客さんに、「外に出る」と

いう出来て当たり前と思ってい

た事が出来てない時があったこ

と、運転手さんを誘った事に少

し切なさも感じましたが、一緒

にご飯を食べに行った運転手さ

んをステキ人だなと思いました

し「今ごろはどうしてるかな～」

の言葉に、ただのお客さんと運転手さんをこえて、

昔の友達を懐かしむような言葉と優しい瞳に、聞

いている私の気持ちも暖かくなりました。 

今日いろんな人の話を聞いて見て、いろんな物

を見てみて何が人間らしく幸せなのかという事の

正解は難しいけれど、どんな人に対してもきちん

とした理解と知識をつけ接する事が大切なのだな

と思いました。― 

ドリアン助川氏にこの作文と共に「うたっても

いいですか？」とメッセージを送ったところ「タ

クシーの運転手さんの話、いいですね。鰻の話は

かえって切実だなあ。歌、自由に歌われていいと

思いますよ。どうもありがとう。」とお返事をいた

だきました。差別の中でも、人権を勝ち取るため

に闘い続け、芸術活動に没頭し、生きる希望を見

出してきた人々の思いを理解し、その思いを広げ

ることができればとつくった歌です。 

 

（６）今後の展望 

優生保護法のもとでの強制的な不妊手術に関す

る国家賠償責任訴訟が2018年1月に提訴されまし

た。津久井やまゆり園の根底にある優生思想が法

律として存在し、らい予防法と同じく 1996年まで

続き、合法的に人が人を差別し、隔離し傷つけて

きた事実があります。私たちはこの事実をどのよ

うに受け止め、考え、今後の私たちの社会をイメ

ージし、生きていくのでしょうか。主権者として

いきるために、学びながら、社会に向かって発信

し続けることが、とびたつ会や青年学級という当

事者集団のなすべきことと考えます。 

 

 

聖心女子大学グローバル共生センターオープニングアクト 



 
 

 

月日 内容 参加
人数

場所

1 4月8日 わかそよに向けての合宿 20 人 あゆみ荘

2 4月9日 わかそよに向けての合宿 20 人 あゆみ荘

3 4月16日 第18回若葉とそよ風のハーモニー　結団式 24 人 公民館

4 4月23日 わかそよ全体練習① 21 人 町田福祉園

5 4月30日 わかそよ全体練習② 23 人 町田福祉園

6 5月14日 わかそよ全体練習③ 22 人 町田福祉園

7 5月21日 わかそよ全体練習④ 24 人 公民館

8 5月27日 第18回若葉とそよ風のハーモニー　本番 24 人 市民ホール

9 6月11日 わかそよのビデオを観る。感想を話しあう。 18 人 コメット会館

10 6月25日 今後の活動について話しあう。歌「クラップ・クラップ」 18 人 コメット会館

11 7月9日 次回調理活動について、今後の活動について 19 人 コメット会館

12 7月23日 調理実習「スパゲティづくり」 20 人 公民館調理実習室

13 8月6日
池上洋通さん学習会「だれもが『生きていてよかった』と
思う社会をつくる」～人権と平和と憲法と―そして主権者である私たち～

16 人 コメット会館

14 8月27日 社会教育研究全国集会（神奈川集会）分科会参加 17人 相模女子大学

15 9月10日 調理実習「手羽元カレー」　10月の発表練習 18 人 市民フォーラム

16 9月24日 10月にある3つのイベントのための発表練習 17 人 公民館

17 10月7日 生活創造空間にしフェスティバル参加　発表 15人 生活創造空間にし

18 10月14日 聖心女子大学グローバル共生研究所オープニングアクト 22 人 聖心女子大学

19 10月28日 町田母親大会参加　オープニングアクト出演 18 人 市民フォーラム

20 11月12日 3つのイベントの振りかえり・今後の活動について 18 人 コメット会館

21 11月26日 ビデオ「ハンセン病を知っていますか」・映画鑑賞「あん」 13 人 コメット会館

22 12月10日 午後：学習会「ハンセン病について」お話：稲村七郎さん 15 人 コメット会館

23 12月24日 2017年の振りかえり　望年会 19人 コメット会館

24 1月14日 外出活動＝多磨全生園・ハンセン病資料館 19 人 多磨全生園

25 1月28日 外出活動の振りかえり、今後の活動について 18 人 コメット会館

26 2月12日 作文「私ととびたつ会」、歌づくり「あっぱれな人生」 16 人 コメット会館

27 2月25日 1年の振りかえり。歌「あっぱれな人生」練習。公民館まつり準備 18 人 コメット会館

28 3月11日 公民館まつり発表の練習。午後公民館学級成果発表会 17 人 コメット会館

29 3月25日 午前公民館まつり発表。午後コメット会館で、1年間の振りかえり 19 人 公民館、コメット会館

合計 461 人

とびたつ会活動経過（２０１７年４月～２０１８年３月）



 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



３．スケッチ・ルーム 

 

（１）会の成り立ちとメンバー構成 

 2012 年４月から活動を始めました。当初から参

加の Sｓさんの提案で会をスケッチ・ルームと名

付けました。 

 現在の参加者は、Ｓｓさんの他、Ｈｈさん父子、

とびたつ会のＨｊさん母子、他５人の 10 人の少

人数で活動しています。 

 

（２）活動の様子 

土日祝日の午前か午後の半日、文学館か生涯学

習センターを利用しています。それぞれ好きな絵

を描いていましたが、後半は透明水彩画家を講師

に迎えました。講師の熱意に応え、皆、集中して

描いていました。会の終わりに喫茶室よりコーヒ

ーなど出前してもらい、一息ついています。 

・2017 年度の創作活動は 24 回のべ 123 人の参

加でした。 

・展示① 

期間 ２月 12 日～17 日 

場所 銀座のギャラリー工房 

出品 Ｓｓさん、Ｈｈさん、他４名 

 ・展示② 

期間 ３月 23 日～25 日 

場所 生涯学習センターまつり 

出品 ９名展示 

 ・Ｈｈさんは、銀座のギャラリーや生涯学習セ

ンターまつりに展示されるのを楽しみにし

て、作業所の仲間、職員にアピールした結果、

職員が見に来てくれ、記念写真を撮っていま

した。 

 ・Ｓｓさんは、妹を連れて銀座のギャラリーに

来ましたが、学生の妹にランチをご馳走した

と話していました。 

 

（３）会の運営 

 会場費として１人／回、100 円を徴収していま

す。 

 今年度は、町田市の助成金がもらえたので、設

備の整っている生涯学習センターを利用しようと

思ったのですが、部屋を確保できませんでした。 

 

（４）課題と展望 

 ・部屋を決まった日程で確保するのが難しい。

そのため、長期的な予定を立てにくく、仲間

を増やすのも難しい状態が続いています。 

 ・青年学級の他にも居場所を作りたいと始めた

スケッチ・ルームですが、今年度は新たな学

級生の参加者はありませんでした。学級生は、

すでに学級で充実した時間を過ごしている

のだからでしょう。 

 ・たまたま学級でうまくいかず辞めてしまった

Ｓｓさんが参加していますが、Ｓｓさんは

「昭和生まれの人には分からないだろうけ

ど」と言いながらも皆にゲームの話などして

います。 

 



第６部 学級を支える体制 

 



第１章 担当者会・調整会・学習会 

 

１ 担当者会議の概要 

 町田市障がい者青年学級では、学級活動に参加

し支援する人を「担当者」と呼んでいます。2017

年度は公民館学級 20名、ひかり学級 24名、土曜

学級 18名、合わせて 62名、そこに生涯学習セン

ター職員４名が加わり、合計 66名が「担当者」と

して学級活動に参加しました。担当者は（８月と

年末年始を除く）毎週木曜日の夜に生涯学習セン

ターに集まり、学級ごとに「担当者会」と呼ばれ

る会議を行っています。 

 担当者会では青年の活動を支援し、学級活動を

充実したものにするために話し合いが行われてい

ます。学級日前の担当者会では、活動内容やそれ

に向けて準備すべき点などを確認し、学級日後の

担当者会では、活動全体や青年一人ひとりの様子

を振り返ります。学級日に外出する際には、担当

者が事前に下見を行い、車いす用トイレやエレベ

ーターの有無、昼食場所の確認なども行っていま

す。 

 また、青年がどのようなことを求めているか、

その要求の実現に向けてどのような取り組みをし

ていけば良いか、学級での経験を本人の生活に即

したものにしていくにはどうしたら良いかという

ことも話し合っています。活動におけるコースや

班での話し合いをいかに支援していくかというこ

とも担当者会で度々話されている議題のひとつで、

自分の言葉で表現することが難しい青年の思いを

活動に生かしていくために、家族とコミュニケー

ションを取り合うことも担当者の重要な役割とな

っています。そういった学級活動以外の場面での

取り組みについても、その内容を担当者会で共有

し、「全体で取り組む体制」をつくっています。 

（１）公民館学級 

今年度の公民館学級は、担当者 20名（うち当日

担当者 5名）という支援体制でした。昨年度と比

較すると、学生の担当者が就職等を機に 6名抜け、

支援体制としては厳しい状況となりました。 

担当者会に毎回参加できる担当者は 5～6名で、

人数的にコースごとに学級日の振り返りや打ち合

わせを行うことができなかったため、普段の学級

活動の様子については各コースの代表者が担当者

会で報告し、合宿やクリスマス会などのイベント

の計画、青年の様子など気付いたことは全体で話

し合ってきました。 

担当者会に出席できない担当者が多いことから、

昨年度に引き続きメッセージアプリで情報の共有

を行いました。担当者会の議事録、次回の学級日

の送迎担当者、学級生の出欠確認、学級当日の緊

急連絡など、多岐に渡り担当者間で相互的に活用

することができました。 

また、今年度担当者会では、活動日の報告媒体

として作成している学級ニュースについて、作成

の運用変更を行いました。これまでは、学級日を

終えた週の担当者会で各コースのニュース作成者

を決め、その約４日後に原稿の締め切りを設定し

ていました。しかし、締め切りまでの期間が短い

ため作成担当者に負担が生じていたり、作成者が

結局のところ担当者会に出席している担当者に偏

ってしまうなどの問題がありました。そのため、

今年度は、学級日の前の担当者会であらかじめ作

成する担当者を決めることとしました。こうする

ことで、作成担当になった担当者が原稿を作成す

る時間が十分に確保できるようになっただけでは

なく、作成担当者はニュース掲載用に活動の写真

を撮影したり、学級生の発言の記録をとるなど、

活動報告媒体として充実した内容になるよう意識

を持って学級活動に臨むことができました。今後

は、担当者会に出席できていない担当者や当日担

当者を含め、担当者全員がニュースの作成担当と

して活躍できるよう、働きかけていきたいです。 

来年度も支援体制としては依然厳しい状況が続

きますが、人数が少ないからこそ、今一度担当者

会で情報の共有体制をしっかりと確保していくこ

と、そして担当者一人ひとりの力を最大限に活用

できるよう役割分担を行っていくことが必要です。 

（２）ひかり学級 

最初の活動日は、職員 2名、担当者と他学級等

の応援で、全体で 20 名以上で活動が始まりまし

たが、応援職員の割合が多く、昨年と同じ 4コー

ス制をしくことになりました。 

 職員の担当者募集の地道な努力が実って、女子

美術大学の学生の参加がはじめとなり、他大学の

学生の担当者も増えて、各コース複数人で担当者

会議を開くことが出来るようになりました。年度

終わりには、職員、応援等を除き 18名の担当者体

制でおこなうことが出来ました。後半は、学生か

ら新鮮な意見や提案があり、活気あるものになっ

ていきました。学生は、担当者会にも積極的に参

加しています。 

 担当者会では、主に各コースの活動の思い起こ

しや次回の活動予定を全体で確認することを中心

に話し合いをします。思い起こしでは、各コース

の一日の流れや当日の青年の様子や発言、気づい

たことなどを全体で共有しました。全体で共有す

ることで青年の様子を知ることができ、また、問

題点の解決策を話し合ったりして、コース活動で

の参考として学んだりと、より良い活動をつくっ

ていくための担当者間の大切な情報共有の場とな

りました。次回の活動の予定では、当日の担当者

体制や、部屋割り、用意する備品、送迎などを詳



細に確認していきました。この確認によって当日

はスムーズに活動に入ることが出来ました。そし

て、職員からの連絡事項やニュース作業について、

全体で確認、共有していきました。 

 各コースの担当は、社会人と学生が担当するコ

ースと、学生のみが担当するコースがありました。 

 担当者会に参加できない当日担当者も多く、担

当者会だけでは十分な振り返りができないので、

その日の活動の後、振り返りを行いました。活動

終了後の集まりは、経験豊富な当日担当者から、

貴重な意見を聞くことができ、コミュニケーショ

ンも取りあえる大切な時間になっています。しか

し、ひかり療育園の退室時間の制約もあり、十分

な話し合いは出来ていない状況です。担当者会で

話された内容や次回の予定などを、当日担当者と

情報共有することができませんでした。 

 担当者会は、19時からほぼ閉館までですが、実

質話し合いは、20 時ごろから始める状況でした。

特に遠方から参加している担当者は、帰宅時間が

夜遅くなります。安全の面からも、なるべく早く

終われるように、担当者会の進行、内容面での工

夫が必要ではないかと思われます。 

（３）土曜学級 

今年度の土曜学級は担当者 18 名（うち当日担

当者 9名）という厳しい状況が続いています。そ

のため昨年度に引き続き４班体制を継続しました。

他学級の担当者の応援もあり成果発表会まで活動

することができましたが、担当者ひとりひとりの

負担が増しています。 

活動直前の担当者会では出欠確認や活動内容、

持ち物の連絡のため青年への電話かけを行います。

この電話かけは、活動中に言葉で自分の意思を表

現するのが難しい青年の自宅での様子や、長期の

休み期間（正月、夏休み）の様子などを確認する

ことができ、また家族や青年と信頼関係を築くた

めに重要なものだと考えています。 

そのほか学級日前の担当者会では、次回の活動

内容を班ごとに発表して送迎や部屋割り、応援者

についてなど学級日当日の詳細を決めます。それ

以外には生涯学習センターからの報告、青年の様

子、連絡事項について全体で話し合いました。 

学級日後の担当者会では、学級日当日の活動の

振り返り、班長会やつどい委員会の様子を話しま

した。担当者会の中では、さまざまな話をしてい

きました。内容によっては一度の担当者会では決

まらない時もありますが、その時は次週の担当者

会に持ち越しをして継続して話し合いました。 

昨年度とは担当者の入れ替わりがなく、経験の

多いベテラン担当者が中心となり班活動を行いま

した。年間を通して新しい担当者が入ってこなか

ったため、担当者の募集が急務になっています。 

担当者会では事務的な確認のほかにも青年との

関わり方や学級活動の意義といった活動を行うう

えで重要なことが話し合われ、担当者同士の経験

を伝える重要な場所です。しかし夜間に行う担当

者会への参加が難しい当日担当者と、いかに情報

共有を行うかが課題になっています。開級式直前

や合宿直前、成果発表会直前など、情報共有や話

し合いが特に重要になる会議には当日担当者にも

出席していただけるように呼びかけを行っていま

す。今後、さらに情報共有と担当者の方向性を合

わせることを目的として、学級日当日に振り返り

の時間を設ける、夜間に出席が難しい人のため学

習会を日中に開催する、また担当者会での議論の

内容をニュースに記載し、当日担当者にも知って

もらうといったことを検討し、より充実した学級

活動が行えるように努めていきたいと思います。 

 

２ 学習会 

（１）開催実績 

①講演会 

「相模原殺傷事件」から自らを見つめる 

日時：11月 16日（木）19～21時 

場所：生涯学習センター 学習室１・２ 

講師：國學院大學教授 柴田 保之氏 

特徴：社会福祉法人ウィズ町田から青年学級

と共に学ぶ場を作りたいという企画

があり、まちされん（町田作業所連絡

会）と青年学級の合同学習会として、

実施することができました。 

 

②講演会・父母交流会 

 医療・介護・福祉コミュニティ（グランハー

ト町田）を中心とした地域共生社会 

～障がい者の高齢化に向けて～ 

日時：３月５日（月）11時～13時 30分 

場所：グランハート町田内 

レンタルルーム トマト 

講師：社会福祉法人 

   悠々会理事長 陶山 慎治氏 

特徴：父母の学ぶ場としての学習会ですが、

今年はそれだけにとどまらず、交流も

目的に加えて、企画されました。講演

会の後に、食事をとりながら交流を図

ることで、親交が深まりました。 

 

③事例発表・グループワークによる学習会 

日時：３月 22日（木）19時～20時 30分 

場所：生涯学習センター ホール 

特徴：調整会の中で話し合われた新人担当者

の定着化や早期育成を目標に、３学級

の担当者が学級活動での経験や思い

を話し合う場として企画されました。 



（２）課題と展望 

今年度は学習会委員主催の学習会を開催するこ

とができませんでしたが、調整会という学級全体

の課題について話し合われる場の中で、今どのよ

うな学習会が必要かを話し合い、実施にまでつな

げることができました。 

このことは、近年、学習会委員が組織的に活動

できていない中、社会教育の場として、担当者は

青年に対する支援者であると同時に主体的な学習

者でもあることを示す、ひとつの成果と言えます。 

しかしながら、担当者間、そして職員と学習会

の意義の再確認と、安定的な学習会を開催する仕

組み作りが必要となっています。 

 

３ 調整会 

調整会は職員３名と担当者会の代表の学級主事

（各学級２名）とで構成され、青年学級を実施す

るにあたり、全体的な条件整備や調整を行い、担

当者会に提示していく役割を持っています。学級

全体のことや、これからのことを考える会議でも

あります。今年の特徴としては、前段で述べられ

ているとおり、学習会についても話し合いが行わ

れました。 

今年度は、６月 15 日、９月７日、12 月７日、

２月１日、３月１日の５回開催しました。 

初回は年度当初のため、各学級の職員と主事の

紹介、各学級の人数やコース、今年度の予定につ

いて報告を行いました。２回目は各学級の近況報

告と、高額な商品（ビデオカメラとボッチャ）の

購入の可否について、話し合いを行いました。３

回目は３学級全体で参加する生涯学習センターま

つりについての話し合いの他、学習会について意

見を出し合いました。４回目は、総括日程や新人

担当者がどのような学習会があると参加しやすく、

より定着化ができるのかについて話し合いました。

５回目は生涯学習センターまつりの最終調整の他

に、成果発表会について話し合いました。 

しかし、30分～１時間程度の時間では議論を深

めることは難しく、目の前の行事について調整す

ることだけで精一杯でした。 

現在、学級生の高齢化や担当者不足や入級希望

者の抽選による入級制限など、青年学級には様々

な問題があります。現在休止中の障がい者青年学

級将来検討委員会を再開するなど、父母会等と一

緒に青年学級の中長期的な問題を早急に考えてい

く必要があります。そのパイプ役を調整会が担っ

ていくことができれば、解決の糸口が見えてくる

と思われます。 

今後の青年学級をより良いものとするため、調

整会の役割、運営の仕方、議論していく内容につ

いて職員とともに深く考え、検討していくことが

求められます。 



第２章 送迎検討委員会 

 

１ これまでの経過 

 青年学級では学級開設以来、一人で学級に通っ

てくることが難しい青年の通級をどう保障するか

について、大きな問題となっています。送迎の必

要な青年の通級は、現在特定の青年への自主通級

へ向けての援助を除いて、ほとんど家族の送迎に

頼っているのが現状です。 

担当者会では 1981年度に、公的な送迎保障を求

めて町田市長への要望書や市議会請願書（本会議

で否決）を提出し、この問題をアピールしてきま

した。1992年度からは「青年の生活における送迎

の意味や、今、青年学級でできることは何かを考

え送迎保障をめざす」ことをねらいとして、『送迎

検討委員会』を組織し、担当者会メンバーに父母

会の役員も加わって検討を始めました。何回かの

話し合いと青年及び家族への計２回の調査を経て、

1995 年度より一時送迎を実施することになりま

した。 

この一時送迎をはじめるにあたり、ねらいを「送

迎する家族の事情で学級を休むことにならないよ

う」、しかもそれは「送迎を必要とする青年や家族

と担当者個人との関係で送迎を行なうのではなく、

『青年学級全体の取り組み』として送迎を行なう」

とし、確認しました。 

 

２ 現在取り組んでいる一時送迎の内容 
① 一時送迎が必要な人は原則として、学級日前

の担当者会のある木曜日までに公民館へ連絡

し、担当者会で送迎を行なう担当者を調整す

る。（当日の送迎の要請にもできるだけ対応し

ていく。） 

② 送迎方法については、自家用車では事故があ

った場合の保障が十分でないため、できるだ

け公共の交通機関を利用する。 

③ 送迎に要した費用のうち電車代・バス代につ

いては、青年本人の交通費は全額本人負担、送

迎を行なう担当者の要したバス代、電車代は

送迎運営費から支出する。タクシーを利用し

た場合は、かかった費用の２割（端数は四捨五

入し、１００円単位で支払う）を青年が負担し、

残りを送迎運営費から支出する。自家用車を

利用した場合は、送迎運営費より送迎を行な

った担当者に片道２００円を支払う。 

④ 担当者と父母で一人年間３００円を負担し、

これを送迎運営費とする。 

⑤ 送迎中に事故があった場合の保障として、町

田市の「全市民加入型 ボランティア活動災

害補償保険」を活用する。 

 

３ 現在行なわれている送迎の状況 
青年学級で行なわれている送迎には一時送迎も

含め以下のようなものがあります。 

（１）自主通級を目指して行なう送迎 
自主通級する力はあるのですが、道順をなかな

か覚えることができなかったり、ちょっとしたこ

とで混乱してしまったり、安全に通級することが

難しいといった青年に対して、将来的に自主通級

できるようになることを目指し、援助をしていま

す。 

家まで迎えに行く、通級途中で待ち合わせるな

ど青年の状況に応じて行なっています。 

（２）家族の都合で送迎ができなくなった

場合の「一時送迎」 
家族の体調不良などの利用により、いつも送迎

をしている家族が送迎できない場合に一時的に担

当者が送迎しています。その他に慶弔や、送迎を

行なう車の故障、施設の一時利用のため等の理由

があります。 

一時送迎の制度が広まってきたことにより、送

迎者の都合などで、学級に参加できないというこ

とが減っています。 

しかし、親の高齢化や本人の施設やグループホ

ームへの入居により、継続的な送迎保障がないと

学級に参加できないという青年が年々増え、実態

として「一時送迎」にとどまらない現実も出てい

ます。 

（３）普段とは違う場所で活動が行なわれ

る場合の送迎 
ひかり学級の成果発表会は、いつもの活動場所

であるひかり療育園ではなく、町田市生涯学習セ

ンターで行なっています。 

このように活動場所が変わる場合、「行ったこと

がない」「普段行き慣れないところで不安」などの

理由で、直接その会場へ行けない青年が多くいま

す。そこで一旦通い慣れた場所（町田市生涯学習

センター・ひかり療育園）に集まってから会場に

向かうといった送迎体制をとっています。普段は

送迎を必要としない青年にとっても、送迎は共通

する問題であると言えます。 

 

４ 今年度の検討内容 
今年度の送迎検討委員会は、2014年度に開催し

て以来、時間的な都合で担当者が集まることがで

きず、開催することができませんでした。そのた



め、各学級の送迎の実態や送迎費用の確認ができ

ない状況となってしまいました。また、定期的に

開催していた父母会との意見交換の場も持つこと

ができませんでした。 

 

５ 今後の課題 

（１）担当者の費用負担軽減 
送迎に対応した担当者は費用を立て替え、後日

送迎検討委員会で精算をするのですが、担当者と

送迎委員が会えない日が続くと時に数千円の立て

替えの累積が発生し、担当者の経済的負担にもな

ります。担当者の負担を軽減する意味でも、迅速

に費用精算できる仕組みの検討が必要です。また、

学級によっては、送迎の記録がしっかり記載でき

ていない状況もあり、送迎検討委員会の立て直し

が急務となっています。 

（２）送迎についての情報共有 
ここ数年は当日のみの担当者が送迎を行うこと

が多くなってきましたが、当日送迎する担当者が

担当者会に出席していない等の理由で、送迎の話

をする機会をあまりつくれていないのが現状です。 

「なぜ一時送迎を行っているのか」といった送

迎についての意義や、送迎検討委員会が組織され

るまでの経緯等について担当者間で共有していく

とともに、比較的経験年数の少ない担当者や担当

者会に出席していない担当者についても、送迎運

営費を集める理由や送迎検討委員会の存在意義を

伝えていく必要があります。 

（３）一時送迎の周知 
今後、青年の高齢化・家庭環境の変化により、

グループホームや施設等に生活の場を移す青年が

増え、送迎の必要性も高まってくることが考えら

ます。 

その一方で、一時送迎のことを知らない家族や、

送迎を遠慮している家族もいるようなので、「送迎

のしおり」を作成したり、父母交流会やニュース

等を通じて送迎委員会の活動を伝えることが求め

られています。 

（４）制度の活用 
最近ではガイドヘルパー制度を利用して学級に

参加する青年も増えてきました。ガイドヘルパー

制度も「障害者自立支援法（現「障害者総合支援

法」）の施行以降、大きく変わってきており、今後

ガイドヘルパー制度の利用について、その制度の

内容や利用方法等を確認するとともに、一時送迎

とガイドヘルパー制度の利用について、その利用

の可能性を探っていくことも課題として挙げられ

ています。 

 



第３章 父母会 

 父母会長 

 私が町田市障がい者青年学級父母会の会長を引

き受けて１年が経とうとしています。 

 この間、例年通りの行事をなんとかこなしてき

ましたが、父母会とは何なのかを改めて考えさせ

られました。 

 青年たちの学級活動が円滑に進められるように

陰から支える役とは言っても、役員の選出に困難

をきたしているのは事実。役員サイドに会員の住

所・電話番号のデータがないことがネックになっ

ていました。今年度はそれを改善したく、会員に

情報提供をお願いしました。うっかり返事を忘れ

ている方もおられるでしょうが、明確に拒否され

たのは２名のみだったので、今後は電話での呼び

かけや依頼をすることができます。 

 また、今年度の学習会は、施設見学と会食を交

えた講演会という形をとりました。場所の都合で

人数制限をしたことは申し訳なかったのですが、

おおむね好評でした。３学級の父母が一堂に会す

る機会はめったになく、食事しながら歓談できた

ことは交流会としても有意義だったと思います。

講師のみならず、送迎バスの手配やら会議室の無

償貸与を図ってくださった陶山様には、本当に感

謝しております。 

 今年半ば、学級生が突然亡くなられ、それに伴

って副会長が不在となってしまいましたが、これ

からは、我々もいつ何時不具合が生じるか分かり

ません。若い方々にうまくバトンを引き継いでい

けるよう頑張りたいと思います。 



第７部 青年学級によせて 



◇新人担当者として関わって 

 

公民館学級 

 

柴崎 智啓 

町田市障がい者青年学級は、かなり前の学生時

代にお邪魔させていただいたことがありましたが、

私にとっては実は近くて遠い存在でした。 

10年以上のかなりの時間が経ちましたが、私も

福祉分野の専門家として資格を持って働いている

日々の中、既に長く青年学級の担当者をしている

大学の先輩に誘われて、久しぶりに活動に参加し、

この度担当者として参加させていただきました。 

その昔お邪魔させていただいた時は、お役に立

てないと思っていたことがありました。 

今回参加させていただくようになり、何人かの

方から「次も会えるよね」「また来てね」との声を

いただけることがありました。元々の性格的には

多くの人のいる集団の中で、活動するタイプでは

ない私も、そんな言葉から継続して関わっていき

たいと思ったことを強く覚えています。 

学級活動の中では、思いや考えが形になった「学

級ソング」をみんなで作る、歌うことを楽しみに

している方が多く、歌っている集団が一体となっ

ているあの瞬間は、活動の醍醐味と思えます。歌

が苦手な私は一歩引いて参加していますが、思い

が形になっているすごさを感じています。「歌」だ

けでなく、日々考えていることや将来に対する思

いなどが多く語られ、一人一人の声を大切にしな

ければならないと思うことが多くあります。また

青年たちの思いを多くの人に知ってもらうために

形にするという意味でも大切な活動だとも感じて

います。それを知っている人間として、少しでも

長く学級に関われたらと思っています。 

微力ながらも皆様の活動のお役に立てたらと思

います。今後ともよろしくお願いいたします。 

 

丹羽 秀次 

初めて青年学級の皆様とお会いしたのは、町田

市のスポーツ大会でした。私は、卓球の試合のお

手伝いをしていました。そこでは皆が試合に勝つ

ことより心より楽しんでいる様に見えました。で

も決勝戦はさすがに素晴らしい試合でした。 

そこには変な小細工等は無くて、力と力のぶつ

かり合いでした。我々のシニアの試合ではとても

考えられません。 

しばらくしてクリスマス会に参加しました。印

象に残ったのは、青年の方が周知の者の様に私の

名前を呼んでくれて、話し込んでくれることでし

た。その後の「成果発表会」では一人の青年と一

日御一緒することになりました。その方の気持ち

と同じ方向に行動することがとても楽しかったで

す。最後にお父さんと、お母さんと笑顔でエレベ

ーターに乗って帰られました。「良かったな。」と

思う気持ちが全てでした。 

 

ひかり学級 

 

樋田 五気 

 私は 2017 年６月よりひかり学級に参加しまし

た。きっかけは、そこの担当職員である親戚に勧

められたからです。 

障がいのある人とは、小学校の頃、特別学級の

児童と数えるほどしか交流した経験がなく、密接

に関わることがなかったのでどうしても緊張は隠

せませんでした。 

しかし、実際に活動が始まると、青年の皆さん

は私をこころよく受け入れてくれました。青年は

とても元気で明るく、こちらの緊張も吹き飛ぶほ

どでした。 

学級活動で調理、工作、話し合いなどを重ねる

ごとに青年たちとも仲良くなりました。彼らの長

所、短所、個性が分かるほどに、青年は「少し特

別な個性をもった普通の人」と感じるようになり

ました。 

ただ、私の青年への接し方では今一つ彼らの要

望に応えられない時がありました。それを先輩の

担当者に相談したところ、青年を介助するのでは

なく「添う」ことを意識するというアドバイスを

いただきました。それを聞き、それまでの私は、

青年と同じ目線になれておらず、どこか上から目

線で接していたのかもしれないと自分と恥じまし

た。 

ひかり学級を通じて、私の人生的観点が少なか



らず変化したと感じています。まだまだ経験は浅

いですが、今後も青年たちが楽しく活動できるよ

う頑張りますのでよろしくお願いします。 

 

松尾 彩音 

私は障がい者青年学級のことは大学に入学して

から初めて知りました。また、このような活動が

市を母体に行われていることを今まで知りません

でした。活動内容については大学に貼ってあった

募集のポスターしか見たことがなかったので、学

級での詳しい活動やボランティアスタッフの仕事

については参加してから知りました。 

何の予備知識もない、障がい者の方ともちゃん

と接したことのなかった私は、参加してから驚い

たことがいくつかあります。 

まず一つ目は学級の雰囲気です。参加前までは

もっと淡々とした暗い活動なのではないかと勝手

に思っていたのですが全く逆でした。ひかり学級

には学級日を楽しみにしている方がとても多く、

朝のつどいでの歌声、そして帰りのつどいでの歌

声はその日の楽しかった気持ちを語るような元気

な歌声です。聞いている私も毎回パワーをもらい

ました。また、青年たちにとって初めて会う人は

ストレスに感じてしまわないか、受け入れてくれ

るだろうか、参加する前まで余計なことをたくさ

ん考えていましたが、全く心配いりませんでした。

青年、先輩担当者、職員のみなさんは新参者の私

をあたたかく迎え入れてくださいました。 

二つ目は青年たちの障がいについてです。知的

障がいというものについての思いにいくつも勘違

いがあったこと、また障がいについてひとくくり

にしていたところがあったと知りました。私は青

年に出会うまで、障がい者に対して「気に入らな

いと暴力に走る」「怒りやすい」などの偏見が少な

からずありました。一人もいないとはいいません

が、全員がそうと決めつけていたのは大きな間違

いでした。障がい者ないし知的障がいについて他

人事とし、自分の身近な出来事として考えたこと

がなかった何よりの証拠です。私は青年から聞く

自分の話がとても好きで、青年とお昼休憩中に話

をして笑いあう時間や、その中で青年の新しい一

面を知る瞬間が楽しみでした。こういった楽しさ

は人との出会いの産物であると改めて感じます。

青年学級では自分が出会ったことのない人物との

出会いを多くもたらしてくれる貴重な場所だと思

います。 

やっと慣れ親しんだコースも解体し、新しくな

った学級で活動していくことは少し不安ですが、

このひかり青年学級での体験が大学生活の一部と

して、またこれからの将来にとって実りあるもの

になるよう一生懸命過ごしていきたいと思ってい

ます。 



資料 

 



年  表 
町田市障がい者青年学級の歩み 

１９７３年 ○ 親の要求 → 障がい者のための青年学級 

(Ｓ．４８)         ～非行に走らないように～ 

                ＊育成会     ＊福祉事務所ケースワーカー 

                ＊社会教育課長  ＊精薄指導員 

                ＊社会教育主事 

○ 準備期間（社会教育主事） 

         ◇ゆたか作業所（名古屋）  訪 

         ◇宮津青年学級（京 都）  問      

                        ＊青年心理研究者（１名） 

町田市障がい者青年学級準備会   ＊人形劇研究者（１名） 

                         ＊社会教育主事（２名） 

         ◇参加者募集                ＊社会教育関係者（１名） 

         ◇説 明 会 

         ◇要 領 作 成 

         ◇映 画 上 映 

         ◇スタッフ募集 

 

           ね ら い 

          障がい者青年が豊かな生活を築くため、仲間たちと話し合ったり、学習したり、思いきり 

遊ぶなかで、生きる力や働く力を獲得することをめざす。 

 

 

１９７４年   町田市障がい者青年学級開設 

(S.49.11)                                

２０名            時 間 割                    ＜担 当 者＞ 

   ＜各自の課題＞  ＜人形劇作り＞    ＜話 し 合 い＞  ＊市 内 の 教 師（５名） 

                                  ＊福祉施設作業職員・  

          各自が学校卒業  集団芸術活動を  青年自身のもの   児童学園職員（３名） 

  後の生活の中で  通しての集団化  として、生きる  ＜行 政 職 員＞ 

         「学びたいこと」           力、働く力、自  ＊ケースワーカー（２名） 

                      立心       ＊社会教育主事（１名） 

          数  学                           計１１名 

          国  語   ねらい 

          技術工作   ①仲間づくり             

           美  術   ②創造する喜びを集団で        

          音  楽   ③生活の見つめ直しと表現力育成   月２回の青年学級予算が決まる 

          手  芸 

１９７５年            時 間 割             ＜担 当 者＞ 

(Ｓ．５０)    ＜各自の課題＞  ＜人形劇作り＞    ＜話 し 合 い＞  ＊学生・市民 （１２名） 

  ３２名     数  学                    ＜行 政 職 員＞ 

          国  語                    ＊社会教育主事（１名） 

    学     技術工作   ねらい      ねらい      ＊社会教育職員（１名） 

    級     美  術   思いきり体を   自分の思ってい  ＊ケースワーカー（２名）        

    生     音  楽   動かす。     る事をはっきり         計１６名 

    の     手  芸           言う。      ・健常者青年学級演劇コースに初めて２  

    高                              名参加 

    齢                             （障がい者青年学級・健常者青年学級に  

    化   ☆ 小集団編成 生活班                両方参加） 

    ｜                             ・障がい者に対する差別観念のたたかい 

    30   ☆ 全員が役割 「よくばりこぐま」上演       ・Ｋ・Ｙさんの家出 

    ・                             ・テレビ出演問題（７６年２月） 

    40   ☆ 運営委員会                     ↓    

障がい 歳                             ・文集づくり→ 文集委員  ↓ 

の多様化代                              

 

一 

 

年 

 

目 

 

二 

 

年 

 

目 

 

内 

 

 

容 

父母会誕生 



 

１９７６年            時 間 割 

(Ｓ．５１)  ＜各自の課題＞   ＜人形劇作り＞     ＜話 し 合 い＞  ・ 

３７名 数  学                              ・二学級制検討 

 美  術      ねらい                 ①数的増大 

国  語      どうやって青年                        ②要求多様化 

            技術工作      を劇づくりの主             ③担当者の能力限界 

サイクリング      役にするか。            父母との話し合い、青年の要求をふまえて 

音  楽                         

      手  芸      ☆要求別劇班              ＜担 当 者＞ 

        ↓        ①人間劇班             ＊学生・市民 （１５名） 

      手芸サークル化     ―言いたい事を読み合った     ＜行 政 職 員＞ 

      （あみもの）           ②オペレッタ班     ＊社会教育主事（１名） 

                  ―へっこき嫁さん→体を動かす   ＊社会教育職員（１名） 

                 ③かげえ班             ＊ケースワーカー（３名） 

                 ―あわて床屋                  計２０名 

      ☆ 運営委員会（土曜午後）                       

      ☆ 実行委員会（フェスティバル・クリスマス）      ・フェスティバル→学級として参加 

                                  ・生きがいコース・料理コースの検討 

 

１９７７年 

(Ｓ．５２)                             ＜担 当 者＞     

４２名                             ＊学生・市民 （１５名） 

☆ ねらいはくずさず、二学級別々に運営する。      ＊地域青年   （２名） 

                           ＊人形劇団員  （１名） 

☆ 午後（文化活動・話し合い）→生活班         ＜行 政 職 員＞ 

四つの基礎集団（一学級二班）            ＊社会教育主事（１名） 

＊社会教育職員（１名） 

                 時 間 割             ＊ケースワーカー（３名） 

  ＜各自の課題＞   ＜人形劇作り＞     ＜話 し 合 い＞          計２３名 

      ① 手 芸 班     

→サークル     ねらい                               ・担当者会の移行 

      ② 手 芸 班   集団としての自             ①任務分担 

      ①         治の高まり                ・文化活動担当 

      ②                             ・条件整備担当 

      ①                             ・生活担当 

      ②                             

音  楽  班                      ②かかわり方の明確化 

                               

☆ 生活班としての劇づくり                 ③学級主事   

        ①かしの木班「泣いた赤鬼」               代表者会 

         ― 友情 ― 「人形劇」                       

②ラーメン屋班「むぎひとつぶ」           ・学習会（月１回）行なう 

― 青年の気持ちをひきだす ―  

③くりご班「ももたろう」               ・土曜学級生きがいコース 

         ― 重たい人をどうまきこむか ―       ・料理教室 

        ④ごろね班 

― 感想をつづらせる ―                 ・地域へ 

○素材として劇は妥当かどうか               ①盆踊り大会→土曜学級実施 

                                   ②ゲーム大会→ゴボーの会と 

        ☆運営委員会（やりたいもの学級運営にたずさわる） 

                                  ・送迎 ― 教育としての送迎 

        ☆実行委員会（クリスマス会）                  職員の負担 

         劇会ベース（担当者）では自治活動がつみあげられ 

ない。                      ・父母会 ― 通勤寮構想 

 

                                  ・公運審 ― 父母等が参加 

 

 

三 

 

年 

 

目 

二 学 級 生 実 施 

 

四 

 

年 

 

目 

学 習 班 

スポーツ班 

設置 

開催 

改 

築 
の 

た 

め 
公 
民 
館 

→
 

町 

田 

第 

一 

中 

学 

校 

へ 
 

青年の 

多様化 

 

(年齢障害) 

「通級可能な者」をとりはずす 



 

１９７８年   

(Ｓ．５３)  ３つに分かれた時間割りを２つに減らす 

４９名 

 

                                   

            青年の自治活動に重点移行 

 

 

 

        （話し合いは班活動・各自の課題に随時入れる） 

積極的に受けとめ、ゆったりとした学級へ 

      ①集団的文化活動 劇づくり→行事を節に         

      ②班→四つの基礎集団（一学級二班）            担当者  →  学生増 

③運営委員会 劇会→                  （新旧交代） 

                             代表者会 →   調整委員会へ 

時 間 割                      （担当者会で話しきれないもの） 

＜班 活 動＞午前         ＜各自の課題＞午後      

                                   ＜担 当 者＞ 

前半―キャンプ            手芸班                   ＊在宅訪問事業 （２名） 

                     工作班          ＊地域青年   （２名） 

       後半―班ごとの活動     美術班          ＊人形劇団員  （１名） 

                                        スポーツ班        ＊学生・市民 （１４名） 

      ①ペンペン草班        国語班          ＜行 政 職 員＞ 

       ・楽しみ仲間を意識し話   算数班          ＊社会教育主事（１名） 

       し合いを成立させる     音楽班          ＊社会教育職員（１名） 

       ・お料理                       ＊ケースワーカー（３名） 

      ②デン助班           養護学校生は、各自の課題          計２４名 

       ・仲間を意識し、班活動   のみ参加（疲れ、家族との    

       を青年の手ですすめる   関係の為)          ○   

        ③トマト班          →午前・午後と集団の質の   ・キャンプ   →ゴボーの会 

 ・援助し合い、自治活動      違い             ・フェスティバル→日曜実行委員会 

 を高めよう                       ・クリスマス会 →実行委員会 

       ・ソフトボール                     ・ソフトボール →健常者青年学級 

④ひゃっか店班                               ゴボーの会             

       ・班員を知り、青年の手                 ・スケート   →希望者 

        ですすめ、青年間で助け                 ・料理教室     

 合う                             

       ・ソフトボール                    ○       → 運動方針出す 

 

      ☆ 班長の役割の不明確、青年の手で           ○       → 夜間中学へ１名 

        →担当者の援助方法・班のみの行動 

１９７９年 

(Ｓ．５４) ☆ Ａ・Ｂ学級でまとまろう               ＜担 当 者＞ 

    ５４名 ☆ 青年の手による自主的な運営をめざす         ＊地域の専門家（２名） 

                   時 間 割            ＊訪問事業担当者（２名） 

      ＜班 活 動＞午前          ＜各自の課題＞午後    ＊青年心理研究者（１名） 

               ・音楽班              ＊学生    （１４名） 

      ○Ａ学級 フレンド班       ・手芸班           ＜行 政 職 員＞ 

           バラ班         ・工作班        ＊ケースワーカー（２名） 

      ○Ｂ学級 ピンクレディ班     ・学習班       ＊社会教育主事（１名） 

           たんぽぽ班       ・美術班       ＊社会教育職員（１名） 

                                 ・スポーツ班                   計２３名 

      ＜前期＞                         

      ・キャンプを通して仲間意識、                   ○地域の専門家に広がる 

       班意識、学級意識を高める                

・キャンプの準備 

（班内係・メニュー決め・調理実習） 

 

・自分たちの力でやりたい 

・ゆったりとした学級をやりたい 

・学習時間を長くしてほしい 

 

五 

 

年 

 

目 

改 

築 

後 

町 

田 

第 

一 

中 

学 

校 
→

 

公 

民 

館
へ 

 

各自の課題・劇づくり・話し合い 

班活動・各自の課題 

☆青年たちの要求 

班長会・実行委員会へ 

Ａ・Ｂ学級

の枠を超え

て編成 

地 域 へ 

送迎問題 

学級卒業 

 

六 

 

年 

 

目 



＜後期＞ 

       学級単位の活動                    ○地域への広がり→クリスマス会 

        Ａ タコづくり 

        Ｂ レク・料理等班長会主導               日曜学級、地域のサークル、金曜教室、 

↓                        「交流会の意義を考える」 

          各班単位へ 

        ・ピンクレディ班 ― 野外活動・ゲーム 

        ・た ん ぽ ぽ 班 ― 劇づくり           ○送迎問題→運動の視点から考える 

      ☆ 自治活動をすすめる上での共通体験、生活の広がりが必要 

      ☆ 重度の青年の発達過程をどう保障するか 

      ☆ 成人（３０代以上）にとっての課題は何か 

１９８０年 

(Ｓ．５５) ☆ ゆとりある活動の中で、生活経験を広げ、その上で自主 ＜担 当 者＞ 

  ５０名  的に活動する力を獲得する               ＊地域の専門家   （３名） 

      ☆ 重度の青年、成人たちへの課題を考え、独自のグループ ＊学生      （１６名） 

       をつくる                       ＜行 政 職 員＞ 

時 間 割            ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

＜班 活 動＞午前         ＜各自の課題＞午後    ＊社 会 教 育 主 事（１名） 

           ＜前期＞                        ＊社 会 教 育 職 員（１名） 

      Ａ学級              ・音楽班       ＊ひかり療育園指導員（１名） 

        コスモス班          ・手芸班                 計２４名 

        成人班            ・工作班              

      Ｂ学級              ・学習班            （学習会） 

        ハ班             ・美術班        

        ニ班             ・スポーツ班     福祉事務所ケースワーカー近藤氏を招 

       喫茶店学習・ウォークラ                いての講演「障がい者の足の保障」 

リー・薬師池ハイキング                   

・映画                           

９月合宿           生活を共にし、ゆったりし  

                    た中で生活を語り合う    公民館事業からクリスマス会実行委員 

重度の青年と共に活動する 会主催に移行 

      ＜後期＞ 

            ☆ 重度の青年をどうするか、青年たちの投げかけ、その         

       結論より、自主的な活動を展開していく          

文集委員会が中心 

      ○ 重度の青年と共に活動していくか           文集の表題に「障害者青年学級」を入れ 

          ↓                       ることにより問題が起こった 

           「いっしょにやっていこう！」（全班一致） 

       ※ 重度者グループの解体 

      活動内容 

       コスモス班 ― 劇 

       ハ班    ― はり絵 

       二班    ― 劇とはり絵 

※ 成人班は独自の活動を行なう 

・重度の青年に対する班、独自の課題での取り組みにおいて、 

       課題が不明確だった 

      ・班で中心となる青年の位置づけと、担当者の援助の問題 

      ・成人、重度者グループ編成の際、メンバー選定の問題 

１９８１年  

(Ｓ．５６) ☆ 生活の見つめ直し（１年目）             ＜担 当 者＞ 

  ５４人 ☆ 表現活動（劇活動）への取り組み           ＊教育心理学の専門家（１名） 

時 間 割            ＊学生      （１６名） 

        ＜班 活 動＞午前          ＜各自の課題＞午後    ＊市民       （５名） 

Ａ学級（班替え）                    ＜行 政 職 員＞ 

       ・ひまわり班          ・音楽班        ＊公 民 館 職 員（２名） 

       ・シクラメン班         ・手芸班        ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

・工作班        ＊ひかり療育園職員（１名） 

※成人班の解体         ・学習班                                 計２７名 

 

七 

 

年 

 

目 

父母会 

クリスマス会 

文集づくり 

 

八 

 

年 

 

目 



      Ｂ学級（班替えなし）       ・美術班           

・ハ班             ・スポーツ班           

・二班                        ・ふれあい広場クリスマス会へ参加 

      ＜前期＞                           ・自主的な学習サークル「すぎの子」誕生 

話し合い 仕事の悩み 

           家族の様子等      ・のびのび班（注１） 

           ・観劇                            送迎委員会の再建 

         ・プール            班長会            ・障がい者の公民館利用を考える 

      ＜後期＞            ・学級日           ・公民館利用者懇談会参加 

                ・第４日曜日        「送迎を考える会」誕生 

        劇づくり    台本委員                     

      （自主的な劇づくり） 

        

      ○ 生活上の抱えている問題を出し合う 

      ○ 否定的側面が強調されすぎた 

↓ 

        広く生活をとらえ直すことの必要性 

 

（注１）のびのび班―障がいの重い青年に必要な課題を特 

に設定したグループ。これは前年度班活動の中で 

          取り組まれた重度者（からだほぐし）グループが 

          発展的に解消されたもの。 

 

１９８２年 

(Ｓ．５７) ☆ 生活の見つめ直し（２年目）             ＜担 当 者＞ 

  ５２名 ☆ 表現活動へのとり組み                ＊教育心理学の専門家（１名） 

※ 班替えなし（班名の変更） ＊学生      （１１名） 

時 間 割            ＊市民       （４名） 

＜班 活 動＞午前         ＜各自の課題＞午後     ＜行 政 職 員＞ 

Ａ学級                           ＊公 民 館 職 員（２名） 

・すみれ班                    ・音楽班               ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

       「～できる」という心      ・手芸班        ＊ひかり療育園職員（１名） 

劇づくり（すみれヶ丘）     ・工作班                 計２１名 

      ・さくら班            ・学習班 

       生活を広い領域でとらえ     ・美術班 

       カードを文章化していく     ・スポーツ班 

ことで、生活の自覚化・     ・のびのび班 

       共有化をはかる                    ＜地域へ＞ 

                                   ふれあい広場クリスマス会へ参加 

      Ｂ学級                         ・「すぎの子」 

      ・ハ班                            ↓ 

       「夢」を通して生活を見  ・班長会           「さなえサークル」誕生 

つめる                          （水曜班、土曜班、日曜班） 

      劇づくり（ハ班の夢）    ・実行委員会 

      ・スイートピー班       （合宿、狛江との交流） 

      生活場面を表現する 

      劇づくり(１３名の同窓会) 

                                  ＜送迎問題＞ 

・プール                ・署名運動の展開 

・合 宿                ・議会への請願不採決 

・狛江との交流 

 

              ・班長会、実行委員会の役割が不明確 

               

 

 

 

 

重度者グループ 

地域へ 

送迎問題 

 

九 

 

年 

 

目 



 

１９８３年 

(Ｓ．５８) ☆ 生活の見つめ直し（３年目）             ＜担 当 者＞ 

  ５３名 ☆ 青年の手による自主的な運営をめざす         ＊教育心理学の専門家（１名） 

      ☆ 新しい班で仲間を知り合う              ＊学生       （９名） 

      ☆ 表現活動へのとり組み                ＊市民       （８名） 

時 間 割            ＜行 政 職 員＞ 

＜班 活 動＞午前         ＜各自の課題＞午後    ＊公 民 館 職 員（３名） 

（班替え）                     ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

＜前期＞              ・音楽班       ＊ひかり療育園職員（１名） 

           話し合い          ・手芸班                計２４名 

                  お互いに知り合う      ・工作班        

         仕事のこと         ・学習班       ＜サークル活動＞ 

         生活の悩み など      ・美術班       ・さなえサークル 

        ・狛江との交流        ・スポーツ班     ・モンチッチ 

        ・プール           ・のびのび班     ・おなべの会 

      ＜後期＞                        ・土曜学級 

        ・合宿         ＜班長会＞ 

        ・もちつき大会     ・各班活動の情報交換    ＜送迎問題＞ 

      ＜表現活動＞        ・学級全体のことについて  学級活動の一環としてとりくむ 

                     話し合う         担当者間で位置づけにバラつきがあった 

      ・ガチャガチャ班（１５名） ・行事の企画運営を行なう   

        ― 人形劇づくり ― 

       人形をとおして、自分を語り、＜実行委員会＞ 

自分の想いをアピールする  ・狛江との交流会 

      ・チューリップ班（１３名） ・合宿 

       ― 歌づくり ―     ・もちつき大会 

       歌によって自分の意見や、思 

いを表現する 

      ・レモン班（１３名） 

       ― 劇づくり ― 

      自分たちの職場を紹介しあい、 

お互いの理解を深める 

      ・考える班（１２名） 

       ― 劇づくり ― 

      職場の実態や生活、そして 

「仲間とは何か」を考える 

 

１９８４年 

(Ｓ．５９) ☆ 青年の自主的運営                  ＜担 当 者＞ 

  ６３名 ☆ ２年目の班で活動内容を深める            ＊教育心理学の専門家（１名） 

      ☆ １０周年行事、「とびたとう」発行を中心活動とする   ＊学生      （１０名） 

時 間 割            ＊市民       （６名） 

＜班 活 動＞午前         ＜各自の課題＞午後    ＜行 政 職 員＞ 

＜前期＞                        ＊公 民 館 職 員（２名） 

       ・２年目の班としての活動    ・音楽班       ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

       ・狛江との交流         ・手芸班       ＊ひかり療育園職員（１名） 

       ・合宿             ・工作班                計２２名 

       ・プール            ・学習班        

                       ・美術班       ＜サークル活動＞ 

＜後期＞             ・スポーツ班     ・さなえサークル 

       ・１０周年記念行事       ・のびのび班     ・モンチッチ 

        パーティー          ・サイクリング班   ・おなべの会 

       ・クリスマス会 

       ・もちつき大会      ＜班長会＞ 

       ・とびたとう       ・実行委員会と合同で行事の 

      ・ガチャガチャ班（１７名）  進行をする 

        ガチャガチャ新聞 

 

十 

 

年 

 

目 

十
一 

年 

目 



      ・チューリップ班（１４名） ＜実行委員会＞       ＜送迎問題＞ 

       うた作り、絵       ・狛江との交流会      ・学級活動の一環とする 

      ・レモン班（１４名）    ・合宿           ・ハンディキャブの利用はじまる 

       文集「レモンの友だち」  ・１０周年 

      ・考える班         ・クリスマス会 

       自己表現―思ったことを  ・とびたとう 

      を大声でいう 

１９８５年 

(Ｓ．６０)   ☆  生活づくり     （コース制 １年目） 

  ５７名  ＜コース別活動＞全日              ＜担 当 者＞ 

       ・音楽コース                  ＊教育心理学の専門家（１名） 

       ・文化芸術コース                ＊学生      （１５名） 

       ・体づくりコース                ＊市民       （６名） 

       ・ものづくりコース               ＜行 政 職 員＞ 

       ・生活コース                  ＊公 民 館 職 員（２名） 

       ・自然コース                  ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

                               ＊ひかり療育園職員（１名） 

       ・班長会                             計２７名 

       ・狛江交流実行委員会               

                               ＜サークル活動 ～地域へ＞ 

       （行事）                    ・さなえサークル 

        プール                    ・モンチッチ 

        狛江との交流会                ・おなべの会 

        合宿（水元青年の家）             ・ふれあいクリスマス会参加 

        公民館まつり                 ・公民館まつり 

 

１９８６年 

(Ｓ．６１)   ☆  生活づくり・文化創造（コース制 ２年目） 

  ６４名  ＜コース別活動＞                ＜担 当 者＞ 

・音楽Ａコース                 ＊教育心理学の専門家（１名） 

       ・音楽Ｂコース                 ＊学生      （１５名） 

・文化・芸術コース               ＊市民       （６名） 

       ・健康・体づくりコース             ＜行 政 職 員＞ 

       ・ものづくりコース               ＊公 民 館 職 員（２名） 

       ・生活コース                  ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（２名） 

       ・自然コース                  ＊ひかり療育園職員（１名） 

                                        計２７名 

       ＜班長会＞                             

        実行委員会と同時進行             ＜サークル活動＞ 

                               ・さなえサークル 

       ＜実行委員会＞                 ・おなべの会 

        狛江との交流会 クリスマス会 とびたとう   ・らくだバンド 

                        

       ＜行事＞                    ＜地域へ＞ 

スポーツ大会 狛江交流会 合宿（山中湖）   ・公民館まつり参加 

        公民館まつり クリスマス会          ・ひまわり号参加 

 

１９８７年 

(Ｓ．６２)   ☆  生活づくり・文化創造（コース制 ３年目） 

  ７７名  ＜コース別活動＞                ＜担 当 者＞ 

・音楽コース                  ＊教育心理学の専門家（１名） 

       ・劇ミュージカルコース             ＊学生      （１６名） 

・ものづくりコース               ＊市民       （３名） 

       ・健康・体づくりコース             ＜行 政 職 員＞ 

       ・生活コース                  ＊公 民 館 職 員（２名） 

       ・自然コース                  ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（１名） 

                               ＊ひかり療育園職員（１名） 

計２４名 

十
二 

年 

目 

十
三 

年 

目 

十
四 

年 

目 



＜班長会＞                       

        実行委員会と並行               ＜地域へ＞ 

                               ・公民館まつり参加 

       ＜実行委員会＞                 ・ひまわり号参加 

        狛江交流会（クリスマス会） 

                       ※きらきら笑顔のメッセージコンサート参加 

       ＜行事＞                                    （国立） 

合宿（山中湖）、公民館まつり          ※若葉とそよ風のハーモニーコンサート参加 

        狛江交流会（クリスマス会）                          （町田） 

※若葉とそよ風のハーモニーコンサート（町田） 

 

１９８８年 

(Ｓ．６３)   ☆  生活づくり・文化創造（コース制 ４年目） 

  ８３名  ＜コース別活動＞                ＜担 当 者＞ 

・音楽コース                  ＊教育心理学の専門家（１名） 

       ・劇ミュージカルコース             ＊作 業 所 指 導 員（７名） 

・ものづくりコース               ＊学生       （９名） 

       ・健康からだづくりコース            ＊市民       （３名） 

       ・生活コース                  ＜行 政 職 員＞ 

       ・自然コース                  ＊公 民 館 職 員（２名） 

                               ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（１名） 

       ＜班長会＞                   ＊ひかり療育園職員（１名）                   

       ＜新聞委員会＞                          計２４名 

       ＜狛江実行委員会＞                

                               ＜地域へ＞ 

       （行事）                    ・公民館まつり参加 

        合宿（府中青年の家）             ・ひまわり号参加 

        公民館まつり                 ※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加 

狛江市青年学級との交流会 

       ※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加 

 

１９８９年 

（Ｈ．１）   ☆  生活づくり・文化創造（コース制 ５年目） 

  ９１名  ＜コース別活動＞                ＜担 当 者＞ 

・音楽①コース                 ＊教育心理学の専門家（１名） 

・音楽②コース                 ＊作 業 所 指 導 員（１０名） 

・劇ミュージカルコース             ＊学生       （９名） 

・ものづくりコース               ＊市民       （２名） 

・健康からだづくりコース            ＜行 政 職 員＞ 

・自然コース                  ＊公 民 館 職 員（２名） 

    ※各コースで生活について考えていく       ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（１名） 

＊ひかり療育園指導員（１名） 

    ＜班長会＞                            計２６名 

        クリスマス会実行委員会と並行                                     

       ＜新聞委員会＞                 ＜地域へ＞ 

       ＜とびたとう編集委員会＞             公民館まつり参加 

                               ※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加                              

       ＜行事＞ 

        合宿（府中青年の家）             ＜サークル活動＞ 

        公民館まつり                 ・さなえサークル 

※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加   ・おなべの会 

 

 

 

 

 

 

 

十
五 

年 

目 
十
六 

年 

目 



 

１９９０年 

（Ｈ．２）  ☆  生活づくり・文化創造（コース制 ６年目） 

  ９９名  ＜コース別活動＞                ＜担 当 者＞ 

・音楽①コース                 ＊教育心理学の専門家（１名） 

・音楽②コース                 ＊作 業 所 指 導 員（９名） 

・劇ミュージカルコース             ＊学生       （７名） 

・ものづくりコース               ＊市民       （５名） 

・健康からだづくりコース            ＜行 政 職 員＞ 

・自然コース                  ＊公 民 館 職 員（３名） 

    ・生活コース                  ＊ケ ー ス ワ ー カ ー（１名） 

                            ＊ひかり療育園職員（１名） 

    ＜班長会＞                            計２７名 

       ＜クリスマス会実行委員会＞                                       

       ＜新聞委員会＞                 ＜地域へ＞ 

                                公民館まつり参加 

       ＜行事＞                    ※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加                             

        合宿（水元青年の家） 

        公民館まつり                 ＜サークル活動＞ 

       ※若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加   ・さなえサークル 

                       ・おなべの会 

 

                               ＜会場＞ 

                               １～３月、公民館改修工事のため、町田第２ 

                               小学校で通常学級活動を、成果発表会を地域 

                               センター（成瀬）でおこなう 

 

１９９１年 

（Ｈ．３）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １０５名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

       ＊公民館学級（コース制７年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（大地沢青少年 

        ・劇ミュージカルコース     センター） 

        ・健康からだづくりコース    公民館まつり 

        ・自然コース                

        ・生活コース 

          

       ＊ひかり学級 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・コスモス班          合宿（府中青年の家）   ＜行事委員会＞ 

        ・ハチ公班           公民館まつり 

        ・コンドル班 

        ・ＪＲ班                   

         

＜合同実行委員会＞        ＜サークル活動＞      ＜担 当 者＞ 

・クリスマス会実行委員会     ・さなえサークル       ＊教育心理学の専門家（１名） 

       ・とびたとう編集委員会      ・おなべの会         ＊作 業 所 指 導 員（９名） 

                                      ＊学生      （１５名） 

                              ＊市民       （６名） 

                                     ＜行 政 職 員＞ 

                                     ＊公 民 館 職 員（３名） 

                                     ＊ひかり療育園指導員（１名） 

        計３５名 

 

 

 

 

十
七 

年 

目 

十
八 

年 
目 



 

１９９２年 

（Ｈ．４）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １１８名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

       ＊公民館学級（コース制８年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（山中湖） 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース 

        ・自然コース                

        ・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制１年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（山中湖） 

        ・健康からだづくりコース    公民館まつり 

        ・自然コース 

        ・生活コース                

 

＜合同実行委員会＞                    ＜担 当 者＞ 

・クリスマス会実行委員会 ・とびたとう編集委員会     ＊教育心理学の専門家（１名） 

                                     ＊作 業 所 指 導 員（９名） 

        ＜サークル活動＞                     ＊学生      （１８名） 

        ・さなえサークル ・おなべの会 ・音楽サークル      ＊市民       （６名） 

                             ＜行 政 職 員＞ 

＜地域へ＞                        ＊公 民 館 職 員（３名） 

※共作連全国大会「うたごえ東京」（ベイＮＫホール）に参加  ＊ひかり療育園指導員（１名）          

        ※若葉とそよ風のハーモニー合唱団「芸術祭                  計３８名 

         おまつり広場」（都庁ホール）に参加 

                              

１９９３年 

（Ｈ．５）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １３１名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

       ＊公民館学級（コース制９年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（長野県川上村）   ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                

        ・生活コース           

 

       ＊ひかり学級（コース制２年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（長野県川上村）   ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                

        ・ものづくりコース        

                                     ＜担 当 者＞ 

＜サークル活動＞                     ＊教育心理学の専門家（１名） 

・さなえサークル                     ＊作 業 所 指 導 員（９名） 

        ・おなべの会                       ＊学生      （１４名） 

                                     ＊市民      （２３名） 

        ＜地域へ＞                        ＜行 政 職 員＞ 

        ※第５回若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加     ＊公 民 館 職 員（３名） 

                              ＊ひかり療育園指導員（１名） 

                                              計５１名 

 

十
九 

年 

目 
二
十 

年 

目 



 

１９９４年 

（Ｈ．６）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １４１名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

       ＊公民館学級（コース制１０年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（水元青年の家）   ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                

        ・生活コース                 

 

       ＊ひかり学級（コース制３年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（水元青年の家）   ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり       ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                

        ・生活ものづくりコース             

 

20 周年記念行事（昼）健康福祉会館…20 周年記念行事実行委員会  ＜担 当 者＞ 

20 周年記念パーティ（夜）ホテル・ザ・エルシー…20 周年記念パーティ実行委員会  ＊教育心理学の専門家（１名） 

                                     ＊作 業 所 指 導 員（９名） 

        ＜サークル活動＞                     ＊大学院生     （１名） 

        ・さなえサークル                     ＊学生      （１２名） 

        ・おなべの会                       ＊市民      （２４名） 

＜行 政 職 員＞ 

 ＜地域へ＞                        ＊公 民 館 職 員（３名） 

※第６回若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加     ＊公 民 館 嘱 託 職 員（１名） 

         計５１名 

 

１９９５年 

（Ｈ．７）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １５２名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

       ＊公民館学級（コース制１１年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     センター） 

        ・健康からだづくりコース    公民館まつり 

        ・自然コース          クリスマス会 

        ・生活コース                 

 

       ＊ひかり学級（コース制４年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽コース          合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・健康からだづくりコース    公民館まつり 

        ・自然コース          クリスマス会 

        ・生活コース                  

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊教育心理学の専門家（１名） 

        ・おなべの会                       ＊施設職員     （８名） 

                                     ＊学生      （１８名） 

        ＜地域へ＞                        ＊市民      （２７名） 

        ※第７回若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加     ＜行 政 職 員＞ 

                                     ＊公民館職員    （４名） 

                                              計５８名 

二
十
一
年 

目 
二
十
二
年 

目 



 

１９９６年 

（Ｈ．８）  ☆  生活づくり・文化創造 

１６２名  ☆  二学級制 （公民館学級・ひかり学級） 

  ＊公民館学級（コース制１２年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・音楽ハッピーコース      合宿（大地沢青少年 

        ・音楽トマトバナナコース    センター） 

        ・劇ミュージカルコース     公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                

・生活コース 

・新聞づくりコース 

 

       ＊ひかり学級（コース制５年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・自然コース          公民館まつり        

        ・生活コース          クリスマス会        

        ・人形劇づくりコース                                   

＜サークル活動＞      ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル      ＊教育心理学の専門家（１名） 

                       ・おなべの会        ＊施設職員     （８名） 

                                     ＊学生      （１４名）          

＊市民      （３９名） 

＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計６６名  

１９９７年 

（Ｈ．９）  ☆  生活づくり・文化創造 

 １６９名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１３年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・うさぎミュージカルコース   合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・チャンピオンバンドコース   センター） 

        ・抱きしめたいコース      公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会            

        ・自然コース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制６年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・自然コース          公民館まつり 

        ・生活コース          クリスマス会 

        ・人形劇づくりコース              

 

＊土曜学級（班制１年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・あじさい班          合宿（青梅青年の家）   ＜新年会実行委員会＞ 

        ・コスモス班          公民館まつり 

        ・スピッツ班          新年会           

         

＜サークル活動＞       ＜地域へ＞ 

・さなえサークル       ※第８回若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加 

・おなべの会 

二
十
三
年 

目 

二
十
四
年 

目 



＜担 当 者＞        

＊教育心理学の専門家（１名） 

＊社会教育職員   （１名） 

                             ＊施設職員     （８名） 

＊学生      （２０名） 

                             ＊市民      （３８名） 

                                     ＜行 政 職 員＞ 

                                     ＊公民館職員    （４名） 

計７２名 

          

１９９８年 

(Ｈ．１０)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８２名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１４年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・ものづくりコース       合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・Ｊバンドコース        センター） 

        ・ブロード・スマイルコース   公民館まつり 

        ・健康からだづくりコース    クリスマス会 

        ・自然コース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制７年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健からオールスターズコース  センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・さんぽでけんからコース    公民館まつり 

        ・生活コース          クリスマス会      

        ・自然コース                  

 

＊土曜学級（班制２年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・ひまわり班          合宿（青梅青年の家）   ＜新年会実行委員会＞ 

        ・トマト班           公民館まつり 

        ・トトロ班           新年会     

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊教育心理学の専門家（１名） 

        ・おなべの会                       ＊施設職員    （１４名） 

                                     ＊学生      （２１名） 

＜地域へ＞                        ＊市民      （３８名） 

        ※第９回若葉とそよ風のハーモニーコンサートへ参加     ＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計７８名 

 

１９９９年 

(Ｈ．１１)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １９２名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１５年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・パフィーコース        合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・ミッキーコース        センター） 

        ・ラビッツコース（バンド）   公民館まつり 

        ・ひまわりコース        クリスマス会 

        ・自然オレンジーズコース                 

・生活コース 

 

 

二
十
五
年 

目 

二
十
六
年 

目 



       ＊ひかり学級（コース制８年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・ものづくりコース       公民館まつり       ＜とびたとう編集委員会＞ 

        ・生活コース          クリスマス会       ＜行事委員会＞ 

        ・自然コース                  

 

＊土曜学級（班制３年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・スイートピー班        合宿（青梅青年の家）    

        ・スマップ班          公民館まつり 

        ・ミッキーコースター班     新年会     

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊教育心理学の専門家（１名） 

        ・おなべの会                       ＊施設職員    （１４名） 

                                     ＊学生      （２１名） 

                        ＊市民      （３０名） 

                                     ＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計７０名 

 

２０００年 

(Ｈ．１２)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８８名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１６年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・ストロベリーコース      合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター） 

        ・キッカーズコース（バンド）  公民館まつり 

        ・ものづくりコース       クリスマス会 

        ・自然コース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制９年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・ものづくりコース       公民館まつり       ＜とびたとう編集委員会＞ 

        ・生活コース          クリスマス会       ＜行事委員会＞ 

        ・自然コース                  

 

＊土曜学級（班制４年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・ひまわり班          合宿（狭山青年の家）    

        ・のぞみ班           公民館まつり 

        ・すずらん班          年忘れ大運動会＆ 

        ・さくらんぼ班         クリスマス会 

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊教育心理学の専門家（１名） 

        ・おなべの会                       ＊施設職員    （１４名） 

                                     ＊学生      （２１名） 

                        ＊市民      （２８名） 

                                     ＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計６８名 

二
十
七
年 

目 



 

２００１年 

(Ｈ．１３)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８５名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１７年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・はいくキングコース      合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター） 

        ・うたダンスミュージカルコース 公民館まつり 

        ・ものづくりコース       クリスマス会 

        ・町田たんけんコース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制１０年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・ものづくりコース       公民館まつり       ＜行事委員会＞ 

        ・生活コース          クリスマス会        

        ・自然コース                  

 

＊土曜学級（班制５年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・うたとゆめ班         合宿（狭山青年の家）   ＜つどい委員会＞ 

        ・つばさ班           公民館まつり 

        ・あさぎり班          新年会 

        ・うさぎ班            

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊学生・市民   （６０名） 

・おなべの会                       ＜行 政 職 員＞ 

                        ＊公民館職員    （４名） 

計６４名 

 

２００２年 

(Ｈ．１４)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８３名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１８年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・健康からだづくりコース    合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・あさがおコース        センター） 

        ・ももコース          公民館まつり 

        ・ものづくりコース       クリスマス会 

        ・自然コース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制１１年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇ミュージカルコース     合宿（大地沢青少年    ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    センター）        ＜喫茶のぞみ＞ 

        ・ものづくりコース       公民館まつり       ＜行事委員会＞ 

        ・生活コース          クリスマス会        

        ・自然コース                  

 

 

 

 

＊土曜学級（班制６年目） 

二
十
八
年 

目 

二
十
九
年 

目 



        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・あるき班           合宿（狭山青年の家）   ＜つどい委員会＞ 

        ・らくだものづくり班      公民館まつり 

        ・ブギウギ班          新年会 

        ・ブルースカイ班            

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・さなえサークル                     ＊学生・市民   （６１名） 

        ・おなべの会                       ＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計６５名 

 

２００３年 

(Ｈ．１５)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８１名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制１９年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・健康からだづくりコース    合宿（大地沢青少年    ＜つどい委員会＞ 

        ・トマバナミュージカルコース  センター） 

        ・ニコニコバンドコース     公民館まつり 

        ・ものづくりコース       クリスマス会 

        ・自然コース                 

・生活コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制１２年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・劇・ミュージカルコース    日帰りハイキング（府中  ＜新聞委員会＞ 

        ・健康からだづくりコース    郷土の森）        ＜つどい＞ 

        ・企画づくりコース       公民館まつり 

        ・生活コース          クリスマス会        

        ・自然コース 

 

＊土曜学級（班制７年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・ストロベリージャンプ班    合宿（水元青年の家）   ＜つどい委員会＞ 

        ・にじ班            公民館まつり 

        ・生活をつくる班        冬のイベント 

        ・ひまわり班            

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・おなべの会                       ＊学生・市民   （６１名） 

        ・（仮称）共同学習識字の会                ＜行 政 職 員＞ 

＊公民館職員    （４名） 

計６５名 

２００４年 

(Ｈ．１６)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １９３名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

       ＊公民館学級（コース制２０年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・健康からだづくりコース   公民館まつり        ＜つどい委員会＞ 

        ・スマイルコース       クリスマス会 

        ・ジャニーズコース      

        ・ピンクガーデンコース        

        ・ものづくりコース                 

・コスモス人生コース 

 

       ＊ひかり学級（コース制１３年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞          ＜班長会＞ 

三
十
年 

目 

三
十
一
年 

目 



        ・スポーツ＆ハイキングコース 合宿（大地沢青少年センター）＜新聞委員会＞ 

        ・ハイキングするコース    公民館まつり        ＜つどい委員会＞ 

        ・企画づくりコース      クリスマス会 

・音舞団 

・さつまいも南アルプスハイジコース 

 

＊土曜学級（班制８年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          ＜班長会＞ 

        ・そら班           合宿（水元青年の家）    ＜つどい委員会＞ 

        ・ズームイン班        公民館まつり 

        ・ハートおんぷ班       新年会 

        ・Ｓｈｏｏｔｉｎｇ Ｓｔａｒ班 

 

＜サークル活動＞                     ＜担 当 者＞ 

・おなべの会                       ＊学生・市民   （６０名） 

        ・（仮称）共同学習識字の会                ＜行 政 職 員＞ 

・とびたつ会                       ＊公民館職員    （４名） 

計６４名 

 

２００５年       

（Ｈ.１７） ☆ 生活づくり・文化創造     

１９６名 ☆ 三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級）    

三

十

二

年

目 
 

◇全体行事 

・東京都障がい者スポーツ大会 

    

 ・町田市障がい者スポーツ大会     

 ・公民館まつり     

 ・秋合宿（大地沢青少年センター）     

       

 ◇学級別活動     

 ＊公民館学級（コース制２１年目）     

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・イルカさかなコース ・班長会 ・クリスマス会   

 ・ものコース ・新聞委員会 ・忘年会   

 ・やりたいことと暮らしを考えるコース     

 ・ジャーニーオレンジコース     

 ・さくらコース     

 ・すまいるミュージカルコース     

       

 ＊ひかり学級（コース制１４年目）     

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・おいしいたべものコース ・班長会 ・クリスマス会   

 ・みんなでＧＯ！！コース ・つどい委員会    

 ・ダンス＆ミュージックコース     

 ・歩くんです。コース     

 ・ザ・家庭と暮らしコース     

       

 *土曜学級（班制９年目）     

 ＜班別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・ハッスル班 ・班長会 ・忘年会   

 ・キネマゴーゴー班 ・つどい委員会 ・新年会   

 ・のりものでゴー！班     



 ・Ｆ班     

 ・ちっちゃいお店班     

       

 ◇学級外のサークル活動 担当者 ６３名   

 ・おなべの会 公民館職員 ４名   

 ・とびたつ会     

 

２００６年       

（Ｈ.１８） ☆ 生活づくり・文化創造     

１８８名 ☆ 三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級）    

三

十

三

年

目 
 

◇全体行事 

・東京都障がい者スポーツ大会 

    

 ・町田市障がい者スポーツ大会     

 ・公民館まつり     

 ・秋合宿（大地沢青少年センター）     

       

 ◇学級別活動     

 ＊公民館学級（コース制２２年目）     

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・イルカキラキラソナタミュージカルコース ・班長会 ・クリスマス会   

 ・ものぷーさんコース ・つどい委員会    

 ・やりたいことと暮らしを考えるコース     

 ・自然まんきつコース     

 ・みんなで GO コース     

      

 ＊ひかり学級（コース制１５年目）     

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・ライブクリップコース ・班長会 ・新年会   

 ・みんなのものづくり隊コース ・つどい委員会    

 ・自分で自分コース     

 ・レッツゴーハイキングコース     

       

 *土曜学級（班制１０年目）     

 ＜班別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞   

 ・ねこバス班 ・班長会 ・新年会   

 ・ドレミ班 ・つどい委員会    

 ・グルメハイキング班     

 ・夢新聞班     

 ・イルカ班     

       

 ◇学級外のサークル活動 担当者 ６３名   

 ・おなべの会 公民館職員 ４名   

 

 
・とびたつ会     

２００７年     

（Ｈ．１９） ☆ 生活づくり・文化創造   

１７６名 ☆ 三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級）  



    

  ◇全体行事   

 ・東京都障がい者スポーツ大会   

 ・町田市障がい者スポーツ大会   

 ・公民館まつり   

 ・秋合宿（大地沢青少年センター）   

 ・バスハイク（こどもの国）   

     

 ◇学級別活動   

 ＊公民館学級（コース制２３年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞  

 生活とやりたいことを考えるコース ・班長会  

 ポンタコース ・つどい委員会  

 劇団キャッツアイ   

 みんなでチャレンジコース   

 つばめコース   

     

 ＊ひかり学級（コース制１６年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞ 

 ＧＯ！ＧＯ！チャレンジコース ・班長会  

 富士山コース ・つどい委員会  

 ひまわり・コスモスコース   

 ミュージックコース   

     

 *土曜学級（班制１１年目）   

 ＜班別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞ 

 ハッピー班 ・班長会 ・新年会 

 空色美術班 ・つどい委員会  

 ホッとなごみ班   

 キラキラ班   

 レインボー班   

   担当者 ６３名 

 ◇学級外のサークル活動 （学級日当日担当者 １３名） 

 ・おなべの会 公民館職員 ４名 

 ・とびたつ会 
※ 学級日当日担当者の制度を 

新設しました 

２００８年     

（Ｈ．２０） ☆ 生活づくり・文化創造   

１７３名 ☆ 三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級）  

    

  ◇全体行事   

 ・東京都障がい者スポーツ大会   

 ・町田市障がい者スポーツ大会   

 ・公民館まつり   

 ・秋合宿（大地沢青少年センター）   

     

 ◇学級別活動   

 ＊公民館学級（コース制２４年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞  

 生活とやりたいことを考えるコース ・班長会  

三
十
四
年
目 

三
十
五
年
目 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 



 パンダコース ・つどい委員会  

 ブルースコース   

 フレンズドリームコース   

 ものピカソコース   

     

 ＊ひかり学級（コース制１７年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞  

 スポガイＧＯ！ＧＯ！コース ・班長会  

 にじいろ･たいようコース ・つどい委員会  

 ＧＯ！ＧＯ！ハイキングコース   

 音楽＆とびたとうコース 

 

 

 
ひまわりコース 

 

 

 

 *土曜学級（班制１２年目）   

 ＜班別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞ 

 ドンドン班 ・班長会 ・新年会 

 アドベンチャー班 ・つどい委員会  

 アリス班   

 ほしとひまわり班   

 うんどうすぽーつ班   

   担当者 ６７名 

 ◇学級外のサークル活動 （学級日当日担当者 １９名） 

 ・おなべの会 公民館職員 ３名 

 ・とびたつ会   

   

２００９年     

（Ｈ．２１） ☆ 生活づくり・文化創造   

１６９名 ☆ 三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級）  

    

  ◇全体行事   

 ・東京都障がい者スポーツ大会   

 ・公民館まつり   

 ・秋合宿（大地沢青少年センター）   

     

 ◇学級別活動   

 ＊公民館学級（コース制２５年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞  

 ＲＯＢＯＴコース ・班長会  

 作品づくりコース ・つどい委員会  

 ドリームレインボーコース   

 生活とやりたいことを考えるコース   

 ルーキーズコース   

     

 ＊ひかり学級（コース制１８年目）   

 ＜コース別活動＞ ＜学級内代表活動＞  

 みんなの手コース ・班長会  

 元気あいじょうコース ・つどい委員会  

 ステージＪコース   

 フラワー･ヤッホーコース 

 

 

 

企画チャレンジコース 

 

 

 

 

三
十
六
年
目 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 



 *土曜学級（班制１３年目）   

 ＜班別活動＞ ＜学級内代表活動＞ ＜行事＞ 

 ラッキー班 ・班長会 ・新年会 

 あるくものづくり班 ・つどい委員会  

 ピッピスポーツ班   

 チャレンジ班   

 キラキラげんき班   

   担当者 ８１名 

 ◇学級外のサークル活動 （学級日当日担当者 １３名） 

 ・おなべの会 公民館職員 ３名 

 ・とびたつ会   

   

   

２０１０年 

(Ｈ．２２)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １７８名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

        ＜コース別活動＞                 

        ・はいくキングコース           

        ・健康からだづくりコース     

        ・うたダンスミュージカルコース 公民 

        ・町田たんけんコース                 

 

 

       ＊ひかり学級（コース制１０年目） 

        ＜コース別活動＞       ＜行事＞           

        ・劇ミュージカルコース     合宿     

        ・健康からだづくりコース    センタ         

        ・ものづくりコース       公民        

        ・生活コース          クリ        

        ・自然コース                  

 

＊土曜学級（班制５年目） 

        ＜班別活動＞         ＜行事＞          

        ・うたとゆめ班         合宿    

        ・つばさ班           公民 

        ・あさぎり班          新年 

        ・うさぎ班            

 

                      

  

 

・                        

                         

担当者 ７３名 

（学級日当日担当者 ２１名） 

公民館職員 ３名 

三
十
七
年
目 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

・ つどい委員会 

◇全体行事 

・ 東京都障がい者スポーツ大会 

・ 町田市障がい者スポーツ大会 

・ 公民館まつり 

・ 秋合宿（大地沢青少年センター） 

＊ 公民館学級（コース制２６年目） 

＜コース別活動＞ 

・ スターウォーズコース 

・ ひまわりコース 

・ オールスターコース 

・ ゆめをみようコース 

・ ミュージカルインストルメンツコース 

＊ ひかり学級（コース制１９年目） 

＜コース別活動＞ 

・ スポーツドリームコース 

・ 冒険散歩コース 

・ 星のつばさコース 

・ ラベンダーのかなたへコース 

・ あじさいコース 

＜行事＞ 

・20 周年記念イベント 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

＊ 土曜学級（班制１４年目） 

＜班別活動＞ 

・ ビクトリー班 

・ ステップでどん班 

・ ニコニコお祭り班 

・ ぞうさんのあくび班 

 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

・ つどい委員会 

＜行事＞ 

・新年会 

◇学級別活動 

 

◇学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 



 

２０１１年 

(Ｈ．２３)  ☆  生活づくり・文化創造 

 １８６名  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

        

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２０１２年 

☆ 生活づくり・文化創造 

☆ 三学級制（公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

◇ 全体行事 

・ 東京都障がい者スポーツ大会 

・ 町田市障がい者スポーツ大会 

・ 生涯学習センターまつり 

・ 秋合宿（大地沢青少年センター） 

 

◇ 学級別活動 

担当者 ８２名 

（学級日当日担当者 ２３名） 

公民館職員 ３名 

三
十
八
年
目 

◇全体行事 

・ 町田市障がい者スポーツ大会 

・ 公民館まつり 

・ 秋合宿（大地沢青少年センター） 

◇学級別活動 

 ＊ 公民館学級（コース制２７年目） 

＜コース別活動＞ 

・ ハピネスクローバー コース 

・ ダンシングミュージカル コース 

・ 銀河鉄道９９９ コース 

・ みんなのあかり コース 

・ きずな コース 

＊ ひかり学級（コース制２０年目） 

＜コース別活動＞ 

・ 探検ハト コース 

・ 健康スポーツ コース 

・ レッドビッキーズ 

・ パンダ コース 

・ パフォーマンスアカデミー コース 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

・ つどい委員会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

＜行事＞ 

・クリスマス会 

＊ 土曜学級（班制１５年目） 

＜班別活動＞ 

・ ひまわり 班 

・ げきだんランランロック 班 

・ ハッピーミュージック 班 

・ ワクワク体験 班 

・ お陽さまごっつんこ 班 

＜学級内代表活動＞ 

・ 班長会 

・ つどい委員会 

＜行事＞ 

・新年会 

◇学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 

三
十
九
年
目 

（Ｈ.２４） 

 １８３名 



＊ 公民館学級（コース制２８年目） 

＜コース別活動＞               ＜学級内代表活動＞  ＜行事＞ 

・ コンサート♪ コース           ・班長会       ・クリスマス会 

・ みんなのあかり コース          ・つどい委員会 

・ 健康・体力づくり コース 

・ 劇団 宇宙のかがやき コース 

・ ギブア・ハピネスクローバー・トゥ・ビーナス コース 

 

＊ ひかり学級（コース制活動２１年目） 

＜コース別活動＞                   ＜学級内代表活動＞     ＜行事＞ 

・ 笑顔＆ミュージカル コース        ・班長会       ・クリスマス会 

・ スマイル コース 

・ ひまわりものづくり コース 

・ 愛情料理 コース 

・ さんぽ コース 

 

＊ 土曜学級（班制１６年目） 

＜班別活動＞                 ＜学級内代表活動＞  ＜行事＞ 

・ はくちょうで野球しようぜ 班       ・班長会       ・新年会 

・ ラビットグルメ 班            ・つどい委員会 

・ なんでもチャレンジ 班 

・ やったねストライク 班 

・ ムーンランド❤ドラエモンバンド 班 

 

◇ 学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 

・ スケッチ・ルーム 

    

２０１３年 

☆ 生活づくり・文化創造 

☆ 三学級制（公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

     ◇全体行事 

      ・東京都障害者スポーツ大会（フットベースボール） 

      ・町田市障がい者スポーツ大会 

      ・生涯学習センターまつり（展示・舞台） 

       

      

      ◇学級別活動 

      ※ 公民館学級（コース制２９年目）          

      ＜コース別活動＞              ＜学級内代表活動＞  ＜行事＞ 

      ・みんなのゆめ コース ・班長会       ・合宿 

      ・みんなのあかりコース ２０１３ ・つどい委員会    （大地沢青少年センター） 

      ・ヘルス・パワーアップ コース                   ・クリスマス会 

      ・夢よびたい コース 

      ・ものづくり コース 

     

    ※ ひかり学級（コース制活動２２年目） 

    ＜コース別活動＞              ＜学級内代表活動＞  ＜行事＞  

    ・みんなのいのち コース           ・班長会       ・バスハイク 

    ・ハッピースポーツ探検さんぽ コース                （こどもの国） 

    ・メニーハンズ コース                       ・クリスマス会 

    ・うさぎのダンス コース 

    ・ふれあいのぞみ コース 

担当者 ７７名 

（学級日当日担当者 ３２名） 

生涯学習センター職員 ３名 

四
十
年
目 

（Ｈ.２５） 

 １８３名 



    ※ 土曜学級（班制１７年目） 

    ＜班制活動＞                ＜学級内代表活動＞  ＜行事＞ 

    ・みどりのはっぱとたんぽぽ 班       ・班長会        ・合宿 

    ・じぇじぇじぇ！あじさいだー 班       ・つどい委員会    （大地沢青少年センター） 

    ・ラビット・ミッフィー・ドルフィン 班               ・新年会 

    ・ひまわり 班 

    ・住・行（考） 班 

 

     

 

◇ 学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 

・ スケッチ・ルーム 

 

 

 

２０１４年  ☆ 生活づくり・文化創造 

☆ 三学級制（公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

◇全体行事 

・東京都障害者スポーツ大会（フットベースボール） 

・町田市障がい者スポーツ大会 

・生涯学習センターまつり（展示・舞台） 

・青年学級４０周年記念式典 

 

◇学級別活動 

※ 公民館学級（コース制３０年目） 

＜コース別活動＞             ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・こころ夢 コース            ・班長会        ・合宿 

・はれの日 コース            ・つどい委員会     （大地沢青少年センター） 

・わたしたちのみらい コース                   ・クリスマス会 

・スマイルヘルスアップ コース 

・カリビアン コース 

 

※ ひかり学級（コース制２３年目） 

＜コース別活動＞            ＜学級内代表活動＞    ＜行事＞ 

・世界にひとつだけの花 コース     ・班長会                 ・バスハイク 

・江ノ島かもがわ水族館 コース                 （よこはま動物園ズーラシア） 

・元気はつらつ夏椿 コース                    ・新年会 

・トトロミュージック コース 

・イベント・ドリーム コース 

 

※ 土曜学級（班制１８年目） 

＜班制活動＞              ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・青空クローバー 班          ・班長会        ・日帰り旅行 

・ギターとラッパと夢とともだち 班      ・つどい委員会     （江ノ島） 

・健康グルメ 班                        ・新年会 

・あまちゃん 班 

・生活まじめ 班 

 

◇ 学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 

・ スケッチ・ルーム 

 

 

担当者 ７３名 

（うち学級日当日担当者 ２６名） 

生涯学習センター職員 ４名 

担当者 ７１名 

（うち学級日当日担当者 ２２名） 

生涯学習センター職員 ４名 

四
十
一
年
目 

（Ｈ.２６） 

 １８２名 



２０１５年  ☆ 生活づくり・文化創造 

(Ｈ．２７)  ☆ 三学級制（公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

 １７４名  ◇全体行事 

・町田市障がい者スポーツ大会 

・生涯学習センターまつり（展示・舞台） 

 

◇学級別活動 

※ 公民館学級（コース制３１年目） 

＜コース別活動＞             ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・楽器大好き コース            ・班長会        ・合宿 

・ものづくり コース            ・つどい委員会     （大地沢青少年センター） 

・わたしたちのみらい コース                    ・クリスマス会 

・ケンカラ コース 

・劇・ミュージカル コース 

 

※ ひかり学級（コース制２４年目） 

＜コース別活動＞            ＜学級内代表活動＞    ＜行事＞ 

・にじスマイル コース           ・班長会                ・日帰り旅行 

・強くて負けないスーパー電車                    （江ノ島） 

スポーツコース１・２・３                     ・新年会 

・小さなしあわせ すみれ コース 

・ミュージカル・ダンス コース 

・おでかけ料理 コース 

 

※ 土曜学級（班制１９年目） 

＜班制活動＞              ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・ハッピーブルー 班            ・班長会        ・合宿 

・みんな元気スポーツ 班                         （大地沢青少年センター） 

・楽しいイベント 班                        ・新年会 

・あじさいものづくり４８ 班 

 

◇ 学級外のサークル活動 

・ とびたつ会 

・ おなべの会 

・ スケッチ・ルーム 

 

２０１６年  ☆  生活づくり・文化創造 

(Ｈ．２８)  ☆  三学級制 （公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

 １７１名  ◇全体行事 

・町田市障がい者スポーツ大会 

・生涯学習センターまつり（展示・舞台） 

 

◇学級別活動 

※ 公民館学級（コース制３２年目） 

＜コース別活動＞             ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・抱きしめたい心 コース          ・班長会        ・合宿 

・ものづくり コース            ・つどい委員会     （大地沢青少年センター） 

・生活とくらしを考える コース                   ・クリスマス会 

・炎のファイト！ 健康からだづくり コース 

・あおのなかま コース 

 

※ ひかり学級（コース制２５年目） 

＜コース別活動＞            ＜学級内代表活動＞    ＜行事＞ 

・ふれあいをつくっていく コース     ・班長会               ・日帰り旅行 

担当者 ７１名 

（うち学級日当日担当者 ２２名） 

生涯学習センター職員 ５名 

四
十
二
年
目 

四
十
三
年
目 



・無敵最強スポーツ コース                     （藤野芸術の家） 

・ひまわり味彩大作戦 コース                    ・クリスマス会 

・コスマリップ劇ダンス コース 

 

※ 土曜学級（班制２０年目） 

＜班制活動＞              ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・ハッピーブルー 班            ・班長会        ・日帰り旅行 

・みんな元気スポーツ 班                         （みなとみらい） 

・楽しいイベント 班                        ・新年会 

・あじさいものづくり４８ 班 

 

◇ 学級外のサークル活動 

・とびたつ会 

・おなべの会 

・スケッチ・ルーム 

 

２０１７年  ☆ 生活づくり・文化創造 

(Ｈ．２９)  ☆ 三学級制（公民館学級・ひかり学級・土曜学級） 

 １７１名  ◇全体行事 

・町田市障がい者スポーツ大会 

・生涯学習センターまつり（展示・舞台） 

 

◇学級別活動 

※ 公民館学級（コース制３３年目） 

＜コース別活動＞             ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・なでしこ コース            ・班長会        ・合宿 

・たんぽぽ コース            ・つどい委員会     （大地沢青少年センター） 

・よりみち コース                        ・クリスマス会 

・エビカニクス コース 

・自由カンガルー コース 

 

※ ひかり学級（コース制２６年目） 

＜コース別活動＞            ＜学級内代表活動＞    ＜行事＞ 

・花 コース              ・班長会               ・日帰り旅行 

・虹ドリームアンド創作 コース                  （みなとみらい） 

・何でも最強スポーツ コース                   ・クリスマス会 

・お出かけ料理 コース 

 

※ 土曜学級（班制２１年目） 

＜班制活動＞              ＜学級内代表活動＞   ＜行事＞ 

・ハワイと虹 班             ・班長会        ・日帰り旅行 

・トーマスレインボースポーツ 班                   （みなとみらい） 

・一刀両断 班                          ・新年会 

・トレンディものづくり 班                    ・２０周年記念式典 

 

◇ 学級外のサークル活動 

・とびたつ会 

・おなべの会 

・スケッチ・ルーム 

担当者 ６４名 

（うち学級日当日担当者 ２６名） 

生涯学習センター職員 ６名 

担当者 ６４名 

（うち学級日当日担当者 ２７名） 

生涯学習センター職員 ４名 

四
十
四
年
目 



☆学級生の就労状況
未就労 6 町田おかしの家 1

アールフィールド 3 町田かたつむりの家 5

赤い屋根 3 町田リス園 2

特例子会社 2 大賀藕絲館 19 メイクⅡ 1

リネンサプライ 1 かがやき 19 森工房 1

菓子工場 1 喫茶けやき 2 ゆめ工房 1

木・紙製品製造 1 共働学舎 6 ラ・まの 6

理容・美容 1 くず葉学園 1 ワークステーション立川 1

園芸 1 こころみ農園 2 訓練施設

設計事務所 2 サポートセンター町田とも 5 島田療育センター 1

衣料販売 1 シャロームの家 4 ひかり療育園 2

スワン・ベーカリー 3 プラスアルファ 1

地の星 6 町田生活実習所 4

つるかわ学園 5 町田福祉園 2

つるかわ学園職業準備支援センター 1 わさびだ療育園 2

なないろ 14

ﾆｰｽﾞｾﾝﾀｰ花の家 13

白峰会 1

花の郷 6

美術工芸館 5

プラスアルファ 6

ボア・アルモニー 1

福祉的就労

一般就労

一般就労
6%

福祉的就労
84%

訓練施設
7%

未就労
3%

就労･通所状況

一般就労

福祉的就労

訓練施設

未就労



☆学級生の持っている手帳

愛の手帳（療育手帳）

１度 ２度 ３度 ４度 計

男 19 15 6 40

女 9 11 3 23

男 0 12 18 2 32

女 1 12 10 1 24

男 2 17 18 3 40

女 0 6 4 1 11

男 2 48 51 11 112

女 1 27 25 5 58

総計 3 75 76 16 170

身体障害者手帳

１級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

男 5 2 1 1 1 10

女 2 2 1 5

男 1 1 0 0 0 1 3

女 7 6 0 0 1 1 15

男 3 2 0 1 0 0 6

女 1 1 0 1 0 0 3

男 9 5 1 2 1 1 19

女 10 9 0 2 1 1 23

総計 19 14 1 4 2 2 42

土曜学級

計

計

土曜学級

ひかり学級

公民館学級

公民館学級

ひかり学級



74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 89 90 91 92 93 94 95 96 97 98 99 00 01 02 03 04 05 06 07 08 09 10 11 12 13 14 15 16 17

学級生 20 32 37 42 49 54 50 54 52 53 63 57 64 77 91 99 105118131141152162169182192188185183181193196188177175169178186183183182174171171

担当者 11 16 20 23 24 23 24 27 21 24 22 27 27 24 26 27 35 38 47 47 54 62 68 74 66 64 64 61 50 60 63 63 63 67 81 73 82 77 73 71 66 64 64
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※学級生数は、

年度当初におけ

る人数

※担当者数は、

当該年度の延

べ人数



 

 

公民館学級（23名 ） 

☆ 石上 美津子 

☆ 内田 桃香 

☆ 木元 祥平 

☆ 櫻井 明美 

☆ 柴崎 智啓 

☆ 柴田 保之 

☆ 関水 末子 

☆ 高井 大輔 

☆ 髙田 正臣 

☆ 滝本 克芳 

☆ 丹羽 秀次 

☆ 能登 あやな 

☆ 原子 昌平 

☆ 牧野 恵里香 

☆ 山之内 敦郎 

☆ 和田 創 

★ 伊藤 美紀子 

★ 今泉 晴世 

★ 佐藤 歌恋 

★ 鈴木 邦子 

★ 冨永 節子 

★ 松本 萌恵子 

★ 的野 賢太 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひかり学級（24名 ） 

☆ 朝比奈 康太 

☆ 五十嵐 瑞記 

☆ 小林 逸雄 

☆ 駒井 祐樹 

☆ 酒匂 健太 

☆ 佐藤 優香 

☆ 舘井 菖 

☆ 田中 駿佑 

☆ 播本 啓子 

☆ 山本 佳奈 

☆ 松尾 彩音 

☆ 恩田 吉郎 

★ 金成 克樹 

★ 石井 紗希 

★ 伊藤 美保子 

★ 落合 理奈 

★ 高取 静香 

★ 中村 千津子 

★ 八木 いさを 

★ 芝 佳菜子 

★ 芝 明菜 

★ 樋田 五気 

★ 児玉 佳那姫 

★ 村松 由理 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

土曜学級（17名 ） 

☆ 伊藤 直光 

☆ 梅原 光輝 

☆ 片岡 千栄子 

☆ 小山 京子 

☆ 富沢 タツ子 

☆ 彦根 睦 

☆ 宮城 幸生 

☆ 渡辺 祐美子 

★ 石橋 尭弥 

★ 大貫 徳三 

★ 岡村 綾子 

★ 小野寺 浩文 

★ 河井 収穂 

★ 朽方 光代 

★ 小山 寿美子 

★ 西村 鎭男 

★ 難波 誠 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

行政職員 

（生涯学習センター） 

☆ 今村 耕一（13～） 

☆ 岩田 武 （16～） 

☆ 菊島 登志子（17～） 

☆ 矢嶋 良史（15～） 

担当者・当日スタッフ紹介（２０１７年４月～２０１８年３月） 

☆：担当者  ★：当日スタッフ 
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